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プロローグ　～峡谷にて～







　眼前に、肝かん臓ぞうが縮みあがるような光景が現出していた。

　ファの家から三十分ほど歩いた場所にある、岩場の渓けい谷こくである。

　普ふ段だんからお世話になっている水場を通過して、右手にモルガの山のたたずまいを眺ながめながらゴツゴツとした岩場の道を歩いていくと、やがてその荘そう厳ごんにして恐おそろしい情景が展開されたのだ。

　峡谷である。

　切り立った断だん崖がいの下には、名も知れぬ川がどうどうと音を立てて流れている。

　しかし、そんな音色も実際には遠い。俺おれたちが立っている断崖のてっぺんからその底を流れる川の水面までは、およそ二十メートルばかりもの隔へだたりがあったのだ。

　二十メートル――俺の世界の感覚としては、五階建てビルディングぐらいの高さであろうか。

　まあ、高いところは得意でもないが、重度の高所恐怖症というわけでもない。崖がけの上からその川の流れを覗のぞきこむぐらいなら、ぎりぎり足が震ふるえたりもしなかった。

　ただし、本当に恐おそろしいのは、その断崖の存在ではない。

　俺を真に震しん撼かんたらしめたのは、その断崖にひょろんと吊つるされたお手製の「吊り橋」の存在だった。

「……冗じよう談だんだよな？」と問いかけると、我わが最愛なる家長はいぶかしそうに「何がだ？」と首を傾かしげたものだ。

　何がだじゃないよと、俺は嘆たん息そくする。

　長さはおよそ十メートル。幅はばはおよそ一メートル。古びた丸太と茶色く乾かん燥そうした蔓つる草くさでこしらえられた、実に原始的な吊り橋なのである。

　風もないのにゆらーんゆらーんと揺ゆれている。そこに足を踏ふみ入いれると想像しただけで背骨が抜ぬけてしまいそうだった。

「……これでは強度に不安が残ると言わざるをえません」

　俺はそのように提言してみせる。

　もしかしたらこの異世界にやってきて一番きりりとした面おも持もちであったかもしれないのに、我が家長の表情は不ふ審しんの色を濃こくするばかりだ。

　森辺の民たみ、ファの家の家長たるアイ＝ファ。

　言わずと知れた、俺の大恩人にして同居人たる、勇ゆう猛もう果か敢かんな女おんな狩人かりうどである。

　複雑な形に結ゆいあげられた長い髪かみは、森辺には珍めずらしい金きん褐かつ色しよく。

　強い光を浮うかべた瞳ひとみは、深い青色。

　クリーミーなチョコレートのようになめらかな褐かつ色しよくの肌はだと、研とぎすまされた細身の体たい躯く。

　身長は人並みだがすらりとしていて、その身体には眩まぶしいばかりの生命力と躍動感がみなぎっている。

　狩人の証あかしたるギバの毛皮のマントと、胸むなもとと腰こしまわりだけを隠かくす綺き麗れいな色合いの布の服。きゅっと引ひき締しまった腰にはごつい蛮刀と小刀をぶら下げて、綺麗なラインを描えがく脚あしの先には、巻きつけ型の革の履はき物もの。

　形のいい胸の上には、ずいぶん大量になってきた角と牙きばの首くび飾かざりを下げ、ほっそりとしなやかな手首には毒どく虫むし除よけのグリギの実の腕うで飾かざり。

　いつも通りの、アイ＝ファの姿である。

　昨晩――ルティムの婚こん儀ぎの前祝いの仕事を無事にやりとげたのち、あてがわれた部屋において普段とは異なる様子を見せたアイ＝ファではあったが、一夜が明ければもうその変調は消え去っていた。

　それは喜ばしいことである。

　それは喜ばしいことであるのだが――何とかして、この現在の危機感を共有していただくわけにはいかないだろうか？

「アスタよ。お前はもしかして、この橋に不安があると言っているのか？」

　アイ＝ファは静かにそう言った。

「ならば、心配は不要だ。この吊り橋に使われているのはフィバッハの蔓草といって、外見は細いが非常にちぎれにくく、このように枯かれ果はてた後でも人間の髪の毛のように頑がん丈じようなのだ」

　そんな、意外に頑丈なんだよねという存在にたとえられても、不安感が解消されるわけもない。だったらもっと強度は弱くても太くてがっしりとした素材を使ってくれたほうが、まだしも精神的には安息が得られるのではないだろうか。

「……この橋は、私が生まれる以前からここにこうして吊り下げられており、今日この日まで何の問題もなく使用されてきたのだ。危険などあろうはずもない」

「いや、今まで大だい丈じよう夫ぶだったから今日も大丈夫という理り屈くつはないだろ！　ていうか、その歴史が長ければ長いほど老ろう朽きゆう化かが進んでいるってことじゃないか！」

「だから、渡わたる際にはどこか蔓草が傷いたんでいないか入念に確かく認にんしながら進むのだ。それでほころびを見つけたら、見つけた人間が補修をする。そうやってこの吊り橋は何十年も守られてきたのだ」

「我が家長アイ＝ファよ。それでもわたくしは心中の不安をぬぐい去ることができませぬ。もっと安全で快適な道筋は存在しませぬのか？」

「……私の家からジェノスの宿場町に向かうにはこの道が一番早いのだ。他ほかの道では倍ほどの時間がかかってしまうからな」

　そう、俺たちはギバの角と牙を食しよく糧りようと交こう換かんするため、そのジェノスの宿場町とやらにまでおもむく途と上じようであったのだ。

　アリアもポイタンも果実酒も底をつきかけており、普段だったらもっとゆとりをもって宿場町におもむくらしいのだが、何せ俺たちはドンダ＝ルウとの対決を控ひかえていた。その決着が昨日ようやくついたので、朝一番で家に戻もどり、食しよく糧りよう庫この管理やピコの葉の採取といった最低限の仕事を果たしたのち、満を持して家を出立したのである。

　この異世界に到とう来らいしておよそ二十日目にして、俺はついに森辺の外界に足を踏み出す機会を得たのだ。

　俺の心は、未知なる世界への期待と不安に震えていた。

　そして今は、別の理由で震えてしまっている。

「もういいだろう。いつまでもぐずぐずしていたら、用も果たせぬうちに日が暮れてしまうわ」

「お待ちください！　あのう……手を握にぎらせていただいてもかまいませぬか？」

　アイ＝ファはたちまち眉み間けんにしわを寄せて「断固として断る」と言い捨てた。

「そのような行こう為いに何の意味がある？　どのみちこの橋が落ちてしまえば、私の手を握っていたところで生命は助かるまい。つかむなら吊り橋の蔓草をつかめ」

「い、いや、だけど、心の安息が欲ほしいのです！　わたくしにとってはこんな頼たよりなげな蔓草よりも、家長アイ＝ファの存在のほうが何倍も頼たのもしいのです！」

「……その鬱うつ陶とうしい喋しやべり方かたを今すぐやめねば、舌を切り落とす」

「ごめんなさい」

「とにかく無意味に手を握られるなど御ご免めんこうむる。そんなに不安なら、私の外がい套とうのすそでもつかんでいろ」

　きわめて冷ややかに言い放ち、毛皮のマントをひるがえして吊り橋へと足を向ける。

　そのひるがえったマントのすそを、俺は両手でがっちりキャッチした。

「よ、よし、オッケーだ！　では、出発しよう！」

　アイ＝ファはこちらを見もせずに深々と溜ため息いきをついてから、何の迷いもなく足を踏み出した。

　俺はもう某ぼうシューティングゲームのオプションさながらに追従する他ない。

　アイ＝ファの足が、丸太にかかる。

　ぐわんと、吊り橋が大きく揺れる。

　俺も意を決して、丸太に足をかける。

　ぐわんと、吊り橋が大きく揺れる。

「……うあー」

「やかましい」

「ちょ、ちょっと！　手すりに手ぐらいかけろよお前は！　こっちは両手がふさがってるんだからさ！」

「やかましいと言っている」

　アイ＝ファはかまわず、いつも通りの颯さつ爽そうとした足取りで歩を進めていく。

　揺れる揺れる。無む茶ちや苦く茶ちやに揺れる。

　下の景色など見れるはずもなかった。見たら、おそらくへたりこんでしまう。

　それでも吊り橋の長さは十メートルていどだ。あれよあれよという間に五メートルぐらいは踏とう破はして、このままアイ＝ファの後頭部とうなじだけを凝ぎよう視ししていれば何とか最後まで切り抜けられそうだった。

　しかし。

「……む。蔓草がちぎれかけているな」

　そんなアイ＝ファの何気ない一言を耳にするなり、俺の内に秘ひめたる理性と知性は仲良くスクラムを組んで遥はるかなる蒼そう穹きゆうの彼か方なたへと飛び去ってしまった。

「うあーっ！」と叫さけんで、力まかせにアイ＝ファの胴どう体たいを抱だきすくめてしまう。

　ぶりんぶりんと吊り橋が揺れて、足が丸太から落ちそうになる。

「うあーっ！　うあーっ！！　うあーっ！！！」

「馬ば鹿か者もの！　放さんか！　本当に死にたいのかお前は！！」

　アイ＝ファの怒ど号ごうが峡谷に響ひびきわたる。

　とても長い一日の始まりの、それが合図の祝しゆく砲ほうであるかのようだった。
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第一章　ジェノスの宿場町







１




　ジェノスとは、西の王国セルヴァの一領土である。

　広大なる版図を誇ほこる王国の、最さい東とう端たんやや南寄りの位置、未開の山モルガの麓ふもとに広がる辺境の町だ。

　しかし、王国セルヴァの領土においては辺境という区分であっても、友好国である南の王国ジャガルや東の王国シムとはきわめて距きよ離りが近いため、貿易と流通に関しては要所であるとも言える。

　また、気候は温暖で水も豊かであり、その恩おん寵ちようから非常に肥ひ沃よくな農園地帯を有してもいる。

　おもに石の都と称しようされるのは、その領土の中心にある城下町だ。堅けん固ごな石の城じよう壁へきに守られたその城下町には、通行証なくして立ち入ることは許されていないらしい。

　その北側には貴族の管理する果樹園が、南側には小作の農民たちの管理する農園が広々と広がっている。

　それらをひっくるめたジェノスの領土とモルガの山を左右に分断する形で、南から北へと石の街かい道どうが真まっ直すぐに延のびており――その街道沿いでも、領民の営みが展開されていた。

　城下町と農園の狭はざ間ま、数多くの旅人や商人らが自由に行き交う、粗そにして野なる宿場の町。

　それが、ジェノスの宿場町だった。





◇






「うわ……」と、最初はまともな言葉にもならなかった。

　恐きよう怖ふの吊り橋を生命がけで攻こう略りやくし、それから三十分ていど歩いただけで、いきなり世界が開けたのである。

　ファの家からの道のりを考えても、およそ一時間ていどの距離しか歩いていない。

　体感としては、ルウ家への道のりとそんなに変わらないぐらいだ。

　そうであるにも拘かかわらず――世界が、一変してしまっていた。

「こいつは驚おどろいたな……何だか異世界にでも足を踏み込んだ気分だ……」

　ようやく言語能力が回復しても、そんな的外れの言葉しか出てこない。

　しかし、それぐらい世界は変へん貌ぼうし果ててしまっていたのだ。

「何を驚く必要がある。森辺の民は、ジェノスの田畑をギバから守るためにあの森辺を住すみ処かとしているのだ。ならば、集落のすぐ西側にはジェノスの領土が広がっているのが道理であろう」

　と、まだ少なからず不ふ機き嫌げんそうなアイ＝ファの声がそう応じたが、そんな一いつ辺ぺん倒とうな道理で俺が驚きよう愕がくの念をおさめられるはずもなかった。

　毛皮のマントを身に纏まとい、森を駆かけてギバを狩かることを生業なりわいとする森辺の民たち。その勇ゆう猛もうなる狩人たちの集落のすぐそばに、このような文明の領土が存在するなどと、どうしてそんなに容易たやすく承服することができるであろうか。

　建物は、やはり木造だ。

　しかし、平屋ばかりでなく、その多くは二階建てだった。

　中には石材や漆しつ喰くいが使われている建物もあり、造りはいっそうしっかりしている。

　足もとには、白い石いし畳だたみが敷しかれている。

　これが、石の街道なのだ。

　道みち幅はばはおよそ十メートルぐらい。密集した建物に左右をはさまれる格好で、どこまでも真っ直ぐに南北へと延びている。

　そして、そこには人間が満ちていた。

　実にさまざまな人間が、狩人ならぬ装いで、そこにはあふれかえっていたのである。

　筒状の小さな帽ぼう子しを頭にちょんと載せ、黄色の胴どう衣いに乳白色のだぶだぶのズボン、背中に大きな籠かごを負って、せかせかと歩いている小太りの男がいる。

　胸あてだけを着けた上半身に、ゆったりとしたショールのようなものを肩かたにかけ、腰から下には足首まである長い布を巻きつけた、ヴィナ＝ルウほどではないが色っぽい女性がしゃなりしゃなりと歩いている。

　ギバとは異なる駱らく駝だ色いろの毛皮を上衣に仕立て、足もとは腰こし巻まきと革のサンダル、少し森辺の民と似た装いだが、その腰には手て斧おのと革かわ袋ぶくろを下げた大男が、のっしのっしと歩いている。

　そのように一人ずつ解説していては埒らちが明かないぐらい、そこにはさまざまな人が満ちていた。

　頭にターバンのようなものを巻き、暗灰色の長衣を着た痩やせぎすの老人。

　粗そ末まつな布の服を着て走り回る子供たち。

　半はん裸らで荷を負った屈くつ強きようそうな男たち。

　フードつきの革のマントで面相を隠した男たち。

　肌の色はその大半が、日本人のような象ぞう牙げ色いろか、あるいはもっとよく陽ひに灼やけた黄おう褐かつ色しよくをしている。が、髪の色は黒とは限らず、黒こつ褐かつ色しよくから栗くり色いろまでの茶系統が主流であり、顔立ちはみんな彫ほりが深くて、俺の故郷の人々とは趣おもむきが異なる。

　それに、中には赤みをおびた白い肌の人間や、森辺の民よりもはっきりと黒い肌をした人間なども少なからず混じっていた。

　そういった人々が、おたがいの肩がぶつからないように器用にすいすいと道を急いでいる。

　その人種の多様さもさることながら、とにかく俺はその人間と建物の密集具合にこそ、驚愕させられてしまっていた。

「うわ――何だありゃ！」

　それらの人間の群れの間から、にゅうっと一メートルぐらい上部に突き出した細長い物体が、ひょこひょこと上下に揺れながら俺たちのほうに近づいてきた。

「トトスの恐鳥だな」と、アイ＝ファは何でもないように言い捨てる。

　それは、全長三メートルはあろうかという、ダチョウをさらに巨きよ大だい化かさせたような鳥の化け物だった。

　ダチョウにそっくりの長い首と、丸っこい身体に、太い足――ただし、その全身は濃い褐色の羽う毛もうに包まれている。

　鋭するどいクチバシには革の帯、首の付け根には手た綱づなを巻かれて、それを引くのは、布の巻き帽子と腰あてだけを身につけた、黄褐色の肌の大男。

　その恐鳥とやらの胴体の左右には、布で巻かれた大きな荷が下げられていた。

「この一画には宿屋しかない。食糧の売られている露ろ店てんの区域はもっと北側だ」

「ちょっと――ちょっと待ってくれ、アイ＝ファ」

　俺は、その人ひと混ごみに踏み入ろうとしたアイ＝ファの手を、反射的にひっつかんでしまっていた。

　怒おこった顔でそれを振ふり払はらおうとしたアイ＝ファが、ぎょっとしたように顔を寄せてくる。

「どうした、アスタ？　顔色が真っ青ではないか。気分でも悪いのか？」

「大丈夫。大丈夫だ……だけど、ちょっとだけ時間をくれ」

　アイ＝ファの体温を指先に感じながら、俺はぎゅっと目をつぶった。

　頭が揺れて、呼吸が苦しい。気づけば心臓は激しく鼓こ動どうを鳴らし、それと同じリズムでこめかみの血管がびくびくと脈打っていた。

　俺の理性が、この情景を拒こばんでいる。

　ここはあまりに、あまりに異世界すぎるのだ。

　森辺だって、十分に俺の世界とはかけ離はなれていた。獲え物ものの毛皮を身に纏い、森の中で獣けものを狩る一族なんて、俺の中ではフィクションでしかありえない。

　だけど、何だろう――鋼の武器を扱あつかい、木造の家を建て、かまどで食事を作る森辺の民もれっきとした文明の徒ではあったのだが、その生活は自然とともにあり、何となく異世界というよりは密林の奥おく地ちの大秘境にでもまぎれこんでしまったような感覚のほうが強かったのかもしれない。

　しかし、この宿場町は違ちがった。

　建物は木造だが地面は石敷きで、きっちりと整備されている。人々は獣のように瞳を燃やすこともなく、平へい穏おんな生活を楽しむ風ふ情ぜいで、それでも急ぎ足に道を行き交っている。

　こんな光景を、俺は知っていた。

　ここは、俺のいた世界とよく似通っていた。

　きっと電気などは通っていないし、鉄鋼の技術もそんなには進んでいない。文明のレベルは、中世のそれに近いのだろう。

　それでもそこは、俺の世界と似通っていた。

　似通っているがゆえに、あまりに異世界めいていた。

　ここは石壁の内にあらず、粗そ野やで雑多な街道沿いの宿場町であるに過ぎないのだろうが――それでもやっぱり「町」なのだ。狩しゆ猟りようではなく商業で糧かてを得る、彼かれらは「町の人間」であるのだ。

　そういった俺の世界との相そう似じこそが、俺を混乱させ、困こん惑わくさせていた。

（ここはやっぱり、俺のいた世界じゃない。俺はわけのわからない異世界に飛ばされちまったんだ。俺はもう――自分の世界に帰ることはできないんだ――）

「アスタ」と、首の後ろに強い力をかけられた。

　ぐいっと身体を引き寄せられて、耳もとに口を寄せられる気配がする。

「大丈夫か？　気分が悪いなら、少し横になれ。お前は――お前は今にも死んでしまいそうな顔色をしている」

「だ……大丈夫だ。ちょっと目め眩まいがしただけだから……」

　半ば無意識に答えながら、俺はそろそろとまぶたを開ける。

　びっくりするぐらいの至近距離に、アイ＝ファの青い瞳があった。

　あまりの人いきれに麻ま痺ひしかかっていた俺の鼻び腔こうに、アイ＝ファの香かおりが流れこんでくる。

　かまどの番から解放されたせいか、少し肉の匂においが薄うすれた、アイ＝ファの香り――甘あまい果実と、清せい涼りような香こう草そうの香りが強くなった、それでもやっぱり俺には一番心ここ地ち好よく感じられるアイ＝ファの香りが、少しずつ俺の痺しびれた頭を癒いやしてくれる。

（そういえば……俺はいまだにこの甘い香りの正体がわからないんだよな……）

　リーロの香りや、ピコの刺し激げき臭しゆう、それに肉や脂あぶらの匂いなら、森辺のあらゆる人々や家から感じ取ることができる。

　だけど、この甘い匂いだけは、誰だれからも何処どこからも感じ取ったことがない。

（何なんだろう。不思議な匂いだな。たぶん果実か何かの匂いだとは思うんだけど、どうしてアイ＝ファだけがこんな匂いを……）

　ぎゅっと指先を握り返され、そんな想念が頭の中で散っていく。

「本当に大丈夫か？　無理はするな。……私の姿が見えているか？」

「見えてる――本当に大丈夫だよ。もう大丈夫だ」

　急速に視界が明めい瞭りようになってきた。

　瞳の他はぼんやりとしていたアイ＝ファの顔が、きっちりと輪りん郭かくを整えていく。細くてすっきりとした鼻筋や、なめらかな褐色の頬ほお、ピンク色の小さな唇くちびる、額にかかった金褐色の髪などが、確かな存在感をもって俺の網もう膜まくにやきつけられ、アイ＝ファに触ふれられた右手の指先と首の裏が熱をおび始める。

　ふわふわと頼りなかった足もとにも固い石畳の感かん触しよくが蘇よみがえってきて、俺はようやく現実へと回帰することができた。

「ようやく目に光が戻ってきたな。一体どうしたというのだ、アスタ」

　俺の首裏から手を放し、身体を引く。

　それでも指先を握っていてくれたため、俺はもうしばし消しよう耗もうしきった心を安らげることができた。

「ちょっと説明が難しいんだけどな。この宿場町は、俺の故郷と雰ふん囲い気きが似ていて……雰囲気は似ているのに町並みや人の姿が全然違うから、何か頭が混乱しちまったんだよ」

　難解な方程式を提示された小学生のように、アイ＝ファは眉まゆをひそめる。

「よくわからぬが、お前はひどい様子だった。あまり私を心配させるな」

　その率そつ直ちよくな物言いに、俺は思わず目を白黒させてしまった。

　アイ＝ファは「ふん」と目をそらし、俺の指先からそっと手を放す。

「気分がよくなったのなら、露店の区域に向かうぞ。決して私から離れるな」

「わかった。いざとなったらまた後ろから抱きすくめる」

　ようやく軽口が叩たたけるくらいに回復してきた俺の足を、アイ＝ファは容よう赦しやのない力で蹴けり飛とばしてきた。
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　俺が想像していたよりも、その町並みは長く続いてはいなかった。

　十分ほども歩くと木造の建物群はぷっつりと途と絶だえて、それに代わって現れたのは、ある意味ではそれまでよりもいっそう雑然とした、蚤のみの市いちが如き様相だった。

　どこまでも北へと延びていく街道の左右がけっこう広々と伐ばつ採さいされており、そこで、木の台に屋根をつけた屋台や、あるいは地面に布を広げてその上に商品を並べた物売りたちが、街道を歩く人々に向けて店を出していたのである。

「へえ。すごいな、こりゃ」

　売られているものの大半は、野菜を主とする食しよく糧りよう品ひんである。

　あの、ルウの家の食糧庫で見た数々の野菜たち――昨晩お世話になったレタスみたいなティノや、ぶあついイチョウのようなプラ、カボチャとトマトのかけ合わせみたいな真っ赤な果実、俺の身長よりも大きそうな巨きよ大だいゴボウ、蛇へびがとぐろを巻いているかのような不気味な果実なども、軒のき並なみそこには取りそろえられていた。

　それにやっぱり街道沿いの宿場町なのだから、その客層は旅人がメインなのだろう。何の肉かはわからないが巨大な燻くん製せい肉や、毛皮のマント、木製や鉄製の器、鍋なべ、それに短たん剣けんや弓矢なども売りに出されている。

　さきほど遭そう遇ぐうした恐鳥トトスとやらも、この地においては何ら珍しいものではないようで、さっきから頻ひん繁ぱんに姿を見かける。中には巨大な荷車を引かされているやつもおり、俺の世界における馬や牛のような扱いであるらしかった。

　まだちょっと頭はクラクラしていたが、それでも俺は恐怖や畏い怖ふではなく、好こう奇きや探求の目でそれらを観察できるようになっていた。

　そして――その末に、一つ気づいたことがある。

　この宿場町においては、俺よりもアイ＝ファのほうに注目が集まっているようなのである。

　ここには実に色んな人種、色んな装束の人々が行き交っていたから、その中に俺の存在が埋うもれてしまうというのは、まあわかる。

　だけどそれならアイ＝ファだって、なかなか野性味のあふれる装いではあるものの、その場所の調和を乱すほどではないと思う。

　毛皮の装束など珍しいものではないし、刀とう剣けんをぶら下げている人間などなお珍しくはない。アイ＝ファよりもきわどい装束で肌をさらしている女性も少なくはないし、ギバとは異なる猫科の肉にく食しよく獣じゆうの毛皮を頭からかぶっているやつ、なんてのもいた。

　しかしそれでもアイ＝ファに集まる視線は多く、そして、それらのほとんどは非友好的なものだった。

　顔をしかめて目をそらす親おや父じがいる。

　恐ろしげな表情を浮かべて屋台の奥おくに隠れてしまう女がいる。

　にやにやと笑いながら隣となりの仲間に耳打ちする男もいる。

　前のほうから歩いてきて、ぎくりとした様子で俺たちを迂う回かいする者もいる。

　この地においては、俺よりもアイ＝ファこそが異い端たん者しやであるようなのだった。

　当然のこと、そのアイ＝ファとぴったり寄より添そっている俺にも好奇の目線は向けられたが、そんなものはアイ＝ファのおこぼれであるようにしか感じられない。

（そりゃあまあ、羊の群れに一匹ぴきの狼おおかみってたとえがぴったりの感じではあるけどさ）

　しかし、アイ＝ファはただ黙もく然ぜんと歩みを進めているばかりである。

　むやみに不機嫌そうな顔をしているわけでもなく、ことさら周囲を威い嚇かくしているわけでもない。自然体で、野生の豹ひようのようにしなやかに歩いているだけなのである。

　これだけ大勢の人間がいれば、中にはお行ぎよう儀ぎの悪い連中もいる。

　昼から酒を飲んで大笑いしている無ぶ頼らい漢かんや、傷だらけの革の鎧よろいを着て徒党を組んだ人相の悪い男たち、屋台の商品に大声で文句をつけている者なども、ごくたまにだが見受けられる。

　しかし、そんな彼らでさえ、アイ＝ファほど冷たい視線を集めているようには感じられなかった。

（まさか……これが《ギバ喰ぐい》に対する蔑さげすみの目ってやつなのか？）

　そうだとしたら、腹立たしい限りである。

　というか、かなり深刻な怒いかりが腹の底からたちのぼってきてしまう。

　森辺の民は南の王国から流れてきた異国の血筋である、とも聞いているが。ここの連中は全員、西の王国の民なのだろうか？　たとえそうだとしても、森辺の民はもう八十年もの昔に西の神とやらに魂たましいを捧ささげたというのだから、すでに立派な同どう胞ほうなのではないのだろうか？

　異世界人の俺には、わからない。わからないが、とにかく腹が立って腹が立って仕方がなかった。

　そんな中、「ここだ」とアイ＝ファがとある屋台の前で足を止めた。

　雨あま除よけの幕が張られた、木造の小さな屋台である。

　その中に座すわっているのは、男か女かもわからないぐらい枯れ果てた老人だった。

　本日も良い陽気なのに頭からフードつきのマントをかぶり、指やら手首やらにはじゃらじゃらと呪じゆ術じゆつ的てきな飾かざり物ものを大量に巻きつけている、いささかならず奇き怪かいな老人だ。

　そのフードから覗く顔は横に平たく潰つぶれており、不気味なガマガエルのような笑えみが口もとにへばりついている。片目は白く、どうやら光を失っているようであり、もう片方の淡あわい緑色の瞳だけが、じっと俺たちを見返してきた。

「ギバの角と牙かい？　何頭分だえ？」

　声を聞いても、性別はわからない。

　それに、ここでは物を売りには出していないのだろうか。老人の背後の柱にさまざまな動物の毛皮がだらりと吊るされているだけで、他には商品らしいものも見当たらない。

「四頭分だ」

　答えながら、アイ＝ファはマントの隠しポケットからじゃらりと首飾りを引っ張りだした。

　ギバ四頭分というと、一頭につき牙と角が二本ずつだから、合計十六本にもなる。

　だけど、アイ＝ファはこの半月ほどですでに五頭ものギバを仕留め、なおかつルウ家からも九本の祝福を授さずかっていたので、マントの裏側にはまだどっさりと角と牙が残されているようだった。

　アイ＝ファからその首飾りを受け取った老人は、片方しか光っていない緑色の目で一本一本を吟ぎん味みしていき、そのカサカサにひび割れた指先で白い表面をなでさすると、やがて、にたーっと不気味に笑った。

「なかなかの大物が混じってるねえ。これは全部、あんたが仕留めたのかい？」

「そうだ」

　ということは、祝福で授かった九本分はまだその胸もとかマントの裏に残されているということか。

　単に古い順に売りに出しただけだとは思うが、ちょっと嬉うれしくなってしまう。

「たいしたもんだ。腕うでのいい狩人は、あたしらにとっちゃあ生活の礎いしずえみたいなもんだからねえ」

　などと言いながら、老人は屈かがみこんで木の台の下に姿を隠してしまった。

　ジャラッ、ジャラッと軽けい妙みような音色が響き、やがて老人が身体を起こすと、その手には小さな布の袋ふくろと、三本ばかりの小さな金属の棒が握られていた。

　だいぶん酸化して黒ずんでいるが、たぶん素材は銅だろう。長さは十センチほど、幅は二センチほど、平べったく潰れており、その厚みは五ミリほど。何か真ん中に刻印が打たれているようにも見えるが、老人の指が邪じや魔まになってよく見えない。

「こいつはあたしからの心づけだぁ。まずは白が四枚、赤が八枚、確認しておくれ」

　布袋を受け取ったアイ＝ファは、台の上に中身をぶちまける。

　老人が手にしているのと同じような金属棒――いや、棒というよりは小さな板か。小さな金属板がジャララとそこに散らばった。

　それでようやく刻印がはっきりと見てとれたが、俺にとっては意味をなさない渦うず巻まき状の紋もん様ように過ぎなかった。

　アイ＝ファのしなやかな指先がその金属板を勘かん定じようしていく。

　くすんだ銀色のやつが、四枚。

　黒ずんだ赤しやく銅どう色いろのやつが、八枚。

「……うむ。枚数に間ま違ちがいはない」

「それじゃ、こいつもね」

　老人の手に握られていた三枚の赤銅色の金属板が、その上に重ねられる。

「いたみいる」と低くつぶやき、アイ＝ファはそれらを袋の中に戻した。

「最近このあたりも物ぶつ騒そうになってきたみたいだから、ぶん取られないように気をつけな。まったく城の連中はあたしらから搾しぼり取とることばっかり考えて、死んだキミュスはタマゴを産めないっていう有あり難がたい格言を知らないのかねえ」

　申し訳ないが、俺も知らない。

「では」と言い捨てて、アイ＝ファは身をひるがえす。

　それに続こうとした俺の背中に、老人のしわがれた声がねっとりとへばりついてきた。

「あんた、町の人間なのに《ギバ喰い》の格好なんてしてるんだねえ。そんな人間を見たのは初めてだよ。……あの綺麗な顔をした女狩人に手て篭ごめにでもされちまったのかい？」

　森辺の民を相手に商あきないをしているこの老人まで、差別主義者であったのだろうか。

　けっこうカチンときてしまったが、そこは持ち前の社交性を発揮して、俺はサムズアップしてみせた。

「ギバって無茶苦茶に美う味まいんですよ。機会があったら是ぜ非ひ食べてみてください。……では失礼します」

　そうして屋台に背を向けると、アイ＝ファは二メートルも離れぬ場所で待っていてくれた。

「何をしている。私から離れるな。お前は首からこの銅貨をぶら下げているようなものなのだぞ。森辺には他者の牙と角を奪うばうような痴しれ者ものはいないが、ここは石の都の領土なのだ」

「ああ。確かに足もとは石みたいだな」

　ガッ、ガッ、とそいつをかかとで蹴ってみる。

　そういえば、このシューズもずいぶん擦すり切きれてきてしまったようだ。

「……次は、アリアとポイタンだ」

　アイ＝ファは、さらに歩みを進めていく。

　何だかだんだん人通りが少なくなってきたようだ。

　屋台もまばらになってきて、視界が少し開けてくる。

「あ……」

　すると、またとんでもないものが見えてきた。

　俺たちの進行方向の左側、露店区域の奥側に生えた灌かん木ぼくの列の向こう側に――灰色の石の壁が見えてきたのである。

　まだ相当に距離はあるはずなのに、灌木の隙すき間まはすべてその灰色で埋めつくされてしまっている。

「……ジェノスの城下町の石壁だ」とアイ＝ファも一いつ瞬しゆんだけそちらを見やり、感情のない声で言い捨てる。

「貴族どもは、あの石壁の内からジェノスを支配しているのだ」

「ふーん……」

　何の予感があったわけでもない。

　ただ、森辺の民に今の身分を押おし付つけた連中があそこにいるのか、と少しばかり負にかたよった感情を抱いただけだ。

　森の恵めぐみを収しゆう穫かくすることも、田畑を耕すことも禁じられ、ただひたすらギバを狩ることしか許されていない森辺の民――その上、凶きよう悪あくなギバを喰らう《ギバ喰い》として蔑まれている森辺の民なのである。

　ジェノスの田畑をギバから守っているのは森辺の民なのだから、この町の繁はん栄えいの一いち翼よくを担になっていることに間違いはない。それでどうして町の人々に白眼視されなければならないのか。森辺の民の側には何の不満もなく、強い誇りをもって生きているのだとしても、やっぱり俺には納なつ得とくがいかなかった。

（石の都の貴族様、か。……できればそんな連中とは一生お近づきにはなりたくないもんだ）

　アイ＝ファとともに街道を歩きながら、俺は心中でこっそり独りごちた。

　神ならぬ身の俺に、わかるはずがなかったのだ――このような異世界に飛ばされつつ、森辺の集落にささやかな居場所を見み出いだすことのできた俺が、そんなに遠くもない将来あの石の壁の中でふんぞりかえっているジェノス領の最高権力者どもと相対する日がやって来ようなどということは。
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「……よお、森辺の客人か」と、その親父さんは少し引きつった笑いを浮かべて俺たちを迎むかえてくれた。

　露店区域のほぼ最さい北ほく端たんにある、小さな野菜売りの店である。

　地べたに敷いた布の上に野菜を並べて、頼りない骨組みの屋根をおっ立てただけの、ずいぶん簡素な店がまえだ。

　ただし、親父さんの背後には大きな荷車が据すえられており、そこにはパンパンに膨ふくらんだ袋が山のように積み重ねられている。

「助かるね。三日にいっぺんぐらいはあんたたちに来てもらわないと、せっかくのアリアがしなびちまうからさ」

　頭には俺と似たような白い布を巻き、あとは腰巻きと革のサンダルぐらいしか身につけていない、四よ十そ路じを少し越こえたぐらいの親父さんである。髪と瞳と無ぶ精しよう髭ひげはいずれも焦こげ茶ちや色いろで、肌の色は黄褐色。なかなか大おお柄がらで体格もがっしりとしており、いかにも腕っ節の強そうな雰囲気だ。

　しかし、アイ＝ファと対たい峙じするなり、その親父さんの目つきはポメラニアンのように可愛かわいらしくなってしまった。

「で？　今日もアリアとポイタンかい？　値段はいつもの通りだけど、銅貨何枚分をご所しよ望もうかな？」

「ポイタンは白を二枚分、アリアは白二枚と赤四枚分だ」

「おお、そいつは豪ごう気きだね！　こいつはもう店じまいかな」

　いかにも商人っぽいお愛あい想そであるが、相変わらず笑え顔がおは引きつっている。

　森辺の民に対しては、蔑みよりも恐おそれの感情のほうが上回っているご様子だ。

「白が二枚に赤が四枚分、と……よし、確認してくれ」

　麻あさのような素材の袋が、どさりと露店のわきの草むらに置かれた。

　これはなかなかの分量だなあと思っていると、同じぐらいの袋がまたどさりと置かれる。

　大きさは――まあ、サンタクロースが担かついでいてもそんなに不自然でないぐらいのサイズである。

「お、おい、アイ＝ファ、お前いったい何日分の食糧を買ったんだ？」

「二十日分だ」と答えながら、アイ＝ファは袋の前であぐらをかく。

　どうやらここでも個数を勘定せねばならないらしい。

　確かにさっきアイ＝ファは四頭分の角と牙を銅貨に交換していた。ギバ一頭分で十食分の食糧が手に入るという話であったから、二名の二十日分で四十食分。どこも計算は間違っていない。

　しかし二十日分ということは、アリアが一日に三個、ポイタンが二個という計算で……アリアが六十個に、ポイタンが四十個？　それが二名分で、百二十個と、八十個？

「ちょっと待て！　何でそんな大量に買ってんだよ？　ここから家まで一時間はかかったろうが!?」

　などとわめいてから、そういえば森辺の集落に時計は存在しなかったなと思い至る。この宿場町には存在するのだろうか。日時計ぐらいはありそうな気がする。

　しかしそのようなことはどうでもいい。アリアもポイタンも、俺おれの目算では一個二百グラムは堅かたいはずだった。

　と、いうことは――

　アリアは百二十個で、二十四キログラム。

　ポイタンは八十個で、十六キログラム。

　宿場町から森辺までの道のりを考えれば、無む謀ぼうと評する他なかった。

「……いいから早く数えろ。いつまでも私がこの場に居い座すわっていると、他の人間が寄りつけぬであろうが」

　ポイタンの数を勘定しながら、低い声でアイ＝ファが言った。

　親父さんは、聞こえないふりで商品の野菜を並べなおしている。

　もう今さら分量を減らしてくださいとは言えない雰囲気だ。売った側にも買った側にも。

　俺は溜息をつきながら、アイ＝ファのかたわらに腰こしを下ろした。

「よし。ポイタンのほうは問題ない」

　ざくざくとポイタンを袋に詰つめなおすアイ＝ファを横目に、俺もアリアを十個ずつ分けて草むらに並べていく。

　が、三十個目で、手が止まった。

「親父さん。このアリア、水を吸ってるみたいなんだけど」

　親父さんは、けげんそうな顔をした。

　しかし、こちらに寄ってこようとはしない。

「そんなはずはないよ。そいつは一昨日収穫したばかりなんだから。あと一ヶか月げつはシャキシャキさ」

「いや、この手て応ごたえはおかしいですよ。見た目じゃわからないけど、確実に腐くさっていると思います」

「い、言いがかりをつけるのはやめてくれよ。森辺の民たみだからって、宿場町の決まりごとは守ってもらわなきゃ困る」

「宿場町の決まりごと？　……おい、アイ＝ファ。ここじゃあ腐ったものを売りつけられても文句を言っちゃいけないのか？」

　俺は念のために小声でアイ＝ファに確かく認にんしようとしたのだが、けっこう距離があるのに親父さんの耳まで届いてしまったらしい。それでもこちらに近寄ってこようとはしないまま、親父さんはいきりたった。

「おい！　そ、そいつはな、俺が丹たん誠せいこめて育てたアリアなんだよ！　育て損なった可か哀わい想そうな連中は、全部俺が腹に収めてやったんだ！　俺のアリアに文句があるなら、に、二度と俺の店には来ないでくれ！」

　そんな風に叫ぶ親父さんは、ほとんど決死の形相に成り果ててしまっていた。

　アイ＝ファは眉まゆ根ねを寄せながら、俺の手のアリアを取りあげる。

「ふむ……少し柔やわらかい、か？」

「いやもうこれは使い物にならないレベルだよ。――親父さん、今からこいつを割ってみて、腐っていたら別のと交こう換かんしてもらえますか？　もしも異常がなかったら、きちんとおわびの言葉を述べさせていただきますので」

「か、勝手にしてくれっ！」と、ご了りよう解かいを得ることができたので、俺はアイ＝ファの父親の忘れ形見たる小刀で、すっぱり縦に断たち割わってみせた。

　やはり下部のあたりが紫むらさき色いろに変色して、その周辺もぐずぐずになってしまっている。これでは下半分が使い物にならない。

「ほら、腐ってるでしょう？　申し訳ないけど、新品を一つお願いします」

　その断面が見えるように差し向けてみせると、もともと血の気が下がっていた親父さんの幅広い顔が、完全に色を失ってしまう。

「す……すまないっ！　俺が悪かったっ！　この通りだから、勘かん弁べんしてくれっ！　か、金も返す！　だから、どうか生命だけは……」

　と、地面に突っ伏して二色の銅貨を差し出してくる親父さんである。

　どうにも情じよう緒ちよが不安定であらせられるようだ。

「……アイ＝ファ。こういう場合はどうしたらいいんだ？」

「知るか。代価も渡わたさずに食しよく糧りようは受け取れん」

「だよな。えーと、顔を上げてくださいよ、親父さん。俺たちが欲ほしいのは銅貨じゃなくってアリアなんです。俺の歯はそんな固いものを噛かみちぎれるほど丈じよう夫ぶじゃないんですから」

　あのドンダ＝ルウとかだったら噛みちぎれるかもしれんなあとか思いながら、俺は親父さんの肉厚な肩をゆさぶってやる。

「あ……あんたは、森辺の民じゃないのか……？」

「生まれは違いますけどね。ご覧の通り、現在は森辺でお世話になっている身です」

　親父さんは、ピットブルを前にしたポメラニアンのごとき眼まな差ざしで、俺の顔を見上げてくる。

「……俺を許してくれるのか？」

「新しいアリアと交換してくれるなら、許してあげましょう」

　親父さんはわなわな震ふるえる手で、敷しき布ふの上に並んでいたアリアをつかみとり、差し出してくれた。

「はい、ありがとうございます。……あのですね、余計なことかもしれませんけど、自分の仕事に自信を持っているならきちんと確認してから怒ったほうがいいんじゃないですか？　それじゃあ商売にならないでしょう」

「……森辺の民じゃなきゃ、そうしてたさ」とつぶやいた気がするが、ほとんど声になっていなかったので判別は難しかった。

　その他ほかのアリアに異常はなく、数もきちんと合っていたので、すべてのアリアを袋にしまいこむ。

　するとアイ＝ファは、マントの裏の隠かくしポケットから乾かわいた蔓つる草くさ――おそらくはフィバッハの蔓草とやらの束を取り出し、二つの袋の口をそれぞれぎゅっと縛しばった。

　そして蔓草の余った分を手の平にぐるぐると巻きつけて、数の多いアリアの袋のほうを左ひだり肩かたに担ぎあげる。

「行くぞ」

　一・五倍も重いほうを受け持ってくれたのだから、いかにか弱きかまど番とはいえ、これでは文句のつけようがない。本当にあの吊つり橋ばしはどうするんだろうと溜ため息いきをつきながら、俺も時ならぬサンタクロースを演じることにした。

「それでは失礼します。また二十日後ぐらいに来るかもしれませんので、そのときはどうぞよろしく」

　親父さんはちらりと元気のない視線をくれてきたが、これといって返事はなかった。

　同情するべきなのか憤ふん慨がいするべきなのか、今ひとつ俺は心情が定まらない。

「さて。交こう換かん所じよの婆ばばの心づけも含ふくめて、ずいぶん銅貨が余ってしまったな。他に何か必要な物はあるか、アスタよ？」

　屋台と屋台の空きスペースで足を止めたアイ＝ファが問うてくる。

　すかさず足もとに袋を置いてから、俺は「果実酒は必要だな」と答えた。

「果実酒は、赤が一枚で一本手に入る。二本買っても、まだ五枚余るぞ」

「ふーむ。貨か幣へい価値がまったくわからないな。岩塩は？」

「岩塩は赤三枚だ。……そうだな。干し肉以外でも岩塩を使うようになったのだから、早めに買っておくべきか」

　こんな人混みでアイ＝ファと買い物の相談だなんて、何だかおかしな気分である。

　もちろん、少しも嫌いやな気分ではない。

「で、残りは二枚か。……それじゃあ昨日ルウの家でいただいたティノやプラでも買ってみるか？　いくつ買えるのかもわからないけど」

「私は何でもかまわない。お前にまかせる」

　まかされてしまった。

　どうしようかなと首をひねっていると、胃い袋ぶくろが「きゅるり」と可愛らしい音をたてた。

「あ！　屋台でおやつを買って小腹を満たすというのはどうだろう、アイ＝ファ？」

　屋台では、燻製肉ばかりでなく、その場で食べるちょっとした軽食みたいなものを売っている店も少なくなかったのである。

　しかしアイ＝ファは、ぎょっとしたように大きく目を見開いてしまった。

「腹が空いたのならば、干し肉を持ってきている」

「いやいや、珍めずらしい物を食べる機会なんて、この宿場町に来たときぐらいしかないだろ？　……あ、それともこれは森辺の禁きん忌きにふれちまうのかな？」

「ギバの牙きばと角で得た銅貨を何に使うかは自由だ。もっとも、そのような使い方をする人間など森辺にはいないだろうがな」

　なるほど。食を楽しむという概がい念ねんが薄い森辺なら、それが当然の話なのかもしれない。

「それじゃあアイ＝ファも興味はないんだな。なら、大人しくティノでも買って帰るか」

「別に何でもかまわんぞ。私はお前にまかせると言った」

「うーん。だけどけっきょくアリアもポイタンもアイ＝ファの稼かせぎから出させちまってるわけだし、その余りを俺一人の興味で無む駄だ遣づかいさせちまうってのも気が引けるなあ」

「……何を言っている？　私は家長だぞ？」と、アイ＝ファの目がすっと細められる。

　俺は九本もの牙や角を所有していながら一本も支し払はらっていないことに引け目を感じてしまっていたのだが、もしかしてそんなことを気き遣づかうのは世帯主の沽こ券けんに関かかわる行こう為いなのだろうか？

　せっかくここまで穏おだやかにやってきたのに、アイ＝ファの機き嫌げんを損ねるのは本意ではない。

「それじゃあ銅貨一枚分だけ何か新しい野菜を買って、残りの一枚を立ち食いに使ってもいいかなあ？　正直なところ、この世界の食文化ってやつにはすごく興味があるんだよ」

　するとアイ＝ファは曇くもらせかけていた眉根を晴らして、「好きにしろ」と言った。

　何だかこれでは俺のほうが甘え上手の彼かの女じよさんでも演じているかのようだ。家長とかまど番の関係性としては健全なのかもしれないが。日本男児としては、ちと心苦しい。

　それでもやっぱりアイ＝ファが満足そうな顔をしていると、俺は非常に気分が安らぐのだった。
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「では、行くか。時間が惜おしいので、何を買うかは道すがら選べ」

「ああ。一番美味そうな匂いのやつを買ってみるよ」

　もと来た道を辿たどりつつ、途と中ちゆうで岩塩と果実酒を購こう入にゆうする。

　岩塩は俺のほうの袋に入れ、果実酒はアイ＝ファが紐ひもでくくり、ぶら下げて歩くことになった。

　さらに歩くと野菜を売っている露店があったので、それを吟味する。

　未知なる食材に手を出すのは危険なので、ここはやっぱりティノかプラだろう。完全に目の泳いでいる娘むすめさんに値段を尋たずねてみると、銅貨一枚でティノなら二個、プラなら三個購入できるという。アリアやポイタンに比べると、およそ倍ほどの価格であった。

　本当にこんな贅ぜい沢たく品ひんを購入していいのかしらとアイ＝ファを見上げると、何も言っていないのにまた「好きにしろ」と言われた。

　ならばと俺はティノを選せん択たくした。

　ティノはキャベツやレタスに似た食感の野菜で、プラはピーマンのような苦みを持つ野菜である。どちらも魅み力りよく的てきではあったが、やはりティノのほうが汎はん用よう性せいは高いだろう。

　そうして二つのティノを詰め込むと、けっきょく俺の袋もアイ＝ファに負けないぐらいパンパンになってしまった。

「行くぞ」とアイ＝ファはきびすを返し、俺はよたよたそれに追いすがる。

　袋の張り具合は同等でも、中身の密度は全然違う。およそ二十四キロもの大荷物を担ぎつつ、アイ＝ファの歩調がいっさい乱れないのは、さすがとしか言い様がなかった。

　体幹の強さがまず尋じん常じようでないのだろう。足もとの悪い森の中で自在に動き回れる狩人かりうどならではの強きよう靭じんさであるに違いない。

　さて、最後は待望のおやつだが――

「あ。あれにしようかな」

　燻製肉を売っていた屋台の隣で、俺は足を止めることになった。

　行き道でもちょっと嗅きゆう覚かくを刺し激げきされた店なのである。

　今も小さな女の子が商品の出来上がりを待っており、そこそこ繁はん盛じようしている様子でもある。

　アイ＝ファはうなずき、よどみのない足取りでその屋台に近づいていった。

「その食べ物は、銅貨何枚だ？」

　店番をつとめていたのは、黒こつ褐かつ色しよくの髪かみと茶色い瞳ひとみを持つ、よく肥えた中年女性だった。

　そのふくよかな顔が、アイ＝ファを見るなり、ぴくりと引きつる。

「……小さいのなら赤一枚、大きいのなら赤二枚だよ」

「では、小さいのを一つもらおう」

　女は返事もしないまま、自分の手もとに目線を戻もどす。

　俺は先客の女の子の頭ごしに、屋台の内側を覗のぞきこんだ。

　そこそこ大きな鉄てつ鍋なべの中で、茶色いペーストがぐつぐつと煮にえている。正体は今ひとつ知れぬが、一口サイズの肉にく片へんや野菜がそこかしこから顔を覗かせており、何より香りが素す晴ばらしかった。森辺では嗅かいだことのない、ニンニクのような香りがするのだ。

　そして、鍋の横には焼きポイタンのような食材が積み重ねられていた。

　ポイタンよりも色合いは白く、質感もかなりもっちりしている。大きさは直径二十センチぐらいのと三十センチぐらいの二種類で、厚みは五ミリぐらい。その生き地じで鉄鍋の中身の具材を包みこみ、てっぺんをぎゅっと絞しぼると、やや不格好なきんちゃく袋ぶくろのような形状になる。

　呼こ称しようを授けるなら、まあ肉にく饅まん頭じゆうといったところだろう。

「ほい。熱いから気をつけな」

「ありがとう！」

　リミ＝ルウぐらいの小さな女の子が嬉しそうな声をあげて、両手を伸のばす。

　俺はその子が通りやすいように道を空けてやった。

　すると、その女の子は元気いっぱいにこちらを振ふり返かえり――アイ＝ファの姿を見て、ぎくっと立ちすくんだ。

　その拍ひよう子しに、買ったばかりの肉饅頭がその手から落ちてしまう。

「うわっと」

　反射的にそれをキャッチできたのは、かなり幸運だったと思う。荷物を足もとに下ろしていなかったら、まず無理だっただろう。

「はい。気をつけてね？」

　少女はかなり怯おびえた目つきをしていたが、それでもぺこりと頭を下げてから、肉饅頭をかっさらって駆け去っていった。

「……小さいのを一つだね？」

　愛想の欠落した声で言い、おばさんは手早く俺の分をこしらえてくれた。

　そのお手並みは見事なものだが、やっぱり客商売としては感じが悪い。

　俺たちは代価を支払って、また空きスペースに腰を落ち着けた。

「とっとと食べろ。食べたら帰るぞ」

「はい。それでは、いただきます」

　アイ＝ファに初めてギバ鍋をご馳ち走そうになって以来の、未知なる料理との邂かい逅こうである。

　あのときも匂いだけは素晴らしかったのに、ものすごい勢いで期待感を裏切られることになった。だから今回は決して油断せず、そこそこの覚かく悟ごを固めながらその肉饅頭にかぶりついてみた。

　そのお味は――

　うーん……

「美味いか？」と興味もなさげにアイ＝ファが問うてくる。

　俺としては、「普ふ通つう」としか答えようがなかった。

　何だろう……ものすごく無難なのである。

　美味おいしくもなければ不味まずくもない。無む茶ちや苦く茶ちやに普通。

　その匂いから察せられた通り、かなり香こう辛しん料りようがきいていた。ニンニクとパクチーのブレンドみたいな感じで、クセは強いが嫌きらいではない。

　肉はけっこう白っぽくて、脂あぶら身みは完全に溶とけてしまっている。ササミのように淡たん泊ぱくな味わいだ。

　赤や緑の野菜の欠かけ片らは、しんなりとした食感で、煮に立たてたアリアと大差ない。というか、アリアも入っているのかもしれない。

　それらを包ほう括かつする茶色のペーストは、たぶん野菜を煮に詰つめたものなのだろう。ちょっと甘あま味みがあるぐらいで、主張が少ない分、どの食材の邪魔もしていない。

　焼きポイタンを思わせる白い生地は、やはり見た目通りにポイタンよりももっちりしていて、饅まん頭じゆうの皮というよりはインド料理のナンを圧縮したみたいな歯は触ざわりだった。

　それらの食材が調和して、手を取り合い、ものすごくお行儀のいい味わいを作りあげている。

「うん、まあ、全然普通に食べられるし、俺の好こう奇き心しんは十分に満たされたよ」

　完食することに苦痛を感じる分量ではないし、そもそも苦痛を与あたえられるほどの主張がない食べ物である。

　あえて言うなら、これで果実酒一本分、ティノ二個分、ポイタン四個分のお値段は高すぎるかな、というぐらいだ。

「アイ＝ファも一口食べてみるか？」と問うてみたが、「いらん」と、あっさり断られた。

「ふーむ。こんな面おも白しろみのない食べ物で満足している人たちに森辺の民が《ギバ喰い》として差別されるのは、何だか納得がいかないなあ。これならギバ肉のほうが断然美味いじゃないか」

「……お前は最初の夜に食べた鍋の味を忘れたのか、アスタよ？」

　もちろん、忘れてはいない。

　だけどそれは、森辺の民が血ち抜ぬきなどの適切な処理をわきまえていなかったゆえである。

　森辺の民よりも古くからこの地に住んでいたジェノスの人々は、ギバを食肉として活用しようという発想に至らなかったのだろうか？

「……森辺の民が八十年ほど前に移り住んでくるまでは、ギバは森からあふれかえるぐらいの数ではびこり、人や田畑を襲おそっていたという。当時のジェノスの人間にとっては、何よりも恐おそろしい災さい厄やくの象しよう徴ちようであったという話だ」

　災厄の象徴であるから、食べるに値しない、と？

　何とも勿もつ体たいない話である。

「私とて詳くわしい事情はわからないが、肉には不足していなかったのだろう。あのトトスの恐鳥など、いかにも食いでがありそうではないか」

「げー、あれを食うのか？　……まあ、不味まずそうなわけではないけれど」

「何にせよ、都の連中はギバを恐れた。そしてギバを殺しギバを喰らう森辺の民をも恐れた。今ではギバの恐ろしさは半分がた忘れ去られ、森辺の民こそが恐れの象徴に成り果ててしまったのだ……と、ジバ婆ばあなどはそのように言っていたな」

「何だよ。やっぱりそれじゃあ、いわれなき差別じゃん。どうして森辺の民はこの状じよう況きようを打破しようとしないんだ？」

「……恐れられて不都合なことなど、何一つないからな」

　そうなのだろうか。

　誤解を解く手間を惜しむというのは、やっぱり褒ほめられたことではないと思う。

　森辺の民が白い目で見られているのは、半ば自じ業ごう自じ得とく――というのは、俺にとって愉ゆ快かいならざる結論だ。

　そんなわけで、俺は「だけどさあ」と反論しかけたのだが、視界の隅すみに奇き妙みようなものを発見して口をつぐむことになった。

　さっきの女の子だ。

　さっきの小さな女の子が、石の街かい道どうをはさんだ向かい側にちょこんと座りこみ、俺と同じように肉饅頭をかじっていた。

　それだけならまあ何てことはなかったのだが、俺が顔を向けると、その子はリスみたいな敏びん捷しようさでさっと顔をそむけてしまった。

　で、またそろそろと顔を向けてくる。

　石の街道は十メートルもの幅があったのでこまかい表情は見てとれない。が、何だか興きよう味み津しん々しんのご様子に見受けられる。

「……お前のように生白い肌はだをしている人間が森辺の装束に身を包つつんでいるのが不思議なのだろう」

　と、とっくにそんな少女の存在には気づいていたらしいアイ＝ファが、これといった感情も見せずにそう言い捨てた。

「なるほど」と応じつつ、俺は横目でその姿を観察してみる。

　やはり年としの頃ころはリミ＝ルウぐらい、せいぜい七、八歳さいといったところか。

　肩かたまで伸ばした髪は焦げ茶色で、肌の色は黄おう褐かつ色しよく。巻きつけ型ではなく筒型の、オレンジ色のワンピースみたいな服を着ており、足もとは革のサンダルだ。

　その手足や胴どう体たいはリミ＝ルウよりも細っこくて、まぐまぐと肉饅頭を頬ほお張ばっている姿が、実に愛くるしい。

　俺はもう一度、ぐるりとそちらに顔を向けてみせた。

　不意をつかれた女の子は、目をそらすこともできずに硬こう直ちよくする。

　それに、にぱっと笑いかけると、女の子は肉饅頭を咽喉のどに詰まらせたような表情を浮うかべてから、弱々しく口もとをほころばせた気がした。

「……何をしているのだ、お前は？」

「いやあ、可愛い女の子だなと思ってさ」

「…………」

「え？　いや違ちがうだろ！　何だよその目は？　お前は俺をどういう人間だと思っているんだ？」

「やかましい。取り乱すな。……お前は、子供が好きなのか？」

　と、いきなり普通の物もの腰ごしで問われてしまい、俺は激情をショルダースルーされてしまう。

「好きか嫌いかなら好きなほうだね。親父の店にはちっちゃい子供もいっぱい来てたからさ。家族連れとか、多かったんだよ」

「……そうか」

　あれ。話の方向性を間違えてしまっただろうか。

　お前がいなくなるのは、嫌だ――と、常ならぬ様子でそのようにつぶやいていた昨晩のアイ＝ファの姿を思い出し、俺はちょっと慌あわててしまう。

　俺のいた世界の話なんてのは、しばらく避さけたほうが無難なのかもしれない。

　俺は平静を装いつつ、努めて明るい声をあげてみせた。

「それにしても、これからこの大荷物を抱かかえて帰るのかと思うと気が滅め入いってくるなあ。やっぱり二十食分ってのは多すぎだったんじゃないか？」

「私はいつもこの量を買っていた。それとも――」と、アイ＝ファがふいに目をそらす。

「お前には、二十食もの食糧は必要なかったのか？」

「あのなあ、アイ＝ファ――」

　俺にだって、自分のこの先の運命なんて見当もつかないんだよ！　……なんて怒ど鳴ならずに済んだのは、本当に良かったと思う。

　しかし、その代わりに、言葉が見つからない。

　アイ＝ファはまるでその内の感情を見られるのを嫌がるかのように、静かに目を伏ふせてしまっていた。

「アイ＝ファ、俺は……」

　とにかく何か言わなければならない。

　頭の整理もつかぬまま、俺は口を開きかけて――

　そして、時ならぬ怒ど号ごうと騒そう音おんにその言葉をかき消されてしまった。

「文句があるなら、はっきり言ってみろッ！　貴様たちは誇ほこり高たかき石の都の住人なんだろうがッ!?」

　抑よく制せいを失った、若い男の声。

　物の壊こわれる、激しい音色。

　人々のあげる悲鳴。

　その悲鳴には、さきほどの女の子の声も混ざっていた。

「な、何だ？　どうしたんだ？」

　状況が、よくわからない。

　ただ、街道には壊れた木箱の残ざん骸がいと黄色い謎なぞの果実が撒まき散ちらされており、その中心で二人の男が取っ組み合っていた。

　さっきの女の子の、目と鼻の先だ。

　他の人々は巻まき添ぞえを避けて遠ざかったが、その女の子だけは怯えきった様子で地面にへたりこんでしまっていた。

「お、おい、あれって……？」

　俺に注意を喚かん起きされるまでもなく、アイ＝ファはゆらりと立ち上がっていた。

　その目はいくぶん物騒な光を浮かべて、男たちをにらみすえている。

　白昼から路上で取っ組み合う、二人の男たち――その内の片方は、まぎれもなく森辺の集落の若者だったのである。
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　見覚えのない若者だった。

　だけど、森辺の民であることに間違いはない。

　ギバの毛皮のマントに、複雑な渦巻き模様の織りこまれた胴どう衣いと腰あて。腰から下げた大小の刀に、そして牙と角の首くび飾かざり。

　ざんばらの髪は黒褐色で、肌の色は浅黒く、ギラギラと燃える目は、青。

　そんなに背は大きくないが、身から体だ中じゆうにみっしりと筋肉がついており、顔は狛こま犬いぬのように厳いかめしい。

　そんな森辺の若い男衆が、ころころとよく肥えた商人風の男の胸むなぐらをひっつかみ、その丸っこい顔が真っ赤になるぐらいギリギリと絞め上げていたのである。

「アスタ。お前はここにいろ」

　そんな風に言い捨てて、アイ＝ファはひたひたと人ひと垣がきのほうに歩いていってしまった。何な故ぜか、その手に一本の果実酒をぶらさげて。

　しかし、黙だまって見物はしていられない。喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいなど俺には不相応な役割かもしれないが、あの気の毒な女の子を放っておくわけにもいかないだろう。

　アイ＝ファは人垣をかきわけて輪の中心へと向かっていたので、俺は人垣を迂う回かいする格好で女の子に忍しのび寄よることにした。

「なあ、もういっぺん言ってみろよ？　『臭くさいギバ喰ぐい』ってのは誰だれのことだ？　『飯が不味くなる』とも言っていたなあ？　もういっぺん、俺にもよく聞こえるように言ってみてくれよ、なあ、石の都の住人様よ？」

　どうやらその森辺の若者は、酩めい酊ていしているようだった。

　その手には、おなじみのデザインの土ど瓶びんが握にぎられていたし、顔が赤いのも、声が上ずっているのも、ただ怒いかりのためだけとは思えない。

（こんな昼間っから酒をかっくらうやつもいるんだな。ギバ狩がりの仕事はどうしたんだよ？）

　そんなことを考えながら、俺は早足で女の子に近づいていく。

　しかし、あと五メートルほどでゴールインというタイミングで、新たなる悲鳴と驚きよう愕がくの声が響ひびきわたった。

　そこに、ガシャンと不ふ吉きつな破壊音も重なる。

　森辺の男が果実酒の土瓶を放ほうり捨すてて、小刀を抜ぬいたのだ。

　小刀とはいえ、鉈なたのように厚刃で、刃は渡わたりは二十センチもある。ギバの毛皮や肉をも断つ危険な武具である。

（抜きやがった！　いくら何でも乱暴すぎるだろ！）

　俺はもう呑のん気きに迂回などしていられず、見物人をおしのける勢いで走りだした。

　女の子の手から食べかけの肉饅頭が落ち、取っ組み合った男たちの足がそれをぐしゃぐしゃに踏ふみ潰つぶす。それぐらい、男たちと女の子とは接近してしまっていた。

　と――そこに新たな音色が重なる。

　アイ＝ファがその手に持っていた果実酒の土瓶で、男の頭を後ろから殴なぐりつけたのだ。

　土瓶は粉々に砕け散り、さらなる果実酒の甘あまい香かおりが街路にひろがる。

　男はもんどりうって、ぶっ倒たおれ――俺は、その下した敷じきになる寸前であった女の子の身体を地面からすくいあげることに、なんとか成功した。

「そんなに酒が好きならば私の分も喰らうがいい、痴れ者めッ！」

　アイ＝ファの鋼のような声が、その場のざわめきを叩たたき斬きった。

「石の都にて騒そう乱らんを起こすのは強い禁忌であろう。貴様は、森辺の民の恥はじだ」

　後頭部を押さえてうずくまっていた男が、首をねじ曲げてアイ＝ファを見上げる。

　その澱よどんだ瞳には、目もあてられぬような憎ぞう悪おと呪じゆ詛その念が渦うず巻まいていた。

「手前は、ファの家の女狩人か……こ、この俺にこんな真ま似ねをしてただで済むと思っているのか……？」

「森辺の掟おきてを破ったのはどちらだ？　私の身に恥はずるところはない」

「へえ……格かつ好こいい女だな」とつぶやいたのは、森辺の男ではなかった。

　いつのまにか俺のかたわらで膝ひざをついていた、見知らぬ男だ。

「女の狩人なんて初めて見た。あの首飾りが本物なら、こいつは賞賛に値するな」

「な、何ですか、あんたは？」

　アイ＝ファの邪じや魔まにならぬよう騒乱の中心から身を遠ざけつつ、同じように後を追ってくる男に問いかける。

「俺かい？　俺はただの通りすがりさ。その気の毒な女の子を保護しようとしたら、君に先を越されてしまったというわけだ」

　何だか、飄ひよう々ひようとした男だった。

　あまり陽ひに灼やけていない象ぞう牙げ色いろの肌に、森辺でもこの宿場町でもあまり見ない金きん褐かつ色しよくの髪。瞳はちょっと紫むらさきがかっている。

　長マントの前を合わせていたので体型はわからないが、顔はものすごく面おも長ながで、背も高そうだ。今は中ちゆう腰ごしで、俺のほうに顔を寄せている。

　髪も髭ひげも不ぶ精しような感じに伸ばしており、垂れ目で、鼻が高い。その不思議な色合いをした瞳には、妙みように老成した落ち着きと子供っぽい無む邪じや気きそうな輝かがやきが混在しており、何とも年ねん齢れいの見当がつけにくかった。

「お、ようやく怠なまけ者ものの役人たちが動きだしたようだよ？」

　そうして差し出された男のひょろ長い指の先を見ると、おっとり刀という表現がぴったりの様相で、長なが槍やりを携たずさえた男たちが人垣をかきわけている姿が見えた。

「お前たち、往来で何をやっているかッ！」

　革の兜かぶとに、革の胸あて、黄褐色の肌に、がっしりとした身体つき。その物々しい装備を見るからに、この宿場町の安あん寧ねいを守る衛兵か何かなのだろう。

　俺はほっと息をつきかけたが――その長槍の穂ほ先さきがアイ＝ファにまで突つきつけられるのを見て、愕がく然ぜんと立ちすくんだ。

　女の子は、俺の腕うでの中でぷるぷると震えている。

「森辺の民か……おい！　この宿場町で騒乱を起こすのは固く禁じられているはずだ！　貴様たちは、ジェノス侯こうとの約定を踏みにじる心づもりか!?」

　さすがに衛兵ともなれば、むやみに森辺の民を恐れたりはしないようだ。

　しかし、その目つきや顔つきはいくぶん平静さを欠いているようにも見受けられる。

「……その約定を守るために、私は禁忌を破った痴しれ者ものを粛しゆく清せいしたまでだ」
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　鼻先に突きつけられた鋼の穂先をにらみすえつつ、アイ＝ファは感情のない声で言った。

　衛兵たちの目が、まだ地べたにうずくまっている男のほうに転じられる。

　男は――これ以上ないぐらい、醜しゆう悪あくな顔で哂わらっていた。

「石の都の衛兵よ……俺はスン家の、ドッド＝スンという者だ」

　その色の悪い唇くちびるが、毒液のような声を街路にしたたらせる。

「お前らのような木っ端役人でもわかるだろう？　森辺を治めるスン家の人間だ、俺は。……この女を、捕とらえろ」

　衛兵たちは、困惑気味に目を見み交かわす。

　その姿をねめつけながら、ドッド＝スンと名乗る男は、さらに言った。

「この女は、いきなり往来で俺に襲いかかってきたのだッ！　この有り様を見ればわかるだろう？　俺は何も悪くないッ！　その女こそ、森辺の禁忌を破り、ジェノスとの約定を破った痴れ者だッ！」

「スン家の人間か……」と、衛兵が槍を引く姿を見て、俺はさらに愕然とした。

　アイ＝ファに向けられた穂先は、まだ下げられていない。

「女、詰つめ所しよに来い。その上で罪を吟ぎん味みする。……スン家の子息よ、貴方あなたにも同行を願う他ないが、承しよう諾だくしていただけるか？」

「ああ、もちろん……」と、ドッド＝スンは舌なめずりをしながら、身を起こす。

　俺は思わず、叫さけびだしそうになった。

　それよりも早く叫ぶ者がいた。

　俺に抱だきかかえられていた、女の子だ。

「違うよっ！　最初に暴れていたのは男の人で、女の人は、それを止めただけだよっ！」

　再び往来に、沈ちん黙もくが落ちた。

　何だか――嫌な感じの沈黙だ。

「……スン家の子息よ、これはどういうことなのだろうか？」

　衛兵の一人が、渋しぶい面おも持もちでドッド＝スンを見る。

　しかし、ドッド＝スンはまだ哂っていた。

「いわれなき誹ひ謗ぼうだ。何なら、周りの連中に聞いてみるがいい。これだけの騒さわぎだったのだから、一部始終を見届けていた者などいくらでもいるだろう」

　すると、信じられないことが起きた。

　それまで物見高そうに首を伸ばしていた野や次じ馬うまどもが、迷めい惑わくそうに顔をしかめて、ゆるゆるとその場から立ち去り始めてしまったのだ。

「おやおや。こいつはよくないねえ」

　長マントの男が、すっとぼけた声でつぶやく。

　立ち上がってみると、やっぱりその男は俺よりも頭半分以上は背が高かった。

　上背だけなら、ドンダ＝ルウぐらいあるかもしれない。しかし、猫ねこ背ぜの上になで肩がたで、やっぱりずいぶんと痩やせてもいるようなので、ひょろひょろのカマキリみたいな印象だ。

　しかし、そのようなことはこの際どうでもいい。

「何なんだよ、畜ちく生しよう――そうだ、あいつにからまれてた親おや父じさんは……？」

「あんなの、あの酔よっ払ぱらいがぶっ飛ばされるなり、礼も言わずに逃にげだしてしまったよ。まったく世せ知ち辛がらいことだねえ」

　俺は歯は噛がみして、衛兵の前に進み出ようとした。

　それと同時に、ドッド＝スンの澱んだ目が俺を見る。

　その顔が、またおぞましい喜き悦えつに引き歪ゆがんだ。

「石の都の衛兵よ。どうやらあの小こ僧ぞうは異国の民でありながら森辺の家人となった者であるらしい。おおかたあの小僧はこの痴れ者の同どう胞ほうで、それであの小さな娘に馬ば鹿かげた言葉を無む理り矢や理り吐はきださせたのではないのかな？」

　さっきまでドッド＝スンに向けられていた穂先が、俺に向けられる。

「おい、その娘を地面に下ろせ」

　その瞬しゆん間かん、女の子が俺の首ったまにかじりついてきた。

「やだっ！　このおにいちゃんはターラを助けてくれたんだよ？　悪いのはその男の人なのに、どうして信じてくれないの!?」

「それをこれから詰め所で吟味するのだ。いいからお前は、家に帰れ」

「やだっ！」

「やれやれ。そんなお役所仕事だから、君たちは市し井せいの人々から尊敬を集めることができないのだよ？　森辺の民を相手にするのは厄やつ介かいだからって、真実を追究する手間をはぶいてしまうのは感心できないねえ」

　そんな風に割って入ったのは、もちろん長マントの男である。

　次から次へと先を越こされて、俺おれはさっきから一言も発言できていない。

「何だ、貴様は？　関係のない人間は引っ込んでいろ」

「関係者にはなり損ねたけど、俺は一部始終を拝見していたよ？　関係者ではないからこそ、その証言には信しん憑ぴよう性せいと価値が生まれるのではないのかな？」

　人を食ったことを言いながら、さらに男は言葉を重ねる。

「ここで果実を売っていた男と、その友人らしき商人風の男が、そちらの森辺の御ご仁じんをこっそり指さして、何やら笑い声をあげていたんだ。そうしたら、そちらの御仁が血相を変えて商人風の男につかみかかり、果実の木箱がこうして街道に突き崩された。果実を売っていた男は逃とう走そうし、御仁は叫ぶ。『文句があるなら、はっきり言ってみろッ！　貴様たちは誇り高き石の都の住人なんだろうがッ!?』とね」

　ぷっと少女がふき出した。

　それぐらい、男の声には緊迫感というものが欠落してしまっていた。

「あれ？　似てなかったかなあ？　まあいいや。……で、押おし問もん答どうが開始される。『お、俺は何も言っていない』『嘘うそをつけ！』『本当だっ』『聞こえたんだよ。森辺の民たみの耳は、手前らの腐くさった耳とは作りが違うんだ！』『た、助けてくれえ！』『なあ、もういっぺん言ってみろよ？　《臭いギバ喰い》ってのは誰のことだ？　《飯が不味くなる》とも言っていたなあ？　もういっぺん、俺にもよく聞こえるように言ってみてくれよ、なあ、石の都の住人様よ？』……とまあ、こんな感じだったかな？」

　あきれたことに、このひょろ長い男は本当にその問答を丸暗記している様子だった。

　衛兵たちはすっかり困こん惑わく顔がおになり、ドッド＝スンは、野犬のような目で男をにらみすえている。

　そして、アイ＝ファは――

　アイ＝ファは、これ以上ないぐらい、けげんそうな顔をしていた。

「そこでこの御仁は、手に持っていた酒さか瓶びんを放り捨て、腰こしから刀を抜き放った。そちら側でいい匂においを撒き散らしているのがその土瓶の残骸で、そこに転がってるのが、その刀だね」

　ハッとしたように、ドッド＝スンと衛兵が俺たちの足もとに目線を落とす。

　確かにそこには、鍔つばのない厚刃の小刀がころんと転がっていた。

　ドッド＝スンの腰には、その革かわ鞘さやが残されている。

「そこでその女性の登場だ。その手に持っていた果実酒の土瓶で、後頭部をぱかん！　そして冷静に言い放つ。『そんなに酒が好きならば私の分も喰らうがいい、痴れ者めッ！』」

　女の子は、こらえかねたようにくすくすと笑いだしてしまった。

　まあ、思わずそうしたくなってしまうような声こわ色いろであったわけだ。

　けげんそうな顔をしていたアイ＝ファは、おもいっきりしかめ面つらになってしまっている。

「さらにもう一言。『石の都にて騒乱を起こすのは強い禁忌であろう。貴様は、森辺の民の恥だ』……ま、さしあたっては、こんなところで十分だろう。吟味の参考になったかな、各々方？」

　衛兵たちは、ものすごく面めん倒どうくさそうにドッド＝スンを振り返る。

「スン家の子息よ。この男はこのように申しているが――」

「すべて出で鱈たら目めだ！　いわれなき誹謗だッ！」

　青い目を真っ赤に充じゆう血けつさせながら、ドッド＝スンは金切り声でわめき散らした。

　これはどうやら――役者が違う。

「それでは貴方はもっと整合性のある説明を述べなくてはならないだろうねえ。たぶん俺の言葉を否定する人間は、この場に貴方しか存在しない。俺を嘘つき呼ばわりするなら、いったいどのような経けい緯いでこの木箱がぶちまけられ、果実酒の瓶びんが割れ、貴方の短たん剣けんが街道に転がることになったのか、それをつぶさに説明していただこうか」

　言葉の内容は辛しん辣らつだが、やはり表情も口調も飄々としたままである。

　ジザ＝ルウのように、感情の見えない感じではない。この男は、ただ平然としているだけ――特に激することなく、のんびりと自分の考えを述べているようにしか見えなかった。

「……もういい。後は詰め所で吟味する。お前らは全員、出頭しろ」

「ええ？　そいつは困るなあ。俺はこれからジェノス侯と約束があるんだけど」

　とんでもない言葉が飛び出した。

　衛兵たちの目玉も、飛び出してしまいそうだ。

「すでに約束の刻限は過ぎてしまっているので、これ以上遅おくれてしまうのはさすがに申し訳が立たない。出頭するなら、その旨むねをジェノス侯にお伝えした後でもかまわないかな？」

「お前は……いや、貴方はいったい……？」

「そんなに怯えなくても、俺は善良なる市井の人間に過ぎないよ。旅人の安全を守る《守護人》のカミュア＝ヨシュという者だ」

　そう言って、男はその首にかけられていた首飾りを長マントの隙すき間まから示してみせた。

　瑪め瑙のうのように複雑な色合いをした石が、銀色の鎖くさりで吊つり下さげられている。なかなか瀟しよう洒しやな首飾りである。

「ちょっと縁えんあって、ジェノス侯が王都へと旅立つ際に《守護人》の役を果たすことになり、それで知ち遇ぐうを得ただけさ。王位も爵しやく位いも何もないから、べつだん怯える必要はない。……あ、これはジェノス侯マルスタインから授さずかったジェノス城下への通行証ね」

　そうして新たに取り出されたのは、さっき見た銅貨とは比べものにならないぐらい燦さん然ぜんと光ひかり輝く、銀色の細長いプレートのような代しろ物ものだった。サイズはキャッシュカードぐらいで、わけのわからない紋もん様ようが緻ち密みつに彫ほりこまれており、由ゆい緒しよの正しさをこれでもかとアピールしているかのようだ。

　衛兵たちは、そのプレートを目にするなり、顔がん面めん蒼そう白はくになって立ちすくむことになった。

　それで俺は、察することができた――こいつはかなり人の悪いおっさんなのだな、と。

　カミュア＝ヨシュと名乗ったその男は、実にさまざまな感情の込められた視線をその長身にあびながら、いつまでも楽しげにのんびりと笑っていた。
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「いやあ、穏おん便びんに済んで何よりだったねえ？」

　衛兵たちとドッド＝スンが立ち去った後も、何故かカミュア＝ヨシュと名乗る奇妙な人物はその場に居残って俺たちと膝を突き合わせていた。

　場所は、もともと俺たちが腰を据すえていた、屋台と屋台の間の空き地である。仏ぶつ頂ちよう面づらのアイ＝ファと困惑顔の俺にはさまれながら、カミュア＝ヨシュはやっぱりのんびりと笑っていた。

「……窮きゆう地ちを救っていただいた件については、礼を述べさせていただく」

　と、アイ＝ファはとても気の進まぬ様子で、気持ちばかり頭を下げた。

「固いなあ」と男は笑う。

「別に何も助けちゃいないよ。俺は見たまんまの出来事を語って聞かせただけのことさ。西の神セルヴァの民として、当然のことをしただけだろう？」

　俺たちは、衛兵の詰め所とやらには連行されずに済んだのだ。

　連行されたのはドッド＝スンのみであるが、やつにも処しよ罰ばつが下されるわけではない。

『まあ、いいんじゃないの？　森辺の民が不ふ埒らちな真似に及およんで、同じ森辺の民がそれを掣せい肘ちゆうしてくれた。刀を抜いてしまったのはちょっとあれだけど、何も話を大きくする必要はないんじゃないかな？』

　カミュア＝ヨシュの言葉に従う格好で、さっきの荒あら事ごとは幕を閉ざされてしまったのである。

　ドッド＝スンが連れていかれたのは、酔いを醒ますという口実で、一時的に身み柄がらを拘留されたに過ぎない。

「だからお前らはとっとと森辺に帰れ」と衛兵たちの目は強く訴うつたえかけていた。

　なのにこうして帰りもせずに、初対面のあやしげな男と膝を突き合わせてしまっている。

「あの……あなたも何か大事な用事があったんじゃないんですか？」

　俺が問うと、カミュア＝ヨシュは「いや？」と首を振る。

「ああ、そいつはジェノス侯のことか。嘘だよ、嘘。約束があるのは本当だけど、晩ばん餐さんに顔を出せと言われているだけだから、全然時間に余よ裕ゆうはあるんだ」

　やっぱり、食えない男である。

　細長い顔に食えない笑えみを浮かべながら、カミュア＝ヨシュはひょいっとかたわらに目を動かした。

「それにしても、大変な騒ぎだったねえ。お嬢じようちゃん、どこにも怪け我がはなかったかい？」

「うん！　このおにいちゃんが助けてくれたから！」

　もちろんそのおにいちゃんとは俺のことであり、発言しているのは、さっきのターラと名乗っていた小さな女の子である。

　にこにこと笑いながら、もぎゅもぎゅと肉饅頭を頬張っている。ドッド＝スンたちに踏み潰されてしまった肉饅頭の代わりに、カミュア＝ヨシュが買い与えたものだ。

「ああ、そうそう、それからこいつも――」と、長マントの内側に手が差し込まれる。

　そこから魔ま法ほうのように取り出されたのは、果実酒の土瓶だった。

　骨ばった指先でそいつの栓せんをぬき、一口ぐびりと飲んでから、また栓をしめてアイ＝ファのほうに差し出してくる。

「ご覧の通り、毒は入っていない。よかったら、もらってもらえないかな？」

「……あなたに施ほどこしを受けるいわれはない」

「固いなあ！　我わが身みもかえりみず宿場町の秩ちつ序じよと森辺の掟を守ったその姿に感動して！　というのは理由にならないかな？」

　アイ＝ファは、ものすごく嫌いやそうな顔をした。

　カミュア＝ヨシュはにこやかに笑いながら、ターラの小さな頭をポンポンと叩く。

「このターラだって同じことさ。この子が勇気を振り絞って自分の恩人を助けようとする姿に感かん銘めいを受けたからこそ、キミュスの肉饅頭をご馳走する気になったんだ。……美う味まいかい、ターラ？」

「うん！　ありがとう、カミュアのおじちゃん！」

「おじちゃんか……そりゃまあ確かに、もうすぐ三十だけどねえ」

　まだ三十前なのか。ちょっと驚おどろきだ。

　しかし確かに、その伸び放ほう題だいの無ぶ精しよう髭ひげを何とかすれば、けっこう若い顔立ちに……いや、ならないか。飄々としたその表情やふるまいは、おっさんくさいというよりもちょっと老人めいている。

「で、どうかな？　この果実酒を受け取ってはもらえないかい？　……それとも、あの荒くれ者の罪を問えなくしちゃったのは不本意だったかな？　あれがスン家の人間だったら、事を大きくしないほうがいいのかなと思ったのだけれども」

　その言葉にまた驚いた。

　この男は、森辺の情勢にまで通じているのだろうか。

「うん？　何かおかしいかな？　モルガの森辺ってのは俺にとって未み踏とうの領域だけれども、それを掌しよう握あくしている族長筋の名前ぐらいは聞いているよ。俺はけっこうこの宿場町が好きだから、森辺の民を見かけることも少なくないしね。……ただ、こうして口をきいたのはこれが初めてだ」

　と、細長い鼻の下で、大きな口がにんまりと笑う。

「それがこんなに美しい女狩人であったというのは二重の喜びだ。その美しさに敬意を示すためにも、この果実酒はぜひ受け取ってもらいたいところだねえ」

　俺はおそるおそるアイ＝ファの表情をうかがった。

　ああ、憮ぶ然ぜんを通りこして、鼻の上にしわが寄りかけている。

「あれ？　何か気分を害することを言ってしまったかな？　別にその外見だけを褒めたたえているのではなく、その気高い行動もふくめて美しいと賞賛しているのだけれども」

「…………」

「駄だ目めか。……それじゃあ、君はどうだろう？」

「は、はい？」

「この《北の旋せん風ぷう》ことカミュア＝ヨシュより先んじてターラの危機を救った君に敬意と賞賛を表したい。受け取ってもらえるかなあ？」

　とても受け取れる雰ふん囲い気きではない。

　ところできたのせんぷうって何ですかね。

「ああ、仲間内での呼び名だよ。西でこの髪の色は珍めずらしいんだろうねえ。……俺は、北の生まれだからさ」

　その言葉で、アイ＝ファの表情が少し変わった。

　まだいくぶん険しさを残した山やま猫ねこのような目が、真正面からカミュア＝ヨシュをねめつける。

「あなたは北の王国マヒュドラの生まれなのか、カミュア＝ヨシュ」

「カミュアでいいよ。……というか、俺はまだ君たちの名前を聞いていないんだよねえ。嘘でもいいから、教えてもらえないかな？」

　だから、そういう物言いがアイ＝ファの神経を逆なでしてしまうのだろう。アイ＝ファは眉まゆを吊つり上あげながら、「ファの家の家長アイ＝ファだ」と言い捨てた。

「あー、俺はファの家の家人アスタです」

「アイ＝ファとアスタか。いい名前だ。……そう、俺は北の生まれだよ。母親がマヒュドラの生まれで、父親はセルヴァの生まれ。もう百年の昔から熱心にいがみあっている北と西の混血児ってわけさ。幼い頃は北で過ごして、母を亡なくしてからは西で過ごした。まあ、こんな生まれでまともな仕事にはつけないから、腕一本で生きていける《守護人》の仕事を生業なりわいにしたわけだ」

　カミュア＝ヨシュのかたわらには、少し細身だがずいぶん刀身の長い刀が無造作に置かれている。

「そういえば、君の髪かみは俺とよく似た色をしているね、アイ＝ファ」

　と、紫がかった瞳ひとみが、ちょっとまぶしそうに細められながら、アイ＝ファを見る。

「森辺の民っていうのは、南から西に逃のがれてきた民の末まつ裔えいだと聞いている。遠く離はなれた北と南で血が混ざる道理はないと思うんだけど、その髪に何か由来はあるのかな？」

「……特別な由来など何もない。森辺ではときどきこういう髪の色の人間が生まれる。私の母も、同じ髪の色だった」

「そうなのか。俺の母も俺と同じ髪の色をしていたよ」

　カミュア＝ヨシュはにこりと無邪気に微ほほ笑えみ、アイ＝ファはうるさそうにそっぽを向いた。

　何となく――いつもと様子が違うな、と思った。

「まあとにかく、俺は以前から森辺の民に興味があったんだ。生の途と中ちゆうで魂たましいを捧ささげる神を乗のり換かえる、そんな境きよう遇ぐうにある人間はなかなかいないからさ。こちらが一方的に仲間意識を抱いてしまっていたわけだ。だから、最初に口をきいた森辺の民が君のような人間であったことを喜んでいるんだよ、俺は」

「…………」

「それで、俺たちに何か用事でもあるんですか、あなたは？」

　調子の出なそうなアイ＝ファに代わって、俺が口をはさむことにする。

「危ないところを助けていただいたのは非常に感謝しているんですが、俺たちも森辺で仕事が待っているんです。できれば、そろそろ帰らせていただきたいんですが……」

「そうなのかい？　残念だなあ。それじゃあ、先に用件を済ませてしまおうか。……実は今度、ジェノスの商団を東の王国まで守護する仕事が入っているんだけど。その際に森辺の集落を通過させてほしいんだ」

　俺はたいそう驚いたが、アイ＝ファの反応は冷ややかなものだった。

「……そのような仕事は、すべて族長筋のスン家が取り仕切っている」

「うん、もちろんそいつは承知しているさ。だけど今日、そのスン家のご子息と不幸な出会い方をしてしまったから、彼かれらに頼たのむ気が失うせてしまった。やっぱりあの連中は信用ならない」

　虫も殺さぬ顔をして、実にあっさりとカミュア＝ヨシュはそう言った。

「いやあ、実は以前からジェノス侯には忠言していたんだよ。宿場町で騒そう動どうが起きるときは、いつもスン家がからんでいるじゃないかってね。頑かたくなで、規律を重んじ、そして閉へい鎖さ的てきな森辺の民であるはずなのに、スン家ばかりがこんなにも無ぶ頼らいで開放的なのは、何か侯の側にも問題があるのではないか、と……」

「スンの家を堕だ落らくさせたのは、石の都の住人だ」

　アイ＝ファの声が、カミュア＝ヨシュの声を断たち切きった。

　その瞳に、青い火がわずかに燃えている。

「都の連中は、スンの家に富を与えた。それでスン家の人間は森辺の民の誇りを捨てて、まともにギバを狩からなくなった。酒に溺おぼれ、怠たい惰だに過ごし、色事にうつつを抜かしているのだ。それらのすべては、都の人間の責任だ」

「富というのは、三月に一度の褒ほう賞しよう金きんのことかな？　そんなものは、微び々びたる額であったはずだけれども」

「だからスン家は、その富を独どく占せんした。その富でもって遊あそび惚ほうけて暮らしているのだ」

　その場で一番驚いているのは、たぶん俺だっただろう。

　肉にく饅まん頭じゆうを食べ終えたターラはきょとんとしていたし、カミュア＝ヨシュはさもありなんといった面持ちでうなずいている。

「まあ、そのようなことだろうとは思っていたよ。ギバの脅きよう威いからジェノスの領土を守っている森辺の民への褒賞だというのに、勤勉に働いている民たちには還かん元げんされず、遊び惚けている族長筋の人間だけが甘い汁を吸っているというわけか。……それでよく動乱などが起きないものだね？」

「石の都の施しなど必要ない。私たちは、私たちが生きるためにギバを狩っているのだ」

「清せい廉れんで潔白だ！　……だけどやっぱり、固いよなあ」

　今度はちょっと苦笑気味に笑い、カミュア＝ヨシュは金褐色の蓬ほう髪はつをぼりぼりとかきむしった。

「もしも君たちが森辺に規律を回復させたいと願っているなら、もしかしたらこの俺が力になってあげられるかもしれないよ？」

「…………」

「もちろん、やみくもにスン家を弾だん劾がいすればいいというだけの話ではない。何だかんだ言って、森辺を統とう率そつしているのはスン家なのだからね。族長筋を失った森辺の民たちがギバを狩る力まで失ってしまったら一大事だ。またモルガの森にはギバがあふれかえり、多くの田畑が喰い潰されてしまうだろう。……だからジェノス侯もスン家の堕落には薄うす々うすカンづきながらも、思いきった方策が取れずにいるのだよ」

「…………」

「そこで質問だ。仮にスン家の威い光こうが失しつ墜ついしたとして、そのあと森辺を統治できるような力を持つ氏族などは存在するのかな？」

　もちろん俺の頭の中には、唯ゆい一いつスン家に対たい抗こうしうるというルウ家の存在が浮かび上がっていた。

　しかしアイ＝ファは、口を開こうとしない。

　その瞳は、どんどん険悪な光を浮かべ始めている。

「何せ都と森辺はスン家を通じてしか交流をもっていないから、スン家に都合の悪い情報はすべて遮しや断だんされてしまっているんだよ。なおかつお城の連中は、なかなかあの石の壁から顔を見せようともしないからねえ。こうなってくると、市井の人間でありながらジェノス侯の知遇を得ている俺と、スン家と親しからぬ君たちとの出会いは、森辺と都をつなぐ新たな架かけ橋はしにもなり得るのではないのかなあ？」

「そんなことをして、あなたに何の得があるっていうんですか？」

　俺の問いかけに、カミュア＝ヨシュはまた笑う。

「損得というか、俺も君たちも同じ西方神セルヴァの民だろう？　言ってみれば、同胞だ。困ったときには助け合うのが当たり前じゃないか」

「…………」

「とまあそいつは建前で。さっきも言った通り、俺は森辺の民に一方的な仲間意識を抱いていたわけだが。それは君たちのように清廉な人間に対して抱いていた意識であり、昼間から飲んだくれてギバを狩ろうともしない怠け者に敬意なんて払はらう気はしない――ってところかな」

　わからない。

　心にもないことを言っている――とまでは思えないのだが、俺にはこんなすっとぼけた男の内心を読み解くことなどはできそうになかった。

　そしてアイ＝ファのほうは、今やはっきりとその瞳に拒きよ絶ぜつの激情を燃やしてしまっていた。

「カミュア＝ヨシュ。あなたは、石の都の人間だ。都の人間が森辺の民に弓を引こうというのなら――あなたは、森辺の民の敵だ」

「ふむ。それが堕落したスン家であっても？」

「スン家に罰ばつが必要ならば、それを与あたえるのは森辺の民だ。森辺の恥は、森辺で粛清する。そして――スン家の人間を堕落させたのは、石の都の人間だ」

　叩きつけるように、アイ＝ファは言った。

「石の都の住人は……信用できない」

　誇り高き狩人かりうどの、燃えるような眼光だ。

　しかし、それでもカミュア＝ヨシュはまだゆったりと笑っていた。

「清廉で、潔白だ。やっぱり君は美しいね、アイ＝ファ」

「……私を愚ぐ弄ろうするのか、あなたは？」

「美しいという言葉がなぜ愚弄になってしまうのだろう？　――ああほら、ターラが怯おびえてしまっているじゃないか」

　ハッとしてそちらを振ふり返かえると、確かにターラはカミュア＝ヨシュの腕に取りすがって、ガタガタと震ふるえてしまっていた。

「しかたがない。今日のところは、ここまでにしておこう。うかうかしていると、スン家のご子息がひょっこり姿を現しかねないからね」

「……今日を限りに、明日も明後日もない」

「それはどうだろう。機会は待つものではなく作るものだ」

　そう言って、カミュア＝ヨシュは右手に長ちよう剣けん、左手に少女の手を取りながら立ち上がった。

「アイ＝ファにアスタ。今日は君たちに出会えて良かった。この出会いを祝してその果実酒は置いていくから、用がなかったら大地に返してやってくれ。……それでは、また」
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「ああ、水場が見えてきた。ようやく故郷にたどりつけたって感じだな」

　ぜいぜいと荒い息をつきながら俺がつぶやくと、それまでずっと沈黙を守っていたアイ＝ファがひさびさにこちらを振り返ってくれた。

「何だその声は。お前の体力は十歳さいの子供なみだな、アスタよ」

「おお、リミ＝ルウより下じゃないんなら何よりだ。……ようやく口をきいてくれたな、アイ＝ファ」

　たちまちアイ＝ファは「ふん」と前に向きなおり、足を速めてしまう。

「あ、待ってくれ！　せめて水を飲ませてくれよ！　さっきから咽喉のどがカラカラだったんだ！」

　何せ十六キロ強の荷物をかついで、一時間近くも山道を歩いてきたのである。紐ひもをかけていた肩かたは皮ひ膚ふがすりむけてしまっていたし、足も腰もガタガタだ。これは去りし日のかまど作製を超こえる重労働かもしれない。

　ちなみに恐きよう怖ふの吊つり橋ばしにおいては、アイ＝ファが往復して俺の分の荷物も運んでくれたあげく、手を引いて誘ゆう導どうまでしてくれた。まあ惑わく乱らんした家人に抱きつかれてはたまらないと思っての配はい慮りよなのであろうが、何にせよリミ＝ルウあたりには知られたくない恥多き人生である。

　ともあれ、今は水分補給だ。

「本当に情けないな……」というアイ＝ファの言葉に心臓をグサグサ刺さされながら、俺はちょろちょろと流れる岩いわ清し水みずをすくって飲んだ。

　甘かん露ろである。

　そして、ひさかたぶりに口をきいてくれたアイ＝ファは、少し口調をあらためてこんな風に言葉を継ついできた。

「……お前は何も尋たずねようとしないのだな、アスタ」

「ん？　さっきのおっさんが言ってたことについてか？　まあ聞きたいことは山ほどあるけど、この世界のことについては毎晩お前が話して聞かせてくれているからなあ」

　両りよう膝ひざに手をついて呼吸を整えながら、アイ＝ファの顔を見上げる。

「お前はお前の判断で、聞かせる順番を選んでるんだろう。その判断にケチをつけたりはしないよ。この世界は、俺にはまだまだわからないことだらけだ」

「…………」

「だけど、お前のご機き嫌げんが回復したんなら、世間話の一つぐらいはしてみたいところだな。……あのおっさんのこと、お前はどう思う？」

　言いながら、俺は自分の足もとに目を落とした。

　ポイタンやティノの詰まったでかい袋ふくろと、果実酒の土瓶。

　アイ＝ファはそれを置いて帰ろうとしたが、果実酒に罪はあるまいと俺が運うん搬ぱんを引き受けたのだ。瓶のデザインが少し異なるので、これはどういう酒なのだろうという興味もある。

「あやしげと言えばこれ以上ないぐらいあやしげなおっさんだったけど、極ごく悪あく人にんっていう感じではなかったよな。お前がああいう人間にどういう感想を抱くのかは、ちょっとばっかり気になるよ」

「……これといって語る言葉はない」

「って、もう出発するのかよ？　おい、ちょっと待ってくれ！」

　しかたなしに袋を背せ負おい、ひいこら言いながらアイ＝ファに追いすがる。

　俺より重い荷を負いながら、やはりアイ＝ファの歩調に乱れはない。

「語りたくないなら無理には聞かないけど、お前はずいぶんピリピリしてたよな。ああいうおっさんは苦手なのか？」

「……都の住人と語る口などない」

「けっこう語ってたじゃん。ていうか、俺なんてあのおっさん以上の余よ所そ者ものなんだぞ？　語ってみれば、案外気が合ったりするかもしれないじゃないか？」

「……私とお前は、気が合っているのか？」

「あっはっは！　気づいちゃいたけど、全然ご機嫌は回復してないのな！　さっきから心臓をえぐられっぱなしだぞ俺は！」

「……そのようなつもりはない」

　と、今度は一転して暗い眼まな差ざしになってしまう。

「私の様子は、どこかおかしいのか？」

「おかしいのかって……何か真しん剣けんに考えこんでたんじゃないのかよ？　宿場町からここまでの道のりは、ずっと難しい顔をしてたじゃないか？」

「わからない。たぶん、都の住人とあのように言葉を交かわしたのは初めてであったから、頭が混乱しているのだろう」

　暗い目が、俺を見る。

　まるで、迷子の子供みたいに。

「私は、どこかおかしいのか？」

「……いや、おかしくない」と、俺は言いきってやった。

「いきなりあんな話を聞かされたら混乱するのが当たり前だから、おかしくはないよ。俺には半分ぐらいしか意味がわからなかったけど、きっとアイ＝ファにとっては――森辺の民にとっては、今後の行く末を左右しかねない話だったんだろうからな」

「…………」

「ずいぶん昔にも言ったと思うけどさ、そんな重大事をお前みたいな立場の人間が背負う責任はないんだ。手に余るんなら、忘れちまえ」

　俺の言い分は、あまりにいい加減だっただろうか。

　だけど、半分がたはそれが本心だった。

　仮にあのカミュア＝ヨシュという男の言っていたことが真実だとして――それでスン家の力を失墜させ、ルウ家あたりに森辺を統率させることがかなったなら、すべてが丸く収まるのかもしれない。

　しかし、丸く収まらないかもしれない。

　俺たちは、ドンダ＝ルウという男がどういう人間なのか、まだそこまで知り尽くしているわけではないのだ。もしもあの粗そ暴ぼうな大男がスン家に代わって森辺を支配して、スン家以上の暴ぼう虐ぎやくを振るうようになってしまったら、リミ＝ルウやジバ婆ばあさんにも申し訳が立たなくなってしまうではないか。

　それにやっぱり、さっきの話はすべて出鱈目であるという可能性も捨てきれない。あるていど森辺の内情に通じているらしいカミュア＝ヨシュが、ほんの気まぐれで俺たちをからかっただけなのかもしれないのだから、軽々しく信じてしまうわけにはいかないだろう。

　だけど――それは俺の本心の、半分だ。

　もう半分は、あの男の言葉を信じたい、と思ってしまっている。スン家から族長筋としての権力を剥はぎ取とってやりたい、と願ってしまっている。

　そうすれば、ディガ＝スンという卑劣漢の動向を気にかける必要もなくなるし、それに今日はまたスン家との間に新たな確かく執しつが生まれてしまった。

　ドッド＝スンと名乗っていた、あの男。小物感はディガ＝スンといい勝負だが、あそこまで恥はじを知らない人間は、逆に怖こわい。昼間から酒をくらい、宿場町で騒ぎを起こす。あんな俗ぞく物ぶつが森辺に存在するなどとは、俺は想像すらしていなかった。

　あんな連中に、森辺の民を支配する資格はない――それだけは、絶対に間ま違ちがいのないことだと思う。

（ルウ家のダルム＝ルウだって厄介な御仁ではあったけど、あいつほどじゃない。ダルム＝ルウが狼おおかみなら、あんなやつはただの野犬だ。……って、そんな言い草は野犬に失礼か）

　だからやっぱり、あれは「人間」なのだろう。

　それもおそらくは、「文明の毒に冒おかされた人間」だ。

「……お前こそ黙だまりこくっているではないか」

　と、突とつ然ぜんすねたような女の子の声が聞こえた。

　誰だれかと思ったら、やっぱりアイ＝ファだった。

「人には忘れちまえなどと言いながら、お前こそが想念にとらわれてしまっているではないか、アスタよ」

　アイ＝ファはときどき、年ねん齢れいよりも幼い顔を見せるときがある。

　そんなとき、俺はいつでも動どう揺ようしてしまい――だから今回も、大いに動揺する羽目になった。

「いや、別にそんな小難しいことを考えていたわけじゃないよ。この世界にも犬って動物はいるのかなとか考えていただけさ」

「犬？　ヴァルブの狼が人里に下りて子を生なすと人間の友になる、とかいうあれか？　そんなもの、嘘か本当かもわからない西の王国の言い伝えに過ぎない」

　と、アイ＝ファは唇くちびるをとがらせる。

「そんなにその犬とやらが食いたいのなら石の都に行け。私の知ったことではない」

　ぷいっとそっぽを向いてしまった。ぷいっと。

　もう腹が立つやら愛くるしいやら、俺の胸中はしっちゃかめっちゃかである。

「わかったよ！　わかりました！　もっと楽しい話題にしましょう！　あのなあ、ドンダ＝ルウとの決着もついたことだし、今日はちょっと新しい料理に挑ちよう戦せんしようと思ってるんだ。もうこの何日かはステーキの試食ばかりで、顎あごがくたびれ果てちまったからな」

　アイ＝ファはそっぽを向いたまま、ちろりと横目でにらみつけてくる。

「……それは、はんばーぐより美味いのか？」

「それは作ってみなけりゃわからない。ていうか、ステーキだって美味かったろ？」

「それはそうだが……私はやっぱり、はんばーぐが一番好きだ」

「え!?　だけど、ステーキだって同じぐらい美味いって言ってくれただろ？　だから俺はステーキでドンダ＝ルウと決着をつける覚かく悟ごが決まったんだぞ？」

「すてーきもはんばーぐと同じぐらい美味い。……だけど私は、はんばーぐが好きなのだ」

　俺は何か反論しかけたが、驚きのあまり何を言おうとしたのか忘れてしまった。

　アイ＝ファが「好き」という言葉を使ったのは、たぶんこれが初めてであると気づかされてしまったからだ。

「食事に美味いも不味まずいもない」と言っていたアイ＝ファが「美味い」と言い、ついには「好き」という単語まで口にした。

　それは、俺にとって驚きよう愕がくに値する激げき烈れつな変化なのだった。

「……柔やわらかい肉ばかりを食していては歯が弱ると言っていたが、干し肉をかじっていればそこまでの心配はないのだろう？」

　と、そっぽを向きながら少しうつむき、唇をとがらせながら横目の上目づかいでにらみつけてくるという、すさまじく卑ひ怯きような表情を見せるアイ＝ファである。

　これが計算でないのだから、本当にひどい。

「だったら私は、やっぱりはんばーぐが好きだ」

「わ、わかったよ。それじゃあ、明日はハンバーグにしよう。今日のところは新しい食べ方に挑戦させてくれ」

　アイ＝ファはさらにうつむいて、微び笑しようをこらえるような表情をこしらえた。

　俺の両手が荷物でふさがっていて良かったな、としか言い様がない。

　まあ、ドンダ＝ルウとの決着がついたばかりなのだ。新たな悩なやみの種は抱かかえてしまったものの、今日ぐらいはゆっくり過ごしてもバチは当たらないだろう。しっかり英気を養って、カミュア＝ヨシュの件についてはまた明日からでも思い悩めばいい――などということを考えながら、ようやく家の前にまで辿たどりつくと、さらなる苦く悩のうの種が俺とアイ＝ファを待ち受けていた。

　その苦悩の種は、実にお似合いの男女ふたり連れの形状を有していた。

　六日後に婚こん儀ぎを控ひかえた、ガズラン＝ルティムとアマ＝ミンである。
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「お帰りをお待ちしておりました。ファの家長アイ＝ファに家人アスタ」

　やや四角めの顔に、造作の大きい目鼻立ち。美男子ではないが誠実にして謹きん厳げんそうなガズラン＝ルティムが、深々と頭を下げた。

「お会いできて良かったです。そろそろルティムの家に戻もどらなくてはならない刻限でありましたので」

　黒こつ褐かつ色しよくの髪を綺き麗れいにまとめあげ、落ち着いた中にも利発で元気のよさそうな表情をのぞかせるアマ＝ミンも、同じように頭を下げてくる。

「ガズラン＝ルティムに、アマ＝ミン。いったいこのような場所で何をしているのか？」

　まだちょっと家長の顔になりきれていないアイ＝ファが困惑気味に尋ねると、二人は示し合わせたようににっこりと微笑んだ。

「アイ＝ファとアスタにお願いの儀ぎがあって訪ねてまいったのです」

　はっきり言って、嫌な予感しかしなかった。

　婚儀の宴うたげのかまど番とかいう話については、今朝の帰かえり際ぎわドンダ＝ルウに頼んできっぱりお断りの返事を差し上げたはずである。

　それでもやっぱり、嫌な予感しかしなかった。

「とにかくここでは人目につく。家の中に入られよ。……アスタ、お前は鋼を預かれ」

　と、アイ＝ファは果実酒を下げた手で俺おれの手からポイタンの袋を奪い去り、さっさと家の中に入っていってしまった。

　俺は大いに慌あわてふためきながら、ガズラン＝ルティムに差し出された大刀と小刀をおし抱く。

「ど、どうぞ」

　遥はるかな昔にここを訪れたリミ＝ルウ以来の、客人である。

　俺には、扱あつかいがさっぱりわからない。

　やがて食しよく糧りよう庫こから戻ってきたアイ＝ファが広間の中央近くの上座に陣じん取どり、二人の客人は礼れい儀ぎ正ただしい距きよ離りを置いてその正面に腰を下ろす。

　俺は迷ったがアイ＝ファの隣となりに膝ひざを折り、預かった刀は自分の手もとに置いた。

　文句は言われなかったから、まあ森辺の作法は乱さずに済んだのだろう。

「まずは、お礼の言葉から述べさせていただきたい。昨晩は素す晴ばらしい宴をありがとうございました。ファの家のアイ＝ファに、家人アスタ」

「ええ、本当に素晴らしい食事でした。私たちにとってはかけがえのない前祝いの宴が、生しよう涯がい忘れられぬ幸福な一夜となったのです」

　見るからに誠実で生き真ま面じ目めそうなお二人にそのような謝辞を頂いてしまうと、こちらまで頭を下げたい心境になってしまう。

　というか……煩はん雑ざつなる宿場町から帰ってきたばかりのこのタイミングでは、純じゆん朴ぼくの象しよう徴ちようみたいなこのお二人の姿が昨晩とはまったく違ちがった印象に見えてしまった。

　ガズラン＝ルティムとは、こんなに真まっ直すぐな目をした若者であったのか。

　アマ＝ミンとは、こんなに涼すずやかな表情をした女性であったのか。

　家いえ柄がらなのか、個人差なのか、ルウ家の人々なんかには眩まぶしいぐらいの生命力を発散させているタイプが多かったが、この二人から感じられるのはもっと静かでどっしりとした、大地に根を張る大樹のような力強さだった。

　ようやく家長としての厳しい表情を回復させたアイ＝ファが、片かた膝ひざあぐらでじっとその二人を見つめ返す。

「ルウの家より預かったかまど番としての責を果たせて、私たちも嬉うれしく思っている。――しかし、我らに願いの儀があるとは何のことであろう？　婚儀の宴に関しては、すでにドンダ＝ルウを通じてお断りの返事を差し上げたはずだが」

　腹芸をする気など毛頭なさそうなアイ＝ファの言葉に、二人は「はい」と声をそろえて頭を下げる。

「まさしくその件に関して――そのように森辺の習わしに反した話を願い出たのは我が父ダン＝ルティムですが、私たちもその話を聞いて……」

「素晴らしい、と思ってしまったのです。もしもそれが実現できたなら、どんなに幸福な一夜になるだろう、と」

　婚儀の前から、息もぴったりのお二人である。

　その表情からも、眼差しからも、至し極ごく純じゆん粋すいな期待と喜び――そして、何とか自分たちの思いを伝えんと煩はん悶もんする実直な人ひと柄がらしか感じ取ることはできない。

　だが、それとこれとは話が別である。

　このガズラン＝ルティムは、ルウ家の眷けん族ぞくではもっとも強い力を持つというルティム家の、本家の跡あと取とり息子むすこであるのだ。その婚儀のかまど番なんて、いくら何でも荷が重すぎる。

　俺としてはまず、アイ＝ファの果断な気き性しように期待をかける他ほかなかった。

「しかし、ルティムともミンとも縁の薄うすいファの人間がそのような場を取り仕切るわけにはいくまい。家の喜びは、家の人間同士でわかちあうものだ。……と、アスタも昨晩そのようなことを言っていた」

　そう、まさしくその通り。

　俺もうなずいて同意を示させていただく。

　すると、ガズラン＝ルティムの真っ直ぐな目が、俺を見た。

「アスタ。あなたはファの家人だがこの森辺ではなく異国の出自なのだと聞いている。そして、あなたはその生まれ故郷において、料理人なる仕事を生業にしていた、と」

「はい。家族の仕事を手伝う見習いの身分に過ぎませんでしたが、その通りです」

「私には、それがいかなる仕事なのかもよくはわかりません。しかしそれは要するに、あの宿場町で出来合いの食事を売る、あの者たちのような仕事なのでしょうか」

「そうですね。その考え方で間違ってはいないと思います」

「それでは――あなたの作るその食事を、私たちに売っていただくことはかないませんでしょうか？」

「……はい？」

　言っている意味が、よくわからなかった。

　料理を、売る――こんな森辺で、どうやって？

「ですから、宴のかまど番をつとめるという役を、善意や情愛や義理ではなく、相応の代価と引き換えにして、つとめあげていただきたいのです。あなたの食事を作る技術と、知識と、労力を、一晩だけ私たちに買わせていただきたい――と、私たちは願っています」

　俺は――

　あまりのことに、声も出なかった。

「余所の家の人間であるアスタに、私たちを祝せとは申し上げられません。昨晩出会ったばかりのあなたに善意や厚こう意いを強要することなど、なおできません。ならば、あなたの力を得るには代価を支し払はらう他に道はないと、私たちはそのように考えました」

「それ、は……でも――」

「私にできる限りの代価を用意する心づもりです。あなたの作る食事にはそれだけの価値があります。私は昨晩、アマ＝ミンや父ダン＝ルティムと味わった幸福な気持ちを、他の家人、他の眷族ともわかちあいたいのです。それにはあなたの力が必要なのです、アスタ」

　言いながら、ガズラン＝ルティムはその太い首にかけていた牙きばと角を、じゃらりと外した。

　アイ＝ファよりも遥かに大量の、角と牙が何重にも重なった首くび飾かざりである。

　アマ＝ミンも静かに微笑んで、自分の首飾りを外す。

　こちらは親から授さずけられた、三本の牙と角を連ねた首飾りだ。

　狩人の誇ほこりであり、親からの愛の証あかしである首飾りが、俺の前に差し出される。

「宴には、ルティムのみならず、親家たるルウの眷族百余名がすべて集まります。それらの食事の代価としてこれでは足りますまい。しかし、宴の席ではそれらの者たちから一本ずつの祝福を授かることができます。アマ＝ミンと合わせれば二百本です。それでも足りなければ、必ずや私が足りない分のギバを狩って――」

「待ってください！　このようなものは、とても受け取れません！」

　俺はほとんど恐怖に近い感情をおぼえて、そう叫さけんだ。

「お、俺は半人前の未熟者です。そんな大きな仕事は不相応ですし……それにやっぱり、俺は余所者です。まだ森辺のことも理解しきれていない俺にそんな大事な仕事を託たくすのは――」

「あなたはすでにその力を示しました。私たちに不安はありません」

「ち、力っていうのは、昨日のステーキのことですよね？　それなら昨日も言った通り、家族の力だけで作りあげることができる料理なんです。作り方なら、今すぐにでもお教えしますから――」

「しかし、あのような味を生むには、ギバを捕とらえる段階からの作業が必要なのでしょう？　あなたは昨晩そのように述べていました」

「教えますよ！　血ち抜ぬきも解体も教えます！　まだ俺だって三頭ていどのギバしかさばいたことはないんです。もともと皮かわ剥はぎの技術を持っているあなたたちなら、すぐに習得することができます」

「昨晩たびたび口にしていた、はんばーぐという料理は――」

「あれは、知らなくてもいい味です。取とり憑つかれれば、毒にもなりえます」

「私たちは、そこまで愚おろかではないつもりです」

　ふっ――とガズラン＝ルティムが、微笑んだ。

　それは、男らしい自信と威い厳げんに満ちた力強い笑い方だった。

「それが即すなわち狩人の毒となるような食事であると仰おつしやるならば、決してそのようなものは口にいたしません。しかしあなたは、千回や二千回食べたところでどうにもならないかもしれない、と仰っていましたよね、アスタ？」

「そ、そんなことは憶おく測そくでしかないから、わかりません。でも、柔らかいものばかりを食べていたら歯や顎が弱くなるというのは、きっと間違いのないことです」

「その言葉を告げられながら、なおも魂を腐くさらせる人間がいたならば、それはその人間の弱さです。あなたが気に病やむような話ではありません。だからこそ、あなたはその言葉を私たちに告げてくれたのでしょう？」

　ガズラン＝ルティムは、片方の拳こぶしをそっと床ゆかにつき、身を乗り出してきた。

　その実直そうな表情には何の変化も見られなかったが。もしかしたらこの青年も、静かに高こう揚ようしているのかもしれない。

「私は、狩人です。だから、あなたのように上う手まくは説明できませんが――とにかく、この気持ちを皆みなと共有したい、と思ったのです。生きる喜びが深まれば、生きようと願う力も強まる。あなたのもたらした喜びは、私とアマ＝ミンに力を与えてくれました。この力を、私は皆にも伝えたい。ルティムのみならず、ルウにも、ミンにも、レイにも、マァムにも、リリンにも、ムファにも――こんなときだからこそ、我々はより強い力を持ち、狩人としてのつとめを果たしていかなくてはならないのです」

　こんなとき、というのは――それは、スン家の堕落について語っているのだろうか？

　しかし、今はそこまで頭を回すことなどできそうにない。

「で、ですから……俺の技術は、すべてお伝えします。血抜きと解体、それにポイタンの焼き方や、昨日のステーキの作り方ぐらいなら、六日もあれば十分に伝えられます。あるていどの技術は、すでにルウ家の女衆にも伝わっておりますし――」

「……はんばーぐ、という食事については？」

「それは別に、無理に覚える必要はありません。あまりに手間のかかる料理は、森辺の民たみに相応ふさわしくないでしょう？」

「失礼ですが、相応しいか否いなかを決めるのは、森辺の民です。……いや、あなたもすでにファの家の家人であり森辺の同どう胞ほうであるのですから、その言葉を軽かろんじるわけではありません。ですが、どの道を進むかは私たち自身に選ばせてほしいのです」

「どれだけの手間がかかろうと、それでより強い喜びが得られるなら、私たちはその道を選びます」

　ひさかたぶりに、アマ＝ミンも口を開く。

「生きるために、何を為すべきか。薪まきを集めるのか、ピコの葉を乾かわかすのか、毛皮をなめすのか。より豊かに生きていくためには、何を為してどの道を進むべきか、それは八十年の昔から私たちの親や、親の親が考えて、私たちに伝えてきてくれたことです。私もいずれこのガズランの子を産み――より幸福な道を示してあげたいと願っています」

「食事の手間にかまけて、他の仕事をおろそかにするような人間はおりません。それでも手間をかけたいと願うなら、それはその手間にそれだけの意義や価値を感じているからです。はんばーぐにそれだけの意味を見出せる人間なら手間をかけて作るでしょうし、見出せなければ作ることはない。それはそれだけのことです」

「いや、実際に食べたこともないあなたたちが、どうしてそこまでハンバーグに固こ執しつしているんですか？」

「はんばーぐにのみ固執しているわけではありません。私は、あなたにすべての力を振るっていただきたいのです」

　そう言ったのは、ガズラン＝ルティムだった。

「だから、あなたに頼んでいるのです。あなたに技を習った誰かにではなく、あなたに。あなたの持てるすべての力を、一晩だけ私たちに示してほしい――そのための代価です」

「待ってください。俺は――」

　それ以上の言葉が続かない。

　何だか俺は自分で思っている以上に混乱し、動揺してしまっているようだった。

　すると、それまでずっと口を閉ざしていたアイ＝ファが、静かに言った。

「どうやらアスタは疲つかれているようだ。この男には十歳児なみの体力しかないようでな。宿場町から荷物を持ち帰るだけで全精力を使い果たしてしまったらしい。……申し訳ないが、この返事は明日までお待ちいただけないだろうか？」

「おお、もちろん。――それではアスタ、最後に一つだけよろしいでしょうか」

「……はい」

「あなたは昨晩、毒ではなく薬になりたいと言っていた。私も心からそう思いました。この力を毒としてはならない。この力を薬となせば、森辺の民はさらなる生きる喜びと、さらなる絆きずな、さらなる力を得られるかもしれない。そんな風に思って、この場に馳はせ参さんじたのです。願わくば、私とあなたの道が重なりますように――それでは、失礼いたします」
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　夕刻である。

　昼には宿場町にてカミュア＝ヨシュとの邂かい逅こうを果たし、帰き還かんしてからはガズラン＝ルティムらと膝を突つき合あわせ、ものの見事に思考のキャパオーバーを起こしてしまった俺は、料理に没ぼつ頭とうすることで一時的に現実から逃とう避ひした。

　が、本日の料理は非常にシンプルである。焼きポイタンの工程を除けば、一時間とかからず完成してしまった。

　鉄てつ鍋なべでは、アリアとティノがぐつぐつと煮にえている。

　ゴムノキモドキの葉の上には、追加用のアリアとティノ。アリアはスライスとくし切りの二種類で、キャベツのような食感を持つティノは、一口サイズ。

　そのかたわらには、ギバの肉。バラと、ロースと、モモの三種だ。厚さ五ミリを目標に、可能な限り薄めに切り分けて、綺麗な円状に並べてみた。

　木皿には、赤みがかった液体がねっとりと光っている。果実酒ベースのつけダレである。果実酒を煮に立たててアルコールを飛ばし、塩とピコの葉で味の微び調ちよう整せい。ドンダ＝ルウなら文句を言いそうな甘あま口くちに仕上がった。

「よし！　完成だぞ、アイ＝ファ！」

　アイ＝ファは、「何がだ？」という面おも持もちで俺を見た。

　まあ、何をどう見たって生肉が並べられているだけなので、森辺の民には理解できまい。

「これはしゃぶしゃぶって言ってな。その場で肉を茹ゆでて食べる料理なんだよ」

　それでもアイ＝ファの頭上に浮うかんだクエスチョンマークは消え去らない。

　まあ、説明するより実じつ践せんしたほうが簡単だ。俺はこの日のために用意しておいた秘密兵器を取り出してみせた。

　匂においのほとんどしないグリギの枝を削けずり、乾かん燥そうさせて作った「箸はし」である。

「まずこうやってな、肉を鍋の中に入れるんだよ」

「わ」というおかしな声が聞こえたので振り返ると、アイ＝ファが何な故ぜか顔を赤くして口もとを押おさえていた。

「何だ？　どうした？　お前に恥はずかしい思いをさせた覚えはないんだけど」

「や、やかましい！　何だその気色の悪い動きは！」

「んー？　箸っていうのは、こうやって扱うものなんだよ」

　わきわき動かしてみせると、アイ＝ファは「わ。わ」と言っていっそう顔を赤らめた。……どうやら驚おどろきの声をおし殺せない自分を恥ずかしがっていただけらしい。

「続けます。――こうやって肉をお湯につけて、ゆっくり左右に泳がせながら、赤みがなくなるまで茹であげます。しゃぶしゃーぶ。しゃぶしゃーぶ」

「……その奇きっ怪かいな呪じゆ文もんは何だ？」

「美味おいしく茹であげるための、おまじないです」

　そうして美味しく茹であがったはずのバラ肉を、アイ＝ファの木皿に入れてやる。

　ついでに、鍋の中をたゆたっていたアリアとティノもひと切れずつ。

「問題点は、これでアリア三個分を食すのはちょっぴり手間ってところだな。あ、とりあえず食べてみてくれよ。不評だったら、普ふ通つうの鍋に切きり替かえるから」

「…………」

　口の中で何かを――って、もう何をつぶやいているのかは知ってしまったが、森の恵めぐみと俺への感謝の言葉を唱えてから、アイ＝ファはまだ少し疑わしげな顔で木皿を取った。

　つけダレに浸ひたった肉とアリアを、木き匙さじで口の中に放ほうり込こむ。

「しゃぶしゃーぶ。しゃぶしゃーぶ。……どうだい、お味は？」

「……やわらかい」

「バラ肉だったらそうだろうな。ほい、それじゃあお次はモモ肉です」

「……すーぷで食べるよりは、固い」

「しゃぶしゃーぶ。しゃぶしゃーぶ」いい加減に飽あきてきた。「最後はロースです」

「……やわらかい」

「いや、あの、ドンダ＝ルウとの熱戦は終しゆう了りようしたから、別に固さはどうでもいいんだよ。お口に合わなきゃスープに移行するけど、どうだ？」

　アイ＝ファは、難しい顔で考えこんだ。

　その間に、俺は「しゃぶしゃーぶ」と自分の分のバラ肉を茹であげる。

「別にそんな悩まなくても、率そつ直ちよくな感想でいいんだぞ？」

　それでもなかなか返事がなかったので、俺は茹であがったバラ肉を口の中に放りこんだ。

　あ。

　美味うまい。

　十日以上もステーキかハンバーグの晩ばん餐さんが続いていたので、この茹でた肉の食感とさっぱりとした味わいがたまらなかった。

　ルウの家では肉入りのスープも食したが、やはり「煮る」と「茹でる」では微び妙みようにニュアンスが変わってくる。

　しかもこいつは、しゃぶしゃぶだ。アリアやティノから出るほのかな出汁だしと、そこに投じたわずかな岩塩と、果実酒のタレ以外に味つけはないので、誤ご魔ま化かしがきかない。

　そして、誤魔化しなど必要ない、というギバ肉の力が実感できる。噛かめば噛むほど味がしみ出て、いつ飲み込むべきか迷うぐらいの、豊ほう潤じゆんかつダイレクトな肉の味だ。

　やっぱりちょっとクセはあるし、豚ぶた肉にくよりは固い気もするが、これだけ薄ければ問題はない。一番歯は応ごたえがあるはずのモモ肉を試ためしても、問題どころか絶ぜつ妙みような噛み応えだった。

「いやあ、美味いな！　……と、俺は思うんだけど、ご感想や如何いかに？」

　まだちょっと考えこみながら、それでもアイ＝ファは「美味い」と言った。

「ただ……少しずつしか食べられないので、まどろっこしい」

「うん、まあ、気持ちはわかる。俺もけっこう後半は面めん倒どうくさくなっちまって、どかっとぶちこんだりしたくなるな。特に豚は――じゃなくてギバは、赤みがなくなるまでしっかり熱を通さなきゃいけないし」

「だったらどうして、最初からそうしないのだ？」

「え？　うーん……いや、最初に全部茹であげる食べ方もあるんだけどな。ひとつひとつ茹でる利点は、最初から最後まで茹でたての熱々を食べられるところかな？　実のところ、俺もそんなにこの料理を食べた経験はないんだよ」

「そうなのか」

「ああ。さすがにしゃぶしゃぶは店でも扱ってなかったからなあ。外食も滅めつ多たにしなかったから、母親が……」

　と、思わずそこで言いよどんでしまったが、ここまで言ったら最後まで言いきるしかなかった。

「……母親が生きてた頃ころは、まあ、たまーにだけど食べてたな」

　宿場町での反省から、あまり元の世界での具体的な話などしないほうがいいのかなと思えてしまうのだが、どうなのだろう。

　アイ＝ファはちょっとだけ目を細めて、ぐらぐらと煮立っている鉄鍋に視線を落とした。

　俺は頭をかきながら、小さな薪をかまどに放りこむ。

「……お前の母親は、お前が何なん歳さいぐらいのときに生命を落としたのだ？」

「ん？　七歳の頃だけど、それがどうかしたか？」

「そんなに早くにか」と、アイ＝ファは驚いたように顔を上げた。

「それでは、お前がこの料理を食べていたのは、それより以前までということか？」

「ああ、まあ、たぶんな。親おや父じと二人きりで鍋をつつくなんて、そんなのわびしすぎるだろ。……あ、いや、お前と二人なら別にわびしくはないんだけどな？」

「…………？」

「だーっ！　墓ぼ穴けつを掘ほってんなあ！　……いや、つまり、家族で鍋をつつくってのは、何ていうか、家庭料理の一つの定番みたいなもんで……だから、家族が三人から二人になったのに鍋をつつくってのは、俺にはちょっとわびしく感じられるってだけのことだ！　湿しめっぽい話ですまん！」

　アイ＝ファはあんまり理解しきれていない様子で、目をぱちくりとさせていた。

「よくわからん。私と二人でこの料理を食べるのは不ふ愉ゆ快かいだ、というわけではないのだな？」

「不愉快だったら、作らないだろ」

「そうか。良かった。……お前を殴なぐらずに済んだ」

「それは本当に良かったよ！」

「……私にも、それを貸せ」

　と、アイ＝ファが右手を突き出してくる。

「え？　それって箸のことか？　お前、気味悪がってたじゃん？」

「だったらそれは、何のために余分に作ったのだ？」

　バレていたか。

　灰汁あく取とり用の木皿とお玉の陰かげに、箸の予備はこっそり準備しておいたのだ。

「いや、もちろんお前にも使ってもらえたらなあと思いつつ作ったんだけど、でも、これってけっこう難しいぞ？」

「お前に扱えるのに私に扱えない道理はない」

　と、また唇をとがらせるアイ＝ファである。

　そんなわけで、アリアとティノが煮えすぎてしまわないか心配しつつ、そこから急きょ箸さばきのレクチャアを実じつ施しすることになった。

「何だ、簡単ではないか」と、アイ＝ファがアリアの切れ端をつまみあげることに成功したのは、それから三分後。

　うーん。

　まあ、きちんとつかめているからいいか、と思っておくことにする。

　けっきょく正しいフォームは身につかなかったが。アイ＝ファは親指と人差し指で第一の箸を、中指と薬指で第二の箸をはさみこみ、俺よりも巧たくみに箸先を操あやつることに成功したのだった。

　シルエットだけなら完かん璧ぺきに見えないこともないから、まあこのあたりが落としどころであろう。

「よし、それじゃあ再開しよう！　アリアもどんどん食べてくれよ？　まあ、もてあますようなら最後に肉と炒いためちまってもいいけどな」

「うむ」とうなずくアイ＝ファを横目に、俺はもう一本薪を追加して、ついでに焼きポイタンを口の中に放りこんだ。

「アスタ。この肉はどこの肉だ？」

「それはロースだな。背中の部分だ」

「そうか」とアイ＝ファは肉を鉄鍋に浸し――

「しゃぶしゃーぶ。しゃぶしゃーぶ」と念仏を唱え始めた。

　俺は思わず咀そ嚼しやくしかけのポイタンを吐き出して、そのままむせこんでしまう。

「何をしているのだ。食しよく糧りようを無む駄だにするな」と、俺をにらみつけ、また「しゃぶしゃーぶ。しゃぶしゃーぶ」。

　俺は必死に笑いをこらえつつ、「面倒だったら心の中で唱えるだけでもいいんだぞ？」と教えるのは、もうしばらくこの姿を堪たん能のうしてからにしよう、と強く心に誓ちかったのだった。
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　そうして心安らぐ晩餐は、無事終了した。

　いつも通りに食器を片付け、燭しよく台だいの蓋ふたを一つ閉めたら、お次は厄介事と向き合う時間だ。

「……最初に言っておくが、アスタよ」

　と、両手を上げて金きん褐かつ色しよくの髪かみをほどきながら、アイ＝ファが静かに言う。

「さきほどのガズラン＝ルティムらの言葉は、すべてお前に向けられたものだ。もちろん私も家長として意見を述べ、助言を与あたえるが、最後に決断を下すのはお前だ」

「ああ。わかってる」

「そして、さらに言うならば、この件に関してファの家の立場などは考こう慮りよしなくてもよい」

「え？」

「これは、正当な取り引きだ。お前が失敗したところで誰が罰ばつを受けるわけではないし、お前が成功したところでファとルティムの縁えんが深くなるわけでもない。代価の他には得るものも失うものも存在しないのだ」

　ほどけた髪が、薄うす闇やみにふわりと舞まう。

　未み婚こんの女衆は原則として髪を切らないので、アイ＝ファの髪はとても長い。

「……それじゃあ、あのお二人はどうなるのかな？　俺が失敗をしたら――どうなる？」

「どうにもならん。眷族の信しん頼らいを失い、嘲ちよう笑しようをあびるだけであろう。ルティムの跡あと継つぎはみずからの婚儀を台無しにして、愚ぐにもつかないお遊び事に狩人かりうどの誇りを投じた痴しれ者ものだ、とな」

「おお。こういうときは、ズバズバ言ってくれるお前の性格が本当にありがたいよ。……あー！　本当にどうすっかなー！」

「大きな声を出すな。……何を悩んでいるのだ、お前は？　私には負ける心配もない安全な勝負事だとしか思えないのだが」

　と、壁にもたれたアイ＝ファが小首を傾かしげる。

「ガズラン＝ルティムらが求めているのは、お前がこれまでに作りあげてきた料理なのだ。何も奇をてらう必要はない。すてーきと、はんばーぐと、すーぷと、焼いたポイタン……それだけで、宴に集まった人間のほとんどは驚き、衝しよう撃げきを受けるであろう」

「それはそうかもしれないけど……でも本来、宴では鍋に色々な野菜をぶちこんで贅ぜいをつくすものなんだろ？　昨日、ミーア・レイのおっかさんがそう言ってたじゃないか？　だから俺は、ぶっつけ本番でティノやらプラやらを使ってもらう決断を下したんだし」

　またアイ＝ファが髪を揺ゆらす。

　獣じゆう脂し蝋ろう燭そくの燃えが悪いのか、何だかいつも以上に表情が見えにくい。

「だからさ、どんなに物もの珍めずらしい料理が出てきても、本来使われるべき色とりどりの野菜がほとんど使われていなかったら、そこに不満を感じたり、違い和わ感かんを持ったり、怒おこりだす人たちもいるかもしれないじゃないか？　その上、俺の料理が口に合わなかったりしたら――その人にとっては、せっかくの宴が台無しになっちまうだろう？」

「…………」

「しかも今回は本番の結けつ婚こん式しきだ。頭の固いじーさまだとか、ドンダ＝ルウ以上に偏へん屈くつな親父さんだとか、そういう人間にとっては今まで通りのポイタンを煮込んだ鍋のほうがいいって可能性もある。百人いれば百通りの好みがあるっていうそんな当たり前のことを忘れていたばっかりに、俺はドンダ＝ルウ一人にけなされまくっただけで料理人としての誇りを傷つけられちまったんだ。もうそんな、誰もが無条件に俺の料理を受け入れてくれるんだ、なんていう絵空事を信じる気にはなれないね」

「アスタ、お前は……いったい何をそのように恐おそれているのだ？」

　けげんそうな響ひびきをおびた、アイ＝ファの声。

「それでもガズラン＝ルティムは、お前にかまど番をまかせたいと願った。自分にとって一番大事な宴において、かけがえのない家族と眷族にふるまわれるその夜の生命。それをお前に託したいと願っている。それはとても栄えい誉よなことではないのか？」

「栄誉だよ。身にあまる栄誉だからこそ、こうして怖おじ気けづいてるんじゃないか。あのガズラン＝ルティムとアマ＝ミンが、心の底から俺を信頼して、こんな重大な仕事をまかせてくれようとしている。それがはっきり感じ取れるからこそ――俺は、怖いんだ」

「……やはり私には、わからんな」

　アイ＝ファの影かげが、肩かたをすくめる。

　俺は立ち上がり、アイ＝ファの目の前まで進み出て、また腰こしを下ろした。

「……何だ？」とアイ＝ファが不ふ審しんげに俺を見る。

　ほんの少し眉まゆをひそめつつ、それでも俺が想像していたよりはずっと穏おだやかな目つきで。

「ごめん。お前の表情が見えなくて不安になった。こんな至近距離が鬱うつ陶とうしかったら、もう一つ燭台を点つけさせてくれ」

　アイ＝ファは、ゆるゆると首を振ふり、言った。

「アスタ。お前はあのドンダ＝ルウとの約定をも果たすことがかなったというのに、そこまでの不安を抱えこんでいるのか？　自分の料理に関してお前がそこまで気弱な姿をさらすのは、これが初めてだ」

「……今までは、自分の思おも惑わくや感情がからんでいたからな。リミ＝ルウやジバ婆ばあさんの力になりたいだとか、何とかドンダ＝ルウを納なつ得とくさせたいだとか、そういう強い気持ちがあったから、ちょっと無む謀ぼうな勝負にでも挑いどむことができたんだろう。でも――今回は、違う」

　アイ＝ファの綺麗な青い瞳ひとみを見つめながら、俺は言った。

「ガズラン＝ルティムたちには恩も縁もない。あの人たちが正しいことを言っているのかもわからない。自分が関かかわってしまうことが正しいことなのかもわからない。だって俺は――」

「この世界の人間ではない、からか？」

　アイ＝ファの目が、少し不ふ機き嫌げんそうに光った。

「……やはり今のお前は目が曇くもっているようだな、アスタよ。ドンダ＝ルウと相対したときにはあれほど正しい道を見つけだすことができたお前であるはずなのに、今のお前には何も見えていない」

「な、何がだよ？」

「わからぬのか。恩も縁も必要ない。正しいか正しくないかも関係ない。それを決めるのはお前ではない、とガズラン＝ルティムも言っていたではないか。ただあの者たちは、お前の力を欲ほつしているだけなのだ」

　いきなり、腕うでをつかまれた。

　ただでさえ近かったアイ＝ファの顔が、すうっと鼻先にまで近づいてくる。

　晩餐の残のこり香がをかきわけて――アイ＝ファの香かおりも、近づいてくる。

「お前の価値を決めるのはお前ではない。ガズラン＝ルティムとアマ＝ミンだ。恩も、縁も、善意も、厚意も、そんなものは関係がないし、必要もない。あの者たちは、ただお前の力を認め、その力を一晩だけ『売ってくれ』と言ったのだ。それが、代価を支払うということであろう」

「それは……」

「それで思ったような成果を得られるかどうか、そんなものは買った人間の責任であり、売った人間が気に病む話ではない。アスタ、お前は――」

　と、ちょっとアイ＝ファは考えこむような表情になり、やがて言った。

「……お前は今日、宿場町で都の食べ物を買ったな、アスタ？」

「ああ。美味くもなかったが、不味まずくもなかった」

「どうしてそのようなものを、銅貨をはたいて買ったのだ？」

「え？　それは……ただ美味そうな匂いがして、見た目も悪くはなかったからだよ」

「それは代価に相応しい味だったか？」

「いや、果実酒一本分の値段は高いと感じたな」

「ならば文句を言いたてて、銅貨を返せと抜ぬかす気になれるか？」

　俺は――

　何かが、見えた気がした。

「お前はあの食べ物に価値を見み出いだして、代価を支払った。ガズラン＝ルティムたちもお前の料理に価値を見出して、代価を支払いたいと言っている。買った後に買った人間がどう思うかは勝手だが、不満に思っても文句のつけようはない」

「アイ＝ファ……」

「しかもガズラン＝ルティムたちは、すでにお前の料理の味を知っている。その味を求めて、代価を支払うと言いたてているのだ。お前はお前の故郷で料理を作り、それを売ることを生業なりわいにしていたと言っていたのに、どうしてそれを拒こばむのだ？　……私には、それがわからない」

「わかった――わかったよ、アイ＝ファ。俺は自分が何を怖こわがっているのかが、やっとわかった」

　ガズラン＝ルティムたちは、本当にただの「客」なのだ。

　縁はない。恩もない。何のしがらみもありゃしない。この話を断ったって、文句を言われる筋合いもない。俺の料理にケチをつける人間がいたって、俺が責任を感じる必要はない。

　だからこそ――俺は、怖かったのだ。

　自分の料理に「値段」がつけられて、「商品」として扱われることが――俺には、何より怖かったのだ。

「俺は……自分で店を開いていたわけじゃない。店をやっていたのは親父で、俺はそれを手伝っていたに過ぎないんだ」

　頭に浮かんだ想念をもっと明確な形にするために、俺はそれを口に出してみることにした。

　アイ＝ファは、静かに聞いてくれている。

「お客が代価を払はらっていたのは、俺の親父の料理に対してだ。俺が飯を炊たき、俺が肉を焼き、俺が野菜を刻んだとしても――あれはやっぱり、俺の料理じゃなく親父の料理だったんだよ。俺は、そう思っている」

「うむ」

「そして俺は、この世界にやってきた。お前という人間に出会って、お前と自分のために料理を作り始めた。そうしてリミ＝ルウに出会い、ジバ婆さんに出会い、ドンダ＝ルウに出会った。それで何人もの人たちに料理をふるまうことになったけど――それは商売でやっていたことじゃない。自分が食べさせたいと思った相手に食べさせただけだ」

「うむ」

「だから昨日のドンダ＝ルウに対しては、自分では手を出さなかった。料理人としての俺は必要とされていない。だったら家族で作りあげる家庭料理こそが、あの親父さんの心を満足させる料理なんだろうと思ったから」

「うむ」

「それで、今度は――完全にその逆で、料理人としての俺が求められてるってわけなんだな」

　ぶるっと背筋に悪お寒かんが走る。

　日中よりは涼しいとはいえ、こんな薄うす着ぎで過ごせる世界なのに――かたかたと膝が震え始めてしまう。

「それが俺には――怖いんだ」

「…………」

「ルウの人たちが祝福してくれたのとはわけが違う。半人前の俺の料理に、代価を支払う価値なんてあるのかどうか。それを、縁も恩もない相手に、公平に、冷静に判断されるのが――たぶん、俺には怖いんだ」

「お前はそのように言うが――」と、いったん引いたアイ＝ファの顔が、また近づいてくる。

「さっきまではくすんでいた目に、光が戻もどってきたようだな」

「ああ……だってこれは、俺が生まれて初めて料理人としての腕を見込まれたってことなんだからな。無む茶ちや苦く茶ちやに怖いし――無茶苦茶に誇らしいよ」

「では、この話を受けるのか？」

「……受けたい」と、俺は言葉を搾しぼりだした。

　胃い袋ぶくろがぎゅっと縮まって、食べたばかりの肉やポイタンが押し出されてきそうだ。

「あの人たちが、そこまで見込んでくれたんなら……代価に相応しい働きをしたい。料理人として、恥ずかしくない仕事をしたい」

　震えが止まらない。

　本当に、吐いてしまいそうだ。

　自分はこんなに意い気く地じのない人間だったのかと、びっくりしてしまう。

　すると――アイ＝ファの手の平が、ほとんど触ふれるか触れないかぐらいのひそやかさで俺の頬ほおに触れてきた。

　アイ＝ファの瞳が、ものすごく間近から、俺おれを見ている。

「……私も、誇らしい」と、アイ＝ファは静かにつぶやいた。

　そうしてアイ＝ファに見つめられていると――やがて、俺の震えは止まった。
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　翌朝、今度はアマ＝ミンが一人でファの家にやってきた。

　洗い物をして、刀の手入れをして、さあお次は食しよく糧りよう庫この確かく認にんだ、という頃ころ合あいである。

　過ぎし日の、リミ＝ルウの訪問を思わせるタイミングだ。

「いくつかの項こう目もくを確認することができたなら、昨日のお話を受けさせていただこうかと思います」

　昨日と同じポジションで主人とともに客人と相対しつつ、まず俺はそう述べてみせた。

「確認」と、アマ＝ミンが穏やかに反問する。

「いったい何を確認されたいのでしょうか？」

「はい。今のままでは漠ばく然ぜんとした部分が多すぎるので、まずはこまかい点について確認をさせてほしいんです。料理の質と、量にまつわるお話でもありますね。何せ百名分の食事を作るという大きな仕事なのですから」

　アイ＝ファと並んで相対しながら、俺は昨晩考えた内容を順序だてて説明していく。

「まず、あなたがたは今の俺の料理をそのままふるまってくれれば良いと言ってくれましたが、俺にはそれでどれだけの人々にご満足をいただけるのか、不安が拭ぬぐいきれません。宴うたげまでは今日を含ふくめて五日間しかありませんが、それでも向上できそうな部分は向上させたいんです」

「はい」

「ですから、俺の腕を買ってくださるというのならば、宴の一夜だけではなく、宴までの五日間もまるごと買っていただきたいと考えています」

「はい。……具体的に言うと、私たちは何を為なせばよろしいのでしょうか？」

「具体的にはですね、料理の研究をする場と材料を提供していただきたいのです。できるだけたくさんのかまどがある環かん境きようと、食材と、薪。そして最終的に味見をしてくれる複数の人たちですね。……もちろん、宴の当日は俺が一人で調理するわけではないですよね？」

「はい。通例であっても十名以上の女衆が、晩餐の仕し度たくには参加します」

「安心しました。それならば、味見の役目はそのかまど番の女衆にお頼たのみしたいですね。なおかつ、他ほかの仕事のさまたげにならない範はん囲いでかまわないので、この五日間の研究も手伝っていただき、なおかつ調理の技術を学んでいただきたいと思います」

「はい。それは可能でありますし、必要な仕事だということも理解できます」

「ありがとうございます。あとは、ギバの肉ですね。この五日間で使用する分と、宴で使用する分。それらのギバを俺一人でさばくのは困難なので、それはルティムの男衆にご協力をいただきたいです。――ルティムの家が今後も美味い肉を食べたいと願っているなら、どの道それは習得しないといけない技術ですしね」

「はい。それもこちらからお願いしたいぐらいのお話でした」

　とても嬉うれしそうに、アマ＝ミンが口もとをほころばせた。

　それは何より、と俺もうなずいてみせる。

「それでは、この内容でよろしいでしょうか？　この五日間で使用する食材と、宴の当日で使われる分の食材。それらの材料費を差し引いて、俺にも相応の代価を支し払はらっていただきたいと考えているのですが」

「はい、もちろん。私たちが欲しているのは、あなたの技術と知識なのです。そのために必要な食糧などは、最初からこちらで準備する心づもりでおりました」

　最初に「はい」と同意を示してくれるのは、きっとこの女性の誠実さのあらわれなのだろう。

　そうしてアマ＝ミンは、いっそう背筋を伸のばして、俺の姿を真まっ直すぐに見つめてくる。

「あなたの力を、如い何かほどの代価で売っていただけますか、ファの家のアスタ」

「はい。俺は――ギバ二十頭分の角と牙でお売りしたい、と考えています」

　その瞬しゆん間かん、今までは晴れやかであったアマ＝ミンの顔が、初めて曇った。

「ギバ二十頭分……牙と角を八十本分ですか。あなたの力に値をつけることなど、私たちにもとうていかなわないことではありますが……それでは少し代価が不足しているように感じられます。昨日も申しました通り、私たちは宴で眷けん族ぞくのすべてから祝福を授かりますので、それを集めれば――」

「二百本分の角と牙きばなんて、とてもじゃありませんが受け取れませんよ。俺はれっきとした半人前の料理人なんです」

　と、俺は頭をかいてみせる。

「正直に言うと、俺もずいぶん悩なやんだんです。このような仕事に相応しい代価がいくらかなんて、誰だれに聞いてもわからないことでしょうし」

「そうですね。血の縁を持たぬ人間に婚こん儀ぎのかまど番をまかせるような者は、これまで森辺には存在しなかったと思います」

　と、にっこり微ほほ笑えむアマ＝ミンである。

　やっぱりこの人は清せい楚そで涼すずやかなだけでなく、とてもしなやかな強きよう靭じんさをも持った女性なのだな、という印象を再確認させられる。

「正直に言いますとね、今ちょっと宿場町で買いたいものがあるんです。それがギバ二十頭分の牙と角で買えるという話だったから、それならその値段でいいかと安易に決めてしまいました。……だけど、俺にとっては十分な報ほう酬しゆうです。決して手を抜くような真ま似ねはしません」

　アマ＝ミンの真っ直ぐな瞳を真っ直ぐに見返しながら、俺は言った。

「それだけの代価をいただけるなら、俺は持てる力のすべてをその宴に注ぐことを誓います。この値段で、俺の腕を買っていただけますか？」

「あなたがそのような御お方かただから、私たちはあなたの力を得たいと思えたのです」

　アマ＝ミンはゆったりと微笑んだ。

　本当にこの人は俺やアイ＝ファやレイナ＝ルウと同世代なのかと疑わしくなってしまうような、それは慈じ愛あいに満ちた微笑み方だった。

「それでは、ギバ二十頭分の角と牙で、あなたの力を――」

「あ、待ってください！　もう一つだけ確認しておきたいことがありました」

　言いながら、俺はかたわらに控ひかえたアイ＝ファの横顔を盗み見る。

　無言で片かた膝ひざあぐらをかきながら、威い厳げんたっぷりのご尊顔である。

「俺は、ファの家のかまど番です。なので、そちらの仕事も決しておろそかにしたくないのです。なので……これからの五日間は、試食を兼かねた晩餐をとる家に、アイ＝ファともどもお邪じや魔まをしたいのですね。家に泊とめろとまでは申しませんが、ルティムの食しよく卓たくに俺と家長の分の席を作っていただくことは可能でありましょうか？」

「なるほど。それも当然の話ですね……」

　と、言いながら、アマ＝ミンはちょっと首を傾かたむけると、頬に指先をあてて「うーん」と考えこんでしまった。

　ああ、こういうタイプのギャップ萌もえというのも存在するのかと、俺はおかしな感想を抱いてしまう。もちろん顔だけはきりりとしたままで。

「問題は……ないと思います。ルティムとルウの間あい柄だがらですし……」

「は？　ルウの家がどうかされましたか？」

「婚儀の宴は、あのルウの集落の大広場で行われるのです」

　げ。

「そして、宴の当日も、かまどを取り仕切るのはルウの女衆の役割なのです」

　げげげ。

「むしろルティムやミンの家は他の準備に追われてかまど番の手伝いはできませんので。今日から始められるという、料理の研究ですか？　それもルウ本家のかまどの間を借り、手伝いもルウの女衆にお頼みする心づもりでありました」

　げげげのげ。

「で、でも、ルウ家は親筋にあたるのですよね？　そのような雑事をルウ家に頼んでも大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「親の血筋だからこそです。子の面倒を見るのは、親の役割ではありませんか？」

　それはその通りなのでしょうけれども。

　俺としては、できるだけしがらみの少ない場所でこの仕事に取り組みたかった。

「ですから、晩餐をともにというのはルウ家の家長ドンダ＝ルウの承しよう諾だくが必要となりますが、もともと縁えんのあるファの家なら、きっと大丈夫です」

　いや、縁は縁でも悪縁かもしれないのですが……

　というか、家庭料理は家族の手で、とタンカを切った直後に、この展開はひどい。

「そうでしょうか？　むしろその素す晴ばらしい料理を作るための準備期間と考えれば、またとない好機ではありませんか。私はルウ家の女衆が羨うらやましいです。今後は数多くの眷族が、ルウ家に料理の手ほどきを受けるために足を運ぶことになるでしょう」

　そうか。そう考えれば、ジバ婆さんやリミ＝ルウのためには良いのかもしれない。レイナ＝ルウなんかはたいそう飲み込みが早かったし、ティト・ミン婆さんやミーア・レイ母さんなんかも、優ゆう秀しゆうさでは引けを取らない。彼かの女じよたちだったら、この五日間ですぐに素晴らしい調理の技術を習得することができるはずだ。

　それにこれなら、正面から堂々と血ち抜ぬきや解体の技術をルウ家にも伝えることができる。

　ある意味では、これこそが俺の一番望んでいた展開ではないか。

　しかし、ドンダ＝ルウと、ジザ＝ルウと、ダルム＝ルウの御お三さん方かたは如何いかがなものか。

　あの厳いかめしい方々と、五日連続の晩ばん餐さん会かい――考えただけで鬱うつ々うつとしてくる。

　昨晩のしゃぶしゃぶの何と楽しかったことか！

（……だけどこれも仕事の内ってことなんだよな）

　効率を考えれば、宴のかまど番を取り仕切るというルウ家の女衆には直接手ほどきをするべきだし、夕刻に研究を切り上げてファの家に戻ってしまうのも、あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしい。ここは仕事と割り切って、堂々とルウ家の食卓に突とつ撃げきするべきであろう。

　それにそもそも、試食品を除く晩餐の作製は女衆の仕事になるのだし――と、そんな考え方をしてしまうのは、まだまだ逃にげ腰ごしの証しよう拠こであろうか。

（うん、そうだ。俺はできるだけ大勢の人に料理を楽しんでもらいたくて献こん立だてを煮に詰つめなおすんだから、それを試食してもらうなら、ドンダ＝ルウみたいに融ゆう通ずうのきかない親父さんは最適だ。堅かた物ぶつのジザ＝ルウだって、俺に悪印象を抱いているはずのダルム＝ルウだって――あの連中を納得させるぐらいの料理を作るってぐらいの意気込みは必要だろう）

「あの……どうかされましたか、アスタ？」

　と、アマ＝ミンが心配そうに身を乗り出してくる。

「大丈夫です。では、最終的にはルウの家の承諾を得なくてはなりませんが、以上の条件で――俺の腕を、買ってくださいますか？　代価は、ギバ二十頭分の牙と角です」

「はい。私たちにその力をお売りください。ファの家のアスタ」

　アマ＝ミンはにっこりと微笑んで――

　そして商談は、成立した。
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　そうして、俺の仕事は始まった。

　最初の仕事は、血抜きのレクチャアである。

　ルウ家やルティム家の男衆に、血抜きの手順を解説するのだ。

　男衆は中天にはもう森へと出立してしまうから、料理の研究よりもまず先にその仕事を片付けなければならないのだった。

「どうせ大変な仕事なんだから、最初に辛い思いをしておいたほうが、のちのち楽だよ？」という神の采さい配はいである。

　いつか俺でも天に召めされる日が訪おとずれるなら、そのときこそ神様をぶん殴ってやろうと思う。

　何せ、自分から話を持ちこんできたガズラン＝ルティムの率いるルティムの男衆ばかりでなく、このような仕事には反発しかねないルウの男衆までを、いきなり相手取らなくてはならないのだ。

　まったくもって、胃の痛くなりそうなお仕事である。

「よお、アスタ。これで全員、集まったみたいだぜー？」

　そんな中、俺にとっては唯ゆい一いつ心の癒いやしとなり得るルド＝ルウ少年が、呑のん気きたらしい口調でそう告げてくれた。

　俺の目の前に立ちはだかるのは――あの、数日前に見たルウの男衆十七名を含む、二十名ばかりのむくつけき森辺の狩人たちである。

　ルウの家の前に広がる大広場にて、獣けものの匂いを発散させる男たち。若いのもいればほぼ老人ぐらいの者もいるが、いずれも屈くつ強きようなる狩人たちだ。

　しかも森に出しゆつ陣じんする直前なので、みんなギラギラと殺気立っている。

「……まずは最初に私から挨あい拶さつをさせていただきたい」

　と、ガズラン＝ルティムが俺のかたわらに進み出た。

「ルティム本家の長ちよう兄けい、ガズラン＝ルティムだ。すでに事情は通達されているはずだが、このたびは五日後に控えたこのガズラン＝ルティムとアマ＝ミンの婚儀の宴の前準備を手伝っていただくために、各々方にはお集まりいただいた。子たるルティムの願いを快く承諾してくれたルウ本家の家長ドンダ＝ルウとその血族に、まずは感謝の言葉を述べさせていただきたい」

　そのドンダ＝ルウは、集団の右みぎ端はしで腕を組み、不動。

　本当にこの御ご仁じんが、よくもこのような話に許可を与えたものだと思う。

　それともやっぱり、子からの願いは断れない親の立場というやつがあるのだろうか。

「私は婚儀のかまどの番を、このファの家のアスタにお願いした。アスタはルティムと縁もないファの家に属する人間であったため、代価を支払い、その一夜の力を買ったのだ。どうしてこのような森辺の習わしにそぐわぬ行動に出たのか、それはとうてい簡単には言い表せないような事こと柄がらであるので、くどくどと述べはしない。ただ、私はルティム本家の長兄としての立場から、此こ度たびの決断をしたのだとだけ述べさせていただく」

　男たちは、ざわめきもしない。

　不満に思っているのか、どうなのか――ただ、解き放たれる前の猛もう獣じゆうのごとく、静かに双そう眸ぼうを光らせるだけである。

　この中には、ドンダ＝ルウの弟やその子供たちもいるらしい。

　なおかつ、ドンダ＝ルウの親の弟――つまりは叔父おじやその家族までもが含まれているらしい。

　それを思うと空そら恐おそろしい気分になってくるが、しかし、裏を返せばそれらはみなジバ婆さんを根とする血族であり、みんなリミ＝ルウらの親しん戚せきでもある、ということだ。

「それで、宴の前準備についてだが――アスタは宴でふるまうギバの肉に、彼かれが生まれ故郷で得た技術を使い、特別な加工を施ほどこしたいと言っている。それはギバの生命を完全に絶つ前に行わなくてはならないそうなので、その内容をこれからアスタに説明していただく」

　ようやく出番だ。

　俺はうなずき、前に進み出る。

「ファの家のアスタです。俺の申し出にご協力いただき、感謝しています。――さっそくご説明させていただきますが、みなさんにお願いしたいのは『血抜き』という作業です。ギバを捕とらえたら、とどめをさす前に全身の血を抜く。言ってみれば、これだけです。場所は、胸と首の中間、やや胸寄りですかね。心臓の上に太い血管が走っていますので、それを刀で切り、血を抜きます。成功すれば大量に血が噴き出しますのでわかると思います。心臓や、あるいは咽喉のどの器官を切きり裂さいてギバを絶命させてしまわないように気をつけてください」

　沈ちん黙もく。

　不動。

「えーと……肝かん要ようなのが、この『絶命させてしまわないように』というところなのです。たとえば頭を砕くだいたりしてギバを仕留めても、肉体のほうはまだしばらく生きています。そうして心臓が動いているうちに心臓付近の太い血管を切れば、すみやかに『血抜き』を行える、ということなのですね」

「はーい、質問」とルド＝ルウが手を上げた。

　ぞんぶんに心を癒されつつ、「何でしょう？」と応じる。

「それってギバの首をかき切るんじゃいけねーの？　俺はいっつもそうやって仕留めてんだけど。血なんて、それだけでもドバドバ出るじゃん？」

「それだとやっぱり血が出きる前に絶命してしまうことが多いようですね。運良く呼吸器官を傷つけないまま頚けい動どう脈みやくだけを切断できていれば良いんですが、そうでないと筋肉中の毛細血管に血が残ってしまうようなのです」

「……何言ってんのか、よくわかんねー。つまりは駄だ目めってこったな。ふーん。咽喉も駄目、心臓も駄目ってなると、出で合あい頭がしらで仕留めるのはちっと難しいな」

「そうですね。しかし、くれぐれも無理だけはしないでください。宴に必要な肉なんてほんの数頭でまかなえますし、そもそも肉の加工のために生命を張るなんてのは馬ば鹿かげています」

「そんなもんに生命を張るのはあんたぐらいだよ、アスタ。……つーか、なんで俺に対してまでそんな喋しやべり方かたなんだよ。気色わりいな。蹴けるぞ？」

「蹴らないでください。……あとはギバを持ち帰り、毛皮を剥はいでからの工程になりますので、その説明はまた後で。俺からは、以上です」

　ルド＝ルウ以外は完全なる静せい寂じやくを保ったまま、男たちの大半が俺に背を向けた。

　別れの挨拶も何もない。五日前のように鬨ときの声こえをあげようともしない。ドンダ＝ルウやジザ＝ルウを先頭に、十七名のルウ家の男衆たちは、無言のまま広場の外へと歩き始めた。

「そんじゃーな。美味うまい食事を作って待ってろよ、アスタ」

　と、最後に俺を振り返ったルド＝ルウの瞳にも、獣じみた火が宿っている。

　けっこう可愛かわいらしい顔立ちをしている小こ柄がらな少年が、一いつ瞬しゆんの内に狩人の顔になる。それはいつ見ても心が寒くなるような、それでいて奇き妙みように心をひきつけられるような瞬間だった。

「ありがとうございました。とてもわかりやすいお話でした」

　と、ガズラン＝ルティムが笑いかけてくる。

　その場に居残ったのは、彼を含めて五名。いずれもルティムの男衆である。ルティムの集落は少し離はなれたところにあるので、俺から直接に食肉加工を学ぶ精鋭部隊を結成したらしい。

「あの、俺が心配することではないんでしょうけど、ルウの人たちは大丈夫なんでしょうか？　これでルティムとルウの関係がこじれたりはしないんですか？」

「こじれる？　よくわかりません。私はルティムの人間としてルウに協力を願い出た。家長のドンダ＝ルウが承諾したので、男衆はそれに従う。どこにも問題は生じていません」

「はあ。でも、個人個人の胸の内は謎なぞですよね？」

「個人の感情は個人のものです。それと氏族の意向は関係ありません。家長の決断に従い、家人は仕事をする。彼らはきっと自分たちの仕事をまっとうするでしょう。ルウの力は強大なので、私は何の心配もしていません」

「そうですか……」

「それよりも、私はあなたにお話ししたいことがあります、アスタ」

　と、ただでさえ実直そうなガズラン＝ルティムの顔に、さらに真しん摯しな表情が浮うかぶ。

「今日、ルド＝ルウにファの家とルウの家の関わりについて、その詳しよう細さいを初めて聞きました。あなたがたはそもそも食の細っていたジバ＝ルウを救うためにルウの家へと招かれたそうですね。それで、見事にジバ＝ルウの魂たましいを救った。……それは真実なのですか？」

「ええ、まあ、とりあえず俺の料理は喜んでいただけたみたいです」

「そうですか。確かにあの夜のジバ＝ルウは、話に聞くよりもうんと元気そうでいらした。――ありがとうございます、アスタ。その件については、私からも感謝の言葉を述べさせていただきます」

「え？　どうしてですか？」

「ご存知ありませんでしたか。ルティムの家は、ジバ＝ルウの娘むすめが嫁よめ入いりすることによって、ルウの家と縁を得たのです。ルウの六つの眷族の内では、もっとも古く縁の深い家なのです」

　そうなのか。

　と、いうことは――本家の跡あと取とり息子むすこであるガズラン＝ルティムもまた、ジバ婆さんの曾ひ孫まごということになるのだろうか。

「はい。ジバ＝ルウの娘の子が、私の父ダン＝ルティムです。私の身には、ジザ＝ルウやルド＝ルウと同じ濃こさでジバ＝ルウの血が流れているのです」

「そうだったんですか……」

　仕事に、私情は禁物だ。

　だけど――ジバ婆さんの血を引くというこの青年の婚儀を心から祝福したい、と思うぐらいはかまわないだろう。

「縁も恩もない間柄と申しましたが、私はアスタに恩があったのですね。そんなあなたとこのような形で関われたことを、私は心から嬉しく思っています」

　そんな風に言いながら、ガズラン＝ルティムはマントの内側をまさぐり始めた。

　昨日よりも大量の牙と角の首くび飾かざりが、再び俺の鼻先に突つきつけられる。

「アスタ、お受け取りください。代価の半分、ギバ十頭分の牙と角です。残りの半分は、宴の後に」

「いえ、お代はすべての仕事が済んでからでけっこうですよ。もしかしたら、俺なんて――そう、調理中に焼け死んで仕事をまっとうできなくなる可能性もあるんですから」

　いつ元の世界に引き戻されるかもわからないから――とは言い出せなかったので、そんな風におちゃらけてみせたのだが、ガズラン＝ルティムの真しん剣けんな面おも持もちに変化はなかった。

「それを言うならば、私のほうこそがいつ森で生命を落としてもおかしくない身です。それゆえに、今これを渡わたすのです。これは、私からの依い頼らいを受けてくださったアスタへの信頼の証あかしです。どうぞ受け取ってください」

　おちゃらけたことを、後こう悔かいした。

　真実を話せないのは俺の都合であり、そんな自分の都合をうやむやにするために不ふ真ま面じ目めな態度を取るなんて、少なくともこの生き真ま面じ目めな青年を相手にするべきではない。

「わかりました。お受け取りします。――その信頼に応こたえられるよう、励はげみます」

　ガズラン＝ルティムはにこりと笑い、俺に首飾りを渡してきた。

　たとえギバ十頭分、牙と角をあわせて四十本分の首飾りとはいえ、重さなど大したことはない――が、それは実際以上の重みでもって、俺の手にじゃらりとからみついてきたのだった。
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　中天に男衆を森に送りだし、ガズラン＝ルティムと別れたのちは、いよいよ調理の研究である。

　家の裏に回ってかまどの間へ向かうと、そこには二人の女衆が待ち受けていた。

　長兄ジザ＝ルウの嫁よめサティ・レイ＝ルウと、三姉のララ＝ルウである。

「お待ちしておりましたわ、アスタ。今日はわたしたち二名があなたのお手伝いをさせていただきます」

　少し短めにした明るい褐かつ色しよくの髪かみに、黒っぽい瞳。清楚でほっそりとした若わか奥おくさん、サティ・レイ＝ルウが穏やかに微笑みかけてくる。

「うわ、何だよ、その牙と角は？　……そんなもん、どっから盗ぬすんできたのさ？」

　真っ赤な髪をポニーテールみたいに頭のてっぺんで結ゆった弱じやつ冠かん十二歳さいのララ＝ルウは、相変わらずの憎にくまれ口ぐちを叩たたいてくる。

「これは今回の仕事の前駄賃だよ。えーと、どこにしまっておこうかな」

「よろしければ家のほうでお預かりしましょう。かまどの中などに落とされてしまっては大事ですので」

　と、サティ・レイ＝ルウが俺の手から首飾りを受け取って、かまどの間を出ていってしまう。

　実に如じよ才さいのない立ち居振る舞いであるが、おかげであまり友好的でない娘さんと二人きりになってしまった。

　案の定、ララ＝ルウは憎まれ口をたたみかけてくる。

「はんっ！　ルティムは家長より跡取りのほうがまだまともだと思ってたのに、大事な婚儀のかまど番をあんたなんかにまかすなんて、正気の沙さ汰たとは思えないね！　これでルティムは森辺中の笑いものだよ。親筋のルウ家にしてみりゃ、大だい迷めい惑わくさ！」

「そうか。それじゃあその笑い声が少しでも小さくなるように、俺としては微び力りよくを尽つくすしかないね」

　五歳も年少の娘さんの悪あく罵ばに腹を立ててもしかたないので、俺としてはそんな軽口で応じるしかなかった。

　それにまあ、ルウ家の四姉妹にはちょっとした負い目もなくはないので、彼女が俺を嫌きらうのもしかたがない。……この十じゆう字じ架かは一生背せ負おっていかなくてはならないのだろうか。

「何はともあれ、よろしく頼むよ。……だけど、他の仕事は大丈夫なのかい？　お手伝いを頼んだのは俺のほうだけど、こんな時間からいっぺんに二人も寄よ越こしてくれるとは思わなかったよ」

「ミーア・レイ母さんがそう決めちゃったんだから、しかたないでしょ！　あたしだって、あんたなんかの顔は見たくもなかったよ！」

　と、険悪な顔でがなりたててから、にわかに眉をひそめて、俺のほうにズカズカと近づいてくる。

「……その、牙と角」

「うん？」

「八本から九本に増えてんじゃん。それもガズラン＝ルティムかアマ＝ミンあたりに祝福してもらったの？」

「ああ、えーと……言ってもいいのかな……うん、やめておこう」

「何だよそれ！　言わないと、あの朝のことをドンダ父さんに言いつけっぞ！」

「そ、それは非常に困るなあ。……これはその、ドンダ父さんから頂ちよう戴だいしたんだよ」

　たちまちララ＝ルウの男の子みたいな顔に癇かん癪しやくのイカヅチが駆かけ巡めぐった。

「そんなわけあるはずないじゃん！　あんだけあんたのことを嫌ってたドンダ父さんがあんたを祝福するはずないでしょ！　いい加減なこと言うと、本気であのことをみんなにバラしてやっからな！」

「い、いや、だけど本当のことなんだよ。別に口止めされてたわけでもないし、正直に言おう。これは前祝いの宴の後でドンダ＝ルウにいただいた祝福なんだ」

　それでもしばらくは憤ふん怒ぬしていたララ＝ルウであるが、だんだんその顔には怒いかりよりも驚きよう愕がくの色が濃くなっていった。

「……あんた、本気で言ってるんじゃないよね？　それ以上あたしを騙だまそうとするなら、本当にドンダ父さんに確認するよ？　で、それが嘘うそだったら、あの日のことを全部バラす」

「あああ。それはもうドンダ＝ルウが真実を話してくれると祈いのるしかないなあ。彼が自尊心のために虚きよ言げんを吐はくような俗ぞく物ぶつでないことをひたすら祈る！」

「まさか……ほんとなの？」

「うん」とうなずくと、ララ＝ルウは改めて爆ばく発はつした。

「何なのそれ！　信じられない！　あたしはドンダ父さんの気持ちを考えて祝福しなかったのに、何で父さんが祝福してんだよ！　あたし、馬鹿みたいじゃん！　くっそー、何なんだよ、もう！」

「ああ、あの、落ち着いて……父さんには父さんの気持ちや考えがあるのだよ、きっと」

「あんたが父さんとか言うな！　気色悪い！」

「ゴメンナサイ。……だけどこんなのは個人の気持ちだろ？　ドンダ＝ルウが祝福してくれたからって、君がそれに従う必要はないよ」

「何だよそれ！　あたしの祝福は受けられないってのかよ！」

　俺が発言すればするほど、少女はいきりたっていく。

　やっぱりこの娘さんとは上う手まくいかない巡り合わせなのかなあと溜ため息いきをついていると、いきなり鼻先に手の平を突きつけられた。

　その上にちょこんと載せられた、ギバの牙だか角だかが、一本。

「……この前の食事は無茶苦茶に美味おいしかった。その前にはジバ婆ばあも助けてくれた。だからララ＝ルウは、ファの家のアスタを祝福する」

　こんなに不ふ機き嫌げんの極にあるような面持ちで祝福とか、あり得るのだろうか。

　だけど俺は、感謝の念をもってその白い祝福をつまみあげることができた。

「ありがとう。すごく嬉しいよ」

「ふん！」とララ＝ルウは盛大に鼻息を噴いて、そっぽを向いてしまう。

　きっと俺なんかのことは心底から気に食わないのだろうに。そんな相手から自分の存在を認めてもらえるというのは、自分を慕したってくれる相手からの祝福と同じぐらいに嬉しいものなのだなということが実感できた。

　これで、ルウの家から授さずかった祝福は、十本。

　乳幼児のコタを除けば、あとはジザ＝ルウとダルム＝ルウのみである。

　こればっかりはさすがに一生かなわないかなとか思っていると、ようやくサティ・レイ＝ルウが家から戻ってきた。

「お待たせいたしました。……あら、まだ始まっていなかったのですね」

「はい。これから始めるところです。まずは食糧庫の野菜を拝見させていただけますか？」

「了りよう解かいしました。……ところで、アイ＝ファはどこに行かれたのです？　こちらにお見えになったときはご一いつ緒しよでしたよね？」

「ええ。俺はルウの家の場所をまだ覚えきれていなかったんで、アイ＝ファに案内してもらったんです。今いま頃ごろは森でギバを追っているはずですよ」

　五日もの間、ギバ狩がりの仕事を怠おこたるわけにはいかない。そう言い残して、アイ＝ファは帰っていった。肉はまだ大量に残っているし、牙と角にもゆとりはある。それでも狩人かりうどは、力の限りギバを狩からねばならないのだ。

　森辺の民たみが狩人としての仕事を怠れば、森からあふれたギバが西の王国の田畑を襲おそう。それを食い止めることこそが、森辺の民のつとめであるのだ――と、民のほとんどがそう考えているのだろう。族長筋の人間たちは、そんな志をすっかり忘れ去ってしまっているのに。

（カミュア＝ヨシュ……やっぱりあのすっとぼけたおっさんとはもういっぺん会う機会をつくって、きちんと話を聞いてみなきゃな）

　俺は宴までの五日間をずっとこのルウの集落で過ごして料理の研究に没ぼつ頭とうする予定であるのだが。アイ＝ファは狩りだけでなく、食糧庫の管理やピコの葉の採取というファの家の仕事もこなさなくてはならない。ゆえに、晩ばん餐さんはともにルウ本家でとり、夜から朝までは空き家で一緒に過ごせるが、それ以降の朝から夕暮れまでは完全に別行動となるのである。

　川底に突き落とされたディガ＝スンですら、その後アイ＝ファに報復しようとはしなかったのだから、スン家といえどもそうそう悪逆な真似はできないはずだ。しかし、ドッド＝スンのあの野犬みたいな目つきを思い出してしまうと――やっぱり不安感はぬぐえない。

　もちろん俺なんかがファの家に居い座すわったって、けっきょく狩りの仕事で森に入る際は別行動になるのだから、状じよう況きよう的てきに大きな差はないのだろう。

　それでもやっぱり、いつまでもこのままではいけないのだろうな、と思う。

「――どうかされましたか、アスタ？」とサティ・レイ＝ルウに呼びかけられて、俺は慌あわてて現世に意識を引き戻した。

「何でもありません。食糧庫に行きましょう」

　何はともあれ、今は仕事だ。

　この仕事で得られる報酬は、もちろんファの家の共有財産である。アイ＝ファのためにも、必ず成功させなくてはならない。

　俺は二人の女衆とともに、食糧庫へと足を踏み込んだ。

　記き憶おくにある通りの野菜たちが、ずらりと戸のない木き棚だなに並べられている。

　昨日も宿場町でさんざん見物してきたので、だんだんとこいつらの姿も馴な染じみになってきた。

　さて――俺と仲良くしてくれそうなのは、どいつだろう？

「最初に俺の構想をお話ししておきますね」と、それらの野菜たちを一種類ずつ検分しながら、俺は背後にいるはずの女衆たちに語りかけた。

「俺が攻こう略りやくしたいのは、ポイタンなんです」

「ポイタン……ですか？」

「はい。あいつを何とか今まで通りの煮にる形で美味おいしくいただく手段はないものか。まずはそこから研究していきたいと思っています」

「何な故ぜですか？　焼いたポイタンは、とても美味しいです。私は肉や野菜がなくてもあのポイタンだけでいくらでも食べられる気さえしてしまいます」

　おお、サティ・レイ＝ルウはそこまで焼きポイタンに魅み了りようされてしまったのか。

　その感覚はわからないでもないが、この研究は俺にとって最重要なのである。

「ですが、宴にはお年を召された方たちもたくさんいらっしゃるのでしょう？　あまりに風変わりな料理ばかりだと、そういう方々に忌き避ひされてしまうかもしれないので。焼きポイタンは焼きポイタンとしてお出しするとしても、お年寄りから若い人間まで隔へだたりなく楽しめるような調理法が他にもないものか、まずはそれを探さぐっていきたいのですよね」

「まあ……」としか、サティ・レイ＝ルウは言わなかった。

　そんなに呆あきれたような声ではなかったので、まあよしとする。

「最終的には色々と組み合わせていくしかないと思いますが、何かおすすめの食材などはありませんかね？　逆に、自分はあんまり好みじゃなかったなあ、という食材とか」

「プラ」と、ぶっきらぼうな声が聞こえた。

　もちろん発信者はララ＝ルウである。

「えーと……そういえば、ララ＝ルウやルド＝ルウはプラを好きじゃないとか聞いた気がするなあ。もしかしたら、苦いのが嫌いなの？」

「うっさいなあ！　なんで質問に答えたのに文句を言われなきゃいけないんだよ！」

「ごめんごめん。忌き憚たんなきご意見をお願いいたします」

「……リーロ。タラパ。ゾゾ。嫌い」

「うんうん。リーロってのは燻くん製せい肉で使う香こう草そうだよね。タラパとゾゾっていうのはどの食材かな？」

「タラパはその赤くて大きな果実です。ゾゾはその下のほうにある茶色い塊かたまりですね」

　サティ・レイ＝ルウに示されたほうを見ると、タラパはカボチャみたいにでかくてボコボコとしたトマトのような果実で、ゾゾは蛇へびがとぐろを巻いているような、蜂はちの巣みたいな質感の果実だった。

　どちらも見た目のインパクトが強いので非常に見覚えのある野菜たちだ。

「ふむふむ。サティ・レイ＝ルウはこのタラパとゾゾについて、どう思われます？」

「そうですね……タラパは、とても酸すっぱいです。ゾゾはとても匂においが強いです。私はどちらも苦手ではありませんが――ポイタンを入れない鍋なべのほうが、タラパは美味しく感じたと思います」

「ほうほう」

「タラパは本当に酸っぱいので、ポイタンが入っていない鍋のほうがするすると咽喉に通って食べやすかったのでしょう。ゾゾは――ポイタンのあるなしに関かかわらず、肉の臭くさみがない場合だと他の匂いすら消してしまって味が悪くなると思います」

「すごい！　具体的ですね！」

「アスタに『美味しい食事』というものを教わったからこそです。それまでは、タラパとゾゾの味の違ちがいなど気にしたことはありませんでしたから」

　と、サティ・レイ＝ルウはにっこりと笑う。

　その隣となりで、ララ＝ルウはまた地団太でも踏みそうな顔つきになっていた。

「何だよ！　こんなんなら、あたしなんていらねーじゃん！　サティ・レイと二人で仲良くやってりゃいいでしょ！」

「ララ。上手く言葉が出てこないからって、すぐに短気を起こすものではないわ」

　サティ・レイ＝ルウが、その義ぎ妹まいの細い肩かたにそっと手を置く。

「あなたは色んなものを感じ取る力が強いのに、言葉があまり上手くない。でもわたしは、言葉を使うのがわりと得意な代わりに、そんなに気持ちが大きく動かない人間なの。そんなわたしたちが協力しあえば、きっと一人ずつで協力をするよりも遥はるかにアスタの役に立てると思うわ」

　サティ・レイ＝ルウは、ルウ家の中で一番縁えんの薄うすいぐらいのお相手であったのだが――その言葉だけで、俺おれはもうこの女性がただ穏おだやかで清楚なだけの女性ではないのだな、ということが察せられてしまった。

　さすがはジザ＝ルウの伴はん侶りよである――などと考えたら、少し怖こわくもなってしまう。あのジザ＝ルウと、このサティ・レイ＝ルウの間に生まれたコタ＝ルウは、いったいどのような人物に育つのだろう。

「あれ？　そういえば、コタ＝ルウって男の子なんですか？　女の子なんですか？」

　俺が言うと、二人はきょとんとしてしまった。

「そんなの、名前でわかるでしょ。男の子に決まってんじゃん」

　そうなのか。まあ雰囲気的にはわからなくもない。

「はい。ちょっと身体は小さいですが、男の子です。わたしたちはなかなか子宝に恵めぐまれなかったので、最初に授かったコタが男の子であったことを、わたしは嬉しく思っています」

　そう答えるサティ・レイ＝ルウの顔は、本当に嬉しげで、誇ほこらしげだった。

　それではあのコタ＝ルウが、いずれドンダ＝ルウからジザ＝ルウへと引き継がれるであろう家長の座を、最終的に戴いただくことになるわけか。

　何だか――今さらながらに、感かん慨がい深ぶかくなってしまう。

「……ああ、このゾゾってのはすごい匂いですね。食材というよりは薬みたいだ。これを鍋に入れたら、確かに他の風味なんて吹ふっ飛とんじゃいそうですね」

　と、俺は頭を現実に切り替えることにする。

「そうですね。もしもこれから臭みのないギバの肉を常に食べられるようになるなら、もう使い道がなくなってしまうかもしれません。リーロとゾゾは、あくまで臭みを消すために入れていたようなものですから」

「なるほど。ではその二品はいったん候補から外させていただいて、と。このタラパはどうなんでしょうね？　俺の国にもトマトっていう同じような色の野菜がありましたが、使い道はすごく多かったです」

「そうですか。確かに匂いは良いし、酸っぱい味も私は嫌いではありませんでしたが、ポイタンを入れる鍋よりは入れない鍋のほうが美味しく感じたと思います」

「ああ、それはそうかもしれませんね……」

　あの小麦粉を水に溶といたようなポイタン汁にトマトをぶちこんだ味を想像して、俺もげんなりしてしまった。

　汎はん用よう性せいは高いかもしれないが、今回の出番はないかもしれない。

「では、タラパもいったん除外して、と。それじゃあ逆におすすめの野菜ってのはありませんか？」

　この質問に、二人は「うーん」と考えこんでしまう。

「ポイタンを入れない鍋なら、いくつか思いあたるのですが、ポイタンと一緒に煮込むとなると……」

「そーだよ。それで美味いと思えるなら、毎日だってそいつをぶちこんでたもん。けっきょくどの野菜を入れたって――」

　と、そこでララ＝ルウが言いよどんだ。

「どうしたの？」と、サティ・レイ＝ルウが優やさしく問いかける。

「いや……別に味が変わるわけじゃないけど……なんか、一番好きかもなあってのは、あった」

「まあ。どの野菜？」

「いや、でもやっぱり、何でもない！　何で好きだったのかもわかんないもん！　味なんてほんと全然変わってなかったし！」

「それは何だかすごく気になるなあ。良かったらどの食材のことか、教えてくれないか？」

　俺の物言いが性急すぎたのか、ララ＝ルウはこのお転てん婆ばな娘さんらしくもなく、ちょっと不安そうな顔つきになってしまった。

　しかし、そのほっそりとした指先がおずおずとした感じで食しよく糧りよう庫この一番奥おくあたりを指し示してくれる。

　へえ、これが？　と、俺は目を丸くしてしまった。

　薄うす暗ぐらい食糧庫の片かた隅すみでひっそりと注目の時を待ち受けていた、その食材は――ゾゾやタラパに劣おとらず見た目のインパクトで俺の中に強い存在感を残していた、二メートルはあろうかという巨きよ大だいゴボウ、その名も「ギーゴ」なのだった。




４




　それから数時間が経過して、中天の陽ひが斜ななめに傾きかけた頃ころ――時ならぬ騒そう乱らんの気配が、かまどの間に急接近してきた。

　何だ何だと思っていると、換かん気きのために開け放たれていた入り口から、小さな人ひと影かげが飛び込んでくる。

「よお！　調子はどうだよ、かまど番！」

「うわあ、びっくりした！　……ル、ルド＝ルウ、その姿はどうしたんだい？」

　それはまぎれもなく、森に向かったはずのルド＝ルウであった。

　しかし、狩りに出かけた男衆が戻もどるのはもっと夕暮れが近づいてからのはずであるし、しかもルド＝ルウは――全身が赤い血にまみれてしまっていた。

　黄おう褐かつ色しよくの髪も、ギバのマントも、まだ少し線の細い顔も、腕うでも、足も、血みどろである。

　その血みどろの顔で、少年はにやりと笑った。瞳ひとみには、まだ狩人の火がくすぶっている。

「こいつは全部、ギバと他ほかの人間の血だよ。俺が傷なんて負うもんか！　見当外れの心配してんじゃねーよ、かまど番」

「他の人間って……誰だれの？」

「分家のリャダ＝ルウ。……ありゃあもう駄目かもしんねーな。ギバの角に足をぐっさり刺さされちまった。たとえ生き永らえても、もう森には出られねーだろ」

　たぶん俺は、顔がん面めん蒼そう白はくになってしまっていたのだと思う。

　そんな俺を見て、またルド＝ルウは獣のように笑う。

「だから、見当外れの心配してんじゃねーって言ってんだろ！　あんたに頼たのまれた仕事とは関係ねーよ！　普ふ段だんは群れねえギバどもが三頭まとめて突っ込んできて、それでリャダ＝ルウはやられちまったんだ。俺も弓をへし折られて死にそうになったから、咽喉笛をこいつでかき切ってやった。そのギバは一瞬でくたばってたから、血抜きってのも無理だったな」

「そうか……」としか答えようがない。

　見ると、ともに鉄てつ鍋なべを煮に立たてていたサティ・レイ＝ルウとララ＝ルウは、ひどく静かな面持ちで家族の姿を見守っていた。

　それはルド＝ルウの無事を喜んでいるようでもあり、血族の不幸を哀あわれんでいるようでもあり――何にせよ、俺なんかとは覚かく悟ごの違う、森辺の人間の力強さを感じさせる静けさだった。

　ルド＝ルウは血に濡ぬれた頬ほおを手の甲こうでぬぐいながら、「ふん！」と面おも白しろくもなさそうに笑う。

「ま、おかげでたっぷり牙きばと角は収しゆう穫かくできたけどな。リャダ＝ルウとギバを家に運ばなきゃいけねーから、五人だけ先に帰ってきた。……何だかさ、確かに収穫の周期なんだけどギバの数が多すぎんだよ！　アスタ、ファの家はもうちょい北側だったよな？　そっちの森は最近どうなんだ？」

　ようやくかまど番からアスタに戻った。

　たぶん、けっこうな興奮状態にあったのだろう。獣の目をした狩人が、だんだんいつもの小生意気な少年の表情に変化していく。

「そ、そうだなあ。森の様子なんて俺にはわからないけど、確かにいきなり捕ほ獲かくの頻ひん度どが上がってきた感じはするね。えーと……この十日ぐらいで、もう四頭は仕留めてるはずだ」

「は？」

「え？」

「ファの家ってのは他に家族も眷けん族ぞくもいねーんだろ？　それで十日で四頭って何の冗じよう談だんだよ、アスタ？」

「うーん？　計算を間ま違ちがえたかな？　あの日、ルウの家から帰ってきて、その翌日からかまどを作り始めて――うん、十二日か十三日ぐらいかもしれない。で、四頭」

「一緒だよ！」

　凄すごい勢いで突っ込まれてしまった。

　だけど、屋外にかまどを作った日の翌日から三頭連続で、その後に数日おいて一頭追加という計算なので、あんまり考え違いの起こしようがない。

「アスタ、本気で言ってんのか？　たった一人じゃ囲い込みもできないんだから、罠わなにひっかかるやつを待つか、今日みたいに興奮したやつと出合い頭でぶつかるしか、狩る方法はないんだぜ？　それで十日で四頭とか絶対無理だろ」

「いや、十日じゃなくて十二、三日……」

「だから、一緒だっての！　……まさかあいつ、『贄にえ狩がり』でもしてんのか？」

　その少年のいつになく重々しい声の響ひびきに、俺の心臓が不規則な動きをみせた。

「ル、ルド＝ルウ、何だいその『贄狩り』ってのは？　それはまさか、森辺の禁きん忌きとかじゃないんだろうね？」

「いや？　今どきじゃあ誰もやらねーような古いやり方ってだけのこったよ。気になるんなら、自分の家長に直接聞いてみな」

　わかった。必ずそうさせてもらおう。

　そのとき、サティ・レイ＝ルウが落ち着いた声で「ルド＝ルウ」と呼びかけた。

　ルド＝ルウは、片かた眉まゆを吊つり上あげてから後方を振り返る。

「あれ？　もう来たのかよ？　リャダ＝ルウはどうなった？」

　いつのまにやら、ルド＝ルウが立ちはだかっていた入り口の外側に、何人かの男衆が立ちはだかっていた。

　その内の一人、一番小柄で年も若そうな人物が、ルド＝ルウの前に進み出る。

「父リャダは一命をとりとめた。しかし、足の筋を切られたようだ。今後は一いつ切さい、森には入れないだろう」

「ふーん。そしたら明日っからはお前さんが家長ってこったな、シン＝ルウ？」

「ああ。俺が父の家を継ぐ」

　そう応じたのは、ルド＝ルウと大して年ねん齢れいも変わらなそうな――つまりは、俺よりも年少に見える男衆だった。

　黒こつ褐かつ色しよくの長い髪と、色の濃い茶ちや色の瞳。ルド＝ルウよりも大人びた表情はしているが、体格はさほど変わらない。

　ルド＝ルウは、その少年の顔を横合いから覗のぞきこむようにして、言った。

「すました面してんなあ。たった一人で五人の家族を食わせてくわけだろ。いよいよ崖がけっぷちじゃねーか、おい？」

「問題ない。あと二年もすれば弟が育つ。……それまでは力を貸してほしい」

「それまでもその後も、俺らはずっと血族だろうがよ？」

　怒おこったように、ルド＝ルウがその肩を突き飛ばす。

　すると、シン＝ルウと呼ばれたその少年は、口もとに不器用そうな微び笑しようを浮かべた。

「父リャダが生命を落とさずに済んだのはお前のおかげだ、ルド＝ルウ。お前が血族であることを俺は誇りに思っている」

「そういうんじゃねーんだよ！　鬱うつ陶とうしいぞ、お前！」

「……それよりも、ファの家人アスタよ」

「え？　はい？」

「ギバを一頭、こちらに連れてきた。仕留めた三頭のうち、うまく『血ち抜ぬき』ができたと思えるのは、今のところこの一頭だけだ。この先の仕事はアスタの命じるままに、と俺たちはドンダ＝ルウから聞いている」

　とたんに、ルド＝ルウが飛びあがる。

「ちょっと待てって！　こんな格好で仕事なんて続けられっかよ！　水場で身体を洗ってくっから、待っとけ！」

　と、シン＝ルウの身体を邪じや険けんに押おしのけつつ、俺を振り返る。

「いいか！　先に始めるんじゃねーぞ！　始めたら全員ぶっとばすからな！」

　そうして血みどろの少年は駆け去っていった。

　残された少年と男たちは、建物の外から、じっと俺のことを見つめている。

「えーと、それじゃあ皮かわ剥はぎの準備だけしておいてもらえますか？　ここを片付けたら、俺もすぐに向かいますので」

「――了りよう承しようした」

「では、わたしがご案内します」とサティ・レイ＝ルウが表に出ていく。

　そうして俺と二人きりになると、ずっと黙だまりこくっていたララ＝ルウが「あーあ」と息をついた。

「リャダ＝ルウもギバにやられちゃったか。これでリャダの家には女衆と子供しかいなくなっちゃったから、シン＝ルウは大変だあ」

「……その人たちは、ララ＝ルウにとってどういう関係にあたる血筋なのかな？」

「んー？　リャダはドンダ父さんの末の弟だよ。シンの他には母親と姉と二人のちっちゃな弟しかいないから、ギバを狩れる男衆はもうシンしかいなくなっちゃうわけ」

　何やら神しん妙みような顔つきであるし、口調も素す直なおである。

　シン＝ルウという少年の行く末を心から案じている様子だ。

「とっとと姉に婿でも取らせるか、さもなきゃ家族ごと他の家に入っちゃったほうが利口だよ。十六歳で家長になって、五人の家族を守るなんて、絶対無理だもん」

　余よ所そ者ものの俺が口を出だせるような問題ではなさそうだった。

　それでも、ルド＝ルウやララ＝ルウのような親族がすぐそばにいるなら、あの静かな表情をした少年が苛烈な運命におし潰つぶされることはない――と信じたい。

「それじゃあ俺は、向こうに行ってくるよ。ちょっと時間がかかるかもしれないから、今のうちに晩餐で食べるポイタンでも焼いておいてもらえるかな？」

「……こっちのこれは、どうするわけ？」

　丸太を組んだ作業台の上では、この二時間ばかりにおける研究の成果が湯気をたてたりたてなかったりしていた。

　ララ＝ルウの提示してくれたギーゴを中心に、さまざまな野菜を組み合わせて煮立てたポイタンベースの煮に汁じるたちである。

　はっきり言って……半分以上はゲテモノ料理の域にまで達しかけている代しろ物ものだ。

「うん。あんまりひどかったやつはもっと煮に詰つめて乾かして、焼きポイタンに仕上げてしまおう。さすがに捨てるわけにもいかないしねえ」

　焼いたところで味は変わらないが、俺としてはまだ固形物のほうが食べやすい。

「あんた、すごいよね。こんな風に食べ物をゴミみたいに扱あつかう人間は初めて見たよ」

「俺が未熟なのは認めるけど、ゴミあつかいはやめてあげて！　きちんと俺が胃い袋ぶくろに収めてみせるから！」

　俺だって、危険そうな組み合わせのやつは三人にそれぞれ二口サイズぐらいのサンプルしか作らなかったのに、まさかそれでも持て余す羽目になろうとは思っていなかったのだ。

　そして、俺の悶絶っぷりにララ＝ルウが試食を拒きよ絶ぜつしたのがその主たる原因であるのだから、罪はわかちあいたいものだとも思う。この森辺にじゃんけんでも流行はやらせてくれようか。

「だけどまあ、ララ＝ルウのおかげで大本はできあがったんだから、もうひと押しだよ。この後もよろしくね？」

「ふん！」と、そっぽを向くララ＝ルウを残し、俺は食糧庫をはさんでその隣となりにあるギバの解体室へと向かった。

　入れ替わりに出てきたサティ・レイ＝ルウに挨あい拶さつをして、足を踏み込む。

「うわ……これは大物ですね」

　天井の梁から、九十キロ級のギバが吊るされていた。

　体長は人間の女性ぐらいもあるだろう。角も牙も見事な湾曲を描いてそそり立った、オスのギバだ。すでに毛皮は洗われているようで、黒褐色の毛がじっとりと濡れている。

　この解体室は外から覗いたことしかなかったが、壁に大小の刃物や蔓つる草くさで編んだ綱などが掛けられただけの、殺風景な一室である。小さな鍋を煮立てるための小さなかまどが一つ。その他に調度らしい調度はない。

　そこに立ちつくしていた四名の男衆が、静かに俺を見返してくる。

　シン＝ルウと、初老の男が一人に、壮年の男が二人。

　シン＝ルウ以外は、みんながっしりとした体格をしており、そして無言で俺の言葉を待っている。

「ご苦労さまです。……では、最初に皮を剥いでしまいましょう。じきにルド＝ルウも戻るでしょうから、そうしたら肉の解体に取りかかりたいと思います」

　男の一人がうなずいて、腰こしから厚刃の小刀を引き抜く。

「待て。……皮剥ぎの仕事は俺にまかせてはもらえないだろうか？」

　そう声をあげたのは、シン＝ルウだった。

「父リャダはしばらく動けない。その間、俺は一人で皮剥ぎの仕事をつとめなければならなくなる。もちろん手順はわきまえているが、それがどれほどの労苦をともなうか、今の内に知っておきたいのだ」

　小刀を抜いた男が、初老の男を振り返る。

　初老の男は一つうなずき、男は小刀を革かわ鞘さやに収めた。

「感謝する」と言い置いて、今度はシン＝ルウが小刀を抜く。

「ファの家のアスタよ。皮剥ぎはこれまで通りのやり方でかまわないのか？」

「えーっとね。なるべく脂あぶらが肉の側に残るようにお願いできるかな？　毛皮を傷つけない範はん囲いでかまわないので」

「――了承した」

　ギバは、右の後ろ足に縄をかけられて吊るされている。

　その股ぐらから首の下までを、シン＝ルウは巧たくみな刀さばきで、ずっ、ずっと切り開いていった。

　さらにはそこから四肢への道を作っていき、蹄ひづめの手前で、足首にぐるりと切れ目を入れていく。

　手順としては、俺のやり方と大差はない。

　刃物についた脂を溶かすための湯も用意されているし、やはり「皮を剥ぐ」という同じ目的のためなら、違う文化の出身でも同じような結論にいきつく、ということか。

　もしもギバが異常繁殖などを起こさずに、食肉のために狩られていたなら――きっと同じように「美味うまい食べ方」というものも考案されていたのだろう。

　かつての故郷である南の森ではトカゲや虫しか食べてはおらず、モルガの森では牙と角のため、田畑の安全を守るためにギバを狩っていた森辺の民が、今、食肉の技術を進化させようとしている。

　それは「美味いものを食べたほうが幸福だ」などという、異世界人の俺からもたらされた価値観に基づいた進化なわけであり――そう考えると、ちょっと背筋が寒くなってくる。

　それは正しいことなのだ、それは素す晴ばらしいことなのだ、などと認めてくれる絶対者は存在しない。ちっぽけな見習いの料理人であるに過ぎない俺なんかが、総勢五百名を数える森辺の民の食文化にそこまでの影響を与あたえるなんて、本当に許されることなのだろうか？

（……許されないんだったら、俺をあの火事現場の中に戻してくれ）

　そうでないのなら、俺はやっぱりこんな風に生きていくことしかできない。

　自分の存在をおし殺し、美味いとも思えないポイタン汁をすすり、ひたすら香草や薪まきを集めるだけの人生なんだったら――それは俺の人生ではない。ならばそれこそあのまま焼け死んでしまっていたほうがマシだった。

　俺の料理を「美味い」と言い、「好きだ」と言い、俺に「消えないでほしい」と願ってくれた、俺がこの世界に存在することを許してくれたアイ＝ファとともに、俺は俺として生きていきたいのだ。

　そんなことを考えている間に、ギバはじわじわと毛皮を剥はがされていき、その内の白い肉体をさらし始めていた。

　やはり若いとはいえ、森辺の民である。俺なんかとは腕力が違うから、作業スピードも断然に速い。

　気づけば、いつのまにかルド＝ルウが俺の隣に立ち、腕を組んで、眷族の姿を見守っていた。

　四肢はあらかた剥ぎ終わった。

　だけど、これからが本番だ。

　何せ相手は九十キロ級である。俺だったら軽く二、三時間はかかってしまう作業だ。森辺の狩人の腕力でも、決して楽な作業ではないだろう。

　しかし、それでも口を出したり席を外そうとする人間はおらず、俺たちはただ黙って、明日から家長の座を得る少年が汗だくになりながらギバの皮を剥いでいく姿を見守った。
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「さて。普段はこのまま足だけをもいで、残りは捨ててしまっていたわけですね」

　丸裸にされたギバを前に、俺は解体の手順を説明する。

「だけど俺の料理では胴どう体たいの肉も使いたいので、ここから全身を解体していきます。ここで重要なのは、内臓の摘出です」

　ルド＝ルウとシン＝ルウ、それに三人の男衆たちは、怖いぐらいに真しん剣けんな眼まな差ざしで俺の話に聞き入っている。

　反感だとか敵意だとか、そんなものは感じられない。その内情まではわからないけれども、仕事の最中に余計な感情を覗かせるような人間はいないのだな、ということは理解できた。

　俺に対する反感は反感、家長から命じられた仕事は仕事。それを混同するような人間は、きっとルウ家にはいないのだ。そう思わざるを得ないぐらい、彼かれらは全員、真剣そのものだった。

「ギバの体内には、人間とほぼ同じ感じで各種の内臓が詰つまっています。心臓、肺、肝かん臓ぞう、すい臓、腎じん臓ぞう、胃袋、大腸、小腸などなど――その中で取り扱いに気をつけてほしいのは、大腸と膀ぼう胱こう、それに肝臓に付随している胆たん嚢のうですね。それらの部位を傷つけてしまうと胆汁や排泄物などといったものがあふれて肉に悪臭をつけてしまうので、せっかくの血抜きが台無しになってしまいます」

「……アスタ。俺は心臓と胃袋ぐらいしか名前がわかんねーんだけど？」

「うん。実際に見て覚えてもらうしかないだろうね。それじゃあ、腹を裂いてみます」

「待てよ。俺にやらせてくれ」と、ルド＝ルウが壁の肉切り刀を手に取った。

「そうだね。それじゃあ下腹から胸までを。……あ、最初はあんまり股のほうじゃなく、腹の真ん中からあたりから始めたほうがいいかもしれない。下腹のほうに大腸があるから、それを傷つけないように。肉の部分だけを切り開くようにね」

「わかった」と、ルド＝ルウがギバの腹にゆっくりと刃先を入れていく。

「そのまま胸まで開いていって。下腹のほうは、慎重にね」

　ルド＝ルウの額にも、汗が浮うかんでいた。

　窓はあるし戸板も開け放しだが、かまどに火をつけているので、室温は高い。

　血と脂の臭においがものすごくて、息が詰まりそうである。

　その白い脂に包まれたギバの身体に手をそえて、ルド＝ルウは慎重に刃先を動かしていく。

「うん、それでいいよ。じゃあ次は、肉と内臓の間にある横隔膜を切っていく。この膜だね。これを切り離せば、内臓は簡単に取れるから」

　ルド＝ルウはうなずき、開いた腹腔の中に腕と刀を差し入れていく。

　これといって、動物の腹に手を突っ込むという行こう為いに嫌悪感は感じないらしい。

　ただ、恐おそろしいほどに真剣である。

　美味い肉のため、というよりは、仕事に対する志の高さゆえ、なのだろうと思う。

「切れた。次は？」

「よし。それじゃあ摘出だ。下腹のほうからいこう。このあたりが大腸だけど、これはそんなに破けやすいものじゃないから、普ふ通つうに手でつかみだしていい。奥のほうに膀胱っていう器官があるから、それに触らないように気をつけて」

「お」

　でろりと腸の塊が引きずりだされた。

　途と中ちゆうで胃袋が引っかかったので、俺が刀で切り離してやる。

　地面に広げた毛皮の上に、ルド＝ルウが腸の塊をそっと置く。

　それから、心臓、肺、肝臓、と順調に外していき。最後に残った睾こう丸がんと、それに膀胱も摘出する。

「ふう。この膀胱が一番やぶけやすいと思うので気をつけてください。小さな袋ふくろでもあったら、それで包つつんでから刀を入れたほうがいいと思います」

　男たちは、無言でうなずく。

「では、解体作業に移ります。せっかく吊るしてあるので、最初に半身にしてしまいましょう。……あ、いや、違った。その前にまずは首の切断です」

　俺よりも優れた皮剥ぎの技術を有していたシン＝ルウは、頭部まで綺き麗れいに皮を剥いでくれたのだ。

　この場合でも、やはり首を落としてから背割りをしなくてはならない。

「首の肉を刀で切って、骨は鋸で。鋸はふだん木を切るために使っているのでしょうから、鍋で煮立てて消毒してください」

　まあ、この世界にどんな細菌やウイルスが潜んでいるかはわからないのだけれども。生肉や腐くさった肉は忌避されているのだから、この環かん境きようで可能な限りは衛生面にも気を払うべきだろう。

　そうして頭部を切り離せたら、あらためて背骨を縦に断たち割わっていく。

　このあたりの作業も、俺より腕力でまさる森辺の民なのだから、スピーディーかつ正確だ。

　さらに四肢を外して、腰のところで横に切り、骨盤などを外してしまえば、あらかた終しゆう了りようである。

「あとは頭部ですね。首まわりと頬肉を切りわけて――うーん、いつかはこのタンにも挑ちよう戦せんしたいところだなあ」

「タンって何だ？」

「舌のことだよ。俺の国では人気の部位だったのさ。この内臓たちだって、きっとほとんどが美味しく食べられるはずなんだよ。だけど俺には処理法がわからないし、ピコの葉でもどれだけ保存がきくかわからないから、今のところは見送っているんだ」

「へえ。内臓まで食うのかよ。骨と皮以外は全部食っちまうんだな」

「いやいや。表面の毛だけを焼いて皮ごと食べるやり方もあるし、骨は煮込んで出汁だしをとることもできる。それこそ牙や角以外は何もかも調理できるんじゃないのかな」

「牙や角まで食われちゃたまんねーや」

　血と肉と臓物の匂いでむせかえりそうな部屋の中で、ルド＝ルウは愉ゆ快かいげに笑う。

　本当にいい顔で笑うよな、とか考えながら、俺は何度目かの「さて」を口にした。

「ひとまずはこれで終了です。血抜きが上手くいったかどうかは食べてみないとわかりませんが、解体作業に関しては完かん璧ぺきでした。肉の量的にはあと二、三頭もあれば十分なんですが、たとえばこのあばら肉なんかを人数分用意するとなると、さらに何頭かのギバが必要となるので、引き続きご協力をお願いいたします」

　やはり男たちは無言でうなずいている。

「よし、それじゃあピコの葉にうずめてくっか。シン＝ルウたちは角と牙を切っといてくれよ」

「わかった」

「……なあ、アスタ。これで本当にこの肉は美味くなったのか？」

「うん。血抜きさえうまくいっていればね」

　戸板に載せた肉の山を食糧庫へと運うん搬ぱんしつつ、俺はうなずいてみせる。

「今日の晩餐で試食してみよう。楽しみだね」

「……こいつは、血抜きも俺がやったんだよ」と、今度ははにかむような笑え顔がおを見せるルド＝ルウである。

「これで美味い肉になってたら、すげーよな？」

「そうだね。……しかし、君たちってやっぱり兄妹なんだねえ」

「あん？」

「今の笑い方は、かなりリミ＝ルウにそっくりだったよ」

　その瞬しゆん間かん、ものすごい勢いでルド＝ルウの顔が真っ赤になってしまった。

「何言ってんだよ！　俺があんなちびに似てるわけねーだろ！　ふざけたこと言ってんじゃねー！　ばーか！」

　その動どう揺ようっぷりは、ララ＝ルウにそっくりだった。

　そのそっくりなララ＝ルウが、隣のかまどの間からひょいっと顔をのぞかせる。

「なに騒いでんのさ？　アスタ、晩餐用のポイタンは焼きあがっちゃったよ」

「あ、ほんと。それじゃあこれを片付けたら、すぐにそっちに……」

　と、言いかけたところで、新たな一団が姿を現した。

　これまた百キロ級のギバをかついだ、ジザ＝ルウとダルム＝ルウである。

「アスタ。新たに三頭しとめたが、血抜きに成功したのはこの一頭だけだ。この後はどうすれば良いのだろうか」

「え、ああ、えーとじゃあ、まずは皮剥ぎをお願いします。すぐにそちらに向かいますので」

「了りよう解かいした」

「ちょっと！　アスタ、こっちはどうするのさ？　まだゴミみたいなポイタン汁が山ほど残ってるんだよ！」

「ゴミって言わないで！　こっちが終わったら、すぐにそっちに……」

「アスタ」と、そこにガズラン＝ルティムまでもが現れる。

　その逞たくましい腕に、五十キロ級の若いギバを抱えながら。

「こちらも今日の分のつとめは果たせたので、血抜きに成功できたと思われるギバを持参しました」

「ぎゃふん」とでも言ってやろうかと思った。

「わかりました！　同時に二頭やっちゃいましょう！　そっちの解体室をお借りして、皮剥ぎの準備をお願いします！」

「アスタ！」

「わかってる！　えーと、あの、その、晩ばん餐さん用ようの鍋でも作ってて！　肉料理は俺が指導するから！」

　それでようやく、食糧庫に足を踏み入れることができた。

「……ちょっとみなさん、お帰りが早すぎない？　しかも一日に三頭って！」

「ルティムのほうは知んねーけど、ルウの家ではもう六頭を仕留めてんだから、二頭ぐらいは成功するだろ。俺たちゃそんなにボンクラじゃねーよ」

「一日に六頭って多くない？　この集落だけで六十人も血族はいないだろ？」

「本家と分家、合わせて三十八人だよ。だから一日に四頭も狩れば、アリアとポイタン分ぐらいは稼げるんだけどな。ま、収穫期が過ぎたらまたしばらくはひまになるんだし、親おや父じたちはまだ森に居残ってるんじゃねーの？」

　なるほど。

　とにかくこれなら、宴うたげのための肉などは、あっという間に確保できるに違いない。

　余った肉は分家で分けてもらい、血抜きをした肉の美味しさを知ってもらおう。それで宴の後にまで血抜きや解体の手間を日常の生活で実じつ践せんしていくかは、彼らの自由である。

　これがきっと、ガズラン＝ルティムの言う「道を示す」ということなのだと思う。

　選ぶのは、本人たちだ。

　誰も強要したりはしない。

「どうしたよ？　こんな大仕事を引き受けちまったことを後こう悔かいしてんのか、アスタ？」

　と、ファの家の三倍はあろうかという貯肉スペースで黒いピコの葉をかきわけながら、ルド＝ルウが顔を寄せてくる。

「いや。引き受けて良かったと思ってる。無む茶ちや苦く茶ちやに大変だけどね」

　すると、ルド＝ルウはにっと笑い、肘で俺の腕を小突いてきた。

「俺は無茶苦茶に嬉うれしいよ。今日の晩餐も婚こん儀ぎの宴も楽しみにしてっかんな。俺の期待を裏切んなよ、アスタ？」

「わかった。頑張るよ」

　そうして俺の仕事の第一日目は、じょじょに暮れなずんでいったのだった。
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　そして――夜である。

　これで都合三度目の、ルウ家における晩餐だった。

　すでに家人は席につき、食事の皿も並べられている。

　ロースとモモのステーキに、肩肉で出汁をとったアリアとティノのスープ、山のように積み重ねられた焼きポイタン――そして『ポイタンスープ』の試作品一号である。

　最後にジバ婆ばあさんが席についたところで、俺は「あの」と声をあげることにした。

「こちらの下座側にある鍋は、宴のための試作品です。これはルウ家の晩餐とは考えず、気の向いた方だけ味見をお願いいたします。正直に言ってまだ研究中の品ですので、味も完成されておりません」

「…………」

「だけどまあ、味見をしてもらわないことにはなかなか研究も進まないので、できるだけ大勢の人たちに味を見てもらいたいとも思っています。それで何かご感想でもいただければ、非常に助かるかなと」

「……何をぐずぐず言ってやがるんだ、貴様は？」

　と、家長殿が面めん倒どうくさそうに仰られた。

「こっちはルティムに力を貸してくれと言われてるんだよ。……ララ、そいつを全員に配れ」

「えーっ!?　何であたしが？」

「貴様も今日のかまど番だろうが？　貴様が一番近いんだから、貴様が注げ」

　顔中に不満をあらわしながら、それでもララ＝ルウがてきぱきと『ポイタンスープ』を木皿に注いでいく。

「……ファの家のかまど番」

「はい。何ですか？」

「貴様はルティム家の長ちよう兄けいと約定を結んだ。ルウの家はルティムの家の願いを聞き入れた。それはそれだけの話であり、ルウの家と貴様の間に何か特別な関かかわりが生まれたわけじゃねえ」

「はい。その通りですね」

「……わかっているなら、貴様は貴様の仕事をしろ」

　それはきっと余計なことに気を回すなという意なのだろうが、相変わらずの威圧感なのでちょっと苛立たしい。

　というか、もしかしたらまだ俺の中にルウ家に対する遠慮ややりづらさみたいなものが残っていて、それをドンダ＝ルウに見透かされてしまったのだろうか。

　そう考えると、なお腹立たしい。……自分自身の未熟さが。

「……森の恵みに感謝して……」と、ドンダ＝ルウがおなじみの言葉をつぶやく。

「……火の番をつとめた、ミーア・レイ、サティ・レイ、ララ、アスタに礼をほどこし、今宵の生命を得る……」

　そうして、晩餐兼試食会は始まった。

　俺はあのあと二頭分のギバの解体にも立ち合うことになったので、本日の食事もほぼ家族の手によって作りあげられたものである。

　ジバ婆さんのためのハンバーグも含ふくめて、肉料理に関してはつきっきりで指導したが、実際の作業は女衆の手で行ってもらった。

　だから、俺が最初から最後まで手がけたのはこの試作品一号だけだ。

　最初に声をあげたのは、リミ＝ルウである。

「あれ？　これって一杯だけなの？」と、すでに火の消された下座側の鉄鍋を覗きこみながら、びっくりしたような声をあげる。

「ああ、こいつはあくまで試作品だからね。ひとり頭ポイタン三分の二個ぐらいの分量かな」

「ふーん。そっか」と、さして残念そうな様子でもなく、空になった木皿を置く。

「お味のほうは、どうだった？」

「え？　うーん……よくわかんない」

　そうか。よくわからないなら、しかたがない。

　ポイタン汁は冷めるとなお不味まずい、という定説が根付いているのか、ご家族はみんな早い段階で試作品をたいらげてくれたようだった。

　その表情をこっそり観察してみても――ティト・ミン婆さんは不審顔、ヴィナ姐さんは無表情、次姉のレイナ＝ルウは困こん惑わく顔がお、ルド＝ルウは明らかなしかめ面つら、と――これはなかなかに先行きが不安になってくる。

　ちなみに、先立って試食したかまど番三名の感想は、「何か物足りない」だった。

　で、残りの男衆の内心を読み取るスキルは、俺おれにはない。

　そんな中、みなと同じように無言で食を進めていたアイ＝ファが木皿を置いた。

　見れば、試作品を完食したご様子である。

「あ、アイ＝ファ、そいつの味はどう――」

「不味い」

　あれ。

　何だかやたらと不ふ機き嫌げんそうである。

　俺はずっとかまどの間にこもっていたので、これが昼以来の会話であったのだが。俺のいない間に何かあったのだろうか。

「……で、このポイタン汁は何だったんだい？」

　と、半刻ほどの時間が過ぎて、そろそろ過半数の人間が食事を終えてきたかな、という頃ころ合あいで問うてきたのはティト・ミン婆さんだった。

「はい。以前よりも飲みやすいポイタンのスープを研究しているんですけど。今回は、ギーゴとティノと塩しか入れていません」

「ギーゴが入ってたのかい。そいつは全然気づかなかったねえ」

　ギーゴの正体は、今のところまだわからない。

　ただ、俺の感かん触しよく的に一番近いのは「ヤマイモ」だった。

　煮にると溶け崩れて、粘性の高いギーゴ汁ができあがる。そのまま食すと、風味は豊かだが味らしい味はしない。そして、すりおろしたりはしていないので若じやつ干かんの繊維が残る。

　で、ポイタンと一いつ緒しよに煮るとその粘性が粉っぽさを相殺してくれるのか、ずいぶん飲み口が柔らかくなったのだ。

　あとは何種類かの野菜と合わせてみて、一番無難だったティノを選せん択たくし、岩塩で味を整えた、という段階だ。

　まだまだあくまで下地の段階であるのだが――各人の感想は、以下の通り。

「まあ……飲めなくはないねえ」と、ティト・ミン婆さん。

「嫌きらいではないけど」と、ミーア・レイ母さん。

「食べ物っぽくないですよね」と、サティ・レイ＝ルウ。

「よくわからないわぁ……」と、ヴィナ＝ルウ。

「飲みやすいです」と、レイナ＝ルウ。

「作りかけって感じ」と、ララ＝ルウ。

「……やっぱりよくわかんない」と、リミ＝ルウ。

　いや、まあ、下地だから作りかけは作りかけなのだけれども。やっぱり、美味くもなく不味まずくもない料理というのは感想をひねりだすのが難しいようだった。

　宿場町で食べた肉にく饅まん頭じゆうも、そういえば俺は「普通」としか言い様がなかったものだ。

「何でこんなもん食べなきゃいけないのか、わかんねー。つまんないもん作るなよな。期待しちまったじゃねーか」

　と、ルド＝ルウは一番不満そうな面おも持もちでそう言い捨てた。

　しかし、それからすぐに、今度はにやりとふてぶてしく笑う。

「でもその代わりに、こっちの焼いたポイタンはすっげー美味かったな。思わず三枚も食べちまったよ」

「あ、うん！　美味おいしかったよね！　ふわふわでもちもちでリミもいっぱい食べちゃったあ！」

　退屈そうにあちこちの席を移動していたリミ＝ルウが、ルド＝ルウのかたわらで賛同の声をあげてくれる。
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「ああ、そっちにもギーゴを混ぜてみたんだよ。研究中の失敗作を焼いて食べてみたら、ずいぶん食感がよくなっていたからね」

　そう言えば、お好み焼きにヤマイモを混ぜるとふわふわになる、とかいう話を聞いたことがある気もする。何にせよ、これは嬉しい誤算であった――が、俺の主題はあくまで煮汁としてのポイタンなのである。

　それからは焼きポイタンや肉料理に対する賞賛の言葉が行き交って、どうやらもう試作品についての意見は打ち止めになった様子だった。

　ちなみに現在、アイ＝ファはジバ婆さんの食事のお手伝いをしている。それまでジバ婆さんのもとにいたミーア・レイ＝ルウとジバ婆さんが食べ終われば、晩餐も終了だ。

「試作品とはいえ、とても味気ない食べ物を食べさせてしまって申し訳ありませんでした。これにこりずに明日からもご協力いただければ幸いです」

　締めくくりのつもりで俺がそう述べると、それまで沈ちん黙もくを守っていたジザ＝ルウが「アスタ」と俺の名を呼んできた。

「協力に関してはルティムと家長ドンダの間で交わされたものなのだから、貴方あなたが必要以上に気を使うことはない。ただ……さきほどのポイタンの煮汁について、俺も意見を述べさせてもらっても良いだろうか」

「はい、もちろんです」

「俺は味の善し悪しなど、よくわからない。しかし、このようなものを食べるなら、これまでの鍋なべを食べたほうがまだましだと思った。……焼いたポイタンやその他ほかの食事に関しては、決してそのようには思わないのだが」

「そうですか……」

　どうにも手て応ごたえが悪い。

　俺は、進むべき道を間違えているのだろうか？

　そのまま広間には沈黙が落ち、ようやく食事を終えたジバ婆さんのもとから、アイ＝ファが立ち上がろうとしたとき――その声が、響いた。

「……どうして肉が入っていないんだ？」

　ドンダ＝ルウだった。

　俺は驚おどろきのあまり、ちょっと口ごもってしまってから、答える。

「こ、これはあくまで試作品なので、肉との相性も視野に入れつつ、まずは土台を固めようかと思い、あえて入れませんでした」

「そんな中途半端なものを食わせて、俺たちが気のきいた言葉でも吐けると思っているのか、貴様は？」

　べつだん俺を責めるような語調ではないが、まあいつも通りの不機嫌そうな声だ。

「俺たちは、鍋の中ですべてを煮る。それが一番簡単だからな。肉を焼いて食うときでも、野菜と一緒に肉を煮る。肉を肉だけで食うことはあるが、野菜だけの煮汁を食うなんてのはありえねえ。……そんなものを、二度と俺たちに食わせるな」

　そして、ドンダ＝ルウはのそりと立ち上がった。

「晩餐は終わりだな。……俺は寝る」

　解散の合図だ。

　かまど番は食器を片付け、他の家族は個室に引っ込む。何とも煮え切らない気持ちで俺も食器を重ねていると、アイ＝ファがドンダ＝ルウに劣おとらず不機嫌そうな面持ちで戻もどってきた。

　そうして「ジバ婆ばあが呼んでいる」とだけ言い捨てて、床ゆかに置かれていた毛皮のマントをかっさらい、そのままさっさと家から出ていってしまう。

　まあアイ＝ファは今宵のかまど番ではないのだが、一宿一飯の恩とかは生じないのだろうか。それとも客人扱いならむしろ手を出すことが非礼にあたるのか。とにかく例の空き家に戻ったら、どうしてそんなに不機嫌なのかと問い質さねばなあと考えつつ、俺はジバ婆さんのもとに向かった。

「アスタ、今日も美味おいしい食事をありがとう……本当にアスタの作る食事は美味しいねえ……」

「いえ。今日のハンバーグはミーア・レイ＝ルウが作ったんですよ。しかもその肉をさばいたのはルド＝ルウです。俺もずっと指示は出していましたけど、正真正銘、指一本触ふれていません」

「そうなのかい？　……ミーア・レイはそんなこと、一言も言っていなかったけど……」

「きっと、恥ずかしかったんじゃないですか？」

　それとも、みずから功を誇ほこるようなタイプではないのかもしれない。

　どちらにせよ、あのおっかさんらしい。

「だからもう、明日からはずっと大だい丈じよう夫ぶですよ。美味しいものをいっぱい食べて、ずっと長生きしてください、ジバ＝ルウ」

「嬉しいねえ。……本当に嬉しいよ、アスタ……」

　と、枯れ木のように細く、そして温かいジバ婆さんの手が俺の手を取った。

　そのかたわらでは、ジバ婆さんを寝所にお連れする役であるらしいレイナ＝ルウがちょっと瞳ひとみを潤ませている。

「あんたはルウの家に光を与えてくれた。あたしだけじゃなく、みんなの生きる喜びをこんなにも大きくしてくれた。……祝福の牙きばと角が十本に増えているけれど、そのうちの一本は、きっとドンダだね……？」

「……はい」と俺がうなずくと、レイナ＝ルウが心底びっくりしたように目を見開く。

「あの意固地なドンダでさえ、あんたの力を認めざるを得なかったんだ……あんたは本当に立派な人間だよ、アスタ……」

「そんなことはないです。俺は今でも半人前の未熟者ですよ」

　すると、ジバ婆さんは突とつ然ぜんその細い背中を震わせ始めた。

「どうしたの？　苦しいの？」とレイナ＝ルウは慌あわててその背に取りすがったが――俺には、婆さんが笑っているようにしか見えなかった。

「……それを決めるのはアスタじゃなく、きっとまわりの人間なんだろうねえ。……うん、あんたはあんたの思うように生きていい。あんたはそのままでいいんだよ、アスタ……」

「ありがとうございます」と頭を下げた。

　過大評価は心苦しいが、ジバ婆さんのような人にそんなことを言われてしまうと、やっぱり胸が熱くなってしまう。

「……それで、ドンダの言っていたことだけど……」

「え？」

「すべての食材を一緒に煮立てるギバの鍋は、あたしらにとって生命の象しよう徴ちようだったんだ……レイナみたいに若い娘むすめにはわからないかもしれないけど、ギバの肉と、ギバの牙と角で得た恵めぐみをすべて溶かしこんだ鍋をすする、それがあたしたちにとっては生命を得る、という行為そのものだったのさ。……だから、ギバの肉の入っていない煮汁っていうのは、どうしたって物足りない感じになってしまうんじゃないのかねえ……？」

「……はい」

「だから、もしもアスタが、あたしたちみたいに古い人間のために、美味おいしい煮に汁じるを作ってくれようとしているなら……そのへんのことをよっく考えるといいのかもしれないよ……」

「はい。ありがとう――ございます」

　何か、頭の片かた隅すみで蠢うごめくものがあった。

　肉。やっぱり肉か。

　柔やわらかい飲み口などというものは、もしかしたら森辺の民たみには求められていないのかもしれない。

　それよりも、とにかく肉。肉があってこその、ギバ鍋。

　肉と野菜の調和である、ギバ鍋。

　その根幹を後回しにしていたら――残り四日では、とうてい間に合わないのかもしれない。

「……それではね、アスタ……」

「はい。おやすみなさい、ジバ＝ルウ」

　俺はジバ婆さんとレイナ＝ルウに別れを告げて、後片付けを再開した。

（肉――肉、肉、肉、か……）

　せっかくひさびさに野菜へと目を向けたのに、またギバ肉へと逆戻りだ。

　しかし、ギバ肉は取とり組くみ甲が斐いのある食材である。食材としての地力がものすごいから、汎はん用よう性せいも高いのだろう。

（……それにしても、まさかドンダ＝ルウの言葉からヒントを得るなんてなあ）

　悔しいような愉快なような、何とも複雑な気分である。

　しかし、けっきょく最後まで押し黙っていたのは次兄のダルム＝ルウだけであったし、実りのある試食会であったと思う。この調子で、残りのわずかな日数も全力で走りきろう。そんな風に、ちょっとばかり高こう揚ようした気分を得ながら後片付けを終えて、俺はルウの本家を後にした。

　借り受けた燭しよく台だいに火を灯し、静まりかえった夜の広場を単身で進む。

（そういえば、アイ＝ファはジバ婆さんの寝所にも行かずに引きあげちまったな）

　そんなことを考えている内に、アイ＝ファの待つ空き家へと到着した。

　しかし、戸板を引き開けると、室の中は真っ暗だった。

「あれ？　アイ＝ファ、いないのか？」

　手にした燭台を、室の中にかざす。

　アイ＝ファは、いた。

　普段通り、窓のある壁ぎわに横たわり、こちらに背を向けている。

　ひょっとしたら、体調が悪いのか？　あの、生命力の塊かたまりみたいなアイ＝ファが？

　俺は猛烈に心配になってきて、かんぬきをかけるのももどかしく、アイ＝ファのもとへと駆かけ寄っていった。

「アイ＝ファ……寝てるのか？」

　返事はない。

　しかし、優美なラインを描いた背中があまり動いていない。

　俺の経験則によると、眠っている人間はもっと呼吸が大きくなると思うのだが、どうなのだろう。

　とにかく俺は不安で不安でたまらなかったので、多少の迷いは覚えながらも、アイ＝ファにいったん起きてもらうことにした。

「おい、アイ＝ファ――」と、そのむきだしの肩かたに手を触れる。

　その瞬間、ものすごい反応速度で飛んできた手の平で、したたかに手の甲を叩かれた。

「いってーっ！　起きてんのかよ？　だったら返事ぐらいしろ！」

「……眠っている」

「いや、起きてんじゃん！　おい、いったいどうしたんだよ？　身体の具合でも悪いのか？」

　何にせよ、俺はアイ＝ファの声が聞けたので、半分方は安堵することができた。

　気づけば、Ｔシャツの生き地じがひっつくぐらい、背中に大汗をかいている。自分で思っていたよりも、相当に焦っていたらしい。それはまあ、ここまでアイ＝ファが普段と異なる行動を取ることはなかったので、当然のことであろう。

　これで何か下らないことでふてくされているだけだったら、さすがに物申してやるぞ、という心境で俺はアイ＝ファの枕もとに腰を下ろした。

「おい。具合が悪いんじゃないなら、起きてこっちを見ろよ。今日は様子がおかしいじゃないか。いったい何があったんだよ？」

「……眠っていると言っている」

「いや、だから起きてるだろって！　あのなあ、いい加減にしないと、俺も怒おこるぞ？」

「……怒る？」

　あれ。

　アイ＝ファの革鞭みたいに引き締まりながらも優美で女性らしいラインを描いた背中に、怒いかりのオーラみたいなものが見えるのは気のせいだろうか。

　いや、もちろん気のせいだろう。「ゴゴゴゴゴ……」なんていう擬音が聞こえてきそうなぐらい、怒りの波動を感じるのだが。そんな、マンガじゃあるまいしね。

「……お前が、私に、怒ると言ったのか、今？」

　うわあ。

　ゆらりと半身を起こすそのなめらかさが、まるで野生の豹ひようみたいである。

　すでに髪かみをほどいているので、肩や背中に流れ落ちる長い髪が色っぽい。

　なんてことを言っていられないぐらい、おっかない。

「……怒っているのは、私だ」

　青く光る目が、丸い肩ごしにちらりと俺を見る。

　良かった。ぎりぎり狩人かりうどの眼光ではない。

　だけど、ものすごく怒っている。

「ど、どうしてそんなに怒ってるんだよ？　今日はずっと別行動だったじゃないか？　昼に別れるまでは別に怒ってなかったろ？」

　それとももしかして、夕暮れ時にアイ＝ファがやってきたとき、家に入る前にかまどの間でも覗いたのだろうか、と思いを巡らせてみる。

　しかし、そうだとしてもアイ＝ファの怒りを買うような失敗は何一つ犯していない。

　そばには三人の女衆がいたが、これといったハプニングもなかった。後から参加したミーア・レイ母さんとはいつもの感じであったし、サティ・レイ＝ルウやララ＝ルウとも、ほどよくそこそこに打ち解けられたかなという印象だ。

「うん、やっぱり俺に後ろ暗いところはないぞ！　怒ってるなら、その理由を言ってみろよ！」

「…………」

「ん？　何？」

「……はんばーぐ」

「ハンバーグ？　ハンバーグがどうしたって？」

「……今日の晩餐は、はんばーぐにすると言った」

　は？

　気づくと、アイ＝ファの唇くちびるが子供のようにとがっていた。

　ものすごく怒った目つきで、アイ＝ファは子供のように唇をとがらせていたのだった。

「ちょ、ちょっと待て！　そんな約束、したっけか？　だって今日は、朝からアマ＝ミンがやってきて……」

「……昨日の帰り道に、した」

　あ。

　思い出してしまった。

　宿場町からの帰り道。水場を過ぎてそろそろ懐かしの我が家という頃合いで「明日はハンバーグにしよう」と言った。俺が言った。

　だって、こんな風に子供っぽくすねたお顔でおねだりされてしまったものだから。

「そ、そうだったな。ごめん！　研究に没ぼつ頭とうしてて、すっかり忘れてた。今日は男衆に解体の手順とかも説明してて、色々あわただしかったんだよ！」

「……約定を違えるような痴しれ者ものと語る口はない」

　そうしてアイ＝ファは、またごろんと横になってしまった。

「約定って！　大げさだろ！　おい、そんなことでそこまですねんなよ！　……痛いっ！」

　肩に手を置いたら、また叩かれた。

「おーい！　ごめんってば！　明日！　明日こそ必ず！　今度は絶対忘れないから！　アイ＝ファ！　アイ＝ファさーん！」

　そんな感じで。

　婚儀の宴に向けた仕事の第一日目は、至し極ごく平へい穏おんに終わりを告げたのだった。







幕間　～予期せぬ再会～







　それから宴までの残りの四日間は、物もの凄すごい速度で過ぎ去っていった。

　新しい献こん立だての開発に取り組みつつ、男衆には血ち抜ぬきと解体の技術を、女衆には調理の技術を習得させ、なおかつ宴当日の作業手順まで練らなくてはならない。それはもう筆舌に尽つくしがたいほどの多忙な日々だったわけである。

　それでも森辺の民は、男衆も女衆も勤勉で覚えが早かった。要領がいいとか、能力が高いとかいうだけの話ではなく、とにかくみんな真面目であったのだ。それはきっと「仕事」に対する姿勢、ひいては「家」に対する帰属心の強さが要因であったのだろう。

　とにかく彼らは、よく働いた。家のために、生きるために、不平も文句もなく働く。機械のようにという無機質的なイメージではまったくなく、彼らは息をするように、自然体で、しかしきちんと喜びや苦しみをも抱え込みながら、仕事というものをまっとうしているように感じられた。

「生きる」ということと「働く」ということが直結している、森辺に住む狩猟民族ゆえの、それは愚直さであったのだろうか。

　何にせよ、それは俺にとって非常に好ましく思える環境であり、また、彼らは最良のパートナーであるようにすら思うことができた。

　特筆すべきは、やはり女衆の存在であろう。

　下準備の二日目からは、ルウの本家ばかりでなく分家のほうからも数名ずつが俺のもとに馳せ参じてくれたのだ。

　しかし、彼かの女じよたちとて多忙の身である。男衆には狩人としての仕事があったので、宴のためにやぐらや簡易型のかまどを設営したり、そのための木材や石材を採取する仕事などは、おおむね女衆の仕事と定められていたのだった。

　そんな過酷な仕事の合間をぬって、得体の知れない料理の習得にまで励まなければならなかったのだから、彼女たちの苦労も並大抵ではなかったと思う。大体にして、通例通りのギバ鍋や焼肉で済むのなら、食事の準備など食材と薪まきの確保だけで十分であったのだから、内心では余計な仕事を増やしやがってと思っていた者も少なくはなかったはずだ。

　だが、そんな彼女たちでもステーキやハンバーグといった料理の試食をしてもらうと驚きと喜びの感情をあらわにして、その後はもう嬉々として手伝ってくれるようになっていた。

　毎日二、三頭は血抜きと解体に成功したギバ肉を手に入れることができたので、宴で使う分はすぐに確保することができた。その後は、五つの分家に余った肉を分配することになり、その際にも彼女たちは涙を流さんばかりに喜んでいた。

　ルウの本家でも思ったことだが、やはり男衆よりは女衆のほうが「美味なる料理」というものへの関心が高いようだった。

　まあ、それも不思議な話ではないのだろう。自分の仕事で家族により深い喜びや安息をもたらすことができるなら、それは幸福なことであるに違ちがいない。そんな思いを共有することができただけでも、俺はこの仕事を受けた甲斐があったと思うことができた。自分という異い端たん者しやが関わることで、森辺の食文化に悪い影響を与あたえてしまうかもしれない――という不安や恐きよう怖ふをも上回る充足感を、俺は確かに得ることがかなったのである。

　俺の道と、ガズラン＝ルティムの道は、たぶん重なっている。

　より深い喜びを得ることで、家族の絆きずなが深まれば幸い――と述べた俺の、いささかならず気恥ずかしい言葉を、彼かれは自分の婚儀という場を使って体現しようとしているのだ、きっと。

　男衆がギバを狩かり、血抜きをして、皮を剥ぎ、解体する。

　女衆が薪を集め、香こう草そうを集め、かまどの火を焚たき、肉を調理する。

　どちらが欠けても、美味なる料理は完成されない。

　家族が力を合わせることによって、それは初めて成し遂げられるのだ。

　そうして得られる深い喜びを、百余名の血族らと共有し、より深い絆、より強い力を得たい、とあの青年は考えたのだろう。

　その期待に応えるために、俺は全力で働いた。

　この過酷な環境で、一人でも多くの人に、少しでも大きな喜びを与えられるように、俺は俺の仕事を果たそう、と強く思った。

　そんな中、ちょっとしたハプニングが生じたのは、宴の二日前――俺がルウの集落に泊まりこんでから三日目の昼下がりのことだった。





◇






「ア、ア、アスタ！　大変大変！　ちょっとこっちに来て！　男衆が、大変なの！」

　その騒そう動どうを俺に知らせてくれたのは、リミ＝ルウだった。

　その日も俺は朝からかまどの間に引きこもり、中天あたりからはハンバーグの作製方法を女衆に習得させる仕事に励んでいた。

「男衆がどうしたって？　狩人の仕事はこれからだろう？」

　かまどの間には、五名の女衆が控ひかえていた。レイナ＝ルウと、ティト・ミン＝ルウ、あとは分家の女衆である。

　そんな中に飛び込んできたリミ＝ルウは、ほとんど泣き顔になってしまっていた。

「なんか変な人が来て！　男衆とイッショクソクハツなの！　ダルム兄が刀を抜ぬいちゃったの！　とにかく、大変なんだよぅ！」

　俺の胸にも、緊張が走る。

「変な人って何だ？　まさか、スン家の男衆か？」

「違うよ！　石の都の人間だよっ！」

「……なに？」

「アイ＝ファみたいに綺き麗れいな髪の男の人！　その人が、ファの家はどこだって聞いてきたみたいなの！」

　俺は、愕がく然ぜんと立ちすくむ。

　金きん褐かつ色しよくの髪をした、石の都の人間――それは間ま違ちがいなく、カミュア＝ヨシュだ。それ以外には考えられない。

　しかし、何な故ぜあの男が、森辺に？

「――すみません。ちょっと行ってきます。ティト・ミン＝ルウ、わかるところまででいいんで、俺の代わりに説明をしておいてもらえますか？」

「そりゃあいいけど、でもあんた――」

「行くのは危険です、アスタ！」

　と、レイナ＝ルウが取りすがってきた。

　リミ＝ルウ以上に、泣きそうな顔である。

　俺は少し呼吸を整えてから、その柔らかい肩をそっと引き離す。

「大丈夫だよ。危険な真ま似ねはしない。心配しないで待っててくれ」

　俺は、リミ＝ルウとともにかまどの間を飛び出した。

　家の横手を駆け抜けて、大広場にまで足を進めると、すぐにその光景が見えてきた。

　広場の出口に、人だかりができている。

　森への出立の刻限であったのだ。リャダ＝ルウの退陣により十六名に減じたルウの男衆たちが、そこに群れをなしている。

　そして――その屈くつ強きようなる男たちの隙すき間まから、確かに見覚えのある長マントの色合いが見えていた。

「待って――待ってくださいっ！」

　走りながら、俺は叫さけんだ。

　しかし、振ふり返かえる者はいない。

　ただ、ひときわ高い位置にあるドンダ＝ルウの頭が、ちらりと横目でこちらを見たような気がした。

「……去れ！　ここは都の人間の居場所ではない！」

　やがて、聞き覚えのある声が聞こえてくる。

　ルウ本家の次兄ダルム＝ルウだ。

　ダルム＝ルウが、蛮刀をかざしてその男と対たい峙じしていた。

　その男――

　身長だけならドンダ＝ルウと同じほどもあり、ただしひょろひょろの痩身で、その痩身を革の長マントで包みこんだ、老人のような幼子のような不思議な眼まな差ざしを持つ男――カミュア＝ヨシュが、飄然とそこに立ちつくしていた。

「……やあ。ようやく会えたね、ファの家のアスタ」

　鼻先に迫った蛮刀の切っ先を眺めつつ、そいつは相変わらずのすっとぼけた声で言った。

　ダルム＝ルウがもう一歩踏み込めば、頭を割られる間合いである。

　そうであるにも拘かかわらず、カミュア＝ヨシュは長マントの前もはだけずに、のんびりと微ほほ笑えんでいた。

「君の家の場所を尋ねただけなのに、この有り様だよ。でも、会えて良かった。えーと、四日ぶりぐらいになるのかな？」

「黙れ！　話をしているのは、俺だ！」

　ダルム＝ルウが、吠える。

　その瞳は炎のように燃え、野生の狼おおかみを思わせる顔も激情に引ひき歪ゆがんでいる。まるで、殺気の塊だ。

　俺は男衆の人ひと垣がきを迂う回かいして、対峙する両者を真横から見られる位置で足を止めた。

　とたんに、リミ＝ルウが左腕に取りすがってくる。

　こんなところにまでついてきてしまったのか。俺は身体を半身にして、その小さな身体を少しでも隠かくしてやる。

「アスタ、君からも言ってくれないかなあ？　決してこちらに害意はない。俺はただ《守護人》としての仕事の下見がてら、君たちを訪ねてきただけなんだ」

「あなたはちょっと黙っていてくださいよ！　話がややこしくなりそうだから！」

　俺は相当に錯乱しながらも、ダルム＝ルウ本人に声をかける愚を避け、ドンダ＝ルウの巨体を振り仰いだ。

「ドンダ＝ルウ！　彼は俺の顔見知りです！　四日ほど前に、宿場町に買い出しに行ったときに知り合いました！　善人か悪人かはまだわかりませんが――少なくとも、乱暴な人間ではないと思います！」

「おいおい。俺みたいに善良な人間をつかまえて――」

「いいから、あなたは黙っててくれってば！」

　ドンダ＝ルウは、横目で俺の姿をねめつけながら、ダルム＝ルウのかたわらに進み出た。

「都の住人。貴様はさっき、この森辺の集落に仕事でやってきた、と言っていたな」

「はいはい。今度ジェノスを出立する商団を東の王国の領土まで守護する仕事があるのです。その際に、この集落を通らせていただく予定なのですよ」

　まだ普段の迫力はおし潜めているとはいえ、ドンダ＝ルウを前にしてもこの調子である。

　上背は同じぐらいでも、厚みや横幅は一回りも違う。まるでヒグマとカマキリが対峙しているかのようだった。

「そんな酔狂な人間を見るのは十年ぶりぐらいだ。で、十年前のその連中も、道中でギバに襲われて全員くたばっちまったそうだがな」

「ええ。飢えたギバは旅人の食しよく糧りようさえ襲おそうそうですからねえ。……まあ、本当にギバに襲われたかどうかは不明ですけれども」

　ドンダ＝ルウの目が、細められる。

　顔つきや物もの腰ごしに変化はないが、まぶたが下がったぶん眼力の密度が濃こくなった気がした。

　そこで「おい馬ば鹿か、何やってんだよ、お前ら」と、いきなり後ろから頭を小突かれる。

　振り返ると、ルド＝ルウが半分がた狩人の目つきになりながら、俺たちの腕を引っ張ってきた。

「もうちょい下がれ。刀を抜いた人間にこんなに近づくな。……ていうか、お前はほんとに何やってんだよ、ちびリミ！」

「う、うるさいやい！」

　カミュア＝ヨシュの頬ほおがふっと緩んだのは、そんな彼らの会話が耳に届いてしまったせいなのだろうか。

　その結果として、ダルム＝ルウはいっそう凶きよう悪あくな顔になり、ドンダ＝ルウはいっそう目を細めた。

「……都の住人がらみの仕事は、すべて族長筋のスン家が取り仕切っているはずだ。どうして貴様はその案内もなく、こんなところを一人でひょこひょこ歩いていやがったんだ？」

「はあ。確かに案内の申し出はあったのですがね。いえいえただの下見ですから今日は一人でけっこうですよと応じたら、ならば好きにしろとご快諾を頂けたのです。スン家のほうからご連絡はありませんでしたか？」

　ドンダ＝ルウは一いつ瞬しゆんだけその目に激情の火を燃やし、おそらくはこの場にいない何者かに向かって「糞くそが」と吐き捨てた。

「それで、ファの家に用事ってのはどういうこった。貴様らはどういう関係なんだ？」

　これは、俺に向けられた言葉だ。

　決断の時である。

　あたりさわりのないエピソードを捏ねつ造ぞうするか、思い切って真実を告白するか――アイ＝ファにとって正しい道は、どちらだ？

「……アスタ、君に都合のいいようにお話ししていいからね？」と、カミュア＝ヨシュがぼしょぼしょ語りかけてくる。

　もちろん周りには丸聞こえである。

　もう本当にダルム＝ルウに斬り殺してもらったほうが話は早いかもなコン畜ちく生しようと思いながら、俺は決断した。

「……宿場町で、アイ＝ファとスン家の人間がもめてしまったんです。それであやうく衛兵に捕らわれそうになったんですが、そこをこのカミュア＝ヨシュという人物に取りなしてもらうことになったんです」

　その瞬しゆん間かん――今度こそ、ドンダ＝ルウの目に青い炎が爆裂した。

　それでも表情は動かさぬまま、「そのスン家の男の名は？」と底ごもる声で問うてくる。

「ドッド＝スンと名乗っていました。そんなに背は大きくないけど体格のいい、四角い顔をした若い男です」

「ドッド＝スン――本家の次兄か」

　ドンダ＝ルウの獣けものの瞳が、俺からカミュア＝ヨシュへと移動する。

　とたんに、カミュア＝ヨシュはにんまり笑った。

「奥おくゆかしいというか何というか、ちょっと説明不足じゃないかい、アスタ？　それではアイ＝ファとドッド＝スンなる御ご仁じんのどちらに非があるのかさっぱりわからないじゃないか。……あのですね、ドッド＝スンなる御仁は昼間から酩めい酊ていしており、宿場町の人間に刀を向けたのです。それを力ずくで止めたのがアイ＝ファであった、というのが真相でありますよ。まあ陰口などを叩たたいていた町の人間にも非はあったのですが、刀はいけません。そいつはジェノスの法でも禁じられた行こう為いなのですからね」

「…………」

「で、その御仁はスン家の人間であるという特権を駆使して、非はアイ＝ファにありと衛兵をだまくらかそうとした。そこで最初から最後まで事態を見守っていた俺が衛兵に証言をして事なきを得たと。つまりはそういうわけなのです」

「……それで、貴様はファの家に何の用事があるってんだ？」

「いや、アイ＝ファもアスタも実に気持ちのいい人たちだったので、ただもう一度会って話がしてみたいなと思っただけです。……あ！　アスタが身をていしてターラを救った話をするのを忘れていた！　ターラも君に会いたがっていたよ、アスタ？」

　もういいから本当に黙っていてくれと歯は噛がみしたい気持ちになってしまう。

　何ひとつ間違ったことは言っていないのに、この男の口から語られると何もかもが薄っぺらく感じられてしまうのだ。

「……この小こ僧ぞうには仕事がある。貴様のような男と話をしているひまはない」

「あ、そうなのですか。それは残念です」

「帰れ」

「そうですね。そういうことなら、今日はあきらめます。……それでまた日を改めてファの家を訪おとずれることは許されるのでしょうかね？」

「……石の都の住人はみだりに森辺へと足を踏み入れるべからず、という決まりがあったはずだ」

「そうですか。ではまた何かもっともらしい仕事でもでっちあげることにしましょう」

「貴様……！」と歯を剥むいたのは、ダルム＝ルウである。

　こうして会話が繰り広げられている間も、彼の蛮刀はずっとカミュア＝ヨシュの鼻先に突つきつけられていたのだ。

　しかし、カミュア＝ヨシュは涼すずしい顔で俺おれに笑いかけてくる。

「アスタ。いつになったら君の仕事は終わるのだろうか？」

「あ、明後日を過ぎれば終わりますけど、でも――」

「では、三日後にまたお邪じや魔ましようと思います」

　カミュアの不思議な紫むらさき色いろの瞳が、ドンダ＝ルウを見つめる。

「俺は西の民、《守護人》のカミュア＝ヨシュといいます。森辺の狩人よ、あなたのお名前をうかがってもよろしいですか？」

「……ルウの本家の家長、ドンダ＝ルウだ」

「ルウ家。ドンダ＝ルウ。ありがとうございます。あなたともいつか酒を酌み交わしてみたいものですね」

　すうっとカミュア＝ヨシュが身を引いた。

　慌てて追いすがろうとするダルム＝ルウの肩に、ドンダ＝ルウの分厚い手が置かれる。

「それでは、ごきげんよう」

　そうしてカミュア＝ヨシュは去っていった。

　俺のみならず、ルウ家の男たちの胸にも大きな波紋を残しながら。
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　夜が明けた。

　ついにこの日が始まってしまった。

　ガズラン＝ルティムとアマ＝ミンの、婚こん儀ぎの宴――俺の初仕事の日が、始まってしまったのである。

「よお……何だ、もう起きてたのか？」

　ルウの集落の空き家で目を覚ますと、アイ＝ファはもう広間の真ん中でどっかりとあぐらをかき、両手で金褐色の長い髪を結ゆっているところだった。

「……お前こそ、もう目を覚ましてしまったのか？　仕事の開始にはまだ早かろう。もっと寝ているがいい」

「いや、いったん目を覚ましたらもう眠れないよ。しっかり疲れも取れてるみたいだしな」

　言いながら、うーんとのびをしてみせる。

　いい朝だ。

　気分も、きわめて良好である。

「宴は夜半にまで及ぶのだ。お前は昼から宴が終わるまでまともに休む時間もないのだから、もう少し寝ていろ」

　あれあれ、何だかいつになく優しいではないか。

　こんな大役を担になってしまった俺を気遣ってくれているのだろうか。

　目を覚ました矢先から、ずいぶん嬉うれしい気持ちにさせてくれるものだ。

「大丈夫だよ。ここまでの五日間に比べれば何てことはないさ。あとは自分で作った道筋を辿るだけだからな。……まあ、それをやりとげるのが大変なんだろうけど」

「ならば力を温存しておけ。寝ていろ」

　んん？

　何だかあまり気遣われているような気分ではなくなってきた。

「そういえば、今日はアイ＝ファも俺の手伝いに専念してくれるんだろ？　そっちだって、俺が起きなきゃやることもないはずじゃないか？」

「…………」

「こんな朝早くから、いったいどこに行くつもりだったんだ？」

「……仕事の前に、水場を借りて身を清めるつもりだった」

　そして、山やま猫ねこのような目で俺をにらみすえる。

「だから、お前は寝ていろ」

「あのな……それを聞いたら、もう不慮の事故の起きようもないだろ？　だいたい、俺がそんなアヤマチを何べんも繰り返すような男に見えるのか？」

「…………」

「見えるのか！　それは残念だな！　……わかったよ。今度またあの許し難い禁きん忌きを犯すようなことがあったら、しきたり通りこの眼球を差し出してやろうじゃないか」

「……お前の眼球など、いるか」

　それじゃあ婿入りですか？　などという失言を発してしまうこともなく、俺はアイ＝ファとともに家を出た。

　そういえば、アイ＝ファはこの朝を最後にルウの集落を出て、明日の朝までを自分の家で過ごすつもりであったのである。「ファの人間である私に、ルティムの宴に参加する資格はないからな」とか何とか言って。

　なので、「そんな馬鹿な話があるか！」と、俺はアイ＝ファを調理助手に任命し、この場に居残ってもらう算段を立てることになったのだった。

　ジバ婆ばあさんやリミ＝ルウも参加する宴が繰り広げられているさなか、アイ＝ファだけが一人でぽつんと手製のギバ鍋なべをすすっているなんて、想像するだけでやりきれないではないか。

　ガズラン＝ルティムにその段を伝えると、彼は「アスタの望むままに」と快諾してくれた。というか、最初からその予定ではなかったのか？　と、ちょっとけげんそうにしていたようにすら見受けられた。やはり、血族ならぬ人間に婚儀のかまどを任せてしまおうなどと目論む革新派のガズラン＝ルティムよりも、アイ＝ファのほうが少なからず頑固で融ゆう通ずうがきかない性質であった、ということなのだろう。

　最初は渋っていたアイ＝ファだが、俺が熱心に「ファの家のかまど番としての仕事は、今日もやりとげさせてくれ」と頼たのみこむと、最後には了りよう承しようしてくれた。

　そういったわけで、俺たちは今こうして肩を並べてルウの家に向かう姿を体現することがかなったのである。




　すっかり宴の支度が整えられた大広場の様子を眺ながめながら、俺たちはのんびりと歩みを進めていく。

　広場には、合計十個ものかまどが築かれていた。

　白い石を組み上げただけの、簡易型のかまどである。

　この作りではあちこちから熱が逃げてしまうので、俺が習得した火力の使い分けも満足に行うことはできない。ということで、料理はすべて事前に各家のかまどの間で作製し、これらのかまどは保温のためにのみ使わせていただくことになった。

　さらにルウ本家の前には新郎と新婦が座する巨きよ大だいなやぐらが、広場の中央には儀式の火を焚くための丸太がそれぞれ組み上げられている。それらはいずれも、ルウ家の女衆らがこの数日間で完成させたものだった。

　学校のグラウンドの半分ぐらいの広さを有する空間であるが、ここに百余名もの人間がおしかけたら、さぞかし賑やかなことになるのだろう。

　想像しただけで、ワクワクしてしまう。

　そして、気持ちがいっそう引き締まる。

　それだけの数の人間が、俺の料理を口にするのだ。

　誇らしく――そして、おっかない。

　一瞬だけ変な感じに心拍数が上がりかけたが、隣となりを歩くアイ＝ファの横顔を眺めると、すうっと気持ちが落ち着いた。

　アイ＝ファの表情はいつも通りで変わりない。

「うーん……ちょっと気色の悪いことを言ってもいいかな？」

「断固として断る」

「こうやってアイ＝ファと朝からずっと一いつ緒しよにいられるっていうのは、やっぱり気分がすっげー落ち着くな」

「……だから水場までもついていきたい、ということか？」

「違うだろ！　いい加減にその発想から離れてくれ！」

　アイ＝ファはアイ＝ファらしくもない仕草で肩をすくめた。

「それはこの五日間のほうが特別であったのだ。どうせ明日からは、また元通りの生活であろうが」

「ああ。それはそれで、すっげー嬉しいな」

　俺をにらむアイ＝ファの顔に、ほんの少しだけ血の気がのぼってくる。

　実はこちらもかなり気き恥はずかしかったのだが、まあ何となく勝った気分だ。

「しかし、明日にはあのカミュア＝ヨシュという男がファの家を訪ねてくるのであろうが？」

「ああ、そういえばそうだったな。……しかし、たった一人で森辺に乗り込んでくるなんて、あのおっさんはいったいどういう神経をしてるんだろうな。一歩間違えたらダルム＝ルウに斬り殺されてたとこなんだぜ、ほんとに」

「…………」

「ん？」

「ダルム＝ルウでは、あの男は討てまい」

　何だか朝から物ぶつ騒そうな方向に話がいきついてしまった。

　そんなこんなで、高さ二メートルはあろうかという巨大なやぐらを迂回しつつ、ルウの本家に到着すると、手て斧おのを携たずさえたティト・ミン婆さんがちょうど玄関から出てくるところだった。

「あら、ずいぶん早いね、アイ＝ファにアスタ。娘むすめたちは、みんな水場だよ。よかったらアイ＝ファも行っておいで」

　アイ＝ファの視線がぐいぐいと頬に突き刺さってくる。

　絶対の絶対に近づきません！　と主張したいところだったが、ティト・ミン婆さんがいたのでそれも無理な話だった。

「アスタはかまどの間だね？　あたしも裏に行くところだったから案内するよ」

「ありがとうございます。朝から薪割りですか。……すみませんね、俺がばんばか燃やすもんだから」

「本当にねえ。こんなすごい勢いで薪が減っていくのは初めてのことだよ。割っても割っても追いつきゃしない」

「本当に恐縮です」

「冗じよう談だんだよ。すべては美味おいしい料理のために、ね」

　にっこり、というか、ふんわり、というか、とにかくそんな笑い方だった。

　俺の親おや父じは実家との折り合いが悪く、母親は早くから両親を亡なくしていたので、俺には祖母や祖父というものの記き憶おくがない。

　いつも明るくにこやかだが、非常に沈着で静かな威い厳げんも持ち合わせているティト・ミン婆さんは、本当に素敵なお婆さんだと思う。

　ジバ婆さんの息子むすことこのティト・ミン婆さんの間にドンダ＝ルウが生まれ、そのドンダ＝ルウとミーア・レイ母さんの間に七人の子が生まれ、その長ちよう兄けいジザ＝ルウとサティ・レイ＝ルウの間にコタ＝ルウが生まれ――そうして脈々とルウの血は続いていくのだ。

（残り六人の婚儀があったら、今日みたいにお祝いのかまどを預かってみたいもんだ）

　まあ、あのドンダ＝ルウが家長であり、あのジザ＝ルウが跡あと継つぎである限り、そんな夢想が叶うこともないのだろうが。そんな夢想を抱くぐらいには、俺はこの五日間でルウ家の人たちに強い情愛を覚えてしまっていた。

「では、水場をお借りする」と、最後に俺をひとにらみしてから、アイ＝ファは緑の深い小路の向こうへと歩き去っていった。

　前振りでもフラグでも何でもなく、女衆が戻もどってくるまで水場には絶対に近づきません、と俺は心の中で誓ちかっておくことにする。

　そんな俺の想念には気づかぬまま、ティト・ミン婆さんは「どうぞ。自由に使っておくれ」と、かまどの間、食しよく糧りよう庫こ、解体室の扉をちょっとずつ開いていってくれた。

　ちょいと面めん倒どうな習慣だが、朝一番はこうして家の人間に扉を開けてもらわねばならないのだ。外鍵の存在しない森辺の集落ゆえの習わしなのだろう。

　さて――

　宴の開始は、夕暮れ時である。

　なので、それまでにすべての調理を終えなければならないのだが、この時間からやっておくべき作業といったら一つしかない。この日のために完成させた新メニュー、『ギバ肉とタラパのシチュー』の下準備である。

　ポイタンを液状のまま美味おいしくいただくためにはどうするか？

　俺の出した答えが、これである。

　最終的に俺のパートナーとなってくれたのは、ヤマイモみたいな「ギーゴ」ではなく、トマトみたいな「タラパ」であったのだ。

　こいつは他ほかの料理と比べてずいぶん調理に時間がかかるので、早く始めるに越したことはない。完成させてしまえば、後は本番で温めなおすだけであるし、前倒しで始めるにも一番相応ふさわしい献こん立だてであろう。

　まずは食糧庫から、昨日の内に取り分けておいたアリアの袋ふくろを運うん搬ぱんし、それをすべてみじん切りにする。

　もちろん香味野菜として使用するわけだが、この段階から数量が尋じん常じようではない。何せ相手は百名様でいらっしゃるので、その数五十個である。

　木皿に一杯でもいいから、会場にいる全員に食べてほしい。そう思ったら、このメニューは鉄てつ鍋なべにたっぷり四杯分も作らなくてはならないということが判明したのだ。

　そんなわけで、タマネギがごときアリアをひたすら刻む。刻んで刻んで刻みまくる。こいつが本物のタマネギだったら、すでに落涙の嵐であろう。しかしアリアはそんなに目にしみないので、ひたすら刻む。

　十数分後、すべてを刻み終えたところで、気がついた。

　鉄鍋が、ない！

　そうか。女衆が水浴びがてら、昨日の晩ばん餐さんの片付けをしているのである。

　そうかそうかそうだった、とここで俺が水場に向かっていたら、さぞかし正気を疑われていたに違いない。しかし、濡れ髪のレイナ＝ルウが大あわてで洗いたての鉄鍋を持ってきてくれたので、そんな悲劇は起きなかった。

「す、すみません！　アスタがもう料理を始めていると聞いて、急いで一つだけ洗ってきました！」
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「ありがとう。助かるよ、レイナ＝ルウ」

　まだ行水の最中であったのか、いつもはおさげにしている長い黒髪をそのまま垂らしたレイナ＝ルウが、ちょっと別人みたいに見えてびっくりしてしまった。

　それに、お母さんたちのように大きな一枚布で身体を隠しているのが新鮮だ。

「あ、す、すみません！　こんなはしたない格好で……」

　と、顔を赤らめるレイナ＝ルウであるが、露出加減はむしろ軽減されている。

「あの……洗い終わったら、残りの分もすぐに持ってきますので……」

「大だい丈じよう夫ぶ。水場には絶対近づかないよ」

　レイナ＝ルウは、ほーっと安堵の息をつき、「では失礼します」と駆かけていく。

　そこまで心配だったのか、と少々傷つきつつ、かまどに火を入れ、鉄鍋を温め、ギバの脂あぶらを落とし、アリアのみじん切りを投入する。

　さすがに五十個分は多いので、五回に分けて炒いためることにした。

　飴あめ色いろになるまで入念に火を通し、最後は香かおりづけに果実酒も投入し、アルコールが飛んだ頃ころ合あいで木皿にすくいあげる。

　それを五回繰り返したら、お次は肉だ。

　モモと肩かたを十五キロずつで、合計三十キロ。これまた、たいそうな量である。こいつを全部、一口大に切っていく。

　そいつを切り終わったところで、新たなる鉄鍋がよちよちと歩いてきた。

　リミ＝ルウである。

「お待たせー！　あとの二つはみんなが持ってくるから！」

「うん。ありがとう」

　こちらはきちんと行水を済ませてきたらしい。赤茶けた髪はしんなりしてしまっているが、いつも通りのご正装である。

「もう、しちゅーの準備をしてるの？　リミも手伝うね！」

「あ。ほんと？　それならタラパを持ってきてくれるかな。昨日、新しいのを八個買ってきてもらったはずだから」

「タラパね、りょうかーい！　……えへへ」

「ん？　何かな？」

「ううん。アスタがちゃんとした人でよかったなーと思って」

　などと言い残して、てけてけと食糧庫に走っていくリミ＝ルウである。

　うーん？

　それは、こんな朝から前倒しで仕事をしていることについてであろうか？

　そうだといいなと思いながら、俺はギバ肉の焼き作業に取りかかった。

　焼き色がつけば、それで十分だ。鉄鍋の大きさを活かして次々と焼いていき、仕上がったらそれも木皿に確保する。

　口で言うのは簡単であるが、何せ分量は三十キロである。かまどの間は、あっという間に肉と脂のもたらす力強い芳香で満たされてしまった。

　ともあれ、お次は香味ではなく具のためのアリアだ。こちらも数は五十個で、ひたすらくし切りにしていく。

　その間に、リミ＝ルウの働きによって隣の台は八つのタラパで埋うめつくされていた。

　カボチャサイズのトマトのごとき野菜である。

　形状もごつごつしており、カボチャに酷似している。

　が、色合いや味わいはトマトに酷似している。

　いったんは戦力外通告を受け渡したこの野菜に、最終的には味のベースを担わせることになったのだ。

「アリア、すごいね！　リミも切ろっか？」

「あ、その前にティノとチャッチを持ってきてほしいかな。袋に入ってるやつを全部」

「わかったー！」

　朝から元気で素す直なおで愛くるしさいっぱいのリミ＝ルウである。こんな子が娘や妹だったら、そりゃあ目に入れても痛くはないのだろう。

　そんなことを考えていたら、残りの姉妹たちとアイ＝ファが鉄鍋や食器を抱かかえて戻ってきた。

　何とか目玉はえぐられずに済んだようだ。

「ほら、持ってきたよ！　……ったく、あんたが料理を始めてるって聞いたときはドキドキしちゃったよ」と、ララ＝ルウが俺の耳もとで囁いた。

　やっぱりそれでレイナ＝ルウを派遣したのだな、と俺は曖昧に微笑み返す。

「……今日は来てくれなかったのねぇ……？」と、ヴィナ姐さんも俺の耳もとで囁いた。

　本当に行ったら真っ赤になるくせに何を言ってるのだろうかね、この姐さんは。

「あたしらはミーア・レイ母さんたちの仕事を交代しなくちゃいけないからさ。それが終わったら、手伝いにきてあげるよ」

「ありがとう、ララ＝ルウ」

「……これからミーア・レイ母さんたちの行水だから。あんた、わかってるんだろうね？」

　わかっておりますよ、心の底から。

　というか、本当に俺のことを何だと思っているのだろう。

　そこに、「うひー、重いよぉ」と、リミ＝ルウが帰ってきた。

　ちょっと大きめのレタスぐらいの質量であるティノが六個ほど詰つまった袋であるのだが、鉄鍋すら運べるリミ＝ルウにとってそんな負担になる重量であるはずがない。袋がパンパンでやたらかさばるので、リミ＝ルウのちっちゃな身体では持ちづらいのだろう。

　愛くるしいこと、この上ない。

「アスタ、お待たせー！　あとはチャッチだよね？」

「私が持ってこよう。リミ＝ルウは切るのを手伝ったらどうだ？」

「うん！」

　アイ＝ファはすみやかに食糧庫に向かい、リミ＝ルウは壁に掛かっていた野菜用の調理刀を取り上げる。

　このように、本当に勤勉な森辺の民たみなのである。

　一度手順を把握すると、びっくりするぐらいスムーズに作業が進んでいく。

「それじゃあ、リミ＝ルウにはティノをおまかせしようかな。大きさはわかるよね？」

「うん、ひとくちさいずね！　さいずの意味がわかんないんだけど！」

　リミ＝ルウは喜々として調理刀を振るう。

　年長組三名は食器を片付けると扉の外に消え、それと入れかわりにアイ＝ファがチャッチの袋を担かついで帰ってきた。

「チャッチとはこれだな？　私は何をすればいいのだ？」

「あ、それじゃあそいつの皮を剥いておいてくれ。手で簡単に剥けるから」

　チャッチとは、黄色い皮をしたミカンのような果実である。

　しかし、皮を剥くと中からはぬるんとした白い球体が飛び出してくる。

　なので、アイ＝ファが何気なく力をこめると、やっぱり白い中身がぬるんと飛び出してきた。

「わ」と驚おどろきの声をあげた後、アイ＝ファが俺の足を蹴けってくる。

「何で俺を蹴るんだよ！」

「……やかましい」

「あはは」とリミ＝ルウが笑う。

　気づけば、俺とアイ＝ファとリミ＝ルウのトリオである。

　とても心がなごむので、理不尽に足を蹴られたことは不問に付してやろう。

「剥き終わったら、ぬめりが取れるまで水で洗ってくれ」

　チャッチは、食糧庫から発見した新メンバーだ。

　外見はどう見ても柑かん橘きつ類るいだが、中身はジャガイモに酷似している。ジャガイモそっくりのポイタンをさしおいて、味も食感もそっくりなのである。

　アイ＝ファが洗ってくれたそのチャッチを、まずは真っ二つにして、一辺三センチの目安で一口サイズに切っていく。

　これでようやく、下準備が完了だ。

　香味用の炒めたみじん切りのアリアが、五十個分。

　くし切りにしたアリアが、同じく五十個分。

　一口サイズに切ったチャッチが、三十個分。

　同じく一口サイズのティノが、六個分。

　表面を焼いたギバ肉のモモと肩が、合計三十キロ。

　そして、巨大トマトことタラパが、八個。

　憎きポイタンに手をつけるまでに、まずはこやつらを調理しなくてはならないのである。

　逆に言えば、これだけの食材を持ち出さなければポイタンを攻こう略りやくすることはできなかった、ということだ。

（今の俺には、これが精一杯だからな）

　水に溶といた小麦粉のようにどろどろとしていて飲みにくい、ポイタン汁じる。

　どうしてポイタンはこんなにも厄やつ介かいなのか？

　俺はその答えを、調味料の少なさからくる味付けの薄さにある、と仮定してみたのだった。

　この森辺では、岩塩とピコの葉、あとはせいぜい果実酒ぐらいしか調味料になるものがない。ゆえに、味付けはどうしても薄味になってしまう。肉や野菜から良質の出汁だしはとれるが、それだけではなかなかポイタンの独特な飲み口を中和することは難しかったのだ。

　そこで俺は、シチューの存在に思い至った。

　シチューとは、小麦粉からもたらされるとろみを利用した料理である。

　しかしもちろん、森辺で手に入る食材からビーフシチューやクリームシチューを作り出すことは困難に過ぎる。

　そこで――タラパという野菜の強い味に着目したわけだ。

　タラパは俺の知るトマトよりもさらに酸味が強かったが、香味野菜としてのアリア、ワインに似た果実酒、黒胡椒に似たピコの葉を使えば、イタリア風のトマトソースめいた味は作りだすことができる。これを味のベースとして、俺は独自のシチューを作製することに決めた。

　言ってみれば、これは《つるみ屋》でも人気メニューであった「ビーフシチュー」と「トマト煮込みのハンバーグ」のレシピを複合したオリジナル料理なのだった。

「よし。二人とも、残りのかまどにも火を入れておいてくれ。やりすぎないていどの強火でな」

　言いながら、俺はすでに温まっている鉄鍋に、具材を四分の一ずつの見当でぶちこんでいく。

　タマネギ代わりのアリア。キャベツ代わりのティノ。ジャガイモ代わりのチャッチ。以上の三種だ。

　アリアがしんなりしてきたらギバ肉を投入し、さらに果実酒も一本まるごと投入すると、甘あまい香りがかまどの間を満たした。

　ぐつぐつと一回沸騰させたら、灰汁あくを取り、柄ひ杓しやくでたっぷりと水を注ぐ。

　目安は、鉄鍋の八分目ぐらいである。

　水を入れたら、かまどの火を弱火に調節する。

　こいつが半分の量に煮詰まるまで、二時間ばかりも煮込まなくてはならないのだ。

　ブイヨンなども存在しないので、具材からしっかりと出汁をとる心づもりであった。

　同じ手順で三つの鍋を制覇していき、最後の一つで、手が止まる。

「あ、リミ＝ルウ、この果実酒は別の料理で使うんだよ。悪いけど、他の果実酒と交こう換かんしてきてくれるかな？」

「うん？　あれ？　そういえば瓶びんの形がちょっと違ちがうね」

　それは去りし日にカミュア＝ヨシュから頂ちよう戴だいした果実酒だった。

　何か使い道はないかと思って三日ほど前にアイ＝ファに家から持ってきてもらったのだが、こいつの出番は、まだまだ後だ。

　そうしてリミ＝ルウが新たに持ってきてくれた果実酒を投入し、最後の鍋も仕上げると、ようやく一段落だった。

　それぞれ汗をぬぐいながら、俺たちは戸口のそばまで行って少し涼むことにした。

　灰汁を取り、薪まきも定期的に補充しなくてはならないので、あまり離はなれることはできない。

「すごいねー。これでポイタンとタラパまで使うんだもんね。リミ、こんなに色んな野菜をいっぺんに使うギバ鍋は見たことなかったよ！」

「そうらしいね。まあ、今日はお祝いだから特別さ」

　さまざまな食材をごった煮にした、生命の象しよう徴ちようとも言うべき、ギバ肉と野菜の鍋。

　その中でも、アリアとポイタンは健やかに生きるために必須の食べ物とされていた。

　それはきっと、価格の安さから根付いた習慣であるに過ぎないのだろうが――八十年も続いてきた習慣を、無理にねじ曲げる必要はない。食べにくい食材なら、食べやすいように調理すればいいのだ。

　それで俺は、ポイタンを煮るのではなく煮に詰つめた末に焼く、という食べ方を考案したのだが。もしかしたら、ポイタンといえば煮に汁じるという形でしか食したことのない人々には、固形のポイタンが異形の存在に見えてしまうかもしれない。

　そんな人々のために頭をひねり――そして、ジバ婆さんやドンダ＝ルウの「すべてを煮込む生命の象徴」という言葉から天啓を受け、いきついたのが、この『ギバ肉とタラパのシチュー』なのだった。

　現在は、ビーフシチューの要領で肉と野菜を煮込んでいる。

　この後は、タラパを煮込んで味のベースとなるタラパソースを作りあげる。

　そこにポイタンを投入して、シチューとしての体裁を整えるのである。

　本来であれば、小麦粉をバターで炒めてブラウンルーを作製したいところであったが、そちらは上う手まくいかなかった。そもそもバターに似た食材が存在しなかったし、粉状にしたポイタンをギバの脂で炒めたところで、ぶすぶすと焦げつくばかりでどうにもならなかったのだ。

　しかし、生のポイタンを投入するだけでも、とろみを生み出すことはできる。

　また、そのほうが「すべてを煮込む生命の象徴」というコンセプトとも合致する。

　それでもあまりに安易なやり方かなと思わなくもなかったが、結果としては上手くいった。ポイタンの量さえ間違えなければ、実にシチューらしい質感を得ることがかなったのだ。

　五日間という限られた時間の中で、俺が力を振ふり絞しぼった結果が、これだ。

　これは、いわゆる前菜である。

　この後に続くハンバーグやスペアリブや焼きポイタンといった異形の料理を食する前に、まずはこいつで一人でも多くの人たちの心を解きほぐしたい、そう思っての献こん立だてであった。

　結果は、神のみぞ知るである。

「まあ、高価な野菜を使いまくって贅ぜい沢たくな料理を作りあげるなんて、俺にとっても普ふ段だんのやり方ではないんだけどさ。めでたい席ってことで、よしとしたんだよ」

「いいと思うよ！　すっごく美味おいしかったもん！　……もしかしたら、リミはアスタが教えてくれた料理の中でも、このしちゅーが一番好きかもしれないなあ」

「そうか。だったら、姉さんたちがお嫁よめに行くときにでも作ってあげなよ」

「えっ！　アスタは作ってくれないの!?」

「ガーン」という書き文字が見えてきそうなほどに衝しよう撃げきを受けるリミ＝ルウであった。

「いや、だってほら、ルウの家は俺に婚儀のかまど番なんてまかせられないだろう？　ドンダ父さんの気き性しようを考えてみなよ」

「えー！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　だって……」と、そこでリミ＝ルウは、この無む邪じや気きな少女には珍めずらしく悪戯いたずら小こ僧ぞうのような顔つきをした。

「……一昨日のしちゅーを食べたときのドンダ父さんの顔、見てなかった？　んぐって言ってたじゃん。んぐって」

「言ってたな。俺は鍋をひっくり返されるかと思ったよ」

「違うよ！　あれはね、美味しすぎてびっくりした音！　思わず『美味うまい！』って言いそうになったんだよ、きっと！」

「そうかなー。想像つかないなー」

「絶対そうだってば！　リミにはわかるもん！　……だから、リミがお嫁に行く時は絶対に作ってね？」

　俺は思わず、言葉に詰まってしまった。

　こっそり横目でうかがうと――アイ＝ファは静かに、ちろちろと燃えるかまどのほうを見つめている。

　期待に顔を輝かせて見上げてくるリミ＝ルウの小さな頭に手を載せて、俺は言った。

「そうだな。……そのときは、絶対に俺が作ってあげたいよ」

　その日まで、俺がこの世界にいられるのならば。




２




　ときどき薪を足しながら、三人でぽつぽつ語り合っていると、やがてララ＝ルウとレイナ＝ルウが戻ってきてくれた。

「おーい、鉄鍋が届いたよー」

　二人の手には、その言葉通りのものが一つずつ掲げられていた。

　ルウの分家から借り受けたものである。

　七戸の家で一番かまどの間が大きいのはやはりこの本家であったので、ここを本拠地と定めることになった。が、肝心の鉄鍋は四個しかなく、それらは早々にシチューの作製で使われてしまうため、分家の鉄鍋と人手をあるていどこの本家に集結させることに決めた、というわけだ。

　今までは交代制で手伝ってくれていた分家の女衆も、本日だけは総出で手伝ってもらう手はずになっている。というか、現時点ですでにポイタンを煮詰める作業や野菜を切り分ける作業が分家でも開始されているはずだ。

　どの家ではどの料理を調理するか。そのためにはどこの家にいくつの鍋と何人の人手を集めるべきか。完成予定時刻から逆算してこのシフトを組む作業が、俺には一番しんどかった。

「この鍋はどうするんだっけ？　しちゅー用のタラパだっけ？」

「そうだね。せっかく人手があるんだから、そいつもやっつけちゃおうか。これが終われば、中天まではだいぶ楽になるよ」

　煮込みの番はアイ＝ファとリミ＝ルウにまかせて、俺はララ＝ルウたちと屋外のかまどでトマトソースならぬタラパソースを仕上げることにした。

　こちらも量はすさまじいが、調理方法はシンプルである。

　一番最初に炒めておいたアリアのみじん切りと、ざく切りにしたタラパを果実酒と一緒に煮詰めて、最後に塩とピコの葉で味を整えるだけだ。

　欲を言えばニンニクやバジルが欲ほしいところだが、ソースとしては及第点であろう。シチューに仕上げるのは相当な手間だが、このまま肉にかけたり野菜と煮込んだり、よかったら応用してほしいものだと思う。

「不思議だよねー。あんなに酸すっぱいタラパがこれだけですっごく食べやすくなっちゃうんだもん」

　ぐつぐつと煮立つ真っ赤なタラパが焦げつかないように攪かく拌はん棒ぼうを回しながら、ララ＝ルウがつぶやく。

「アリアと果実酒の甘みのおかげだね。もっと早く思いつくべきだったよ」

　この五日間で、ララ＝ルウからの風あたりはずいぶん柔らかくなっていた。

　口が悪いのはもう性格なのだろうが、頭に血をのぼらせなければ、けっこう素直で可愛かわいらしい女の子なのである。

「あ、そういえばララ＝ルウはタラパが嫌きらいだったんだっけ？」

「うん。でも大好きになった」

　この調子だ。

　この娘さんにはかなりの勢いで嫌われているのだろうなあとか思っていた俺は、こんな何気ない会話だけで気持ちが温かくなってしまう。

　と――そこで不穏な目線を頬ほおのあたりに感じて、俺はそちらを振り返った。

　何だかやたらと寂しそうな表情を浮うかべていたレイナ＝ルウが、ふっと目をそらす。

　……何だろうか。こういう場面で冷たい視線を向けてくるのはアイ＝ファの専売特許であるはずなのだが。

　そんな風に思い悩んでいたら、ルド＝ルウがあくびをしながら姿を現した。

「何だ、もう始めてんのかよ？　暑苦しいなあ。――おい、アスタ、水浴びにでも行こうぜ。女衆は全員、終わったんだろ？」

「いや、俺は後でいいよ。こいつを完成させたら一段落できるから」

「かまど二つに人間が三人ひっついててもしかたねーだろ？　それともお前ら、いまだにアスタがいねーと何にもできねーのか？　男衆はもうみんなギバをさばけるようになってんだぞ？」

「うっさいなあ！　水浴びでも何でもしてくりゃいいでしょ？　アスタなんか、いらないよ！」

　この状じよう況きようで、どうして俺おれが傷つかなくてはならないのだろう。

「どうぞ。鍋はわたしたちが見ているので、行ってきてください」とレイナ＝ルウがまだちょっと目もとに寂しげな陰かげを漂わせながら、微ほほ笑えみかけてくれる。

「わかった。それじゃあ、おつきあいいたしますよ。……お母様がたは本当に水浴びをお済ましになられているのでしょうね？」

「未み婚こんじゃねーと、婿入りはできねーぞ？」

「いや、だから……」

「親父やジザ兄にぶっ殺されるだけだ」

「だから！　確かく認にんしてるんでしょうが！」

「あ、あの、サティ・レイたちはもう水浴びを済ませて戻ってきたので、わたしたちがこちらに来ることもできたのですけれども……」

　と、少し顔を赤くしたレイナ＝ルウがもじもじと言う。

　駄だ目めだ。このメンバーだと、たぶん彼かの女じよが一番の貧乏くじを引くことになってしまう。とっとと水場に向かうことにしよう。

　屋内のアイ＝ファたちにも一声かけてから、ルド＝ルウとともに建物を離れる。

「だけど、水浴びのお誘いなんて珍しいね、ルド＝ルウ？」

「んー。ちょっと聞きたいこともあったからさ」

　と、両足を投げ出すような歩き方で歩きながら、その色の淡あわい瞳ひとみを俺のほうに向けてくる。

「あのこと、もう聞いたか？」

「あのことって？」

「『贄にえ狩がり』」

「あ」

　しまった。

　まったく失念してしまっていた。

　なんと迂う闊かつな俺なのだろう！

　それはもちろん多忙すぎる毎日ではあったが、そんなことが言い訳になるはずもない。

　アイ＝ファはたった一人で狩りをしているはずなのに、やたらとギバの収穫量が多い。ルド＝ルウにそれは『贄狩り』をしているのではないかと示唆されて――なおかつ、『贄狩り』の内容を知りたければアイ＝ファ自身に聞いてみろ、と言われていたのだ、俺は。

　どうしてこんなに大事そうなことを忘れてしまっていたのか。自分の迂闊さに叫さけびだしたくなる。

　が、実際にはまだそれがどれほど重要な事こと柄がらであるのか、俺は知らない。ただ『贄狩り』という不ふ吉きつな響ひびきと、その言葉を発したときのルド＝ルウの深刻そうな表情に不安感を煽あおられただけなのだ。

　こうなったらもう、不安感を煽りたててくれた張本人に問いただすしかあるまい。

「ごめん。すっかり忘れてたよ。……ねえ、その『贄狩り』ってのは何なのさ？」

「聞いてないならいいよ。聞きたいなら家長に聞きな」

「いや、でも、それって他の人に聞かれてもいいことなの？　今日は一日、俺のそばには誰だれかしらがいるような状況なんだけど」

「女衆なら、いいんじゃね？　どうせ聞いたって意味はわかんねーだろうし。……ただし、親父の耳には入れないほうがいいかもな」

「それじゃあ聞けないよ。リミ＝ルウに口止めとかしたくないし」

　また、横目で見られる。

　非常に面倒くさそうな顔つきである。

「しかたねーなー。……『贄狩り』ってのは、ギバ寄せの実を使った、古い狩りのやり方なんだよ。その実を砕くとギバの大好きな匂においが広がって、ギバが寄ってくる。ただそれだけのこった」

「ふうん？　そのわりには、ずいぶん仰々しい名前じゃないか？」

「……その匂いを嗅ぐと、ギバは無む茶ちや苦く茶ちや凶暴にもなるらしい。普ふ通つうあいつらは遠くから人ひと影かげを見ると逃げるけど、その匂いのついた人間だったら、喜び勇んで突っ込んでくるらしいぜ？」

「な……」

「自分の生命を生贄にしかねない狩り方だから、『贄狩り』。そんな狩り方してたら生命がいくつあっても足んねーから、今じゃあたぶん誰もやってない」

「…………」

「だからきっと、アイ＝ファのやつもやってねーんだろ。そのわりにはすげー数のギバを狩かってるけど。どうやったら一人でそこまでの収穫をあげられるのか、ちょいと聞いてみたいもんだぜ」

「……その、ギバ寄せの実っていうのは……」

「ん？」

「甘い、花みたいな香りがするのかな？」

　ルド＝ルウが、目だけではなく顔ごとこちらを見た。

　その目が、いぶかしそうに細められている。

「知らねーよ。俺はギバ寄せの実なんて見たこともねーもん」

「そうか……」

　アイ＝ファからしか感じ取ったことのない、甘い花のような匂い。

　あれがもし、そのギバ寄せの実の匂いなのだとしたら……

「ま、親父は生命を粗そ末まつにするやつが大ッ嫌いだから、ギバ寄せの実を使う狩人かりうどなんかいたら、たぶんいい顔をしないと思う」

「……うん」

「だけど俺は、尊敬するね。そうまでしてギバを狩ろうとするやつがいたら、すげーと思う。大おお馬ば鹿かだとも思うけど、格かつ好こいいとも思う。尊敬する」

「…………」

「なあ、アスタ」と、いきなり胸むなぐらを引っつかまれた。

　少し線の細い少年の顔が、目の前に近づいてくる。

「だからあんたも、尊敬しろ。そういう狩人がいたら、心配するんじゃなく、尊敬しろ」

「…………わかった」

　ルド＝ルウはあっさりと手を放し、またぶらぶらと歩き始める。

　俺は溜ため息いきをおし殺し、巻いたタオルごと頭をかきむしった。

　その頃ころになって、ようやくルウ家の水場のしるしである戸板が見えてくる。

「あー、今日も暑くなりそうだなー」とか何とか言いながら、ルド＝ルウは戸板の向こうに踏ふみこんだ。

　俺はかまどの間で待つアイ＝ファのことを思いながら、ルド＝ルウに続いて足を進め――

　そして、ぎゃーっと叫びそうになった。

「あれ？　いたのかよ、ジザ兄、ダルム兄？」

　いたのだ、ジザ兄とダルム兄が。

　ある意味ではドンダ＝ルウよりも取り扱いの難しい、ルウ本家の長兄と次兄が。

　ルド＝ルウはかまわずにぽいぽいと着ていたものを脱ぎだして、最後に首くび飾かざりだけを大切そうにじゃらりと置いた。

　そこは、せいぜい膝ひざぐらいまでの水深の、小川だった。

　あたりは、岩場だ。背面はけっこう高い断だん崖がいの壁で、その天辺には森の影かげが見える。

　そこに、二人の狩人が座すわりこみ、手の平や小さな布で褐かつ色しよくの裸身を拭ぬぐっている最中であらせられた。

「お、冷てーっ！」と、そこに飛び込んだルド＝ルウがはしゃいだ声をあげる。

　はしゃげない。

　はしゃげないぞ、俺は。

　ジザ＝ルウは、ちらりと俺のほうを見てから、また黙もく然ぜんと身体を拭い始めた。

　ダルム＝ルウは、一いつ瞬しゆんぎらりと両目を燃やしてから、やはり黙然と身体を拭い始める。

　はしゃげるか、この状況で。

　しかしこのまま逃げ帰るわけにもいかないので、俺も着ているものに手をかけるしかなかった。

　ベストを脱ぎ、Ｔシャツも脱ぎ、すべてを脱ぎ去って、最後に首飾りを置く。

　そうして、お二方の背面の下流に、そっと腰こしを落とした。

「なーにおっかねー面してんだよ、ダルム兄！　今日はめでたい宴うたげだぜー？」

　と、ルド＝ルウが水中にあった右足を振り上げた。

　それで跳ねあがった大量の水しぶきが、ざばーっとダルム＝ルウの頭に降りそそぐ。

　あわわわわ、と俺は卒倒しそうになった。

　ダルム＝ルウは一瞬だけ機能停止したのち、また何事もなかったかのように身体を洗い始める。俺の位置からは表情がうかがえないのが、また恐おそろしい。

　それにしても――まったく何という身体をしているのだろう、森辺の男衆というやつは。

　俺だってこのひと月ばかりはかなり身体を酷使していたので、脂肪が落ちたぶん筋肉がつき、引ひき締しまったのに体重は増量という、人生で最高潮のマッスルボディへと変へん貌ぼうを遂げたつもりであったのに、彼かれらと比べてしまったらひょろひょろの痩せ犬みたいだ。

　まず、骨格からして違うのだろう。肩かた幅はばは広いし胸は厚いし、手足も首もすらりと長い。

　で、無茶苦茶に引き締まっているのに、背筋なんかは物凄すごい。

　均整がとれているから、服を着ているとスマートに見えるぐらいなのだが、必要な筋肉だけがしっかりとついて、無む駄だ肉にくなんかはひとかけらもない。アイ＝ファから感じるのと同じ、機能美にあふれる流線の集合体なのだ。

　よく見ると、手首が太くて、手がでかい。指が長いというだけでなく、手の平自体が大きくて、分厚い。握手なんかしたら俺の手なんて簡単に握にぎり潰つぶされてしまいそうだ。

　そして――アイ＝ファと同様に、褐色の肌はだには無数の白い傷痕が光っている。

　ギバに刺されれば生命に関かかわるだろうから、それは密林や岩場を移動する中で自然に負った傷が大半なのだろう。

　これが、森辺の狩人なのだ。

「何をぼーっとしてんだよ？　今日は一世一代の大仕事なんだろ？」

　という言葉とともに、ものすごい水しぶきが降りそそいできた。

　ルド＝ルウが、俺の目の前にダイブしてきたのだ。

「しっかり身を清めとけよ！　ただでさえめでたいルティムの宴なんだからな！」

「わ、わかってるよ。……君は朝から元気だねえ、ルド＝ルウ」

「んー？　んふふふふ。そりゃーそーだろ！　こんだけ毎日美味い飯を食わされてりゃ元気にもなるよ！　今なら片手でギバを持ち上げられる気がすんなあ！」

　と、本当に楽しそうに笑うルド＝ルウである。

　こういう表情をすると、女の子みたいに可愛らしくなる。

　その身体もやっぱり野生動物みたいに研とぎすまされてはいるが、少なくとも身長は俺よりも小さいし、兄上たちほど骨格もがっしりしていない。力比べなんかではかないもしないのだろうけども、何だかほっとしてしまう。

「もうルウの本家の女衆は大丈夫だよ。この五日間の晩餐では俺なんてほとんど手を出していないし、ハンバーグの作り方もずいぶんおさらいできたし、明日からもずっと美味しい料理を作り続けてくれるさ」

「…………」

「ん？　何かな？」

「アスタってさ、何かっつーとすぐ『俺がいなくても』とか言うよな。そういうの、すっげー腹が立つ」

「え？　いや、だけどまあ、俺はそうそうルウ家のかまど番を預かれる立場じゃないんだし。女衆だけで美味い料理が作れるのは喜ばしいことだろ？」

「そんなん、わかってんだよ！　そういう話じゃねーだろ!?」

　ばしゃん、ばしゃん、と水面をひっぱたく。

　何だか本当に子供みたいだ。

「アスタ」と、そのとき初めてジザ＝ルウが口を開いた。

「ちょうど良かった。今日の内に、貴方あなたには話しておきたいことがあったのだ」

「はい。何ですか？」

「……貴方は明日、あのカミュア＝ヨシュという石の都の男と、会うのか？」

　頑健なる肉体を半分だけこちらに向けて、ジザ＝ルウが糸のように細い目で俺を見る。

「はい。あちらが訪ねてくるなら、会うことになると思いますが」

「そうか。……別にこの森辺は、立ち入りの禁じられている地ではない。みだりに踏み込むべからずという約定はジェノスの領主と交わされているが、それはむしろ、都の住人を危険にさらさないための約定だった。だから、あの男が再びやってきても、俺たちにそれを邪じや魔まする権利は与えられていないのだ」

「……はい」

「しかし俺は、都の住人が森辺に干渉することを、よしとしていない。スン家の人間を見ていればわかる通り、都の文化は森辺に堕だ落らくしかもたらさないからだ」

「…………」

「アスタ。貴方から感じられるのは、都の人間の気配だ。貴方は石の都で暮らすべきだ――という俺の考えは、どこか間ま違ちがっているだろうか？」

　ジザ＝ルウがここまで正面きって俺の処遇について語ったのは、これが初めてのことだった。

　森辺の習わしに反するようなガズラン＝ルティムの行動を、このジザ＝ルウがどのように受け止めているのか。はっきり言って、ドンダ＝ルウ以上に、それを快くは思っていないのではないか――という考えぐらいは、もちろん俺だって持ち合わせていた。

「間違っているかは、わかりません。でも――俺は、宿場町よりもこの森辺の集落のほうが、好きです」

　だから俺は、そんな風に答えるしかなかった。

「そうか」とジザ＝ルウは立ち上がる。

「ガズラン＝ルティムは、俺にとっても大事な眷けん族ぞくだ。その婚こん儀ぎがつつがなく終わることを、俺は誰よりも強く願っている」

　そうしてジザ＝ルウは、戸板にかけてあった布で身体をぬぐい、服を着て、立ち去っていった。

「……アスタって、ああいうときのジザ兄とよくまともに口をきけるよな。俺には真ま似ねできねーや」

　と、ルド＝ルウがふてくされたような口調でそう言った。

「うん。俺にはまだあの人の怖さがよくわかってないのかもね。すごい迫力なんだけど、どう怖がればいいのかわからないっていうか」

「何だそりゃ？　俺は親おや父じよりジザ兄のほうがおっかねーぐらいだけどな。……なあ、ダルム兄、なんで兄貴たちはアスタのこと嫌ってんの？　美味い食事を作ってくれるし、ちょっとわけのわかんねーとこもあるけど、普通にいいやつじゃん？」

　その言葉はものすごく心にしみいるのだけれども、俺にはダルム＝ルウにそんな気安い態度が取れるルド＝ルウのほうがすごいと思える。まあ、兄弟ならばこれが当然なのかもしれないが。

　案の定、ダルム＝ルウは何も答えず、俺のほうを見もしないで、ジザ＝ルウと同じように立ち去っていってしまった。

「うーん。ほんとに嫌われてんだな、アスタは」

「うん。自覚はしているよ」

「つーか、ダルム兄の場合はアスタを怖こわがってるようにも見えっけどな」

「はあ？　それはないだろう！　あんなの、どうあがいたって勝てる相手じゃないよ！」

「男衆でアスタに負けるやつなんていねーよ。……それが腕うでずくの喧けん嘩かならな」

　そうしてルド＝ルウは、水の中であぐらをかき、俺に向きなおった。

「不思議だよな。アスタはそんなひょろひょろで弱っちそうなのに、誰のことも怖がらない。あの前祝いの夜のときなんて、うちの親父よりも強そうに見えたぐらいだったもんな」

「あはは。そいつは光栄だね」

「手」

「うん？」

「手ぇ見せて」

「手？」と俺は右手の平を差し出してみせる。

　その手に、ルド＝ルウの手の平がぺたりと重ねられた。

「ちっちぇー。女衆みたいだな」

　ガーン！　と、リミ＝ルウばりにオノマトペが飛び出した気がした。

　俺よりも小こ柄がらであるはずのルド＝ルウは、俺よりも一回りは大きな指先と手の平を有していたのである。

　もしかしたら、一年後ぐらいにはルド＝ルウに見下ろされることになってしまうのかもしれない。そんな風に考えたら、とっても悲しい気持ちになってしまった。

　それでも――この森辺で一年後が迎えられるのならば、それは本当に幸福なことなのだろうけども。
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　それからは何事もなく二時間ほどが経過して、四つの鍋なべも無事に煮えた。

　水分もばっちり半分ぐらいに飛んでいる。

　ここで、タラパソースを投入だ。

　果実酒でほんのり赤くなっていただけの鍋が、それで一気に真っ赤に染まる。

　アリアに緩和されたとはいえまだまだ酸味の強いタラパの芳香が、かまどの間にぶわっと広がった。

「よし。ポイタンも入れよう。絶対に数を間違えないようにね？」

　ポイタンは、一つの鍋に対して十個。それ以上入れてしまうと、粉っぽさが前に出て舌ざわりが悪くなってしまうのだ。

　ジャガイモのような形をしたポイタンに切れ目を入れて、一個ずつ投入していく。

　こんな弱火でも、ポイタンはすぐに煮崩れて溶けていってしまう。

　不思議な食材だ。

　小麦粉に似てはいるけれども、シシ肉に対するギバ肉、タマネギに対するアリア、トマトに対するタラパほどの相そう似じではない。

　つまり――この世界に来なければ味わえなかった食材だ。

　似たものがないからこそ、その調理方法では苦しめられ、苦しめられたからこそ、何だか愛着がわいてしまう。

　そんなことを考えているうちに、十個のポイタンは跡形もなく溶けさってしまっていた。

　トマト色であった色彩が、ピンクとオレンジの中間ぐらいの色彩に変化している。

　それを入念に攪かく拌はんしつつ、最後にまた岩塩とピコの葉で味を調整し――

　これでようやく、完成だ。

　二時間もかけて煮込んだので、チャッチは中までほくほくである。

　ティノやアリアも柔らかく、噛かむ必要すらないぐらいで、とろんと口の中で分解されていく。

　そして、ギバ肉だ。

　一口大の切り身でも、固さなんかはまったくない。

　肩肉は口の中でほろほろと崩れていき、モモ肉は心地のいい噛かみ応ごたえだけを残している。

　そんなさまざまな味わいが、ちょっと酸味の強いタラパに統合され、からみあい――えもいわれぬ旨うまみを広げてくれる。

　さすがに手間暇をかけただけあって、現時点では俺の中でもギバ料理の最高峰と言える出来栄えかもしれない。

　だけどこれは、家庭料理ではない。宴のための、贅ぜい沢たくな料理だ。

　宴があれば、こんな贅沢な料理を食べることもできる。

　婚儀の宴が、いっそう喜びにあふれたものになる。

　そして、贅を尽つくすために銅貨が必要になるのならば、いっそうの熱意をもって狩人の仕事に取り組めるのではないだろうか――というのが、俺の脳内コンセプトだった。

　ガズラン＝ルティムやその眷族たちに伝わればよいな、と思う。

「よし。もうちょっとだけ煮詰めたら、火を落とそう。各自、焦げつかないように攪拌をお願いします」

　四つのかまどに、俺、アイ＝ファ、レイナ＝ルウ、ララ＝ルウが立った。

　で、あぶれたリミ＝ルウがじっと俺を見上げている。

　無言だが、おっきなお目々がキラキラと輝いている。

「……味見」「するっ！」

　言葉の後半部分を強奪されてしまった。

　味見用の木き匙さじでちょっぴりだけシチューをすくい、見下ろすと、愛くるしい少女が口を開けて待っている。

　ああ、初めて出会った夜を思い出すなあとかしみじみしながら、その口に木匙を差し入れてあげた。

「お……いしいなぁ……」

　お顔がふにゃふにゃである。

　で、じいっと再び見つめてくる。

　そういえば、あの夜も二口ほどおねだりされたのだった。

　きっとリミ＝ルウは三口目を要求するほど欲深くはないだろう。そんなことを思いながら、今度はモモ肉とチャッチのかけらを載せたやつをふうふうしていると、「おいっ！」と後ろから頭を叩かれた。

「ちびリミを甘やかさないでよ！　宴の分が足りなくなっちゃうでしょ！」

「そんなに食べないもん！　ララの男女……」「まあまあ」と、でっかく開いたお口に木匙をインする。

　リミ＝ルウは木匙をくわえたままとろけるような表情になり、ララ＝ルウは眉まゆを吊り上げる。

「なんだよ！　ずるいよ！　あたしだってさっきからずっと我慢してるのにっ！」

「え？　我慢してたの？　味見ぐらいならいくらでもしてくれよ。かまど番の特権なんだから」

「そーゆーことは早く言えっ！　ちびリミ、それよこせ！　匙！」

「えー？　どうしよっかなー」

　これぐらいの諍いさかいなら可愛いものだと微笑ほほえましい気持ちで見守っていると、Ｔシャツのすそをくいくい引っ張られた。

　隣となりの鍋の中身を丁寧に攪拌していたレイナ＝ルウが、もじもじとした様子で俺を見ている。

「……いや、だから、どうぞ？」

　レイナ＝ルウの顔が、ぱあっと輝いた。

　何だか、きわめてアットホームである。

　しかし、こんなにのんびりしていられるのも今だけだ。中天を過ぎればこの地も戦場と化すのだから、今ぐらいは仲良し姉妹とほんわか過ごしてもバチは当たらないだろう。

「……朝の仕事は、これで終わりか？」

　と、ひさかたぶりにアイ＝ファが口を開いた。

「そうだよ」と答えると、一つうなずいてリミ＝ルウを手招きする。

「では、私はいったん家に戻もどる。リミ＝ルウ、交代してもらえるか？」

「うん！　でも、何をしにお家に戻るの？」

「食しよく糧りよう庫この肉を混ぜねばならない。一日でも放っておくとピコの葉が傷むからな」

　そうか。そちらの攪拌作業もあったのだった。

「待てよ。この後なら俺の手も空くから、一いつ緒しよに行こう」

「何な故ぜ？」とアイ＝ファは小首を傾かしげる。

「肉を混ぜるだけなのだから、一人で十分だ。お前は身体を休めておけ」

　そう言い残して、アイ＝ファはさっさとかまどの間を出ていってしまった。

「うーん……アイ＝ファはあたしたちのこと、嫌いなのかなあ？」

　そんなことを言いだしたのは、ララ＝ルウである。

「そんなことはないよ」と、俺はそれを否定してみせる。

「別に嫌っているようには見えないからさ。アイ＝ファはただ、人と打ち解けるのに時間がかかるだけなんだと思うよ」

「でもあたし、アイ＝ファがリミやジバ婆ばあ以外とまともに口をきいてるとこ、見たことないよ？　嫌いじゃないんなら、興味がないんだね」

　少しふてくされているような表情だ。

　もしかしたら、ララ＝ルウはアイ＝ファと仲良くなりたいのかな、と思う。

「まあ、でも……二年前の嫁取りの一件はララ＝ルウたちも知ってるんだろう？　それでドンダ＝ルウとは微び妙みような関係になっちゃったから、どうしてもルウ家の人たちとは距きよ離りを取る癖が抜けないんじゃないのかな」

「だけど、あんたはあたしらにも普通じゃん」

「いや、俺は馬鹿だから」

「うん、それはわかってる」

　わかられてしまった。

「でも、今さらドンダ父さんだって嫁よめ入いりとか言わないでしょ。そんでリミやジバ婆と仲良くしてんなら、あたしらを避ける理由はないんじゃない？　だからやっぱり、あたしたちに興味がないんだ」

「いや、だから――仲良くなるのに時間がかかる性格なんだよ」

「あんたたちは、時間かかったの？　……ていうか、仲いいの？」

「うーん、そいつは難しい質問だね！」

　仲の善し悪しはともかく、俺はそれほどアイ＝ファの扱いに困った記き憶おくはない。わりと早い段階から、おたがいに遠慮なく言葉を交かわしていたような気さえする。

　しかし、今でこそ当たり前のように一緒に暮らしているが、最初の内は俺が厄介事を起こすとアイ＝ファの責任にされかねないから、しばらくは身み柄がらを預かるとかそういう話であったはずなのだ。

　そうであるにも拘かかわらず、俺はアイ＝ファと出会って一週間目ぐらいにはドンダ＝ルウの鼻を明かしてやりたいとか発言してしまっている。そんなのは、アイ＝ファにしてみれば大だい迷めい惑わくな行こう為いでしかないはずなのに――アイ＝ファは俺と同じかそれ以上にドンダ＝ルウへと敵てき愾がい心しんを燃やし、俺の料理がけなされたことを悔しがってくれていた。

　アイ＝ファはああ見えて感情の振り幅が大きいので、俺はべつだんそれを不自然にも思わなかったのだが、そういえば、不特定多数の前ではほとんど感情らしい感情をのぞかせないアイ＝ファでもあるのだ。

　そして、アイ＝ファは――俺に「いなくならないでほしい」と言ってくれた。

（うーん……駄目だなこりゃ）

　俺とアイ＝ファの関係性なんて、他者には説明のしようがないように感じられてしまう。

　そして、アイ＝ファのいないところでそのようなことを語るのは、アイ＝ファへの裏切り行為だとしか思えないように感じられてしまう。

　そういったわけで、俺はララ＝ルウに「ごめん。やっぱりよくわからないや」と頭を下げることになった。

　ララ＝ルウは「ちぇっ」と舌打ちして、ななめ後方のかまどに立っている姉のほうへと視線を転じる。

「レイナ姉はどう思う？　レイナ姉だって、あたしと一緒でアイ＝ファとはほとんど口をきいたこともないんでしょ？」

　そんな質問をされても困るだろうと思ったが、レイナ＝ルウの返事は意外なほど早かった。

　しかもその答えは「わたしは今でも、アイ＝ファがルウの家に嫁入りすればいいのになあって思ってるよ」だった。

「何で？」と意外そうに反問するララ＝ルウに微笑みかけ、ちらりと俺のほうを見る。

「だって、リミやジバ婆がこれだけ慕したってるんだから、アイ＝ファもきっと素敵な人間なんだろうなって思えるし……それに、そうすればファの人間もルウの眷族になれるでしょ？」

　うーん……と、俺はまた内心で困こん惑わくしてしまう。

　打ち解けてきたのは嬉うれしいことなのだけれども、年の離はなれたリミ＝ルウやララ＝ルウと違ちがって、同世代のレイナ＝ルウはやっぱりちょっと扱いが難しいのかもしれない。

　少なくとも、あんまり素す直なおに「ありがとう」とは応じられない言葉の内容だった。

「リミは別にどっちでもいいなあ」

　と、アイ＝ファから託された攪拌棒で一生懸命に鍋の中身をかき混ぜながら、明るい声でリミ＝ルウが言った。

「家族や眷族じゃなくても、アイ＝ファとアスタのこと大好きだもん！　もうちょっとだけお家が近ければもっと良かったんだけどね！」

　これだから、俺はリミ＝ルウが好きなのだ。

　いつまでも、このままアイ＝ファの周りで笑え顔がおを振ふりまいてほしいと思う。

「仲良くなれる相手だったら、いつか自然に仲良くなってるよ」

　と、ララ＝ルウに対するそんな当たり障りのない呼びかけで、俺はこの話題を打ち切らせていただくことにした。
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　そして、戦闘は開始された。

　いよいよ中天を過ぎたのである。

「それじゃあ昨日説明した段取りの通りに、ティト・ミン＝ルウの班は肉の切り分け、レイナ＝ルウの班はアリアのみじん切り、ミーア・レイ＝ルウの班はポイタンの焼き作業をお願いします」

　ルウの本家に、十一名もの女衆が集結していた。

　このルウの集落に存在する女衆の、およそ半数である。

　その十一名を三班に分け、それぞれの仕事に取り組んでもらう。

　ティト・ミン婆ばあさんとヴィナ＝ルウを含ふくむ五名は、ステーキとハンバーグ用の肉の切り分け。

　レイナ＝ルウとリミ＝ルウを含む四名は、ハンバーグ用のアリアのみじん切り。

　ミーア・レイ＝ルウとララ＝ルウは、屋外のかまどでひたすらポイタンを焼きまくる。

　サティ・レイ＝ルウは、同じように幼子を抱えた分家におもむいて、そちらで交代で子供の面めん倒どうを見つつ、やはりポイタンを焼いているはずだ。

　何せ、百名分である。

　なおかつ、男衆は女衆の倍ほども食べる者が多い。

　だから単純計算で、百五十人分の肉とポイタンを焼くことにした。

　シチューでもそこそこの量は消費しているのだが、肉などはどう分配されるかわからないし、ポイタンなどは一人頭で半個分も使用していない。

　そして、このように大きな宴では食べきれないほどの食事が供されるのが通例だと聞かされていたので、この際はもうシチューで使った分は度外視することに決めた。

　普ふ段だんは清貧をつらぬいているであろう森辺の民たみにとっても、やはり宴は特別なのだ。

　ならばこちらも、焼きまくるだけである。

　と、いうことで、百五十名分なのだから――

　肉は一人前が五百グラムとして、七十五キロ分。

　ポイタンは二個として、三百個。

　それだけの量を、焼きまくることに決定した。

　さらに、本家に次いで規模の大きい二戸の分家においては、ささやかなる新メニュー『野や菜さい炒いため』を担当してもらっている。

　こちらもシチューを度外視するならば、一人前が三個ずつで、なんと四百五十個ものアリアを消費せねばならないのだ。

　煮にたり炒めたりすればずいぶん縮まるアリアではあるが、やはり単体では箸はしが進まなかろう。

　ということで、炒めものに合いそうな、キャベツに似たティノと、ピーマンに似たプラもそれぞれふんだんに使用して野菜炒めを作製し、ステーキやハンバーグに添えることにしたのだ。

　しかし野菜炒めでも一人にアリア三個は多いだろうし、汁しる物がシチューだけでは心もとなかったので、同じ三種の野菜とギバ肉を煮たスープも提供することにした。アリアの一個強ぐらいはそちらで使わせていただくことにする。

　もちろんそのスープでもギバ肉は使われるので、肉料理やシチューとあわせれば百二十キロ以上の肉を使っているはずである。

　単純計算で、これならば女衆は一人につき八百グラム、男衆なら一・六キログラムの肉を食べられることになるので、さすがに十分――と思いたいところだ。

　何にせよ、これでメニューはすべてである。




・ギバ肉のステーキ（モモ・ロース・スペアリブ）

・ギバ肉のハンバーグ

・各種の野菜をふんだんに使った、タラパとギバ肉のシチュー

・ギーゴを混ぜた焼きポイタン

・三種の野菜炒め

・三種の野菜とギバ肉のスープ




　婚儀の宴のかまどを任された俺の、これが最終的な結論なのだった。

　ずいぶんどっしりとした献こん立だてになってしまったので、ギバの冷しゃぶでも加えようかな、とかも考えたりはしたのだが。何となく狩人の宴にはそぐわない気がしたし、ルティム家の面々に相談したところ「冷たいものよりは熱いもののほうが好ましい」というご意見もいただけたので、これでよしとした。

　それに余談として、あばら肉は骨を外して提供しましょうかねと相談してみたのだが、ダン＝ルティムに「断じてならぬ！」と全否定されてしまった。

「骨からかじりとるのが、美う味まいのではないか！」と。

　あの夜のダン＝ルティムみたいに騒ぐ人がいたら大変だとか思ったのだが、「余ったら、全部俺が食う！」とまで仰おつしやっておられたので、いらぬ心配であったようだ。

　しかしこの五日間で、ルウ家の集落に関しては、すでにギバの胴どう体たいが捨てるに惜おしい肉だという認識は根付き始めている。調理の研究や練習に参加した分家の女衆が喜び勇んで余剰分の肉を持ち帰り、それを家で家族にふるまい、男衆の既成概念を打ち砕くことに成功したのだ。

　もちろん革新派の代表であるガズラン＝ルティムもみずから捕らえたギバでもって同じ行為に励んでいるであろうから、ルティム家のほうも心配はない。

　そして、アイ＝ファには「胴体の肉などムントの餌」という概念が伝わっていなかったことから、それはルウやルティムのように力を持った氏族特有の意識であったことが察せられる。

　七つの氏族で百余名、ということであったが、ルウやルティムに負けない規模を持つ氏族はレイぐらいであり、かなり落ちてミンとマァム、さらに小さなリリンとムファ、という構成になっており、そういった氏族にはさして問題はないであろう、とのことであった。

「レイ家の連中が食わないなら、俺が食う！」

　ダン＝ルティムは、そのようにわめいていた。

　要するに、一人で一本では物足りない、ということなのだろう。

　結果的に、スペアリブは百五十本ほどご用意する段と相成った。依頼主の父君に対しての、せめてもの心尽くしである。

　まあ、そんなわけで――中天を過ぎれば、ルウの集落はもう戦場と成り果てていたのだった。





◇






「アスタ！　アリアのみじん切り、終わったよー！」

「おお、早かったね！　そしたら今度は、ミンチを頼たのむ！」

「みんちー！　りょうかーい！」

　母や姉に負けぬ包丁さばきで、リミ＝ルウが肉を挽ひいていく。

　今回、ハンバーグは二百グラムのサイズと定めた。

　ステーキとともに食べるならそれぐらいでも十分な大きさであるし、それにこれは、男衆には忌き避ひされるおそれがある。今のところサンプルはルウの本家のみだが、その時点で四名中二名に駄だ目めを出だされているのだから、半数の男衆に忌避される覚かく悟ごが必要だ。

　それで俺おれは、新しい食べ方を考案した。

　もしも柔やわらかいハンバーグがお気に召めさない方は、スープに浸ひたして挽き肉に還かん元げんしていただきたい、と提案するつもりでいる。

　これも研究の成果である。

　研究二日目、アイ＝ファとの約束を果たすために晩ばん餐さんにはハンバーグを提供する決意を固めた俺であるが、男衆と女衆で献立を分けるのは、やっぱり気が進まなかったのだ。

　研究は研究。晩餐は晩餐。晩餐において、やっぱり家族は同一の食事をとるべきだと思う。

　そこで考案したのが、スープ・ハンバーグだ。

　スープにハンバーグを投じるかは自由。投じるならば、スープの中でハンバーグを崩してお召し上がりくださいと説明した。

　固い肉を好むと言っても、それは肉単体として食するときのみで、ギバ鍋においては強火でガンガンに焚いてクタクタになった肉を食べていた彼らであるのだ。

　苦肉の策と言ってしまえばそれまでだが、とりたてて本家の男衆たちからも不満の声はあがらなかった。

　また実際に食してみると、焼いたハンバーグの香ばしさがスープに付加されて、なかなかに味わい深かったのである。

　そんなわけで、宴でもこの食べ方を採用させていただくことにした。

　ハンバーグをそのまま食したい方のために、果実酒のソースは後付けの形で準備しておく。宴においても、それは同様である。

　こうして俺の献立は、ルウ家の晩餐を通して、じょじょに完成されていったのだった。




　さて、話を戻そう。

　ファの家においてはアリアのみじん切りを多めに混入させていた俺であるが、ルウの集落においては鉄てつ鍋なべが複数あるので、アリアの使い道には困らない。ということで、その分量は二百グラムのハンバーグにつき四分の一個に抑えることにした。《つるみ屋》における比率は元々それぐらいであったのだ。

　で、二百グラムのハンバーグを百名分、焼きあげの失敗に備えてこちらも二十個ほど多く作る予定であるから、アリアのみじん切りは三十個分だ。

「アリアはこちらで炒めておきます。アイ＝ファ、かまどの一つに火を入れておいてくれ」

　アイ＝ファはうなずき、手近なかまどにラナの葉で火を入れ始めた。

　女衆が集結してからはすっかり影の薄くなってしまったアイ＝ファであるが、実のところは縁えんの下をしっかりと支えてくれている。俺に手ほどきを受けたルウの女衆ほど巧たくみには調理刀を扱えないアイ＝ファであるので、その役割はこうした雑用や物資の運うん搬ぱんが中心となったのだ。

　膨大な量の食材を食糧庫から運んできたり、下準備の終わったものをまたそちらに戻したり、重い鉄鍋を移動させたり、水みず瓶がめの水を補充したり――と、そういった地味でしんどい役割を、アイ＝ファが一身に担になってくれたのだった。

「ありがとうな。おかげですっげー助かってるよ」

　俺がこっそり耳打ちすると、アイ＝ファはちょっと首を傾げてから、同じように口を耳に寄せてきた。

「ルティムの宴でふるまわれる料理ならば、それはやはり眷族の手で作られるべきだと思う。ならば、私にはこういう役割こそが相応ふさわしいのであろう」

　俺もちょっと首をひねって、もう一度耳打ちすることにする。

「それはそうかもしれないけど、俺だって眷族ではないぞ？」

　アイ＝ファももう一度首を傾げて、さらに口を寄せてくる。

「お前は代価を受け取って仕事を為なしているだけであろうが？　私の立場と混同するな」

　そんなことを繰り返していたら、熱心に肉を挽いていたリミ＝ルウに「何をこしょこしょお話ししてるの？」と突っ込まれてしまった。

「いや、秘密の作戦会議」

「えー！　ずるいっ！　リミもかいぎするっ！」

「嘘うそだよ、世間話だよ。みんなの邪魔にならないように小声で話していただけさ」

　と、笑い返そうとしたら――その隣で、じいっと俺を見つめていたレイナ＝ルウと目が合ってしまった。

　どうも、本格的にレイナ＝ルウがおかしいようだ。

　アイ＝ファとちょっと内緒話をしていたぐらいで、こんなに切なそうな目で見つめられる理由はない。温まった鉄鍋に脂あぶらを回し、アリアのみじん切りを投入しながら、俺はちょっとだけ暗鬱な気持ちになってしまう。

　レイナ＝ルウは、とても出来た娘むすめさんだ。裏表がないし、無む邪じや気きだし、善良だし、物覚えもいい。なおかつ、容姿にもすぐれている。こんなに魅み力りよく的てきでよく出来た娘さんに好意以上の感情を持たれてしまうのは、はっきり言ってヴィナ＝ルウによる色仕掛けよりもっとつらいところである。

　俺にはこの世界で恋人さがしをする気はないし、それでも誰だれかに心を奪われてしまう結果になったとしても――その相手は、レイナ＝ルウでもヴィナ＝ルウでもないのだ。絶対に。

「……果実酒は入れないのか？」というアイ＝ファの声で我に返った。

「うわ、そうだった！　アイ＝ファ、悪いけど――」

　と、その鼻先に果実酒の瓶を突つきつけられる。

「お前が料理で失敗しそうになる姿を、初めて見た」

　すでにキツネ色になりかけているアリアに慌あわてて果実酒を振りかける俺の耳に、アイ＝ファの笑いを含んだ声が忍びこんでくる。

　いったいどんな顔をしてそんな声を出してやがるんだ！　と俺はその表情を確かく認にんしようとしたのだが、「アイ＝ファ、追加のポイタンをお願ーい！」と叫さけぶララ＝ルウに呼ばれて、アイ＝ファは俺の視界からいなくなってしまった。

（くっそー！　かっこ悪い！）と、俺は炒め終わったアリアを手製の平さじで木皿に移していく。

　そうして、ふっと面をあげると――

　レイナ＝ルウは丁寧に肉を挽きながら、まだ俺の顔を切なそうに見つめやっていたのだった。







第五章　ルティムの祝宴（下）







１




　ゆっくりと、陽ひが西に傾いていく。

　あと二時間も待つことなく、世界は夕闇に包まれるだろう。

　その陽が西側の森に触ふれる頃ころ合あいを目安に新郎と新婦がルウの集落にやってきて、宴が開かれる手はずになっている。

　今いま頃ごろは眷族の家を一つずつ回って、一本ずつの祝福を授さずかっているはずだ。

　そして、祝福を終えた眷族から順に、このルウの集落へとやってくる。

　すでに大広場には三十名近い眷族が集まっていた。

　ただし、五歳さいに満たない子供は宴に参加する資格が与えられていないそうで、気の毒なことに、ルウの乳幼児たちと同じ分家の家に集められて、女衆に交代で面倒を見られている。

　そして男衆の姿は、ほんの数人の老人たちや、十三歳未満の幼い少年たちしか見えない。

　狩人かりうどたちは、こんな日でも森に入っているのである。

　宴の日に不幸を起こさぬよう、無理はせず早めに戻ってくる手はずだが、それでもルティムとミンを除く五つの氏族の男衆は狩人としてのつとめを果たしているのだ。

　その日に狩かったギバの角や牙きばを贈ることができれば、それが何よりの祝福なのだという。

　清せい廉れんで、そして猛々しい、それが森辺の民なのだった。





◇






「よし――準備は万端だな」

　七割方の調理を終えて、俺は額の汗をぬぐう。

　ポイタンは焼きあがった。

　三種の野菜炒めも、仕上がった。

　シチューも、スープも完成している。

　ハンバーグ用の果実酒ソースは、空になった果実酒の瓶につめなおした。

　残るは、肉を焼きあげるだけだ。

　ルウ本家のかまどの間には、膨大な数のハンバーグと、ステーキの一部がずらりと並べられている。

　かまどは全部で六つあるが、強火と弱火を使い分けるために、同時に三組ずつしか焼くことはできない。

　それでも鉄鍋は大きいので、いっぺんに五個ずつぐらいは調理することができる。

　ゆえに、同時に焼けるのは十五個。

　そろそろ頃合いであろう。

「では、焼き作業を開始します」

　俺の合図でハンバーグが鍋に投じられ、肉と脂の焼けるたまらない匂においがかまどの間を満たす。

　一番扱あつかいの難しいハンバーグの焼き作業を受け持ったのは、俺と、レイナ＝ルウと、ミーア・レイ＝ルウだった。

　本家の残りの女衆は分家に散り、そちらでステーキを焼いている。

　分家で手の空いた女衆は、鉄鍋の運搬係として、こちらに出向いてもらっている。

　俺のかたわらでグリギの棒を握にぎっているのは、シン＝ルウ少年の母君と姉君だった。

「よし。お願いします」

　左右から鍋の手にグリギの棒を引っ掛けて、二人が弱火のかまどへと移動させる。

　赤い肉汁が浮きあがってきたら、パテをひっくり返し、再び強火のかまどに戻し、果実酒を投じて蓋ふたをしめる。

　蓋をしめきる前に噴出したさらなる芳香が、かまどの間に広がっていく。

　背面のかまどを使っているミーア・レイ＝ルウも、屋外のかまどを使っているレイナ＝ルウも、順調のようだ。

「……あなたのお手伝いをすることができて光栄です、アスタ」

　と、ひかえめな声で呼びかけられた。

　シン＝ルウの姉、シーラ＝ルウである。

　森辺の民にしては線が細くて、少しはかなげな雰ふん囲い気きを有する娘さんだ。年ねん齢れいは、俺より少し上なぐらいだろう。

「父リャダが狩人としての力を失い、弟のシンが十六歳の若さで家長を継つぐことになり、わたしたちは途方に暮れかけていたのですが……あなたに教えていただいた食事を食べると、とても幸福な気持ちを得て、強く生きていこうと考えられるようになりました。あなたには本当に感謝しています」

「ご過分なお言葉をいただき恐縮です。でも、あなたの刀さばきもレイナ＝ルウに負けないぐらい見事なものでありましたよ」

　蓋を開け、焼け具合を確認してから、俺はそちらに笑いかけてみせる。

「これからも、美味おいしい料理を作ってみんなの気持ちを満たしてあげてください。それは、あなたたちにしかできないことです。……そろそろ弱火にお願いします」

「はい」

　また母娘が協力して鍋を移動してくれる。

　これで焼きあがれば、第一陣は完成だ。

「アスタ、あなたは不思議な人です。弟のシンも言っておりましたが、あなたはかまど番なのに、時として狩人のように勇ゆう猛もうに見えることがあります」

「それはまたご過分なお言葉ですね。俺はそこまで大層な人間じゃないですよ」

「いえ、本当です。このように炎を自在に操って、あんなに固くて臭かったギバの肉をこんなに美味しい料理に変化させてしまう……本当に、東の王国の魔法使いみたいです」

「料理人というのは、そういうものです。魔法使いなんて持ち出さなくても、きっと都には俺よりも優ゆう秀しゆうな料理人がゴロゴロいるんだろうなと思いますよ。……よし、完成です」

　焼きあがったハンバーグを、台の上のゴムノキモドキの葉の上に並べていく。

　それから鍋に付着した不純物を木べらでこそぎ取り、強火に戻して、新たな脂を落とし、また五枚のパテを投じる。

　その間に、アイ＝ファは焼きあがったハンバーグの上にもゴムノキモドキを敷しいていき、支えの平たい石を左右に置いてから、細長い割り板をその上に重ねた。

　こうして完成品はどんどん積み上げられていく。

「あ、アイ＝ファ。そういえばその葉は何ていう木の葉なんだ？　これだけしょっちゅうお世話になってるのに、俺はいまだに正式名称を知らないんだよ」

「ゴヌモキ」

「え？」

「ゴヌモキの葉だ、これは」

　ああ、そうですか。

　もうゴムノキモドキでいいや、と俺は苦く笑しようする。

　人間の両手の平よりも大きくて、匂いもなく、表面のつるつるとしたその葉っぱは、これだけの肉を焼くにあたってなくてはならない皿の代用品だった。

　客が持参するのは、自分で使う木皿と金串だけなのである。なので、俺は割り板をお盆代わりにして、ゴムノキモドキを皿の代わりにすることにした。この割り板の作製と数百枚にも及ぶゴムノキモドキの葉の採取も、女衆にとっては非常な負担であったはずだ。

　しかし、女衆の顔は、みな明るい。

　これらの料理で、家族や眷けん族ぞくがどれほど驚おどろくか、どれほど喜んでくれるか、期待に顔を輝かせている。

　料理長は俺であったが、これはみんなで作りあげた料理だ。

　本当にこれで、一族の絆きずなが深まればよいと思う。

　みんなで喜びをわかちあえればよいと思う。

　ガズラン＝ルティムとアマ＝ミンの婚こん儀ぎが、最高の形で成し遂げられればよいと思う。

「アスタ！　こっちの分のハンバーグは終わったよ！　ステーキに取りかかるからね！」

「はい！　お願いします！」

「ただいまー！　アスタ、他の家も今のところは順調だよー」

「ありがとう、リミ＝ルウ。そろそろシチューに火をいれるように伝えてきてもらえるかな？」

「りょうかーい！」

　作業は、順調に進んでいる。

　その後、鉄鍋の移動でしくじって五枚分のステーキを台無しにしてしまった、という報告が入ったが。その分家の女衆たちはすぐに自分たちで新たな肉を切り分け、塩とピコをまぶし、飛ぶような勢いで帰っていった。

「大変大変！　今度はヴィナ姉がアリアのスープをひっくり返しちゃった！」

「何!?　みんな火傷とかしてないか!?」

「だいじょぶ！　でもヴィナ姉が泣きそう！　ていうか泣いてた！」

「泣かなくていい！　シチュー以外は取り返しがつく！　どうせ長丁場の宴なんだから、ゆっくり慌てず今まで通りに作りなおしてくれって伝えてくれ！　……あ、今その家にスープをきちんと作れる人はいたっけ？」

「わかんない！　いなかったら、リミが手伝ってくる！」

「よし、頼む！」

　これぐらいのハプニングは、想定内だ。

　そうこうする内に、ルウの本家でもすべての肉が焼きあがった。

　その後は、熱した鉄鍋に水を張り、その上に積める限りの料理を積んでおく。大した効果は見込めないが、せめてもの保温対策である。

「よし、これでここはオッケーだ。俺は他の家を見回ってきますね」

「了りよう解かいだよ。それじゃあ、レイナたちは着替えておいで。ここはあたしらが見ておくから」

　ミーア・レイ母さんがそう応じると、レイナ＝ルウやシーラ＝ルウを筆頭とする若い女衆が「はい」とかまどの間を出ていった。

　俺の表情に気づいて、おっかさんはにっこりと笑う。

「宴だからね。未み婚こんの女衆にとっては、ささやかな晴れ舞台なんだよ。こういう場で新しい嫁入りが決まることも多いのさ」

「ああ……そうなんですか」

　ならば、仕事外でヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウには近づかないほうが無難であろう。

　ただ一人、未婚の女衆でありながらかまどの間に居残り仁王立ちになっているアイ＝ファを見ると、「私はファの家の人間だ」と、おっかない顔でにらみ返された。

　よくわからないが、とりあえずはアイ＝ファは着飾らないらしい。

　ほっとしたような残念なような、何とも複雑な心地である。

「それじゃあ行ってきます。問題がなければ、すぐに戻ってきますので」

　俺はアイ＝ファとともに、かまどの間を出た。

　すでに太陽は西の森に触れかけている。けっこうギリギリのタイミングであったようだ。

「これで、半分方は終わったかな」

　だいぶ人ひと影かげの増えてきた大広場の様相を横目に、俺は手近な分家の家へと足を向ける。

「半分？　もはやすべての料理が仕上がったのではないのか？」

「調理は終しゆう了りよう。でも、お客さんのもとに料理を届けるまでが仕事さ。最後のステーキとハンバーグが花嫁さんたちの口にまで届いたら、終了かな」

　分家の様子にも、異常はなかった。

　ある家では野菜炒めが山積みとなり、ある家では焼きポイタンが山積みとなり、ある家ではステーキが山積みとなり、ある家では本家から移動されたシチューが温めなおされている。

　そして最後の一軒に到着すると、そこではリミ＝ルウが一人で一生懸命スープの灰汁あく取とりをしていた。

「リミ＝ルウ、おつかれさま。なるほど、これがヴィナ姐さんの涙の元凶か」

　その隣のかまどがじっとりと濡れており、あちらこちらにアリアや肉にく片へんが四散していた。

「で、他のみんなはどこに行ってしまったのかな？」

「みんな着替えに行っちゃった。みんな未婚の女衆だったの」

「ああ、そうか。リミ＝ルウは？　着替えないのかい？」

「うん！　これが終わったら、着替えに行くよ」

　そうなのか。リミ＝ルウの晴れ姿だけは、是ぜ非ひとも拝見したいものだ。

「じゃあ、俺が代わるよ。そろそろ花嫁さんたちも到着する頃合いだろうから、急いで着替えておいで。あ、その後は本家でミーア・レイ母さんたちを手伝ってあげてくれるかい？」

「わかった！　ありがとう！　……あれ？　アイ＝ファは着替えないの？」

「私はファの家の人間だからな。眷族でもないルティムの祝宴で着飾るのは筋違いであろう」

「そっか。アイ＝ファの宴衣装も見てみたかったなあ。それじゃあ、また後でね！」

　ぴゅーっとリミ＝ルウがかまどの間の外に駆け出していく。

　すると、それと入れ違いにシン＝ルウがやってきた。ここはシン＝ルウの家だったのだ、そういえば。

「やあ、おかえり、シン＝ルウ。無事で何よりだ」

「ああ。……そちらも問題はなかったか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。君の姉さんや母さんもすごくよく働いてくれた」

　お愛あい想そでなく、俺はそう言った。

　あのお二人はかなりの戦力であったから、あえてこの自宅には残さず本家でハンバーグ作りを手伝ってもらったのである。鉄鍋の移動だけではなく、肉挽きとパテ作りの作業でその力は如何いかんなく発揮されていた。

　それに――俺はこの、無口で無愛想で不器用そうな少年も、けっこうお気に入りなのだった。正反対の気き性しようをしたルド＝ルウなんかとの掛け合いは、見ていて実に心がなごむのだ。

「……あなたが、ファの家のアイ＝ファか」

　と、シン＝ルウのちょっと切れ長の目が、アイ＝ファを見る。

　そういえば、この二人は初対面であるはずだ。

「俺はこの家の家長で、シン＝ルウというものだ。ぶしつけだが、あなたに一つ尋ねたいことがある」

　え？　と俺は二人の姿を見比べる。

　どちらも無表情なので、視覚情報からは何も得られない。

　しかし、どちらも静かなたたずまいで、これといって不安感を煽られることはなかった。

「アイ＝ファ、あなたは――」とシン＝ルウが続けようとしたとき。

「シン。帰っているの？」というシーラ＝ルウの声が聞こえてきた。

「あら……」

　と、かまどの間に踏み込んできて、立ち止まる。

「あなたたちもいらしていたのですか。ようこそ、アイ＝ファにアスタ」

　ほんのついさっき別れたばかりのシーラ＝ルウであったが、彼かの女じよはすでに宴衣装とやらへの着替えを済ませていた。

　へえ……と、俺はちょっと感心してしまう。

　少しはかなげで、外見的には強い印象のなかったシーラ＝ルウでも、何だか別人のように綺き麗れいになってしまっていた。

　弟と同じく黒こつ褐かつ色しよくをした長い髪かみを、ほどいて背中に垂らしている。

　そして、その髪にいくつかの小さな花や木の実を留めて、さらにその上から半透明のヴェールのようなものをかぶっている。

　そのヴェールが少しオレンジがかってきた夕陽をあびて、きらきらと玉虫色に光っているのだ。この世界にもこんな繊維があるのかと、俺はちょっと目を見張るぐらいだった。

　胸あてや腰こしあても、さっきまでとは違うのかもしれない。そこまで詳しよう細さいは覚えていないが、渦うず巻まき模様の柄がこまかくて、色合いも少し華やかになった気がする。

　そして、その腰あてから足首まで、こちらはちょっと紫むらさきがかっているがやっぱり半透明でふわりとした布をたなびかせており、首と、手首と、足首に、虫むし除よけのグリギの実だけではない色とりどりの木工や金属細工の飾かざりものを巻きつけて――シーラ＝レイは、とても綺麗だった。

「ああ、これが作り直したすーぷですか？　よろしければ、後はわたしが火の番を承りましょう」

「そうですか。それじゃあお願いします。……あの、衣装を燃やしてしまわないように気をつけてくださいね？」

「はい。わきまえています」

　にこりと微ほほ笑えむその顔も、とても優しげで魅力的である。

　シン＝ルウのほうを振り返ると、少年は静かな面おも持もちのまま、首を振った。

「そちらはまだ仕事の最中だったな。すまない。また後で手の空いたときにでも」

「そうか。では」

　と、アイ＝ファが何の未練もなさそうにかまどの間を出ていってしまったので、俺も二人に会釈をしてそれに続くしかなかった。

「なあ、シン＝ルウはお前に何の用事だったんだろう？」

「知らん」とアイ＝ファはにべもない。

「あれはルウの分家の男衆であろう？　そんな人間に声をかけられる心当たりはない」

「そうか」

　まあ、あのシン＝ルウであったら、何かよからぬことを企んだりはしないだろう。ちょっと引っかかるものはあったが、俺とてまだ仕事の真っ最中であるのだ。

　そうして、俺たちが広場へと足を踏み出すと――

　とたんに、歓声が爆ばく発はつした。

　新郎と新婦が、到着したのだ。

　三十名ていどの一団が、ゆるやかな足取りで広場に進んでくる。ルティム家とミン家の面々である。

　その先頭に立つのは、見知らぬ老人だった。

　ルティムの長老か何かだろうか。禿はげ頭あたまで、白い顎あご鬚ひげを胸むなもとまで垂らし、かなりの老齢であろうと察せられるが、背筋はぴんと伸び、足取りもしっかりしていて、そして、狩人の装束に身を包つつんでいる。

　その左右には、小さな子供たちが二名。

　一人は男の子で、一人は女の子。どちらもリミ＝ルウより小さいぐらいだろう。

　男の子は、こんなに小さいのに狩人を模した装束を着させられて、誇らしそうに胸をそらしている。

　女の子は、さっきのシーラ＝ルウみたいに透き通るヴェールをたなびかせて、にこにこと元気に笑っている。

　そんな二人の小さな手には、花や木の実が織りこまれた平かごが掲げられており、そこにはギバの白い牙や角が山積みになっている。眷族から授かった祝福なのだろう。まだ祝福を済ませていなかった男衆たちが静かに歩み寄り、先頭の老人に一声かけてから、牙や角をその平かごに重ねていく。

　そして、やはり狩人の格好をした男衆と、薄物を羽織った女衆にはさまれるようにして――本日の主役たちが、入場してきた。

　ガズラン＝ルティムと、アマ＝ミンだ。

　ガズラン＝ルティムは、当然のように狩人の姿をしていた。

　ただ決定的に違ったのは、その頑健なる肉体を包む、ギバの毛皮のマントだった。

　ギバの毛皮であることに間ま違ちがいはない――何故なぜなら、そのマントにはギバの頭の部分までもが残されていたのだ。

　ガズラン＝ルティムの逞しい右肩にかぶりつくようにして、ギバの頭が載っている。牙と角がにゅうっとそそり立っており、まるで生きているかのような面がまえだ。

　そのマントに右半身が隠されており、左側だけがはだけられて、そこからは大小の刀が覗いている。

　それも宴のための特別あつらえなのだろう。どちらの革かわ鞘さやにも革の紐ひもが縫いつけられたり焼印が押されたりされており、なおかつ、あちこちに綺麗な色をした石が留められている。

　あとは、褐かつ色しよくをした髪にエメラルドグリーンの草冠が載せられているだけなのだが、それでもルティム家の後継者は、普段よりもいっそう雄々しく、勇壮に見えた。

　その隣となりを静かに歩く花嫁は、やはり玉虫色のヴェールをかぶっている。

　だが、シーラ＝ルウや周りの女衆とは異なり、二重三重にヴェールをかぶされて、それが夫となる人物と同じ草冠で留められていた。

　ヴェールのすそが顔のほうにまでかかっており、その表情までもが玉虫色の光の向こうに霞んでしまっていたが、それでも、花嫁が幸福そうに微笑んでいることだけは確認できた。

　さらに彼女は肩からも腰からも半透明のショールを垂らしており、その褐色の肌はだのすべてがふわりとした光に包みこまれていた。

　その下に着た胸あてや腰あてにはやはり色とりどりの紋もん様ようが渦を巻き、首や手足に巻かれた装飾品もさぞかしきらびやかであったのだろうが――その玉虫色の輝かがやきだけで、彼女は誰よりも特別で、美しかった。

　二人を祝福する歓声が絶え間なく広場の空気を震わして、さらにそれを圧するほどの馬ば鹿かでかい笑い声が響ひびきわたる。

　新郎の父親、ダン＝ルティムだ。

　男衆の先頭に立って歩く禿頭の大男が、意味不明の笑い声をあげている。

　意味は不明だが――楽しいのだろう。

　幸福なのだろう。

　自分の息子むすこがこれほどまでに立派に育ち、これほどまでに美しい花嫁を得ることができたのが、嬉うれしくて嬉しくてたまらないのだろう。

　太鼓腹が大きく揺ゆれて、頬ほおの肉もぶるぶる揺れている。

　それを見た周りの子供たちが、笑い声をあげている。

　それを見たダン＝ルティムが、またいっそうの馬鹿笑いをあげる。

　この距きよ離りではよくわからなかったが、そのぎょろりと大きな目玉には、うっすらと光るものがあるような気がした。

「アスタ」と軽く腕うでを引かれる。

　振り返ると、アイ＝ファが静かに俺を見つめていた。

　俺はうなずき、拳こぶしを握りしめる。

「ああ。いよいよ後半戦だな」

　宴が――始まるのだ。




２




「シチューを広場に運んでください！　熱いので、ゆっくり慌てずお願いします！」

　その後はもう、てんやわんやの大騒ぎだった。

　主役の二人は本家の真正面に建てられたやぐらの上まで導かれ、宴開始の挨あい拶さつをダン＝ルティムあたりが始めたようだが、もはやその言葉を聞いているゆとりもない。この挨拶が終わると同時に、料理を食べられるように配膳しなくてはならないのだ。

　まずは、シチューである。

　円状に設置された十個の簡易型かまどに、四つの鉄鍋をなるべく均等になるように配置して、弱火で火をつける。

　そして、残りの六つのかまどには保温用の水みず鍋なべを載せて、強火になりすぎないていどの火を焚たき、テーブル代わりの大きな割り板を置き、そこにステーキと野や菜さい炒いためを並べていく。ステーキは、まずは無難にモモとロースである。

　すべてのかまどにルウ家の女衆が控え、まずは配膳に集中してもらう。申し訳ないが、彼女たちには交代で食事を楽しんでもらう他ほかない。それに嫌いやな顔をした女衆は、少なくとも俺の見る限りでは一人として存在しなかった。

　ステーキの台に控ひかえた女衆は、その手にどっさりと焼きポイタンを掲げて、肉を取りにきた者に一いつ緒しよに手渡す。「これはポイタンだよ」と言い添えて。

　シチューのかまどに控えた女衆は、もちろんシチューを注ぐ係である。「この汁は一人につき一杯だからね」と言い添えて。

　鍋で煮たり焼いたりしたものを好きなときに好きなだけ喰くらう。それが今までの宴であったのだろうから、こんなやり方は窮屈であろうか？

　だけど俺は、ただ臭くさみのない肉を焼いたり煮たりするだけでは、足りないと思った。もっと大きな喜びをもたらしたいと願ったのだ。だから、料理の美味さが窮屈さを吹き飛ばしてくれることを祈いのる他ない。

　俺はもうあちこちの家に飛び回って指示を出しまくるのが仕事であったので、その後はどの女衆がどこにいるのかもよくわからなくなってしまっていた。ただ一人、俺のもとに付き従ってくれていたアイ＝ファも、ティト・ミン婆ばあさんに呼ばれてどこかに行ってしまった。

「それでは、宴を開始する――ッ！」

　というダン＝ルティムの馬鹿でかい声が、やぐらのほうから聞こえてきた。

「ルティム家のガズラン＝ルティム、ミン家のアマ＝ミンに祝福をッ！」

「祝福をッ！」の声が百余名の眷族によって唱和され、広場の中央に積み重ねられた薪まきの塔に、儀式の火が灯された。

　広場を取り囲む格好で建てられた台座にも、松明のようなものが掲げられて、夕闇を散り散りにする。

　その盛大なオレンジ色の輝きに照らされつつ、人々はその手に、器を、金串を取った。

「大いに飲んで、喰らってくれ！　この日のために尽力してくれたルウの女衆にも、祝福を！」

　大きな声の出しすぎで、ダン＝ルティムの声がガラガラにひび割れてしまっている。

　その声に導かれるようにして、人々は果実酒の瓶を握り、そして――ゴムノキモドキの葉に載せられた肉を、つかみとった。

　白い、頑健な歯が、肉を噛かみちぎる。

　木皿に注がれたシチューがすすられる。

　焼いたポイタンが、おっかなびっくり口に運ばれる。

　そうした彼かれらがどんな表情を浮うかべているかも確認できぬまま――俺は、家から家へと飛び回った。

「次はこの家のあばら肉です！　準備は大丈夫ですね？」

「大丈夫だよ。最初の肉はあっというまにたいらげられちまうねえ、こりゃ」

　まだ名前を覚えきれていない分家のおっかさんが、豪快に笑っている。

「もう出発したほうが良さそうだ。先陣の娘たちもしちゅーが食べたくてうずうずしてるだろうからねえ」

　と、おっかさんはその俺よりも太い腕で、一枚にスペアリブが七皿も載せられている割り板を三枚同時に持ち上げた。

「交代してくるよ。――あのしちゅーは本当に絶品だね、あんた？」

「あ、もう食べられたんですか？」

「食べそこなったら一大事だからさ。最初にそいつだけいただいて、大急ぎで戻もどってきたのさ。他の女衆もすぐ戻ってくるから、あんたもちっとは腹に入れておいたほうがいいんじゃないかい？」

「俺は後で大丈夫です。では、お願いしますね」

「あいよ」とおっかさんは出ていった。

　それからすぐに、「ほうら、こいつがギバのあばら肉さ！　勇気のあるやつはかじってごらん！」という大声が聞こえてくる。
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　やっぱり俺が裏方に徹したのは正解だったのだろう。俺みたいな余よ所そ者ものが表に姿を現したって、料理の味を向上する役には立てまい。

「ごめんなさい、遅くなりました！　残りもすぐに運びますね！」

　と、美しい宴装束に身を包んだ、やっぱり名前のわからない女衆たちが数人、かまどの間に飛びこんでくる。

「もう最初のすてーきは全部なくなってしまいました。しちゅーも残りわずかです！」

「そしたらお次は、スープだな。よし、ありがとう！」

　スープの担当は、シン＝ルウの家と隣となりの家だ。

　まずはシン＝ルウの家に飛び込むと、かまどの間ではシーラ＝ルウが一人でかまどの番をしていた。

「あれ？　お一人ですか？　お母さんもいらしたはずですよね？」

「母は今、しちゅーを食べに行っています。わたしは先にいただきました」

　と、シーラ＝ルウがはかなげに微笑む。

「あのしちゅーという食べ物は、本当に美味しいですね。……何だかわたしは涙が出そうになってしまいました」

「そうですか。シーラ＝ルウの婚儀の宴でも、ぜひ作ってもらってください」

　すると、シーラ＝ルウはちょっと切なそうな顔をして、首を振った。

「わたしは生まれつき、身体が弱いのです。だからこの年齢まで嫁よめ入いりすることもできなかったのです。水瓶ひとつ運べない女衆は、家の厄介者に過ぎませんので」

「そんなことないですよ！　水瓶は無理でも鉄鍋は運べるじゃないですか？　それだけの腕力があれば、十分にかまどの番は果たせます」

　おそらくちょっと躁状態にあった俺おれは、そこでウインクまでかましてしまった。

「それに、シーラ＝ルウの調理の手際は見事でした。あなたはきっと美味しい料理が作れる花嫁さんになれるでしょう。美味しい料理の素晴らしさを知った男衆なら、そんなあなたを放っておきませんよ、きっと」

「まあ……」とシーラ＝ルウの頬が赤くなる。

　そこに、彼女の母親が戻ってきた。

「しちゅーはあらかたなくなってきたみたいだね。さ、シーラ、あたしらの出番だよ」

「はい」

　おっとりとした母とはかなげな娘が、グリギの棒を使って鉄鍋を運んでいく。

　それを横目に、俺は隣の家へと向かった。

　残りのスープの鍋は、すべてこの家にあるはずだ。

　そう思ってかまどの間に足を踏み込むと、三つのスープの鍋はとっくに持ち運ばれた後で、代わりにシチューの残ざん骸がいがこびりついた鉄鍋が火のついていないかまどの上に載せられていた。

　そして――そこそこ広いかまどの間に、ぽつんとたたずむ女性が一人。

　ヴィナ＝ルウだ。

「アスタ……？」

　その少しだけ目尻の下がった色っぽい目が、びっくりしたように見開かれる。

　ヴィナ＝ルウも、やっぱり宴装束に身を包んでいた。

　半透明のヴェールを頭にかぶり、同じ薄物を腰に巻き――もともと他の家の女衆よりも華美に飾られていた髪や手足に、さらに装飾品が増えている。

　いつもは右肩でひとつに束ねられている栗くり色いろの長い髪もほどかれて、色っぽさも倍増だ。

　しかし、今日ばかりは彼女の色仕掛けにもつきあってはいられない。

「こっちはもう運び終わったんですね。それじゃあ、俺は仕事がありますので」

　と、俺はきびすを返そうとする。

　その背に、「待って！」とヴィナ＝ルウの大声があびせかけられた。

　ヴィナ＝ルウの大声なんて、初めてである。さすがに俺も足を止めて、そちらを振り返る。

　ヴィナ＝ルウは、子供のように肩をすぼめて、うつむいてしまっていた。

「アスタ……怒おこってるぅ……？」

「え？　何をですか？」

「わたし……アリアのすーぷをこぼしちゃったから……」

「ああ、そのことですか。大丈夫ですよ。新しいスープもきちんと間に合いましたし。それよりも火傷とかしなくて良かったですね」

「……怒ってないのぉ……？」

　上目づかいに、じっと見てくる。

　この御お方かたはどこまでが演技でどこまでが本気かわかりづらいので、非常に扱いが難しい。

「怒ってませんよ。……そんなことより、宴を楽しんでください。ヴィナ＝ルウはシチューの配膳係でしたっけね。そうしたらもうしばらくは仕事もないでしょう？」

「宴は、嫌きらい。……色んな男衆に嫁入りを申し込まれちゃうから……」

　嫁入り、しちゃえばいいじゃないですか。

　とでも言ってやりたいところだったが、ややこしくなりそうなので、やめておく。

「それでは、俺は失礼しますね」

「待って！」

　再びの、大声。

　ヴィナ＝ルウは、自分の両腕を抱えこむようにして、身体をくねらせた。

「あの……わたしは、家を捨てようとした女だけどぉ……決して家族が嫌いなわけじゃないのぉ……」

「はい？」

　いったい何の話だろうか。

　いい加減に、俺は次の現場に向かいたいのだが。

「むしろ、誰だれよりも家族を愛しているわぁ……嫌いな人間なんて一人もいない……みんなには、幸せになってほしいと願ってる……」

「あの、いったい何のお話なんですか？」

「家族を、憎みたくないのぉ……」

　そして俺は、三たび驚かされることになった。

　自分の腕を抱だいていたヴィナ＝ルウが、その体勢で膝ひざをつき、懇願するように俺を見上げてきたのである。

「アイ＝ファなら、いい……アイ＝ファなら、憎むことができる……もしもあなたがアイ＝ファと結ばれたら、あなたを誘惑して無む茶ちや苦く茶ちやにしてやろう、とも思えるし……」

「いやだから、いったい何のお話ですかって！」

「レイナを、憎みたくないの」

　いつになくはっきりとした口調で、ヴィナ＝ルウはそう言った。

「レイナと結ばれるのだけは、やめて……わたしは、家族を憎みたくないのよぉ……」

　何が何だかわからない。

　もちろんレイナ＝ルウの挙動から、俺も何かしら感ずるものはあったものの、さすがに嫁入りだの何だのという話は他の家族だって絶対に許さないはずだ。

　だけどヴィナ＝ルウは、本当にこれがヴィナ＝ルウなのかと疑いたくなるぐらい、悲しげで切なげな面持ちになってしまっていた。

　俺はさんざん悩なやんでから、ヴィナ＝ルウのもとに駆け寄って、その柔やわらかい肩に手を置いた。

「大丈夫ですよ。何を心配しているのかはわかりませんけど、そんな素っ頓狂な未来は絶対にやってきませんから」

　幸いなことに、俺は自分の心を偽る必要なく、そんな風に告げることができた。

　ヴィナ＝ルウが、うっすらと涙のにじんだ目で俺を見上げてくる。

「俺がレイナ＝ルウを娶めとることはありません。だから、ヴィナ＝ルウがレイナ＝ルウを憎むことにもなりませんよ。それだけはお約束します」

　ヴィナ＝ルウの肩をぎゅっとつかみ、最後に力強くうなずきかける。それが今の俺にできる精一杯だった。

「……仕事の最中にごめんなさい……」

「いえ。最後のしめくくりは、段取り通りにお願いしますね。……それじゃあ失礼します」

　俺はヴィナ＝ルウの視線から逃げるように、かまどの間を飛び出す。

　もやもやとした罪悪感が、俺の胸には満ちてしまっていた。

　しかしこれ以上、ヴィナ＝ルウを慰めている時間はなかった。一刻も早く、次の現場に向かわなくてはならないのだ。

　この胸中に生じる罪悪感も、代価の内なのだろうか。

　ならば、そんな気持ちも飲み下すしかない。

　そんなことを考えながら、俺は広場の外周を駆け抜ける。

　いつのまにか太陽は完全に沈みきり、世界は、炎によってのみオレンジ色に照らしだされていた。

　この距離では、人々の姿も黒いシルエットでしかうかがえない。

　表情などは、まったく見えはしない。

　だけど、熱気がものすごい。

　ごうごうと焚かれた儀式の火にも負けないぐらい――そこには、森辺の民たみたちの熱気と生命力が満ちみちていた。

　なんて目のくらむような世界だろう。

　なんて生々しい世界だろう。

　その凄まじいばかりの生命力に背中を押されるようにして、俺は走る。

　次の現場は、遠く離はなれたルウの本家だ。

　その正面に組まれたやぐらの上では、新郎と新婦が静かに座しており、やぐらの下では、両手にスペアリブを掲げたダン＝ルティムが馬鹿笑いしていた。

　この御ご仁じんだけは、シルエットのみでも見間違うことはない。

「お前ら、喰わんのか？　喰わんのだったら、全部この俺が喰ってしまうぞ!?」

　頼たのむから、食べたがっている人にはきちんと食べさせてあげてくださいね、と念じながら、俺は小走りでかまどの間に向かう。

　次の料理は、いよいよハンバーグだ。

「あ、アスタだっ！　やっと会えたっ！」

　かまどの間には、十人近い女衆が控えてくれていた。

　今までは宴うたげを満喫し、これから仕事に取りかかる後衛部隊である。

　で、そのメンバーであるリミ＝ルウが、入り口の付近で二本のスペアリブを手に立ちはだかっていた。

「えへへー。ダン＝ルティムのまねー」

「こらこら。あの親おや父じさんだけじゃなくリミ＝ルウまでたくさん食べたら、他の人の分がなくなっちゃうだろ？　本当は一人に一本ずつなんだから」

「だから、ちっちゃいのを選んだもん！　……それでも、だめ？」

　子犬のようにしょげてしまうリミ＝ルウの頭を、ぽんと叩たたいてやる。

「可愛かわいいから許す。その衣装も、すごく可愛いね」

「ほんと？　うれしいなっ！」

　幼い女衆でも、宴装束に変わりはない。玉虫色のヴェールをかぶって、色んな髪かみ飾かざりや腕うで飾かざりをつけたリミ＝ルウは、文句なしに抜群に可愛らしかった。

　特に、両方のこめかみあたりに付けられた大きくて赤い花飾りがすごく印象的で、赤っぽい髪をしたリミ＝ルウにはとってもよく似合っている。

「そういえば、アイ＝ファを見なかったかい？　宴が始まってから一度も姿を見かけていないんだけど」

「アイ＝ファ？　ティト・ミン婆ばあが呼んでたんじゃなかったっけ？」

「最長老がお呼びだったから、あたしはそれを伝えてやっただけだよ。その後はあたしも見てないねえ」

　ティト・ミン婆さんもこのハンバーグ部隊の一員であったのだ。

　で、俺の腹心であり唯ゆい一いつの遊撃部隊員であるアイ＝ファはどこに雲隠れしてしまったのだろうか？

「あの、ファの家の女おんな狩人かりうどでしたら、さっきすてーきを運んでいる姿を見ました」

　と、ドンダ＝ルウの二番目の弟の息子の嫁であるはずの女性が、そんな風に発言してくれた。

「そうですか。ありがとうございます」

　俺の指示もなく遊撃できているなら、それでかまわない。

　俺もこうして自分で走り回るのが一番手っ取り早いと体感できてきたところだ。

「さて。早くもハンバーグの出番が近づいてきたようです。ってことは、もう半分の料理が消化されたことになるんですけど……なんか、展開が早くありません？」

「あんたの料理が美味うまいもんだから、次から次へとなくなっちまうんだよ！」

「まあ、そのうちの半分はルティムの大将が喰らっちまってるのかもしれないけどねえ」

　年配の女衆が、愉ゆ快かいげに笑う。

　俺も笑いたいところだが、生憎そうもしていられない。

「このハンバーグが終わったら、あとはステーキがもう一人前ずつだけなんですよね。これはもしかしたら、本当に追加もありうるんでしょうか？」

「ありうるねえ。というか、本当に全然足りてないみたいだよ。男衆も女衆もまあよく食べること食べること。あっちこっちで肉の取り合いさあ」

　嬉しい悲鳴とは、このことか。

　最悪、料理が足りなければ肉を追加で焼く手はずは整えているが、野菜やポイタンに追加の準備はない。せいぜい買い置きのアリアやティノを一緒に添えられるぐらいだ。

「わかりました。それじゃあハンバーグを出してもらったら、俺はもう肉を切り分けておきますよ。ちょっと薄うすめにして、強火だけで焼けるようにしておきます」

「はいよ。それじゃあ、出発しようか」

　ティト・ミン婆さんの静かな号令のもと、およそ百二十個のハンバーグと果実酒のソースを詰つめた土ど瓶びんが運び出されていく。

「あ、リミ＝ルウ。手が空いたらでいいんだけど、ちょっとヴィナ＝ルウの様子を見てあげてくれないか？　スープを三つ置いていた家のかまどの間にいると思うから」

「ヴィナ姉？　……あ、ヴィナ姉って宴だとお酒ばっかり飲んじゃうんだよねえ。わかった！　リミ＝ルウがはんばーぐを持っていってあげるよ！」

「ありがとう。よろしくね」

　そうして後衛部隊の手によりハンバーグが搬出されていくと、とたんにかまどの間はがらんとしてしまった。

　残っているのは、最後に提供されるステーキの一部だけだ。

　それらを保温のためにかまどの蓋ふたの上に移してから、俺は柄ひ杓しやくで水を飲んだ。

　身体は、相当に疲つかれている。

　しかし心は、高こう揚ようしている。

　ヴィナ＝ルウのことが少し心配だが、それ以外は――きわめて順調だ。

　みんながどんな表情で料理を食しているのかはわからないが、女衆の表情を見る限り、心配はないだろう。

　大きなアクシデントは、起きていない。

　俺の仕事も、もうひとふんばりだ。

　おれは、うーんと大きくのびをしてから、追加用の肉を運ぶために食しよく糧りよう庫こへと向かった。

（ルド＝ルウやシン＝ルウも楽しんでるかな。アイ＝ファも、シチューを食いっぱぐれてないといいんだけど）

　入り口に掲げられていた燭しよく台だいを手に取り、食糧庫に足を踏み込む。

　貯肉室は、さらにこの奥おくだ。

　この野菜置き場も調理済みの料理を一時的に保管する場所として使われていたため、棚は壁ぎわに押しのけられてしまっている。

　そして、その棚に野菜はもうほとんど残っていない。

　調理の失敗に備えて準備されたわずかな野菜と、それに今回の献こん立だてでは使われなかった野菜たちが少しばかり残されているだけだ。

　これらの食材費は、ルウとルティムで折半されるらしい。

　これで彼らの絆きずなが強まるのか、あるいは溝でもできてしまうのか。ドンダ＝ルウやジザ＝ルウの人間性にはまだまだ謎なぞが多いので、俺にはわからない。

　だけど――俺は俺の仕事をやりとげるだけだ。

　そんなことを考えながら、俺は貯肉室へと足を向けた。

　すると――

　開け放しておいた戸板が、ぴしゃりと音をたてて閉められてしまった。

「え？」と振り返った俺の胸に、小さくて柔らかい物体が飛び込んでくる。

　それはとても小さくて柔らかかったのに、とても力が強かった。

　だから俺は、そのまま背中から倒れこむことになった。

　それでも燭台を落とさずにいられたのは、ずいぶんな幸運だっただろう。

　その燭台の火に照らしだされるのは――レイナ＝ルウの、思いつめた表情を浮かべた顔だった。
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「レ、レイナ＝ルウ？　いったい、どうしたんだい？」

　宴装束のレイナ＝ルウが、俺の上に覆いかぶさっている。

　俺の胸にすがりつくようにして、ひどく思いつめた目で、俺の顔を見つめている。

「アスタ……」と、その小さいが肉感的な唇くちびるが、少し咽喉のどにからんだ声を搾り出した。

「アスタに、お願いがあるのです……」

「お、お願い？」

「ルウの家人に、なってください」

　とても真しん剣けんな光を浮かべた青い瞳ひとみが、至近距離から俺を見つめてくる。

「ファの家を出て、ルウの家人に……わたしたちの、家族になってください」

「い、いきなり何を言ってるんだよ？　ドンダ＝ルウやジザ＝ルウがそんなことを許すはずがないだろう？」

「父は、わたしが説得します。ジザ兄も――話せば、わかってもらえるはずです」

　俺にはとうてい、そんな風に思えない。

　というか、俺自身がそのような話を望んでいない。

「どうして突とつ然ぜんそんなことを言うんだ？　俺にはさっぱり君の考えがわからないよ、レイナ＝ルウ」

「わたしは、アスタとともにありたいのです！　アスタを眷けん族ぞくとして迎えたいのです！　力を失った氏族が他の家に入るのは珍めずらしいことではありません。森辺の民は、そうやって身を寄せ合いながら生きているのです」

　そしてレイナ＝ルウは、俺のＴシャツの胸もとをぎゅっと握にぎりしめてきた。

「きっと父は、アスタの力をすでに認めています。家長の決定であれば、ジザ兄だってそれに逆らうことはできません。その後は、わたしが時間をかけて説得してみせます！」

「そんなことはできないよ。アイ＝ファ一人を残して、ルウの家人になるなんて……そんなこと、できるわけがないじゃないか？」

　俺は、どんな表情をしていただろう。

　レイナ＝ルウは、苦しそうに眉まゆをひそめている。

「アイ＝ファにも、わたしの気持ちは伝えました。ダルム兄じゃなくてもいい。分家にだって、未み婚こんの男衆はたくさんいます。刀を置いて、嫁入りの気持ちを固めてくれれば……もともとは父ドンダだって、本家に嫁入りをすすめるぐらい、アイ＝ファの人ひと柄がらには魅力を感じていたはずなのです。ファのように眷族の絶えてしまった家の人間にそのような話をすすめるなんて、本来は考えられないことなのですから……」

「だけどアイ＝ファには、断られたんだろう？」

　この宴のさなかに、アイ＝ファとそんな話までしていたのか。

　戸板が閉められてしまったために、宴のざわめきも遠い。

　そして――俺の胸は、悲しみにも似た感情にふさがれてしまっていた。

「……それでもわたしは、アスタとともにありたいのです」

　レイナ＝ルウが、俺の胸に顔をうずめてくる。

「アイ＝ファは強い人です。怖こわいぐらいに強い人です。わたしにはアイ＝ファの心を動かすことはできませんでした。でも……アイ＝ファはきっと、一人でも生きていけます。それぐらい、あの人は強い人なんです」

「それは、そうかもしれないな」

　実際にアイ＝ファは、この二年間を一人で生き抜いてきたのだ。

　俺のような存在に出くわさなければ、きっとこの先も一人で生き抜いていったのだろう。

　でも――

　俺たちは、出会ってしまったのだ。

「アイ＝ファは、狩人です。子をなすのではなく、ギバを狩かりながら、やがて森に朽ちる道を選んだのです。でも、それだったら――男衆のアスタを家人に迎える意味もないではないですか？　ファの血は、アイ＝ファで絶えてしまうのです。それなら、アスタはルウの人間として――」

「レイナ＝ルウ」と、俺はそのなめらかな肩をつかみとった。

「君の気持ちは、よくわかった。そこまで俺なんかの行く末を案じてくれて、ありがとう。……でも、駄だ目めなんだ」

　レイナ＝ルウが、ハッとしたように面を上げる。

　その青い瞳にみるみる大粒の涙が盛り上がっていくのを見つめながら、俺は言った。

「俺はファの家を出る気はない。アイ＝ファ自身は大だい丈じよう夫ぶでも、俺のほうが駄目なんだよ。――だから、ごめん」

「どうして……ですか？　頑かたくなであった分家の男衆たちも、今ではあなたの力を認めています。ジザ兄さえ時間をかけて説得できれば、ルウの眷族は全員あなたを……」

「俺だって、ここの人たちはみんな大好きだよ。だけど、それでも、俺はアイ＝ファとともにありたいと願っているんだ」

　可能な限りやんわりとレイナ＝ルウの身体を押し返しながら、俺は地面の上に半身を起こした。

　俺の膝の上あたりにぺたりとしゃがみこむ格好になったレイナ＝ルウが、ついにぽろぽろとその頬に涙をこぼし始める。

「本当にごめん。……それに、ありがとう」

　レイナ＝ルウは、泣きながら立ち上がった。

　そして、涙に濡ぬれたその瞳にとても強い光をたたえつつ、最後に俺を真まっ直すぐに見つめた。

「……わたしは、あきらめません」

　そんな言葉を最後に、戸板の外へと駆け出していく。

　大きく開け放たれた戸板から、また宴の熱っぽいざわめきがゆるゆると流れこんでくる。

　俺は、泥のように重くなってしまった身体を地面から引き起こした。

（レイナ＝ルウには――それが正しい道なのか）

　俺みたいに得体の知れない人間を家人として迎むかえて、ともに暮らしていくことが。

　もしも俺が、アイ＝ファではなくレイナ＝ルウに拾われた存在であったとしたら――それはどれほど幸福で嬉しいことであっただろう。

　だけど。

　それでも。

　俺が出会ったのは、アイ＝ファであったのだ。

　アイ＝ファと離れて暮らす未来など、今の俺には想像することすらできない。

　俺は、自分のこめかみを二、三度殴りつけてから、貯肉室へと足を向けた。

　しかし――再びその足を止められてしまった。

　戸板の向こうから、絹を裂くような女性の悲鳴が聞こえてきたのだ。

　レイナ＝ルウか？

　いや、複数の女衆の声だ、これは。

　何かアクシデントでもあったのだろうか？

　もしかして――スペアリブやハンバーグという異形の料理が続いてしまい、ついに男衆の誰かが怒髪天を衝ついてしまったのだろうか？

　そんな風に思考を巡らせるのももどかしく、俺は食糧庫を飛び出した。

　家の脇を駆け抜けて、やぐらの脇を駆け抜けて、大広場に踏み込む。

　広場は、おかしな具合にざわめていた。

　さきほどまでの楽しげなざわめきが嘘うそであったかのように――負の激情で煮にえたぎってしまっていた。

　視線は全員、やぐらとは反対の方向に向けられている。

　そちらは、広場の出口の方向だ。

　レイとかそのあたりの主だった氏族が、怒って広場を出ていってしまったのだろうか？

　俺は立ち並んだ人々にできるだけぶつからないように気をつけながら、広場の中央、儀式の火のかたわらにまで躍り出た。

　すると――信じ難い情景が、そこには広がっていた。

（何だよ、こりゃ……？）

　咄嗟には、その情景の意味が理解できなかった。

　何がどうしてどうなったら、このような情景が完成されるのか。それが俺には想像もつかなかったのだ。

　一番出口に近かったかまどが、崩落している。

　その上に載せられていたのであろうハンバーグや野菜炒めが、地面に四散してしまっている。

　そして――

　その崩落したかまどに頭を突っ込む格好で、一頭の巨きよ大だいなギバが、死んでいた。

　相当な大物である。百キロ近くはあるだろう。

　しかし、よほど年老いたギバなのだろうか。毛づやが悪くて、角が一本折れてしまっている。

　さらに、その図太い胴どう体たいは何本もの木き槍やりで串刺しにされてしまっていた。

　黒こつ褐かつ色しよくの毛皮は大量の血で汚されており、臭においが物もの凄すごい。

　しかも、かまどの火がまだ完全には消えきっておらず、ギバの頭の毛皮をブスブスと焦がしている。

　野生のギバの獣臭さと、血の臭いと、毛皮の焦げる臭い――それがまるで、祝福の夜を汚す悪意そのものであるかのように、広場を満たし始めていた。

　ギバが、かまどに突っ込んできて、それを男衆が仕留めたのか？

　いやしかし、凶暴だが臆病でもあるギバは、よほど至近距離で出くわさない限り、人ひと影かげを見れば逃げる習性を有していると聞いている。

　そんなギバが、百名以上もの人間が集う大広場に、しかも明々と燃えるかまどに自ら突っ込むなどとは、とうてい思えない。

　そうしてほとんど自失してしまいながらも、俺はやがて自分の考えが正しかったことを知ることができた。

　ギバの死骸のその下には、平たい板が敷しかれていたのだ。

　その板には、蔓つる草くさの引き手が縛りつけられていた。

　鉄てつ鍋なべや水みず瓶がめなどを運ぶときに使われる引き板だ、これは。

　ギバは、この場で死んだのではない。死骸としてこの場に持ちこまれて、かまどに叩きつけられたのだ。

　何者かの、悪意によって――

「何だ何だぁ？　めでたい宴だってのに、すっかり静まりかえっちまったなぁ？」

　悪意ある、男の声。

　少しだけ上ずった、若い男の声。

　ほんの少しだけ聞き覚えのある――野太いのに、ちょっと舌足らずで間延びした声。

　俺はゆっくりと、視線を持ち上げた。

　ブスブスとくすぶる黒い煙の向こうに――三人の男たちが立ちはだかっていた。

　一人は、大おお柄がらな若い男。

　黒褐色の髪を短く刈りこんで、青い目をした、大柄であるということ以外には特徴らしい特徴もない、若い男。

　もう一人は、それよりも一回りは小こ柄がらな、やはり若い男。

　背は小さいが全身にみっしりと筋肉がついており、顔は四角く、狛こま犬いぬのような面がまえをしている。ざんばらの髪と、野犬のように光る目は、隣の男と同じ色合いをしている。

　そして、最後の一人は――ドンダ＝ルウやダン＝ルティムよりも巨大な身体を有した、肉風船のような男だった。

　身長は二メートル近くもあり、体重などはどれほどあるのだろう。二百キロと聞かされても、驚おどろくことはできないかもしれない。顔も腕も腹も足もぱんぱんに膨れあがっており、歩くよりも転がったほうが速いんじゃないかというぐらいの体型だ。

　その額は大きく後退しており、耳もとにだけ黒っぽいもしゃもしゃの髪が渦うず巻まいている。

　そのせいで、ひどく年をくっているようにも見えるが――ぱんぱんに膨ふくらんだ顔は妙みように幼げで、俺にはそれが薄気味悪くてしかたがなかった。

　その、最後の肉風船は確実に初見であったが、残りの二人は俺の記き憶おくにある男たちだった。

　もうひと月近くも前に一度だけ見たきりの、スン本家の跡あと取とり息子むすこ、ディガ＝スン。

　そして、七日ばかり前に悪あく縁えんを結んでしまった、スン本家の次兄、ドッド＝スン。

　間ま違ちがいなくそいつらは、この森辺の民を統べる族長筋スン家の男衆たちだった。

「……家長はどうしたぁ？　ルティムのダンとルウのドンダはどこに隠れちまったんだよぉ？　スン本家の俺たちがわざわざ祝いに出向いてきてやったのに、家長の挨拶もねえのかぁ、ええ？」

　ディガ＝スンの上ずった声が、異臭漂う大広場にこだまする。

　おそらく――こいつらは、酩めい酊ていしている。

　少なくとも、俺の知る長ちよう兄けいと次兄の手には、果実酒の土瓶が下げられていた。

「祝いの品が、お気に召めさなかったのかぁ？　これだけ大きなギバだったら文句はねえだろぉ？　角と牙きばもきっちり三本ひっついてるしよぉ。スン本家の長兄ディガ＝スン、次兄ドッド＝スン、末弟ミダ＝スンからの祝福だぁ。ありがたく受け取れや、ルティムの眷族ども！」

　末弟――末弟と言ったか、今？

　それではこの肉風船が、一番年少だというつもりなのだろうか。一番年長のディガ＝スンですら、まだ二十を超えているようには見えないのに。

　いや――今はそのようなことは、どうでもいい。

　俺は拳こぶしを握りしめながら、そっと周囲の人々の様子をうかがってみた。

　女衆は、怯おびえている。

　男衆は――憤ふん怒ぬしている。

　何かちょっとでもきっかけがあれば、その腰こしの刀を抜きかねないぐらい、すべての男衆が狩人の眼光、狩人の形相に成り果ててしまっていた。

　当たり前だ。

　眷族の宴を、穢けがされたのだ。

　ただ族長筋であるというだけで、宴の場にこのような形で乱入してきた下げ衆すどもを、誇ほこり高たかき狩人たちに許せるはずがない。

　しかし、誰もが動かない。

　音がしそうなほどに歯を噛みしめて、血がにじみそうなぐらい拳を握りしめながら、男衆の全員が静かに猛り狂っていた。

　族長筋のスン家と刃やいばを交えれば、森辺を二分する大きな争いとなり、すべての民が滅んでしまうかもしれない――とは聞いている。

　だから、動けないのか？

　ドンダ＝ルウもダン＝ルティムも、この広場のどこかで静かに憤怒しているのだろうか？

　だけど俺は、とうてい黙だまっていることなどはできなかった。

　そして、ルウでもルティムでもない自分だからこそ立ち回れる役があるのではないかと、強く思った。

　俺はギバの亡骸を迂う回かいして、黒煙ごしにではなく、男たちと相対する。

　とたんに――三人中の二人の目が、ギラリと燃えあがった。

　しかし、そいつらの眼光は澱よどんでいた。

「いったい何なのですか、あなたたちは!?」

　俺は、怒ど号ごうを叩きつけた。

　男たちの目が、いっそう凶きよう悪あくに燃えあがる。

「これ以上の客人が増えるなどという話は聞いていませんよ！　ルウを親とするルティムの眷族百余名、俺が承った料理の数はそれだけです！　こんな飛び入りの客を迎え入れるなどという話は聞いていません！」

「余所者め……ファの家に居い座すわった異国人め！」

　ディガ＝スンが、一歩だけ前に進んできた。

　その腰には当然刀が下げられていたが、まだ飛びかかられても届く距きよ離りではない――たぶん。

「こんな余所者を宴に招いて、スンの家には声もかけぬとはどういう道理だ!?　もともとミンといえば、八十年の昔にはスンの眷族であった家――こんな余所者を招いておきながら、スン家に祝う資格なしとは言わせぬぞ！　ルウども！　ルティムども！」

「そんな話は、ルウやルティムの家長としてください！　俺はルティムの家から代価をいただき、この宴のかまどを預かったんです！　誰であろうと、俺の仕事の邪じや魔まはさせません！」

　ダン＝ルティムらに、主導権を引き渡わたすのだ。

　道を踏み外した下衆どもに、まっとうな正論を叩きつけることで、こちらに有利な状じよう況きようを作り上げる。そんな計算を頭の片かた隅すみでしながらも――だけど俺は、自分の本音をぶちまけているだけでもあった。腹の底からわきあがってくる怒いかりを、そのまま咽喉から言葉としてほとばしらせているだけだった。

　俺は、気の毒なギバの亡なき骸がらに指先を突きつける。

「今すぐにこのギバの骸むくろを片付けてください！　話はそれからです！　あなたたちは、ギバの亡骸を眺ながめながらギバの肉を喰くらうんですか？　ギバの血の匂においを嗅ぎながらギバの鍋なべをすするんですか？　俺のまかされた宴で、そんな作法は認められません！　今すぐこのギバを広場の外に片付けてください！」

「小こ僧ぞう、貴様――！」

「それでルティムの家長らが許すなら、あなたたちにも料理をふるまいましょう！　だけど、あなたがたが台無しにしたこの料理は、もう今夜のうちには作りなおせません！　俺の仕事をこれ以上乱すつもりなら、代価はスン家に請求することになりますよ！」

　ディガ＝スンは、わなわなと震ふるえるばかりだった。

　その背後で――ドッド＝スンが、刀を抜いた。

　女衆が、悲鳴を交錯させる。

「宴の場で刀を抜くのか、この痴しれ者ものがッ！」

　鋼のような声が、女衆の悲鳴を寸断した。

　スン家のボンクラ息子どもより、そして俺なんかよりも数段迫力のある、誇りと、怒りに満ちた声が――

　アイ＝ファの声が、響ひびきわたった。

「私と家人アスタはルティム家の長兄ガズラン＝ルティムとの取り引きで、この宴に身を置いている！　それを余人にとやかく言われる筋合いはない！　貴様らの処遇など、ルティムの家長にまかせる他ほかないが――ファの家の人間に刃を向けるならば、容よう赦しやはせんぞ！」

　薄うす闇やみの向こうから、アイ＝ファが力強い足取りで進み出てくる。

　そうして毅然と胸を張り、火のような眼光で闖ちん入にゆう者しやどもをにらみすえるアイ＝ファは――とても美しい宴衣装にその身を包つつんでいた。
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（アイ＝ファ――）

　その長い金きん褐かつ色しよくの髪が、腰のあたりまでゆるやかに流れ落ちている。

　その上から、あの玉虫色に光るヴェールがかけられており、長い髪のあちこちに、小さな花や木の実が留められている。

　首や、腕うでや、足の先にも、木の実や金属細工の飾かざりが巻きつけられて、腰からは少し紫むらさきがかった薄物がふわりとたなびいている。

　他の女衆と同じような、宴衣装だ。

　他の女衆と同じような、宴衣装であるのだが――アイ＝ファは誰よりも綺麗で、美しかった。少なくとも、俺にはそう見えてしまった。

　そして、他の女衆と異なるのは、その手に革かわ鞘さやの刀が握られていることと、その美しい面に勇ゆう猛もうなる狩人としての厳しい表情が浮うかんでいることだった。

「アイ＝ファ……ひさしぶりじゃねえかぁ……？」

　刀を抜いた弟を手で制し、ディガ＝スンがそちらに向きなおる。

「何だ、女衆のような格好をして……お前もついに、婿取りかぁ……？」

　ディガ＝スンの澱んだ目に嫌いやな感じの光が灯り、そのゆるんだ顔にはおぞましい下げ卑びた笑いが浮かび始める。

　その、今にも舌なめずりでもしそうな顔を見て――俺は危うく後先も考えずに飛びかかりそうになるほどの怒りを覚えた。

（そんな――そんな泥水みたいに澱んだ目で、アイ＝ファを見るな！）

　この男は、俺の仕事を汚したばかりでなく、俺の大事な人間までをも汚すつもりか？

　しかし、そんなおぞましい目線を向けられているアイ＝ファのほうは、俺なんかとは違って冷徹そのものだった。

「ふん。未婚の女衆でありながら宴衣装を纏まとわぬは宴の興をそぐ行こう為いとたしなめられて、しかたなしにこのような薄物を羽織っているだけだ。私に婿など必要ないということは、二年前に冷たい川底でさんざん思い知らされたのではないのか、スン家の長兄よ」

「貴様……！」

「いいから、とっとと刀を収めよ！　招かれてもいない宴の場に足を踏み込み、人心を惑わせ、民を害そうとする。それが族長筋のやることかッ！　族長筋であるというのなら、我ら森辺の民に規範を示せッ！」

　ディガ＝スンとドッド＝スンは、それぞれの激情を両目に燃やしながら、アイ＝ファをにらみつけている。

　そのかたわらで、一人あらぬ方向に視線を漂わせていた肉風船のような末弟が、突然なんの脈絡もなく「ねえ……」とおかしな声をあげた。

「なんだか、すっごくいい匂いだなぁ……ミダはおなかが空いてきちゃったんだよ……？」

　その声は、何だか幼い子供のように細くて甲高かった。

　普ふ通つう身体が大きくなると声は太くなると思うのだが。太りすぎて、器官が圧迫されてしまっているのだろうか。

　まるで、スン家の堕だ落らくの象しよう徴ちようであるかのような存在だ。

「うるせえ！　黙ってろ、このうすのろめっ！」

　怒れる兄に一喝されて、不満そうに黙りこんでしまう。

　これは付け入るスキなのかなと、俺おれは一石を投じてみた。

「あくまであなたたちが婚こん儀ぎを祝いに来たと言い張るのなら、まずその刀を収めて、このギバをどこかに片付けてください。その上でルティムの家長が許すのなら、あなたたちにも宴の料理を――」

「誰が許すかッ！」と――そう応じたのは、スン家の男衆どもではなかった。

　殺気の塊かたまりみたいなものが、俺の背後から近づいてくる。

　振ふり返かえると、そこにいたのは――ダン＝ルティムと、ドンダ＝ルウだった。

　ダン＝ルティムは、その手に大きなスペアリブをひっつかんだまま、禿頭に太い血管を走らせていた。

　ドンダ＝ルウは、その手に果実酒の土瓶をぶら下げながら、野獣のような顔で笑っていた。

　その双そう眸ぼうは、どちらも火のように燃えている。

　二人の家長は、その場にいる誰よりも激昴していた。

「この小こ童わつぱどもが……よくも俺の息子の婚儀を汚してくれたなあッ！」

　ドンダ＝ルウはまだしも、このルティムの親父さんがこれほどまでに怒り狂う姿を見たのは、これが初めてのことだった。

　ぎょろりとした目は裂けんばかりに見開かれ、太い眉は吊り上がり、ゆたかな頬ほほ肉にくがぷるぷると揺ゆれている。

　ぶあつい唇がめくれて白い頑がん丈じようそうな歯がむき出しになり、そのこめかみにも太い血管が脈打っている。

　これに比べれば、かつての俺に向けられた怒りなど、子犬に小便をかけられたていどの怒りであったのかもしれない。本当に、大魔神のごとき怒りの形相だ。

　こんな激情を向けられて正気を保つことなど可能なのだろうか、と視線を正面に戻もどしてみると――

　ディガ＝スンは、蒼そう白はくになって立ちすくんでいた。

　ドッド＝スンは、震える指先で刀をかまえなおしていた。

　そして、ミダ＝スンは――何も理解できていない様子で、ぽけっと立っていた。

「誰が貴様らのような下衆どもに婚儀を祝わせるか！　誰が貴様らのような下衆どもにこんな美味い料理を喰わせるかッ！」

　咆哮をあげながら、ダン＝ルティムはその手のスペアリブを一口でかじりとり、残った白い骨を足もとの地面に叩きつけた。

　ドンダ＝ルウも、ずいっと前に進み出る。

「スン家の餓鬼ども……貴様らのような小童に、俺たちの相手がつとまるかッ！　ルウとルティムに喧けん嘩かが売りたいのなら、族長とすべての男衆どもを引き連れてこいッ！」

　落雷のごとき咆哮である。

　ディガ＝スンが「ひいっ」とか細い声をあげるのが、かすかに聞こえた。

「こんな老いぼれたギバの肉が喰えるかッ！　貴様らなんぞの祝福など受け取れるかッ！」

　と、ダン＝ルティムが大股に進み出て、かまどに頭を突っ込んだギバの毛皮を、両手で引っつかむ。

　すると、あまりに信じ難い光景が現出された。

　なんとダン＝ルティムは、その二本の腕だけで百キロ近くもありそうなギバの巨体を頭上に持ち上げてしまったのである。

　それは確かにダン＝ルティムも同じぐらいの重量を有しているのかもしれないが、それにしたって、途方もない怪力だった。

「うわ、うわわ」とディガ＝スンが後ずさる。

　ドッド＝スンも、完全に逃にげ腰ごしである。

　ミダ＝スンすらも、「ふわあ」と声をあげていた。

「消え失せろッ！」と、ダン＝ルティムはギバの巨体を投げつけた。

「うわあっ！」とディガ＝スンたちが逃げまどっていく。

　気の毒なギバの身体は、二、三度大きくバウンドし、その背中に刺さされた木槍をベキベキと折り砕きながら、広場の入り口あたりに転がった。

　ディガ＝スンたちの姿は、闇の向こうへと溶とけていく。

「馬ば鹿かどもがッ！」というダン＝ルティムの声に、すさまじいばかりの歓声がかぶさった。

　眷族たちが、喜びの声を爆ばく発はつさせたのだ。

　それは、彼かれらがどれほどスン家を忌まわしく思っているか――そして、普ふ段だんはどれほどの思いでその激情をねじ伏ふせているか、それを証あかし立てるかのような歓声の爆発だった。

「ダン＝ルティム――すいません、俺なんかが先走ってしまって」

　俺は頭に巻いていたタオルをむしり取って、ダン＝ルティムに頭を下げた。

　たちまち、怒れる大魔神の形相がふにゃふにゃに笑み崩れてしまう。

「何を言うておる！　俺は怒りのあまり呼吸ができず、しばらく動きが取れなかっただけだ！　その間にお前さんがたが俺の言いたいことを代弁してくれたから、それでようやく正気を取り戻すことができたのだッ！」

　お前さん――がた？

　気づけば、アイ＝ファが俺の隣となりに立っていた。

　いつも通りの、静かな表情で。

　いつもとは全然違う格好で。

「どうせあの餓鬼どもは酔った勢いで宴に茶々を入れに来ただけだろう。家長の命で動いたのなら、分家の男衆を引き連れてくるだろうからな」

　と、まだその双眸に激情の火を残しつつ、ドンダ＝ルウが果実酒をあおる。

「おい！　あの老いたギバを森に返してやれ！　餓鬼どもの粗相はムントがなかったことにしてくれるだろう」

　何人かの男衆がうなずいて、気の毒なギバのもとに駆け寄っていく。

　それを見て、ダン＝ルティムは情けなさそうに眉尻を下げてしまった。

「あああ。あのギバには悪いことをした。おい！　またギバに生まれ変わったら、今度は美味おいしく喰ってやるからな！」

　俺は思わずふき出だしてしまい、ダン＝ルティムはぐりんとこちらに向きなおる。

「アスタ！　腹をたてたら腹が空いたぞ！　次の料理はまだなのか？」

　と、その肉厚の手で肩かたをつかまれそうになり、俺は思わず後方に飛びすさる。

「手！　手を洗ってください！　ギバの毛皮をつかんだんですから！　絶対その手であばら肉を食べたりしないでくださいよ？」

「あばら肉は、なくなってしまったのだ。アスタ、あばら肉はもうないのか？」

　と、ぶあつい唇をとがらせるダン＝ルティムである。

　赤ちゃんがすねたみたいな表情だ。

「残っていたら、追加分で焼きますよ。だから手を洗って待っていてください。――それじゃあ、俺は仕事が残っていますので」

「おお！　頼たのんだぞ、アスタ！」

　俺は、ちらりとアイ＝ファを見た。

　アイ＝ファはうなずき、「壊こわれたかまどの始末をする」と背を向ける。

　金褐色の長い髪と、半透明のヴェールに包まれたその優美な背中を数瞬、見つめてから――俺は、かまどの間へと走った。





◇






　そうして時間は流れすぎ、いよいよクライマックスである。

　ずっとやぐらの上で宴うたげの様子を見守っていた新郎と新婦が、ルティムの長老とミンの長老に手を取られて、地面に降りてくる。

　導かれたのは、やぐらの正面に設置されたかまどの前。

　そこに、ヴィナ＝ルウに手を取られたジバ＝ルウが待っている。

　二人はジバ＝ルウの前に膝ひざをつき、新郎は自分の右肩を、新婦は自分の左ひだり肩かたをつかむようにして、頭を垂れた。

　ジバ＝ルウは、震える指先で二人の草冠を外し、香こう草そうの焚かれたかまどの煙で、それを炙った。

　そうして、新郎のかぶっていた草冠を新婦の頭に載せ、新婦のかぶっていた草冠を新郎の頭に載せる。

　やがてゆっくりと立ち上がった二人の前に、ジバ＝ルウは自分の首くび飾かざりから外した牙と角を一本ずつ捧ささげた。

「祝福を……今宵、ミン家のアマ＝ミンは、ルティム家のガズラン＝ルティムの嫁よめとなり、アマ・ミン＝ルティムの名を授さずかった。ミンとルティムは絆を深め、いっそうの力と繁はん栄えいを、この森辺に……」

「ガズラン＝ルティムは、森にアマ・ミン＝ルティムを賜りました」

「アマ・ミン＝ルティムは、森にガズラン＝ルティムを賜りました」

　何度目かの歓声が、爆発した。

　その歓声をかきわけるようにして、ルウの分家の女衆が、香草の焚かれたかまどに鉄鍋を運んできた。

　すでに仕上がりを待つばかりのハンバーグと、とっておきのフィレ肉のステーキが一つずつその内には置かれている。

　女衆はせっせと薪まきを追加して、強火というも愚かしいほどの炎を噴きあげさせる。

　そして、女衆はジバ＝ルウの手を取って、引き下がった。

　代わりに、ヴィナ＝ルウが前に進み出る。

　名前を変えて初めて得る肉を花嫁に捧げるのは、親家の最年長の未婚の女衆、と定められているらしい。

　ヴィナ＝ルウは、かまどの前に立ち、腰から下げていた果実酒の土瓶をつかみとった。

　中には、必要な量の果実酒しか入れていない。

　その中身を、ヴィナ＝ルウはふわりと鉄鍋の上にふりかけた。

　とたんに、真っ赤な炎が一いつ瞬しゆんだけ燃えあがり、すぐに消失する。

　おお……と眷族たちがどよめいた。

　ヴィナ＝ルウは引き下がり、優雅な仕草で鉄鍋を指し示す。

　女衆が、燃えさかる薪を半分がたかきだして炎を調節する。

　新郎と新婦がかまどの前に進み出て、女衆から受け取った鉄串で、ハンバーグを切りわけた。

　その肉にく片へんが、花嫁の口に運ばれるのを見届けて――俺の仕事は、終しゆう了りようした。
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エピローグ　～宴の果て～







「ほおら、正真正銘、こいつが最後の肉だよお！」

　追加分の肉が、宴の場に届けられる。

　いったい今日一日でどれだけの肉を喰らったのか。もはや勘かん定じようする気にもなれないぐらいなのに、男衆も女衆も歓呼の声をあげてそちらに群がっていく。

　その情景を、ルウの本家の家屋の横合いから眺めつつ、俺はかたわらの少女へと呼びかけた。

「……ララ＝ルウは食べに行かないのかい？」

「うん。もうおなかいっぱいだよ。食べすぎたから、太っちゃうかな」

　まだまだ太っていい気はする。ふたりの姉君に比べたら、彼かの女じよはちょっと痩せすぎなぐらいだ。

　しかし、ララ＝ルウはまだ十二歳さい。身長が先に伸びる体質だったのだろう。数年後には、きっと姉君たちにも劣おとらない魅み力りよく的てきな女性に成長するに違ちがいない。

「ね、最後のあの火、すごかったね。あれは何だったの？」

「普段とは違う果実酒さ。強い酒は、火で燃えるんだ」

　もちろんそれは、カミュア＝ヨシュから授かった果実酒だった。

　他には使い道が思いつかなかったので、宴のフィナーレを飾る小道具として使わせていただいたのである。

「ふーん」と大して興味もなさそうに言ってから、ララ＝ルウはうっとりと目を閉じる。

「それにしても、アマ・ミン＝ルティムは素敵だったなあ。もともと綺き麗れいな人だったけど、花嫁衣装はまた格別だよねえ」

「そうだね。本当にびっくりした。……だけど、ララ＝ルウの衣装だって素敵じゃないか」

　もちろんララ＝ルウも宴装束に身を包んでいる。

　まだまだ幼い少女ではあるが、やっぱり髪を垂らすと格段に女性らしくなる。

　だけどその容貌をほめることはつつしんで、衣装をほめるに留めたのだが、けっきょくは背中をおもいきりひっぱたかれてしまった。

　ぐったりと疲労した身体に、強い痛みがしみこんでいく。

「あいててて。……で、俺に用事ってのは、何だったのかな？」

「うん？　いや、別にあんたに用事があったわけじゃないんだけど……シン＝ルウ、見なかった？」

「シン＝ルウ？　さあ？　ルド＝ルウあたりと一いつ緒しよにいるんじゃない？」

「ルドは他の兄にいたちと一緒だったよ。おかしいなあ。さっきまではシーラ＝ルウたちと一緒にいたはずなんだけど」

　何せ百余名がつめかけた宴なのだから、しかたがない。

　俺もこうして仕事を終えることができたというのに、相変わらずアイ＝ファには巡りあえずにいる。

「よー、アスタ、おつかれさん。かまど番だけじゃなくスン家のボンクラどもまで相手取ることになって大変だったなあ？」

　噂をすれば何とやら。ルド＝ルウがそこにひょっこりと姿を現した。

「ジザ兄がそばにいなきゃ、あんな奴ら俺一人でぶちのめしてやったのになあ。ま、ルティムの宴なんだから、あそこはルティムの親おや父じさんに花をもたせるべきか」

「あんたは大人しくしときなよ、ちびルド。スン家なんて、絶対関かかわらないほうがいいんだから」

「うっせーよ、男女。……で、お前らは何やってんの？　やっぱりこんな男か女かもわかんねーようなのを嫁に迎えるつもりなのかよ、アスタ？」

　怒おこったララ＝ルウが平手打ちをかまそうとしたが、若き狩人かりうどはひょいっとその攻撃を回避してしまう。

「まあまあ。めでたい席なんだから。……ねえ、ルド＝ルウ、シン＝ルウがどこにいったか知らないかな？」

「シン＝ルウ？　ああ、あいつだったら、アスタたちが泊まってた空き家のとこにいたぜ」

　と、そこでルド＝ルウはちょっとだけ面おも白しろくなさそうに眉をひそめた。

「そういえばアイ＝ファも一緒だった。……くそ、シン＝ルウに余計なことを言わなきゃ良かったな」

　余計なこと？

　疲れ果てた頭の中で、かちりとパズルのピースがはまる。

「余計なことって何さ？　あんた、シン＝ルウに何を吹き込んだの？　ていうか、何でシン＝ルウとアイ＝ファが話なんてしてんのさ！」

「うるせー。お前にゃ関係ねーよ」と言いながら、ルド＝ルウがじっと俺を見つめてくる。

　俺はうなずき、もたれていた壁から肩を離した。

「ララ＝ルウ、行ってみよう。俺もアイ＝ファを捜してたところだからさ」

「え？　ああ、うん……」と、ちょっと気弱げな顔を見せるララ＝ルウの腕をつかみ、俺は広場へと足を向けた。

「ねえ、何なのさ？　シン＝ルウとアイ＝ファがどうしたの？」

「それはまだわからないよ。俺はそんなにシン＝ルウとは気心が知れてないから、ララ＝ルウが彼と話してあげてくれ」

　首をひねるララ＝ルウとともに、人ひと混ごみをかきわけて空き家に向かう。

　みんな、本当に楽しそうだ。

　宴が終わり、俺はようやく人々の表情を確かく認にんすることができた。

　いつもは厳いかめしい顔をしている男衆たちも、顔を上気させて笑っている。

　肉と酒。家族と眷けん族ぞく。オレンジ色に燃える炎。勇壮な新郎と、美しい花嫁――色んなものに、酔よいどれているのだろう。

　こんな宴に関われたことを、嬉うれしく思う。

　自分の仕事をやりとげられたことを、誇らしいと思う。

　この思いをわかちあうことができるのは――やっぱり俺には、アイ＝ファしか存在しないのだ。

「あ……」とララ＝ルウが声をあげる。

　そこだけ薄暗くて人気のない空き家の裏手から、アイ＝ファとシン＝ルウが姿を現したのだ。

　シン＝ルウの姿は人の群れに埋没し、アイ＝ファだけがその場に居残った。

「シン！　シン＝ルウ！」と、ララ＝ルウが俺の手を振り払って、人混みの中に駆けていく。

　もちろん俺は、小走りでアイ＝ファのもとに向かった。

「アスタ……」と、アイ＝ファが驚いたように目を見開く。

「どうした？　何かあったのか？」

「いや、こっちはどうもしないよ」

　アイ＝ファの前で、立ち止まる。

　とたんに、右の膝ががくりと砕けた。

　危うく倒れそうになったところを、アイ＝ファの強い腕に支えられる。

「どうしたのだ？　身体がおかしいのか？」

「いや……くたびれ果てただけだよ。けっきょくつまみ食い以外では何も口にしてないしなあ」

「馬ば鹿か者もの。これだけの仕事をして、まともに食事をしていないというのか？」

　怒った顔で言い捨てて、俺の身体を家屋の壁にもたせかける。

「待っていろ。肉を取ってきてやる」

「いや、いいよ。まだしばらくは咽喉のどを通りそうにない」と、俺は慌あわててアイ＝ファの腕を引っつかんだ。

「ようやく仕事が終わったんだ。もうちょっと余韻にひたらせてくれ」

　言いながら、ずるずると地面に腰を下ろしていく。

　アイ＝ファはちょっと迷うような顔をしたが、けっきょく隣に座すわってくれた。

　ただし、いつもの片かた膝ひざあぐらで。

「あのさあ、アイ＝ファ。そんな格好をしているときぐらい、もっと女衆っぽく振る舞ってもバチは当たらないんじゃないか？」

「お前までおかしなことを言うな。ジバ婆ばあがどうしてもと言うから、しかたなく着ているだけだ、このようなものは」

　と、細い指先で半透明のヴェールをはじくアイ＝ファである。

「女衆である前に、私は家長であり、狩人なのだ。私が宴装束など身にまとっても滑稽なだけであろう」

「そんなことは、全然ないよ。確かにアイ＝ファは家長だし狩人だけど、やっぱり女衆であることには間違いないんだから」

　不ふ機き嫌げんそうな顔をするアイ＝ファに、俺は笑いかけてやる。

「ものすごく似合ってるよ。お世辞じゃなく、本当に綺麗だ」

　アイ＝ファは顔を赤くしたりはせず、ただ食べ物を咽喉にでも詰つまらせたかのように目を白黒とさせた。

　そして最終的に放たれた言葉は、「わけのわからぬことを言うな」である。

　そうして、いっこうに終わる気配を見せない宴のほうへと、顔を向ける。

「……仕事は、終わったのだな」

「ああ、終わった」

「後のことはどうだか知らぬが、お前はお前の仕事をやりとげた」

「ああ」

「これがお前の力だ、アスタ」

　アイ＝ファは何だか、ひどく遠い目つきをしていた。

　何だろう。

　さっきまでは普通だったのに、アイ＝ファの存在を遠く感じてしまう。

「アスタ」

「ああ」

「お前は、ルティムとともにあるべきなのではないだろうか」

　俺は、じっとアイ＝ファの横顔を見つめる。

　アイ＝ファは、こちらを見ようとしない。

「ガズラン＝ルティムは、お前の力を認めている。ダン＝ルティムもそれは同様だ。さすがに本家への婿入りまでは認められぬであろうが、今の私と同じように、血の繋がらぬ家人としてなら、諸手を挙げて迎え入れてくれるであろう」

「おい」

「そうして絆きずなを深めれば、分家への婿入りぐらいは認められるかもしれん。そうすれば、お前もこの森辺で――」

「何なんだよ？　どうして突とつ然ぜんそんなことを言うんだ？」

　俺は、アイ＝ファに詰め寄った。

　しかし、やっぱりアイ＝ファは俺を見ようとしない。

「……それでは逆に問うが、お前はファの家に居座って何を為なすつもりなのだ？」

「何って……」

「ファの家は、ルウやルティムほど豊かではない。このように贅ぜいを尽つくした食事はとうてい望めない。アリアと、ポイタンと、ギバの肉と、後はわずかな野菜だけを材料に、自分と私だけの食事を作って――それでお前は、満足なのか？」

「満足だよ。俺は料理人としてお前に料理をふるまってるわけじゃない。家族として、ファの家のかまど番として、料理を作っているだけなんだ。家計をやりくりして食しよく卓たくを彩るのが、かまど番の仕事だろ」

「それでお前は、満足なのか？」

「満足だ」と、俺は言いきった。

「こうやって仕事として料理を作れるなら、それは嬉しい。楽しいし、幸福だ。だけど俺がかまどの番を預かりたいのはルウでもルティムでもない。ファの家だ。俺は誰だれよりもお前に自分の料理を食べてほしいんだよ」

「…………」

「もしかしたら、また酔狂な御ご仁じんが現れて、俺に宴や一夜のかまどを預かってほしい、とか言い出すかもしれないだろ？　そういう仕事なら、大歓迎だ。そんな期待を胸に抱きながら、俺はファの家で料理を作っていたいんだよ」

「しかし……」と、アイ＝ファが俺を見ないまま、つぶやく。

「私は今日、またしてもスン家の連中と悪い縁えんを結んでしまった」

「そんなの、俺も一緒だろ」

「私には自分の身を守る力がある。しかし、私が森に入っている間、家に一人でいるお前を守る力はない」

「それは……」

「ルティムやルウには、その力がある。今日のような嫌がらせをすることはできても、今のスン家にルウやルティムに刃を向ける意い気く地じはない」

「…………」

「アスタをファの家に置いておくのは、危険だ」

「……それは、お前が考えたことなのか？」

　俺はいっそう、アイ＝ファに詰め寄った。

　しかし、アイ＝ファは動かない。

「そんなの、今さらな話じゃないか？　あのドッド＝スンっていう男とは、七日も前に顔を合わせてるんだ。それで今さらそんなことを言うのは、何でだ？」

「……あの日以降、お前はずっとこのルウの集落に住みついていた」

「ああ、そうだよ。だけどお前は今日の朝、『明日からはまたこれまで通りの生活だ』って言ってくれたじゃないか？　それがどうして今になって突然そんなことを言うんだよ？」

「……今日またスン家と悪い関わりが生まれた。そしてお前は、ルティムに力を示すことができた」

「それだけか？」

「……アスタをファの家に置いておくべきではない、と言われた」

「レイナ＝ルウにか」

「…………」

「そんな気がしたよ。彼女が俺の心配をしてくれるのは、ありがたいと思うべきなんだろうけど――」

　レイナ＝ルウの涙を浮かべた悲痛な顔が、脳裏をよぎっていく。

「だけどそれは彼女の気持ちであり、俺の気持ちじゃない。俺は、自分の気持ちとお前の気持ちにしか従いたくはない」

「…………」

「俺の気持ちは、決まってる。俺はファの家にいたいんだ。俺がファの家を出るのは、お前に愛あい想そを尽かされて追い出されるときだけだ」

「……私に出ていけと言われれば、出ていくのか？」

　俺は怒って、遠い側にあるアイ＝ファの肩をつかみ、無む理り矢や理りこちらを向かせてやった。

　俺の腕など簡単にはねのけられるはずであるが、アイ＝ファは逆らおうとはしなかった。

　青い瞳ひとみが、ひさかたぶりに俺を見る。

「俺はお前のそばにいたい。お前に嫌われても出ていきたくない。俺を追い出したいなら、力ずくで追い出してみろ。……腕力だったら、さすがにお前にはかなわないからな」

「…………」

「俺に消えてほしくないって言ってくれたのは嘘うそだったのかよ？」

　アイ＝ファの瞳に、炎が宿った。

「消えてほしくない。お前を危険な目にあわせたくもない。そうであるからこそ、ルティムの家に入るべきなのではないかと言っているのだ、私は！」

「そうか。そう思ってくれているなら、やっぱり俺はお前のそばにいたいよ。スン家のことは――本当に危険なら、何か対策を考えよう。最悪、俺はあのカミュア＝ヨシュという男を頼ってもいいと思ってる」

「……あの男は、石の都の住人だ」

「お前が嫌なら、それはやめる。だったらルウやルティムに土下座でも何でもしてやる。眷族でも何でもない俺を、守ってくれと。――それでも俺は、アイ＝ファと離はなれたくはないんだ」

　アイ＝ファの瞳が、炎を宿したまま、ゆらめいた。

　怒っているのか、どうなのか――もしかしたら、自分自身でもよくわかっていないのかもしれない。

　女衆なのに、狩人としての顔を持つ、アイ＝ファ。

　この森辺にもたった一人しか存在しないのであろう、女狩人のアイ＝ファ。

　俺は――

「……シン＝ルウの用事ってのは、何だったんだ？」

「なに？」

「さっきまで話してたんだろ？　もしかしたら『贄にえ狩がり』のことか？　たった一人で五人の家族を養っていくために、自分も『贄狩り』がしたいと――もしかしたら、そんな相談だったんじゃないのか？」

「…………」

「お前は何て答えたんだよ、アイ＝ファ？」

「……『贄狩り』は危険な狩りだ。お前が生命を落としたら誰が五人の家族を守るのだ、と答えた」

「そうか。だけどお前だって、俺っていう家人がいるのに、その『贄狩り』を続けているじゃないか。お前にこびりついているこの甘あまい匂いは、そのギバ寄せの実の匂いなんだろう？」

　アイ＝ファの顔に、うっすらと血の気がのぼってくる。

　こんなに激情にとらわれていても、やっぱり匂いについて触ふれられるのは恥はずかしいのか。

　だけど俺は、この匂いが好きなのだ。

　ギバ寄せの実の甘い匂いと。

　香草の清せい涼りような匂いと。

　ピコの葉の鋭するどい匂いと。

　グリギの実の優しい匂いと。

　肉と脂あぶらの美味うまそうな匂い。

　それらが渾然となったアイ＝ファの香かおりが――俺は好きなのだ。

　これは、アイ＝ファだけの香りだ。

　男衆と女衆の仕事を一人でこなしてきた、アイ＝ファだけの香りなのだ。

　森の匂いと家の匂いが溶け合った、アイ＝ファだけが持つ香りなのだ。

「そんな危険な真ま似ねをしてまで、狩人をする必要はない――なんて、お前は絶対誰にも言われたくないだろう、アイ＝ファ？」

「…………」

「俺だって同じだ。ファの家のかまど番をつとめるのは危険だなんて、どこの誰にも言われたくないんだよ」

　ルド＝ルウの言葉が、脳裏に蘇る。

　心配するんじゃなく、尊敬しろ。

　そうまでして、アイ＝ファはギバを狩かろうとしているのだ。

　森辺の民たみとして――狩人として生きるために。

『贄狩り』をやめるなら、狩人をやめるしかなかったのかもしれない。女衆として、どこかの家に嫁ぐしかなかったのかもしれない。

　そんな運命を拒きよ絶ぜつして、アイ＝ファが狩人として生きているのなら――

　それゆえに、アイ＝ファがこんなにも強くて、気高くて、美しい存在たりえたのなら――

　俺はやっぱり、アイ＝ファの選せん択たくを、決断を、否定したくはない。

　俺は、アイ＝ファがこういう人間だからこそ、魅み了りようされたのだ。

　森の匂においと家の匂いをあわせ持ち、狩人としての強さと女の子としての可愛らしさをあわせ持つ、アイ＝ファがこういう人間だったからこそ――俺は、アイ＝ファと一緒にいたいと望んだのだ。

「スン家のことは、俺も考える。だから、お前のそばにいさせてくれ。俺は、お前と一緒にいたいんだ、アイ＝ファ」

　しばらくアイ＝ファは、黙りこんでいた。

　俺の真意を探ろうとするかのように、その強い光をおびた瞳が俺の瞳を見つめている。

　そのまま、どれぐらいの時間が経ったのか――

　やがてアイ＝ファは、「……勝手にしろ」と、そっぽを向いた。

　唇くちびるが、少しとがっている。

　頬のあたりが、まだ少し赤い。

　ようやくいつものアイ＝ファに戻ってくれた。

　じゃりっと音を鳴らして大きな人ひと影かげが近づいてきたのは、そのときだった。

「お取り込み中、失礼します。少しだけお時間をいただいてもよろしいですか、アスタにアイ＝ファ」

　何とそれは、ガズラン＝ルティムだった。

　ギバの頭部つきマントを着た勇壮な狩人の姿で、静かに俺たちを見下ろしている。

「ああ、どうも。別に取り込んではおりませんよ」

　と、答えながら、俺はアイ＝ファの肩をつかんだ体勢のままだったことを思い出し、慌てて手を離した。

　それでアイ＝ファはそっぽを向いて頬を赤くして唇をとがらせているのだから、どこをどう見たって取り込み中だ。

　というか、よくもまあこんな取り込んだ人間たちに声をかけられるものである、この御仁も。

「申し訳ありません。なかなか宴から離れられない身体ですので。失礼とは思ったのですが、声をかけさせていただきました」

「ああ、いえ、どうも」とか言いながら、俺は立ち上がる。

　もちろんアイ＝ファも立ち上がったが、その際におもいきり肘鉄で脇腹を小突かれた。

「明日は顔を合わせられるかどうかもわかりませんので、今宵の内にと思い、代価をお持ちしました」

　と、報ほう酬しゆうの残り半分、ギバ十頭分の牙きばと角が差し出される。

　きっと婚儀の祝福の一部なのだろう。ご丁寧に、きちんと革かわ紐ひもで首飾りに仕立てられている。

「素す晴ばらしい食事をありがとうございました。眷族たちの幸福そうな顔を見て、私も私の判断が間ま違ちがっていなかったことを確信できました」

「こちらこそ、俺を信用してくださって、ありがとうございます。……そして、ご結婚おめでとうございます」

「ありがとうございます」と、はにかむように微ほほ笑えむ新郎である。

「そして、スン家のことについても――あなたたちを矢面に立たせることになり、本当に申し訳ありませんでした。父ダンもドンダ＝ルウも怒いかりのあまり刀を抜ぬきかねなかったので、しばらくは周囲の男衆が押さえこんでいたようです」

「いやあ、あれは俺たちが勝手にやったことですから。むしろルティムに災いを寄せることになるんじゃないかと、それだけが心配でした」

「災いは、こちらの思おも惑わくなど無視して、いつでも降りかかります。それはこの夜にもはっきりわかったことです」

　ガズラン＝ルティムの真まっ直すぐな瞳が、強い光を浮うかべる。

「しかし、スン家も思い切った行動には出られないはずです。どんなに私たちの存在が意に沿わなくとも、私たちの存在なくしてギバ狩りの仕事を果たすことはできないのですから。今の安楽な生活を守るためにも、あちらからルウやルティムに刃やいばを向けることなどはできないはずなのです」

「なるほど。都から褒ほう賞しよう金きんを得るためには、という意味ですね？　……本当に、同じ森辺の民とは思えない連中ですね」

「まったくです。――しかし、あなたたちは違う。たった二人の家人しかいないファの家を滅ぼすことに、スン家はそれほどの躊躇ためらいは覚えないでしょう」

　ガズラン＝ルティムは、さらに強い口調で言った。

「それでも、こうしてルウやルティムがあなたがたと親しくしている限り、そうそう悪あく辣らつな真似はできないはずですが……今日のような例もあります。どうかご自愛ください、アイ＝ファにアスタ」

「はい。こちらも色々と考えてみるつもりです」

　ガズラン＝ルティムは一つうなずき、それから俺の手に移った首飾りにあらためて視線を落としてきた。

「しかし、本当に代価はギバ二十頭分でよろしかったのでしょうか。私としては、やはり本日の祝福をすべて捧げたいぐらいの気持ちなのですが」

「十分ですよ。無む茶ちや苦く茶ちやに嬉しいです。こいつは遠慮なく、近日中に使わせていただきますので」

　そう言って、俺おれはまだちょっと赤い顔をしているアイ＝ファを振ふり返かえった。

「これで新しい鉄てつ鍋なべが買えるな！　そうすればファの家でも焼き料理とスープを同時に作れるぞ。苦労した甲斐かいがあったな、家長？」

　アイ＝ファは唇をとがらせたまま、あんまり強くない力で俺の足を蹴けってきた。







箸休め　～若き賢人～







　不思議な雰ふん囲い気きをした少年だな、というのがガズラン＝ルティムの最初に抱いた正直な感想だった。

　婚こん儀ぎの前祝いにおいてルウ家からかまどを預かった、ファの家のアスタという人物に対する印象である。

　黒い髪かみに黒い瞳、それに象ぞう牙げ色いろの肌はだをした、見るからに異国生まれの少年だ。森辺の狩人に比べたらずいぶん華奢な体格をしており、面立ちなども女衆のように柔やわらかい。ギバを狩る力などはとうてい持ち得ていないだろう。脆弱な、石の都の人間としか思えぬ風貌であった。

　ただし、その瞳にはガズラン＝ルティムの知る都の人間とは少し異なる、明るくて強い光が灯っている。

　この少年は、森辺の民を恐おそれていないのだ。

　きっとそれがこの不思議な雰囲気の正体なのだろう。

　都の人間が、森辺の集落で、森辺の民に囲まれながら、平然と自分を保っている。あまつさえ、森辺の装束を纏まとって、みずからも森辺の家人であるなどと称している。森辺の民がジェノスにおいてどれほど異端視されているかを思えば、そのようなことは本来ありえないはずなのである。

（だけどまあ、この少年は現にこうして目の前に存在しているのだから、ありえないなどと言っても詮せん無なきことだ）

　しかし、どうしてドンダ＝ルウがこのような人物にかまどの番をまかせたのか、それがガズラン＝ルティムには理解できなかった。

　父のダン＝ルティムはさきほどから頭に血を昇らせてしまっているし、アマ＝ミンも困惑気味の表情で目を伏せている。

　このままでは、父とドンダ＝ルウの間に不和が生じてしまうかもしれない。

　ガズラン＝ルティムには、それが一番の懸念の種であった。

　自分たちは今、悪逆なるスン家に対たい抗こうするために力を溜めているさなかであるのだ。もっとたくさんのギバを狩り、もっとたくさんの子供を生し、もっとたくさんの眷族を得て、いずれはスン家を討ち倒さなくてはならない。そんな中、親筋のルウ家と眷族でもっとも力を持つルティム家の関係に亀裂が入ってしまったら、森辺の行く末は永遠に暗黒に閉ざされてしまうかもしれなかった。

（しかし……ドンダ＝ルウ自身も父ダンに劣らず憤ふん慨がいしているように見えるな）

　このアスタという少年は、よりにもよってギバの胴どう体たいの肉を祝いの料理として差し出してきたのである。

　べつだんギバの胴体を食べて悪いことはない。それはさきほどファの家の家長――噂に聞く女狩人のアイ＝ファという人物が申し述べた通りだ。

　このようなものはムントの餌だ、という言い分は、確かに力を持たない氏族に対する侮蔑であり誹ひ謗ぼうであったのかもしれない。弱さは罪である、というのは確かに森辺の不文律であったが、弱き民をないがしろにしていたのでは、けっきょくスン家と同類になってしまう。弱き民は己を戒め、より強い力が得られるように励むしかないわけで、それを他者が横から侮蔑したり誹謗したりすることに意味などはないはずだった。

　しかしまた、ことさら胴体の肉を食べようとする意味はわからない。

「美味い肉だからだ」とファの家の家長は述べていたが、その言葉の意味もわからない。

　その言葉の意味が理解できたのは、重苦しい空気の中でギバのあばら肉を一口かじり取ってからのことだった。

　父親やドンダ＝ルウの挙動を気にかけながら、何気なく骨つき肉を口に運んだガズラン＝ルティムは、我を失うほどの衝しよう撃げきを受けることになってしまったのである。

（これは……）

　味が、違う。

　獣けものの臭においが、まったくしない。

　それに、この赤くてとろりとした汁しるは何なのだろう。果実酒の甘さに岩塩とピコの葉の味が混ざり合い、それがまたギバ肉の味に大きな変化をもたらしている。

（これが……美味い肉？）

　未知なる感覚が口の中に広がっていく。

　これは――快楽だ。

　幸福感だ。

　生の喜びだ。

　大袈裟でなく、ガズラン＝ルティムはそのように思うことができた。

　家族の楽しそうな笑え顔がおを見たときや、大物のギバを仕留めたとき、疲れた身体を寝床に横たえたとき――そして、愛する人間をその腕うでに抱いたときなどに、体内を駆かけ巡めぐっていく心地好い感覚、それと同質の幸福感が口の中に爆ばく発はつしていた。

　頭が理解を得る前に、心と身体が喜んでしまっている。そんな不可思議な体験であった。

　渇いていれば、水や果実酒を美味いと感じる。

　飢えていれば、肉や野菜を美味いと感じる。

　しかし今、ガズラン＝ルティムが感じているのはそのようにありきたりな感覚ではなく、もっと根深いもの――魂たましいの打ち震ふるえるような喜びと充足感だった。

　視線を感じたので振り返ると、アマ＝ミンがこちらを見て微笑んでいた。

　きっと自分と同じ感覚を抱いているのだろう。

　まだ自分の中に生じた驚おどろきと衝撃を消化できぬまま、気づくとガズラン＝ルティムも同じように微笑み返していた。

　何が起きたのかは、まだまともに理解できていない。

　ただ、大いなる変革の予感にガズラン＝ルティムは魂をわしづかみにされてしまっていた。





◇






　翌日、ガズラン＝ルティムはアマ＝ミンとともにファの家を訪おとずれていた。

　婚儀のかまど番をアスタに受け持ってほしいと頼たのみこむためだ。

　父ダン＝ルティムがそのようなことを言い出したときは、また突拍子もないことを――と呆れかけてしまったガズラン＝ルティムであるが、いざそれをアスタの側から断られてしまうと、おかしな具合に気持ちが揺れ動いてしまったのだった。

　大事な婚儀のかまど番を血族でもない人間に頼むなどというのは、森辺の習わしに反する行こう為いである。

　しかし、それを差し引いても大きな意義を見いだせるのではないのか。そのように考えたら、居ても立ってもいられなくなってしまったのだ。

　アマ＝ミンに正直な気持ちを述べてみせると、彼女も「同じ気持ちです」と言ってくれた。

　それでこうして、ファの家を訪れることになった。

　しかし、アスタには頑強に拒絶されてしまった。

「……申し訳ないが、この返事は明日までお待ちいただけないだろうか？」

　家長アイ＝ファにそのように諭されて、ガズラン＝ルティムはアマ＝ミンとともにルティムの集落に引き返すことになった。

「大だい丈じよう夫ぶです。きっとアスタにはわたしたちの気持ちも伝わっていますよ」

　帰り道、アマ＝ミンはそのように言っていた。

「生まれは異国のようですが、アスタには森辺の民に相応ふさわしい魂たましいを感じます。だからきっと大丈夫です」

「うん。……彼かれは不思議な人だね」

　この言葉には「そうですか？」と返された。

「わたしは大きな違い和わ感かんもなく、アスタを同どう胞ほうだと思うことができます。アイ＝ファが男衆でアスタが女衆であれば、もっと自然な感じになるのでしょうけれども」

「ああ、それはその通りだね。狩人にして家長たる女衆と、かまど番の男衆か。本当に不思議な巡り合わせだ」

「だけど、二人はとても幸福そうに見えました。ならばあれで正しい形なのかもしれません」

　そんなことを言いながら、アマ＝ミンは彼女らしくもなく子供っぽい仕草でくすくすと笑った。

「二人が帰ってきたときの様子を覚えていますか？　アイ＝ファは何だかとっても柔らかい表情をしていて、普ふ通つうの若い娘むすめのように見えました。きっと普ふ段だんは家人のアスタにしかあのような顔は見せないのでしょうね」

「ふうん？　それは全然気がつかなかったな」

「そうですか。アイ＝ファはとても強い力を持つ狩人であると同時に、他者を寄せつけない頑なな人ひと柄がらのように思えたのですが、あのような家人がそばにいれば安らかな心地で毎日を送ることができるのでしょう」

　そう言って、アマ＝ミンは笑顔のままガズラン＝ルティムを見上げてきた。

「ガズラン＝ルティムに出会う前の自分であったら、わたしはそれを羨ましく思っていたかもしれませんね」

「そうか」としか答えようはなかった。

　歩きながら、アマ＝ミンはそっとガズラン＝ルティムの腕に自分の腕をからめてくる。

「アスタがこの仕事を引き受けてくれれば、婚儀の宴うたげもさらに幸福な一夜となることでしょう。明日また断られても、わたしは了りよう承しようをいただけるまでファの家に通うつもりです」





◇






　幸いなことに、アスタは婚儀のかまど番を引き受けてくれた。

　また、そのための条件をドンダ＝ルウに伝えると、そちらからもすんなりと了承をもらうことができた。

「聞いたぜ、ガズラン＝ルティム！　婚儀のかまど番をアスタに頼みこんだんだって？　ずいぶん思いきったな、あんた！」

　ルウの集落にて、そのように喋しやべりかけてきたのはルド＝ルウである。

　いつでも陽気な少年であるが、特にそのときは輝かんばかりの笑顔を浮かべていた。

「しかも、それまでアスタは毎日ルウの家のかまどまで面めん倒どうを見てくれるっていうんだろ？　俺、すっげー嬉しいよ！」

「そうですか。ドンダ＝ルウにはずいぶん無理な願いを聞き入れていただいたので、そのように言ってもらえると少しは気が休まります」

「相変わらず堅苦しい喋り方だなあ！　……だけど、アスタにはギバの角と牙を二十頭分もくれてやるんだって？　別にそんなことしなくても、アスタはほいほい引き受けてくれそうだけどなあ」

「それではこちら側の道理が通りません。血族でもない人間の婚儀の宴をまかせるのですから、それには代価が必要になるでしょう」

「ふーん？　だけど俺たちは代価なんて払ってないぜ？　祝福として一本ずつの牙や角は差し出したけどな」

「……そもそもどうしてアスタはルウ家のかまど番をまかせられることになったのでしょうか？」

　そこでガズラン＝ルティムは、初めてファとルウの因縁を知ることになった。

　もともとアイ＝ファがジバ＝ルウおよびリミ＝ルウの友であったという話も、アイ＝ファが父親を失った際にルウ家への嫁よめ入いりを乞われたという話も、ガズラン＝ルティムはそのとき初めて知ることになったのだった。

「それでは、ジバ＝ルウはアスタの料理によって救われたのですか……」

「ああそうさ。それなのに、ジザ兄とダルム兄はいまだにアスタのことを認めてねーんだよな。親父なんかは、この前の晩ばん餐さんでずいぶん考えを変えたみたいだけどさ」

　ガズラン＝ルティムは少し考えてから、そのジザ＝ルウやダルム＝ルウとも言葉を交かわしておくことにした。

　すでに太陽は中天近くにまで昇っているので、もういくばくもなくアスタもこのルウの集落までやってきてしまう。その前に、この仕事は果たしておかなくてはならなかった。

「ジザ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ちょっとよろしいですか？」

　都合のいいことに、二人はそろって広場の片かた隅すみにいた。

　狩人の仕事に備えて、身体を休めていたのだろう。風の抜けていく心地好い木陰で、何やらひそやかに語らっていた様子である。

「ガズラン＝ルティムか。俺も貴方あなたと話がしたいと思っていたところだ」

　ジザ＝ルウのほうが、糸のように細い目でガズラン＝ルティムを見つめ返してくる。

「さきほど家長ドンダから、婚儀の宴についての話を聞いた。……貴方はいったい何を思ってそのようなことをファの家のアスタに頼みこんだのだろうか？」

「私は、それが血族の力になると思ったまでです」

　ジザ＝ルウは、いつもの通りの和やかな面おも持もちであった。

　しかし、その内側にはルウ家の跡あと取とりに相応ふさわしい熱情と冷徹さが潜んでいることを、ガズラン＝ルティムはすでに知っている。

「生きる喜びが深まれば、生きようと願う力も強まる、というあの話か。その言葉自体に間違いがあるとは言わないが――しかし、ファの家のアスタは異国人だ」

「はい。しかし今はファの家の家人なのでしょう？」

「家長さえ認めれば、どのような人間でもその家の家人になることはできる。しかし、我々がこのモルガの森辺に移り住んでから八十余年、異国の民が家人として迎えられることはなかった」

「ええ、アスタがその初めての人間であるというわけですね。それを禁じる掟おきてがない以上、何も問題はないのではないでしょうか？」

「……アスタが揮ふるっているのは、森辺の外で体得した力だ。そのようなものによってもたらされる変化を正しいと断ずることはできるのだろうか？」

「正しいと断ずることはできませんが、また、間違っていると断ずることもできないと思います。だから私は、正しいことなのだと信ずることにしたのです」

　ジザ＝ルウは、同じ表情のまま腕を組んだ。

　ダルム＝ルウは、底光りする目でガズラン＝ルティムを見つめながら、一言も口をきこうとはしない。

「ジザ＝ルウがそのような懸念を覚えるのはわかります。私自身、何の不安もないわけではありません。しかし――外からの力をやみくもに拒絶することも、絶対に正しいのだと断ずることはできないでしょう。森辺の外に、世界は果てしなく広がっているのですから、それらのすべてが間違った存在であるなどとは断言できるはずもありません」

「だが、我々の同胞はこの森辺の内にしか存在しない。森辺の外の世界など、我々には関かかわりのないものだろう」

「そうでしょうか？　私たちは森に生まれて森に育まれてきましたが、それでも木の根から生まれてきたわけではないはずですよ、ジザ＝ルウ」

　このようなことを述べても賛同が得られるとは思わなかったが、口にせずにはいられなかった。

　ガズラン＝ルティムにとって、このジザ＝ルウはまぎれもなく大事な同胞であり、しかも親筋の跡取りでもあるのだ。意見や心情が折り合わぬことがあっても、それを隠かくしたまま手を取り合っていくことはできなかった。

「私たちの祖は、八十年の昔まではジャガルの森で暮らしていました。そのときこそは、都の住人とも一いつ切さいの関わりを持たずに森の中のみで生きてこられたのでしょうが、このモルガの森に移り住んでからはギバの角や牙を宿場町で売り、ジェノスの法に従って生きている身です。それでも我々は頑なに都の住人らを拒こばんできましたが――それは本当に正しい行いであったのでしょうか？」

「それは正しいと断ずることができるのではないか？　現に、都と強い関わりを持ったスン家はあのように堕だ落らくし果ててしまったのだから」

「だからこそ、です。森の恵めぐみを収しゆう穫かくすることを禁じられた我々は、どうあれ外の世界と関わりを持ち、銅貨で糧かてを得るしか生きていく道がありません。どんなに拒んでも、外の世界とまじわらぬ限り生きていくことはできないのです。ならば、なるべく正しい形で外の世界とも縁をつむいでいくべきなのではないでしょうか」

「それが――アスタを受け入れる理由であり意味であると？」

「そこまで考えてのことではありません。私はただ、異国の生まれであるからという理由だけでアスタを拒む気持ちにはならなかったというだけのことです」

　ジザ＝ルウは小さく息をつき、たくましい首を横に振った。

「どの道、家長ドンダは貴方からの願いを聞き入れてしまった。俺たちは、家長の決定に従う他ない。あとは貴方の見込みが外れて、アスタの存在が災いにならぬことを祈いのるばかりだ」

「何かあれば、私がこの身でその罪を贖あがないましょう」

　そうして最後に、ガズラン＝ルティムは無言のダルム＝ルウにも呼びかけてみた。

「ダルム＝ルウ、あなたもジザ＝ルウと同じような懸念を抱いているのでしょうか？」

「俺は――難しい話はよくわからん」

　と、ダルム＝ルウは不機嫌そうに応じてくる。

「俺はただ、あの生白い小こ僧ぞうが気に食わないだけだ」

　そちらは思ったより深刻な感じではないようだった。

　むしろ、ダルム＝ルウにしては少し子供っぽい感じですねているようにすら感じられる。

（……そういえば、ドンダ＝ルウがアイ＝ファに嫁入りをすすめたのは、このダルム＝ルウにだったな）

　そのあたりのことも、何か遺恨になってしまっているのだろうか。

　数日後に嫁よめを迎える身でありながら、ガズラン＝ルティムにはあまり男女の機微というものがわかっていなかった。

（何にせよ、自分はもうこの道を選んでしまったのだ）

　あとは信じて、突き進むしかない。

　ガズラン＝ルティムは二人に別れを告げ、異国生まれの奇き妙みような同胞が訪れるのを待つことにした。
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　そうして慌ただしく日々は過ぎていき、ガズラン＝ルティムは確かな幸福感と充足感を胸に、アスタの前に立つことができた。

　婚儀の宴を滞りなく終えたのちのことである。

「本当に、無事に終わってほっとしていますよ」

　代価の首くび飾かざりを受け取った後、アスタはそのように述べていた。

　相当に消しよう耗もうしたのだろう。まぶたが半分下がっており、空き家の壁に背中をもたれたまま、今にも崩れ落ちてしまいそうだ。

　しかしそのかがり火を映した瞳には、ガズラン＝ルティムにも劣おとらぬ充足感が満ちているように感じられた。

　何故なぜか赤い顔をしてそっぽを向いているアイ＝ファのほうも、それは同様である。

（……確かにこれでは女おんな狩人かりうどなどにはとうてい見えないな）

　アイ＝ファは宴衣装を纏っていた。だがそれだけではなく、以前に見たときよりもいっそうアイ＝ファは美しく、そして、アスタに対して心を開いているようにも見えた。

　女狩人のアイ＝ファと、かまど番のアスタ。森辺の集落においてこれほど奇妙な取り合わせもないのであろうが、彼らはしっかりと魂の結ばれた家族であるのだな、ということがガズラン＝ルティムにも察することができた。

「あなたは不思議な方ですね、アスタ」

　宴の賑わいを背後に感じながら、ガズラン＝ルティムはそのように述べてみた。

「あなたはまぎれもなく異国人であるのに、それでもやっぱり森辺の同胞なのだと信じることができます。その身の力も、気き性しようも、姿かたちも、まったく森辺の民とは似ていないのに――私には、それが不思議です」

「そうですか。俺も俺なんかがこんな風に受け入れてもらえているのは、確かに不思議です」

　口調のほうもちょっと眠たげになりながら、アスタはそう言った。

「まあ、すべてはアイ＝ファのおかげですよ。俺と森辺の縁を繋いだのは、最初に俺なんかを拾ってくれたアイ＝ファなんですから」

「やかましい」と、アイ＝ファは鼻にしわを寄せた。

　それでもやはり、なめらかな頬ほおは赤いままだ。

（そうか……確かにアスタと巡りあったのがアイ＝ファでなかったなら、今日のこの日は迎えられなかったのかもしれない）

　異国人を森で見つけて、それを家に連れ帰る人間などそうそういないだろう。普通はそのまま捨て置くか、せいぜい宿場町まで送り届けるぐらいのはずだ。気性の荒あらい狩人であれば、もっと悲惨な末路であったかもしれない。

（それがアイ＝ファに拾われて、ジバ＝ルウとの縁からルウやルティムと結びつき――そして私も、アスタと出会うことができた）

　この出会いは、森辺に何をもたらすのだろう。

　予言者ならぬガズラン＝ルティムに、そのようなことは見当もつかなかったが、それでも何かしらの予感はあった。

（私とアスタの道は、重なっている）

　それをこの宴で、ガズラン＝ルティムははっきり体感することができたのだ。

　これほどの喜びと幸福をもたらしてくれたアスタは、もはやガズラン＝ルティムにとってかけがえのない存在である。

　血の縁えんなど関係ない。ファの家の家人たるアスタは血族でも何でもなかったが、それでも森辺の同胞であった。

（私はきっと、この先もアスタとともに進み続けるのだろう）

　その先にどのような未来が待っているのかはわからない。

　だけどそれは、予感というよりも確信に近い思いであった。

（アスタを傷つけようとする者がいれば、私が盾となろう。アスタを拒む者がいれば、私が諭す口となろう。私はそれだけのものを、今日アスタから受け取ったのだ）

　美しい花嫁と大事な友を同時に得ることができた、この夜の自分ほど幸福な人間は他にいないだろう、とガズラン＝ルティムは心の中で静かにその思いを噛かみしめた。

「アスタ、あなたは――」

「すまんな。どうやら眠ってしまったようだ」

　と、アイ＝ファに言葉をさえぎられる。

　見ると、確かにアスタはいつの間にやら地べたにへたりこんでおり、そのまま壁にもたれて眠りこけてしまっていた。

　子供のようにあどけなく、そして満ち足りた寝顔であった。

「けっきょく何も口にせぬまま眠ってしまった。こういうところが、こいつは半人前なのだ」

　怒おこった口調でアイ＝ファが言う。

　しかし、その瞳にはあふれんばかりの情愛の光が瞬いていた。

「疲つかれているところに申し訳ありませんでした。どうぞ休ませてあげてください」

「うむ。……宴はまだ終わらぬのか？」

「ええ。果実酒の最後の一滴がなくなるまで眠る者はいないでしょう」

「さすがにそこまではつきあっていられぬな。それでは、失礼する」

　アイ＝ファはアスタの腕の下に頭を入れて、その身体をぐいっと持ち上げた。

　それでもアスタは目覚めずに、安らかな寝息をたてている。

「アイ＝ファ、あなたにも御礼の言葉を述べさせていただきます」

「うむ？　これは代価を受け取った上での仕事なのだから、そのようにくどくどと礼を述べられる筋合いはない」

「いえ、この夜のことだけではなく。アスタという存在を森辺に招いてくれたことに、私は感謝しています」

「そのようなことは……それこそ礼を言われる筋合いではない」

　アイ＝ファは唇をとがらせて、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　アスタがいなければ、アイ＝ファが自分にこのような表情をさらすこともなかったのだろう。

「それでは、失礼いたします」

　悪あく縁えんを深めてしまったスン家や、都から訪れるカミュア＝ヨシュという謎なぞめく人物によって、明日からも彼らはさまざまな労苦を負うことになるのだろう。

　それを助けるためならば、自分も力は惜しまない。

　今日はこの安全なルウの集落でゆっくり休んで、万事に備えてほしいと願う。

　そのようなことを考えつつ、新たに得た友の姿を瞳ひとみにやきつけてから、ガズラン＝ルティムは愛すべき花嫁のもとへと戻もどるべくきびすを返した。

　儀式の火は、変わらぬ勢いで夜空を焦がさんばかりに赤い炎を噴きあげていた。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第三巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　あれよあれよという間に、ここまで巻数を重ねることができました。

　これもひとえにここまで読み進めてくださった皆様のおかげです。




　そして今回は、なんと『がっこうぐらし！』の原作者であらせられる海法紀光様に帯のコメントを書いていただくという栄誉も賜ってしまいました。

　海法紀光様といえば、氏が脚本をつとめられた某アニメーション作品の謝肉祭が強い印象として残っています。

　ヒロインたちが宴衣装に身を包み、普段以上に元気いっぱいに、かつ普段とは異なる艶やかさで舞を披露する。今回の祝宴を描くにあたって、あの作品のあのシーンは何度となく作者の脳裏をよぎっておりました。

　まあこちらの祝宴においては、女衆の舞が披露される前にアスタが寝入ってしまい、ウェブ掲載時は「なんと迂闊な主人公なんだ！」と読者様に嘆かれた、というオチがつくのですが。




　ともあれ、アスタの異世界生活はまだまだこれからが本番であります。

　今後も引き続きお楽しみいただければ幸いでございます。




　ではでは毎度恒例でありますが、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！





二○一五年五月　ＥＤＡ
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